
科目名付クラス名 現代数学概論Ａ

科目キー 5101001001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 2

授業概要 暗号や符号といった情報技術の世界には，数学の知識がうまく利用されている場面を多く見つけることができる．

視点を変えれば，これは数学的な対象をうまくコンピュータ上で取り扱うことができるようになったからであるともいえ

る．

このような対象を数学の立場から考察し，背後にある理論を講義していく．

適宜，フリーウェアを用いてコンピュータ上の実験を行ない理論の理解を深め，また，現在のコンピュータの計算能

力とその限界も併せて把握していく．

シラバス 受講者の理解度を確認しながら進度や講義内容を見直すこともあるが，

概ね次のような順で講義を行う．

1. 素数と有限体

2. 線形代数再考

3. 群とその表現

4. 楕円曲線

5. 暗号と符号との関係

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 1/671 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｂ

科目キー 5101001002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 2

授業概要 幾何学入門を含め，幾何学に関連するいくつかのトピックについて数学を専攻しない学生を対象に講義を行う．ユー

クリッドの公理から始めて，平面や空間の幾何を対称性の観点から整理し，対象生をベクトルや行列の性質を用い

て理解する．さらに，球面幾何や双曲幾何を導入し，リーマン幾何学と呼ばれる一般の「曲がった」空間の幾何学に

つなげる．また，空間のつながり方のみに注目する位相機かの考え方についても触れ，オイラー数などの位相幾何

的な不変量についても解説する．

シラバス １．平行線公理

２．タイリング

３．双曲平面の幾何

４．球面の幾何

５．空間の幾何

副題 現代幾何学入門

教科書

参考文献 David A. Singer, "Geometry: Plane and Fancy"

評価方法 出席及びレポートによる

備考 予備知識として学部１年の微積と線形代数を用いる

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 2/671 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｃ

科目キー 5101001003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 秀慈

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 3/671 ページ



科目名付クラス名 数学史特論

科目キー 5101001004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 知宏

年度

単位数 2

授業概要 ○「数学とは何か」が本講義の究極のテーマである．数学が学問としての形を整えた古代ギリシア時代の文献の読

解により，その問いかけに対して考える契機とする．

○数学の一大変革期であった17から18世紀における，代数学，解析学，幾何学，確率論の進展を考察する．デカル

ト，フェルマ，ウォリス，パスカル，ニュートン，ライプニッツ，オイラー等々が登場人物である．

○1930年頃まで盛んに行われた数学の基礎をめぐる論争は，本講義のテーマを再度確認するにふさわしい．全体

のまとめとしてカントール，ヒルベルト，ワイル等の文献に触れる．

○数学史の研究には，上記の人物たちが残した1次文献を読解する作業が必須である．翻訳（日本語，英語）を通じ

て彼らの思考を確認していきたい．特定の回では参加者に文献の内容を紹介してもらう予定である．また場合によっ

ては数学史研究自体にアプローチする目的で代表的2次文献を読む．

シラバス シラバス（あくまでも予定）

第1回：講義全体を通じた文献紹介．数学史を学ぶ意義．

第2回：ユークリッド『原論』について（論証数学の始原）．

第3回：アルキメデスの求積法（微分積分学の原点として）

第4回：古代ギリシア時代の文献を読む．

第5回：デカルトの記号代数学．デカルト以降の方程式論．

第6回：ニュートンとライプニッツによる微分積分学の確立．

第7回：フェルマ，パスカルに始まる確率論の進展．

第8回：ニュートン，あるいはライプニッツの文献を読む．

第9回：18世紀から19世紀初頭における微分積分学の展開．

第10回：オイラー，あるいはコーシーの文献を読む．

第11回：現代数学基礎論論争について．

第12回：現代数学基礎論論争に関連する文献を読む．

副題

教科書 ○第1回目の授業中に詳しく紹介する．また毎回の授業に必要な資料は，プリントを用意する．

参考文献

評価方法 ○試験は行わない．授業内に発表を行うか，レポート提出によって評価する．なお出席状況も評価の一部に加え

る．

備考 （履修上の注意）

○本来，数学史上の原典を読みこなすためには，英語以外の外国語（ギリシア語，ラテン語を含む）が必要となる．だ

が本講義では入門的な性格のため，限界を承知の上で翻訳を利用する．したがって英語以外の外国語の素養は，

（あればそれに越したことはないが）基本的に必要としない．

○数学に関する予備知識としては，大学1年次に学ぶ微分積分学，線形代数学等の内容に通じていれば十分であ

る．

○むしろ歴史，哲学といった人文科学の方面に興味，関心を持っていることが望ましい．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 4/671 ページ



科目名付クラス名 数学と文化史特論

科目キー 5101001005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 坂口 勝彦

年度

単位数 2

授業概要 数学がその歴史的展開において、他の様々な分野（哲学や芸術など）と関わった様相を探る。数学が数学という固

有の領域を確保する以前には、数学は様々な領域と関係をもつ可能性を保持していた。忘れられてしまったそうした

可能性を今一度探ってみる。

シラバス 主に以下の内容を扱う予定。

１．ゼノンのパラドックス：古来からの有名なパラドックスの解釈をアリストテレスからベルクソンまでたどる。

２．音楽と数学：自由学芸のひとつとしての音楽。主に調律法と数学との関わりをみてみる。

３．遠近法の幾何学：ルネサンスの遠近法、数学者でもあったピエロ・デラ・フランチェスカ、デザルグ等の射影幾何

学、それらの思想史的意味を追う。

４．デカルトの思想：デカルトにおける数学の位置を見きわめる。

５．ライプニッツの普遍記号学：代数学を包摂する壮大な知の普遍学の構想、その可能性を探る。

６．四次元と非ユークリッド幾何学と抽象絵画：異空間の理論と抽象絵画との奇妙な結託を暴く。

７．ラカンのトポロジー：ジャック・ラカンが主体や無意識の構造を記述する際に用いたトポロジー的対象（メビウスの

帯、トーラス、リーマン面、クラインの壺、結び目理論など）を読み解く。

副題

教科書 教科書はない。

参考文献 参考文献を講義で随時紹介する。

評価方法 レポートによる。

備考 特になし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 5/671 ページ



科目名付クラス名 量子力学概説

科目キー 5101001006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

単位数 4

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 6/671 ページ



科目名付クラス名 原子核概説

科目キー 5101001007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

単位数 2

授業概要 原子核物理学全般に関する入門的講議を行う。 特に、核の静的性質（質量、大きさ、スピン、核の電磁気能率）、核

力、原子核構造、放射性崩壊（アルファ崩壊、ベータ崩壊、ガンマ崩壊）、核反応（核反応各論、核分裂）などを扱う。

シラバス (1)原子核物理学における基本事項

(2)素粒子の分類と基本的相互作用

(3)核力

(4)原子核の質量

(5)原子核の大きさ

(6)原子核のスピン・パリティ、電磁気能率

(7)放射性崩壊一般論

(8)原子核のガンマ崩壊

(9)原子核のベータ崩壊

(10)原子核のアルファ崩壊

(11)核反応一般論（複合核反応と直接反応）

(12)核反応各論

(13)原子核構造入門

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

備考 予備知識として初等的な量子力学を知ってる事が必要である。

大学院物理学及応用物理学専攻の学生が大学院共通科目「原子核概説」として受講した場合、物理学及応用物理

学専攻の修了必要単位数に算入されない。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 7/671 ページ



科目名付クラス名 統計力学概説

科目キー 5101001008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

単位数 4

授業概要 物理学の理論を理解するために欠くことの出来ない統計力学の基礎を述べる。解析力学，電磁気学，熱力学は既

知のものとして平衡状態の統計力学を平易に解説する。

シラバス 序

統計力学的なものの見方、授業の目的等についての説明

気体分子運動論

・Maxwell分布

・エントロピーとMaxwell分布

統計的状態のエントロピーと平衡状態

・エントロピーの統計的表式

・熱力学的平衡条件と平衡統計分布

・ミクロカノニカル分布、カノニカル分布

独立粒子系の統計力学

・理想気体

・理想フェルミ気体とフェルミ縮退

・理想ボーズ気体とボーズ・アインシュタイン凝縮

古典統計力学の理論体系

・リィウヴィルの定理と統計集団

・孤立系の熱平衡状態とミクロ・カノニカル分布

・ミクロ・カノニカル分布からカノニカル分布、グラント・カノニカル分布へ

量子統計力学の理論体系

・量子力学のおさらい

・孤立系の熱平衡状態とミクロ・カノニカル分布

・ミクロ・カノニカル分布からカノニカル分布、グラント・カノニカル分布へ

熱平衡状態のゆらぎ

・個々の統計分布における物理量のゆらぎの性質

・外場に対する応答とゆらぎの関係

２次相転移の統計力学

・スピンとハイゼンベルグ模型

・「平均場近似」と磁性相転移

副題

教科書

参考文献 統計力学(中村伝著、岩波全書)、大学演習 熱学・統計力学（久保亮五編、裳華房）

評価方法 原則としてレポート，ときには試験を行うこともある。

備考 先進理工学部応用物理学科，物理学科に設置されてある統計力学A，Bを受講する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 8/671 ページ



科目名付クラス名 先進理工技術経営

科目キー 5101001009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 9/671 ページ



科目名付クラス名 化学物質リスクマネージメント

科目キー 5101001010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦 吉田 喜久雄 蒲生 昌志

恒見 清孝 東野 晴行 篠原 直秀

岸本 充生

年度

単位数 1

授業概要 化学物質は、身の周りの様々な製品やその素材として活用されており、我々はそれらを利用して様々な便益を享受

している。しかし、化学物質がそのライフサイクルの諸段階から屋内外環境中に排出されることにより、ヒトと環境生

物に種々の有害影響を発現する可能性が生じる。このため、これらのリスクを最小化しつつ、便益を最大限に活用

する化学物質の最適管理を促進するためには、化学物質のライフサイクル全般にわたるリスクを評価するとともに、

リスク削減手法の社会経済分析が必要となる。本講義では、化学物質リスク管理の考え方、化学物質の特性に応じ

たリスク評価、そして社会経済分析について具体例を示して解説する。

シラバス ・化学物質リスク管理で考慮すべき要素を具体的な事例を交えて解説し、ナノテクノロジー等の新技術のリスク管理

の考え方を紹介する（担当：蒲生）

・大気汚染の歴史を概説し、環境濃度予測モデルを用いた暴露評価等に基づくリスク評価手法について解説する

（担当：東野）

・室内空気汚染とそれに伴う暴露とリスクの評価について解説し、具体的な事例でリスク削減対策の費用対効果を

紹介する（担当：篠原）

・非意図的な食品汚染による化学物質の暴露とリスクの評価について解説し、リスク削減対策の具体的な事例を紹

介する（担当：吉田）

・金属のリスク評価の特徴を解説し、具体的な事例で金属に相応しいリスク管理のあり方を議論する（担当：恒見）

・化学物質の規制値設定を対象とした政策評価や排出削減対策の経済分析について、具体的な事例に基づいて評

価手法と考え方を解説する。（担当：岸本）

副題

教科書 毎回、それぞれテーマに関する資料を配布する

参考文献

評価方法 提出されたレポートによる

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 10/671 ページ



科目名付クラス名 技術者倫理

科目キー 5101001011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中（前・後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 昌允

年度

単位数 1

授業概要 ＜授業のねらい及び具体的な達成目標＞

日本の製造業の生き残りが問われている。化学産業は新しいモノ、技術を生み出すことによって発展してきた。

今後とも技術革新が必要であるが、そこには未知の危険が潜んでいる。

技術者は、自分が生み出したものがもたらす結果に対して責任があり、科学技術の危害防止，災害からの防

止，公衆の福利に努めねばならない。しかし、一連の産業事故，集団食中毒事件，原発事故，医療事故，自動車リ

コール事件など、技術の信頼を揺るがすような事件や不祥事が生じ、技術者の倫理が問われている。

技術者の行動に模範解答はない。

本講義では実例を題材に取り上げ、そこでの背景や問題点、再発防止策を、その場に自分がいたなら、どう判断

し、行動するかをケーススタデイすることによって、将来の実務の場における判断基準を構築できるようにする。

あわせて、２１世紀の技術開発に必要な基礎知識を概説し、社会に役立つ技術者を育成する。

１．技術開発の社会に及ぼす影響の大きさと関わりを理解し、技術者が負っている社会的責任を自覚し、プロ

フェッショナルとして行動できる技術者になるための倫理的考え方の基礎を学ぶ。

２．具体的事例を通して、技術者としての行動基準を学ぶ。

［達成目標］

（１）技術者倫理が必要とされる背景と重要性を理解し、説明できる。

（２）ものづくりにおける安全確保の心構えについて説明できる。

（３）内部告発，説明責任，製造物責任など技術者行動に関する倫理的用語を理解し説明できる。

（４）２１世紀の技術者のあり方について自分の考えを表明できる。

シラバス 第１回 技術者倫理は何故必要か

技術への信頼を失わせるような事故や不祥事の多発に対して、技術者の社会的責任が大きくなっている。

（１）実際の現場で判断し行動しているのは技術者である。したがって、技術者は科学技術のもたらす危害を最も防

ぐことができる。また、その責任がある。

（２）技術者は自分の専門分野では、専門職であるがその他では公衆である。現在は科学技術が高度化し、それぞ

れが相互に依存しあっている。すなわち自分の専門分野における専門職としての責任がある。

（３）科学技術の是非を判断するのは公衆である。しかし公衆はその判断を専門家に委ねざるを得ない。

そこに、技術者の説明責任狩り、情報開示が求められる。

第２回 事例から学ぶ技術者の行動

事前にケースを３つ配布する。このそれぞれについて、自分お考えをまとめて講義に臨む。

講義では、それぞれのケースに対する自分の考えを発表し、技術者が実際の場で直面するジレンマについて、

どのように判断するかを学ぶ。

（１）フォークリフト運転手 アルバイト先で有害廃液を捨てる事を指示された。さてどうするか？

（２）修士論文 実験の結果思わしくないデータが生じた。さてどうするか？

（３）タービン翼 必要な部品が２枚不足しているが、期日が迫っている。さてどうするか？

第３回 プロフェッショナルとしての技術者の行動―１（内部告発）

チャレンジャー号爆発事故、シテイコープビルの設計を取り上げ、技術者の行動を考える。

爆発事故を予知した技術者の行動と内部告発に至った経緯を知り、技術者のプレゼンテーションの重要性と

内部告発について考える。

建設事務所の所長は、自ら設計した建物の強度不足を知った。さてどうするか？

第４回 プロフェッショナルとしての技術者の行動―２ （説明責任）

ＪＣＯ事故、もんじゅ事故など原子力関係の事故を取り上げる。

化学プラントの事故は原因を究明し再発防止策を講じればプラントの運転が再開できるが、原子力関係の事故

は、場合によっては存亡にかかわる問題となる。そこに原子力技術者の社会に対する説明責任の問題があり、リス

クコミュニケーションの問題がある。

また洗剤の安全性問題を振り返り、専門家としての態度や説明責任について考える。

第５回 プロフェッショナルとしての技術者の行動―３（リスクマネジメント）

集団食中毒事件、薬害エイズ、カネミ油症事件を取り上げる。

これらは最初は事故であったが、事後の対処において、人間の意図が加わり事件になってしまった。

集団食中毒事件は、消費者からの苦情にどう応えるか？菌の増殖は何故起きたのか？その際、基準を超える

製品をどうして使う事になったのかについて一緒に考えてみる。

薬害エイズは、危ないと分かっていてどうして販売を続け、治療を続けたのかを考える。

カネミ油症は、事故が起きた際の対応の中で、人間の意図によって被害が拡大した。

これらを通して、リスクマネジメントについて考える。

第６回 プロフェッショナルとしての技術者の行動―４（製造物責任）

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 技術者倫理

科目キー 5101001011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中（前・後期）

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 1

カビ取り防止剤、自動回転ドア事故、瞬間湯沸し器事故をとりあげる。

製造物責任（ＰＬ法）の試行によって、製品の欠陥によって損害が生じた場合は、企業は補償義務が生じる。

また、２００７年に試行された改正消費者生活用製品安全法によって、事業者は事故の報告義務が生じる。

そこで、製品の安全確保の考え方と、そのことによって技術者の行動がどのように変化するかを考える。

第７回プロフェッショナルとしての技術者の行動―５（企業倫理）

自動車リコール事件、ＪＲ列車脱線事故を取り上げる。

これらの事故が生じた原因と再発防止策を考察し、企業トップの責任の大きさを考える。

良い企業とは、第３者か見て尊敬され、適切な利潤を上げている。どのようにすればよいのか、またコンプライアン

スとは何かについて一緒に考える。

第８回 ２１世紀の技術者

２１世紀の技術開発において、求められる事は何かｓ？

日本の国際競争力の向上と、日本の生き残りのために今どのような動きがあるのか？

企業は大学教育に何を期待し、どのような人材を求めているのか？

最後に、私自身の経験から、研究技術開発において、どんな心構えが必要かについてふれてみる。

教科書 「事故から学ぶ技術者倫理」執筆者 中村昌允 出版社 工業調査会（２００５年４月発売）

講義では、ＰＰＴのコピーを配布する。

参考文献 ・ 社団法人日本技術士会訳編「科学技術者の倫理―その事例と考え方」（丸善）

・ ＮＰＯ法人 科学者技術倫理フォーラム編「説明責任・内部告発」 （丸善）

評価方法 出席状況および理解度をチェックするために、毎回の講義終了時に感想文を提出させる。

成績評価はレポート６０％、講義の感想文４０％の割合で評価し６０点（１００点満点）以上を合格とする。

レポートの提出資格は出席率が７０％以上であること。

備考 ＜オフィスアワー＞

東京農工大学 大学院技術経営研究科 電話 ０４２３ー８８ー７６６２

＜学生へのメッセージ＞

私は約１５年前になるが２名の方がなくなられる爆発事故を経験した。その後、事故が起きるたびにその原因と再発

防止策、さらにそこでの技術者の行動を考えてきた。

そこから得た教訓と、企業における３０年の研究技術開発の経験、さらには日本の化学産業の抱えている問題につ

いて、この講義を通して皆さんに伝えたい。 ２１世紀に羽ばたく技術者になっていただきたい。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的所有権特論

科目キー 5101001012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 隅藏 康一

年度

単位数 1

授業概要 知的財産権を取り巻く政策的課題について、最新の動向を踏まえて講義を行う。その中で、理工系諸分野の研究活

動を行う上で必要な知的財産権の知識を習得することを目指す。

シラバス １．遺伝子研究と知的財産政策

２．ヒトES細胞の法的保護と生命倫理

３．TRIPS協定における医薬品アクセス問題、生物多様性条約

４．情報通信・コンテンツ・標準化

５．制度論的問題解決策、知的財産権の集合的管理

６．レポート作成・提出

副題

教科書 隅藏康一編著『知的財産政策とマネジメント』白桃書房、2008年

参考文献

評価方法 講義時間内にレポート課題を課す。時間内にレポート作成の上、提出していただく。

備考 E-mail: sumikura@grips.ac.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命倫理科学

科目キー 5101001013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

単位数 2

授業概要 生命倫理の重要性が叫ばれるようになった社会的背景とその考え方の社会情勢の変化に伴なう微妙な変化を知り

生命倫理上の問題を提起してきた歴史上の重大事件の検証する。さらに、ゲノム医科学／遺伝子操作，生殖発生

生物学／胚操作技術、認知科学／高次脳機能解析・操作などの先端生命科学・技術に焦点を絞ってその現状と全

体像を把握しその発展を予想する。次いで、これら知識をもとに、それら生命科学技術が社会展開される際に存在

する社会的・科学的不確実性がもたらす倫理上・安全上の諸課題を想定し、それらに対し個々人が適正に対応して

いくための指針・規制など制度設計の現状と今後の社会システムの在り方、について学生とともに論考していく。

シラバス 第１回：生命倫理概論、その考え方

第２回：生命倫理に纏わる過去の出来事（１）薬害

第３回：生命倫理に纏わる過去の出来事（２）医療事故

第４回：生命倫理に纏わる過去の出来事（３）脳死臓器移植

第５回：生命倫理に纏わる過去の出来事（４）生殖補助技術

第６回：生命倫理に纏わる過去の出来事（５）安楽死・尊厳死

第７回：生命倫理に纏わる過去の出来事（６）公害・環境破壊

第８回：先端生命科学・技術の現状と将来（１）ゲノム医科学／遺伝子操作

第９回：先端生命科学・技術の現状と将来（２）生殖発生生物学／胚操作技術

第１０回：先端生命科学・技術の現状と将来（３）認知科学／高次脳機能解析・操作

第１１回：不確実性の存在、新たな生命倫理学上の問題意識

第１２回：科学者・技術者の不正行為、その背景と研究倫理

第１３回：科学・技術の社会化、認識科学から設計科学へ

第１４回：科学・技術の適正発展のための社会システム（１）社会的合意システム

第１５回：科学・技術の適正発展のための社会システム（２）指針と規制

副題 生命科学・技術の全体像と生命倫理

教科書 なし

参考文献 「生命科学の全体像と生命倫理」日本学術会議報告書（2005）

「21世紀の指針：いのちの尊厳とこころの尊重」日本学術会議報告書（2007）

評価方法 レポート提出

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 14/671 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｄ

科目キー 5101001014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔 北田 韶彦

年度

単位数 2

授業概要 非線形力学系に関していくつかのテーマをとりあげ概説を行う．非線形力学系は，

歴史的には天体運動の解明に端を発する非線形の時間発展系の総称であり，純粋に

力学的な問題から生命現象・社会現象まで多岐にわたる理工学の現象と関連がある．

最近では，複雑系と呼ばれる離散力学系に対する研究も盛んに行われている．また，

数理物理においてもカオス理論・可積分系理論・統計力学など多くの専門領域の

主要なテーマを与えている．本講義では，このような広大な非線形力学系理論の

いくつかの基礎的な数学理論について，初心者にもなるべくわかりやすい内容で

紹介を行う予定である．

シラバス 進行状況に合わせながら下記のテーマについて適宜講義を行う．

1. 微分方程式と特殊関数

1-1 物理モデルと微分方程式

1-2 さまざまな特殊関数

2. 離散系

2-1 差分方程式

2-2 結合写像

2-3 セルオートマトン

3. ソリトン系

3-1 さまざまなソリトン方程式

3-2 広田の双線形形式とNソリトン解

3-3 佐藤理論と行列式解

3-4 差分ソリトン方程式

3-5 ソリトンセルオートマトン

3-6 特異点閉じこめ法と代数的エントロピー

4. カオス

4-1 カオス系の紹介

4-2 1次元写像力学系

4-3 初期値鋭敏性とリャプノフ指数

4-2 記号力学系

5. フラクタル

5-1 自然界のフラクタル

5-2 フラクタル次元

副題 非線形力学系

教科書 特になし

参考文献 適宜紹介する

評価方法 出席およびレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代数学概論Ｅ

科目キー 5101001015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 2

授業概要 時と共に変動する偶然量の数学モデルを確率過程という。この確率過程の統計学を時系列解析という。この講義で

は、時系列解析の入門を解説する。具体的には、定常過程のスペクトル解析、種々の時系列モデルとその統計的

推定。時系列の予測、判別問題等である

シラバス 大体の予定としては次のような内容を述べる：

１．種々の時系列モデル

２．時系列モデルの推定

３．ノンパラメトリック手法

４．時系列の予測

５．時系列の判別解析

副題

教科書 竹村・谷口：統計学の基礎Ｉ，岩波書店

参考文献

評価方法 レポート、出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 社会技術革新学

科目キー 5101001016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 府川 伊三郎

年度

単位数 1

授業概要 国際競争力の源泉としてイノベーションが強調されている。まず、発明、発見があり、これを社会的に価値あるもの、

社会にインパクトを与えるものに仕上げられたのがイノベーションである。化学工業について、発明と発見とイノベー

ションの事例を紹介する。そして、いろいろの観点より、成功の秘訣を説明する。

シラバス ６月３日 イノベーションとは

発明、発見とイノベーションの過去と未来

政府のイノベーション２５計画

６月１０日 資源・エネルギー・環境問題にどう立ち向かうか-求められる技術開発

どんな技術開発が考えられるか 研究計画を提案してもらう。

６月１７日 発明・発見の秘訣&#8212;セレンデピティをいかに起こすか

企業におけるセレンデピティの実例とセレンデピティを生むための１０か条

６月２４日 発明・発見を事業化に持っていくまでに必要なものーー一例として、３点挙げると、スケールアップ技術、

コスト計算、特許戦略

７月１日 高分子工業の現状と将来

日本の化学工業・高分子工業の生きる道は

７月８日 非ホスゲン法ポリカーボネート製造プロセスの開発

探索研究から事業化、ライセンスまで

日本のアリが世界のジャイアンツを食う話

７月１５日 ａ．資源・エネルギー・環境の提案の発表

ｂ．人を動かす、社会を動かす

使命と戦略。腑に落ちないことには必ず隠された何かがある（社会を動かす力とバランス）。経時的観察。

提案と議論の重要性。

先を見る。科学技術を勉強することから利用することに。

副題

教科書

参考文献

評価方法 毎回の講義での小テストあるいは質問表、テーマ提案書により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 神経科学の最前線

科目キー 5101001017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 功刀 浩 西野 一三 山村 隆

和田 圭司 荒木 敏之 本田 学

星野 幹雄

年度

単位数 2

授業概要 本講義は、国立精神・神経センター神経研究所との連携大学院協定書ならびに覚書締結に基づく大学院講義科目

である。

精神障害、神経障害・筋障害・発達障害などの病態や病因の解明及びそれらの治療法の開発を目指して実施され

ている研究の最前線にたたれている講師陣によるオムニバス講義。テーマ、内容は年度ごと（講師の方々の研究の

進捗状況に応じて）に変わる。

シラバス 講義日程・講義内容

10月2日（木）免疫研究部山村部長

「神経科学と免疫学の境界に潜むもの：神経免疫学序論」

10月3日（金）免疫研究部山村部長

「神経免疫疾患の本質に迫る」

10月9日（木）免疫研究部山村部長

「神経疾患の治療薬が開発されるまで」

10月16日（木）診断研究部星野部長

「脳・神経系を創り上げるメカニズム 総論」

我々、ヒトを含むほ乳類の脳・神経系は、数千億&#12316;1兆個もの神経細胞がお互いにネットワークを形成してい

る構造体である。この高度に複雑かつ精緻な構造体は、神経管という一層の細胞からできた単純な組織から、遺伝

的プログラムに基づいて段階的に創り上げられると考えられている。まず、本講義では、脳・神経系の各発生段階に

ついて総論として概説する。

各発生段階を列挙すれば、１神経系の領域化、２神経細胞の誕生とその固有形質の獲得、３神経細胞の移動、４

神経突起の伸長と経路探索、５シナプスの形成とその再構築、となる。本講義につづく２回の講義において、各論と

して、上記１&#12316;３のトピックについて最先端の脳科学の現状と成果を紹介する予定である。

10月17日（金）診断研究部星野部長

「脳・神経系を創り上げるメカニズム 各論 その１ ー 神経細胞移動の分子機構 ー」

神経細胞は生み出される場所と機能する場所とが異なる。逆に言えば、神経細胞は生み出された後に長い距離

を移動し、所定の位置にまでたどり着かなくてはならない。この「神経細胞移動」は、脳・神経系の形成のために必須

の発生過程であり、この過程がうまくいかないとてんかんや精神発達遅滞などの原因となる。神経細胞の移動様式

やそこに関わる分子機構は最近までは良くわかっていなかったが、近年の遺伝学的、発生工学的技術の発達に

よって、少しずつ明らかになりつつある。最先端の技術を用いた我々の実験例を示しながら、この分野の研究の進

歩について具体的に紹介する。

10月23日（木）診断研究部星野部長

「"脳・神経系を創り上げるメカニズム 各論 その２ ー 各種神経細胞がそれぞれ固有の性質を獲得するしくみ

ー"」

一口に脳・神経系といっても、そこには数千種類もの性質の異なる神経細胞が存在する。神経伝達物質、電気生

理学的特性、形態、などが、神経細胞によって多種多様であるからである。これらの各種神経細胞は、一体どのよう

にして生み分けられるのであろうか？。

我々は、「小脳を失いつつも天寿を全うする世界で唯一のマウス突然変異体」を得るという幸運に恵まれた。この

突然変異体の原因遺伝子を同定し、さらに解析することによって、「各種神経細胞がそれぞれ固有の性質を獲得す

るしくみ」の一端を明らかにすることができた。本講義では、面白い突然変異体を得るという偶然を奇貨として、いか

にして研究を推進し、そして大きな成果に結びつけることができたのか、我々の苦労話を交えて紹介したい。研究と

いうものがどのように進められるのか、肌で感じて頂けたらありがたい。

11月6日（木）疾病研究第五部荒木部長

「神経の変性・再生と老化１」

神経系は大別して中枢神経系・末梢神経系に分かれる。末梢神経は「再生能」という中枢神経系にはない特性をも

つことから、末梢神経系に関する研究を応用して脳・脊髄の疾患治療に役立てることが期待されている。また神経疾

患において観察される、神経の変性・再生に関する細胞内反応系の少なくとも一部は、正常な発生から老化に至る

プロセスにおいても観察される。1回目講義では、主として神経の変性・再生のメカニズムに関する概論を説明する。

副題

授業の到達目標
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11月7日（金）疾病研究第五部荒木部長

「神経の変性・再生と老化２」

神経疾患に対する治療アプローチとして、近年幹細胞を用いた移植治療が話題になっているが、未だ技術的課題

が多い。これに対し、神経細胞の代謝など細胞が本来持っている機能を緩やかに改変することにより神経保護的治

療を目指す手法がより現実的アプローチとして注目されている。このような方法は疾患の予防・進展抑制だけでな

く、神経細胞の老化を抑制することにつながる可能性もある。2回目の講義ではこのような神経の保護的治療戦略

に関する研究につき紹介する。

11月13日（木）疾病研究第三部 功刀部長

「ストレス性精神疾患の神経科学」

うつ病や心的外傷後ストレス傷害(PTSD)は代表的なストレス性精神疾患である。うつ病はおよそ10ー20％に発症す

る頻度の高い病気であり、ストレスとなる人生の出来事を誘因として発症することが多く、憂鬱な気分、悲観的思

考、易疲労性、食欲低下、睡眠障害などの多彩な症状を呈し、その結果、自殺行動に至ることも少なくない。自殺者

は近年では年間3万人を超え、わが国にとって重大な問題となっている。PTSDは強いストレスを受けた後に、情動反

応の異常や種々の機能障害を生じるものであり、テロ、地震、犯罪などの被害者に出現することが多いことがわ

かってきている。近年、このようなストレスやそれによって生じる精神疾患に関する分子レベルの研究も盛んに行わ

れるようになり、神経科学の大きなテーマとなっている。視床下部―下垂体―副腎系を代表とするストレス・ホルモン

の機能異常や、ストレスと神経新生や神経栄養因子による脳の可塑的な変化との関連などに関する知見が蓄積さ

れている。それによって、ストレスからうつ病やPTSDに至る機構やこれらの病気から回復する過程が徐々に明らか

にされてきており、今後ますます研究が盛んになるものと考えられる。本講義では、以上のようなストレス性精神疾

患の神経科学の最前線について、われわれが行っている研究を紹介しつつ概説したい。

11月14日（金）疾病研究第三部 功刀部長

「統合失調症と高次脳機能障害の科学」

統合失調症は最も代表的な重度の精神疾患である。一般人口のおよそ100人に1人（1％）が罹患し、主として思春

期から成人早期に発症し、多くは慢性・再発性の経過をたどる。重症者では人生の大部分の期間を入院生活で送る

場合も少なくない。現在、この病気で入院している患者数は全国で20万人を超え、これはあらゆる病気の中で最も

多い数字である。幻覚や妄想などの精神病症状に加え、意欲低下や自閉症などの社会的機能の低下を生じ、記憶

力や知能の低下、運動障害など広汎な高次脳機能障害を生じることが明らかにされている。治療は、抗精神病薬に

よる薬物療法とリハビリテーションが中心となるが、いまだに根本的な治療といえる治療法や予防法は見出されてい

ない。本講義では、以上のような統合失調症や関連した高次脳機能障害の神経科学の最前線について、われわれ

が行っている研究を紹介しつつ概説したい。

11月20日（木）疾病研究第三部 沼川室長

「培養中枢ニューロンにおけるストレスホルモン投与後の脳由来神経栄養因子(BDNF)の機能変化とそのメカニズ

ム」

ストレス社会といわれる現代、うつ病に苦しむ人は年々増加傾向にあり、有効な治療方法の開発が必要である。う

つ病発症の機序のひとつには、視床下部-下垂体-副腎系(HPA系)の機能亢進、およびそれに起因する血中グルコ

コルチコイド濃度の持続的な高値が考えられている。一方、うつ病の治療的役割を持つ生理活性分子として、脳由

来神経栄養因子(BDNF)が考えられている。

今回、うつ病発症に関与するHPA系機能亢進のモデルとして、ラット大脳皮質培養ニューロンにストレスホルモン（グ

ルココルチコイド）を投与したところ、BDNFにより励起される神経伝達物質放出量、細胞内カルシウム動態、さらに細

胞内シグナル活性化における変化を認めた。さらに、幼若期の培養海馬ニューロンを用いて、グルココルチコイド暴

露によるニューロンの形態的変化、シナプス関連蛋白質の発現変化，ニューロンネットワーク形成の変化について

も解析を行った。これらはストレスにより脳に生じるニューロンの機能変化を、細胞や分子レベルで解析する有効な

モデルとして考えられ、講義ではこれらの詳細を最新の研究結果と併せて説明する。

11月27日（木）疾病研究第四部 和田部長

「神経変性疾患を治そう」

アルツハイマー病、パーキンソン病など神経変性疾患は神経細胞が死に陥り脳組織から脱落する慢性進行性の疾

患の総称である。根本的治療法がいまだ開発されておらず有効な薬物療法にも欠ける現実があるが、最近の研究

から、その発症には病因関連遺伝子・蛋白質の細胞内動態変化や転写・DNA修復など核内現象の変化が大きく関

わることが示され、神経細胞死だけでなく神経細胞機能不全という状態が発症を左右する重要な因子であることが

示されてきている。この神経細胞機能不全は可逆的な状態にあると考えられており、原因遺伝子産物の動態制御あ

るいはその除去による機能不全の修復こそが神経変性疾患の根本的治療実現に向けた一つの扉であると考えら

れるようになっている。本講義では根本的治療法開発に向けた取り組みを紹介しつつ皆さんと議論をします。
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12月4日（木）疾病研究第四部 和田部長

「脳科学研究において忘れられていた主役：グリア」

グリアは神経膠細胞とも称されるようにこれまで神経細胞の単なる支持細胞としての位置づけがなされてきた。しか

し最近の研究から、積極的に神経伝達を制御していることが明らかになってきている。我々はさらに進んで、神経細

胞とグリアという二者の関係でなく、広く末梢からの情報をグリアが検出し脳機能をダイナミックに制御していると考

えている。すなわち、グリアは精神・神経疾患の発症にも関与し、新しい治療法を開発する上で大変重要な標的細

胞でもある。これまで脳科学研究といえば神経細胞を中心に研究が進められてきたが、実はグリアはニューロン以

上に重要な細胞でもある。本講義では忘れられていた偉大な巨人「グリア」についてその研究成果を自験例を中心

に紹介し、グリアのおもしろさを皆さんと共有します。

12月5日（金）疾病研究第四部 和田部長

「子育ての脳科学：動物に学ぶ」

胎児、新生児は成体と異なりその発育に必要な栄養は母体から供給される。したがって、この時期の発育は子側の

自律的な発生、発達プログラムだけでなく母体側要因の制御を受ける。喫煙、飲酒に代表されるように子の発達に

関しては負の要因に関する研究が多くなされてきた。しかし、その作用機序の詳細は未だ不明であり、正の要因も

含め母体-子の代謝的クロストークに関する研究はまだまだ少ない。そもそも内在性の機序が不明であるだけでな

く、蛋白質、ペプチド、脂質など母体由来の個々の生理活性物質が子の発育、生後の脳機能発達にどのように寄与

するのかについて体系的な研究がない。我々は、母体環境と子の脳機能発達については十分な科学的根拠を構築

するため「母子間バイオコミュニケーション」に関する研究を行っている。本講義ではこれまでの研究成果を紹介し、

皆さんと議論を深めます。

12月11日（木）疾病研究第七部 本田部長

「脳と情報環境」

脳は化学反応を基盤とする情報処理装置であるため、ある種の情報の存在や欠乏は、それに対応する物質の存

在や欠乏と同様に、脳を介して生命活動に無視できない影響を及ぼす。こうした、「脳における〈物質〉と〈情報〉の等

価性」の原則をふまえて、情報環境と生命現象との関わりをあらためて吟味すると、興味深い事実が見えてくる。例

えば〈物質・エネルギー〉の生体影響は、客観的指標のもと厳密な科学的検討がなされているのに対して、〈情報〉の

生体影響については、科学的検討、社会的関心、倫理的対応のいずれもが、未だ萌芽的段階に留まっている。本

講義では、脳と情報環境に関して、脳科学的アプローチと人文社会科学的アプローチがクロスオーバーしたインター

ディシプリナリな研究の最前線を紹介する。

12月12日（金）疾病研究第七部 本田部長

「美と快のイメージング」

脳機能イメージングにより、感覚、運動、認知、言語、思考など、様々な人間の内的な脳活動を客観的に捉えるこ

とが可能になった。ところが、感情･感性にともなう脳活動を計測しようとすると、そこには独特の障壁が存在する。特

に美と快といったポジティブな心の動きに関する脳活動を捉えるためには、脳機能イメージングの方法論を目的に応

じて最適化して再構築することが必須である。本講義では、ハイパーソニック・エフェクト、すなわち「人間の可聴域上

限をこえる空気振動の高周波成分を豊富に含む音によって、脳内の感情・感性にかかわる神経回路が活性化し、

音が快く聴こえる現象」の発見に至る研究の中での具体的取り組みを紹介しながら、美と快のイメージングの方法

論とその現代科学における意義について考察する。

12月18日（木）疾病研究第七部 花川室長

「臨床神経科学のツールとしての脳機能イメージング」

磁気共鳴機能画像などの非侵襲脳機能イメージング技術の進歩により、人が自らの身体あるいは心的表象を操

作する際に脳に生じている活動のみならず、異なる脳領域間ネットワークのダイナミックな変化も測定できるように

なってきた。近年の進歩が目覚しい脳波・筋電図や経頭蓋磁気刺激などの同時測定技術も組み込んだ多モダリティ

脳機能イメージングは人が自らのこころの働きを理解するための道具を目指して進化し続けている。本講義ではこ

のような最新の脳機能イメージング技術を紹介するとともに、神経疾患の診断や病態解明への応用を概説する。
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曜日名称 金
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和田 圭司 荒木 敏之 本田 学

星野 幹雄

年度

単位数 2

授業概要 本講義は、国立精神・神経センター神経研究所との連携大学院協定書ならびに覚書締結に基づく大学院講義科目

である。

精神障害、神経障害・筋障害・発達障害などの病態や病因の解明及びそれらの治療法の開発を目指して実施され

ている研究の最前線にたたれている講師陣によるオムニバス講義。テーマ、内容は年度ごと（講師の方々の研究の

進捗状況に応じて）に変わる。

シラバス 講義日程・講義内容

10月2日（木）免疫研究部山村部長

「神経科学と免疫学の境界に潜むもの：神経免疫学序論」

10月3日（金）免疫研究部山村部長

「神経免疫疾患の本質に迫る」

10月9日（木）免疫研究部山村部長

「神経疾患の治療薬が開発されるまで」

10月16日（木）診断研究部星野部長

「脳・神経系を創り上げるメカニズム 総論」

我々、ヒトを含むほ乳類の脳・神経系は、数千億&#12316;1兆個もの神経細胞がお互いにネットワークを形成してい

る構造体である。この高度に複雑かつ精緻な構造体は、神経管という一層の細胞からできた単純な組織から、遺伝

的プログラムに基づいて段階的に創り上げられると考えられている。まず、本講義では、脳・神経系の各発生段階に

ついて総論として概説する。

各発生段階を列挙すれば、１神経系の領域化、２神経細胞の誕生とその固有形質の獲得、３神経細胞の移動、４

神経突起の伸長と経路探索、５シナプスの形成とその再構築、となる。本講義につづく２回の講義において、各論と

して、上記１&#12316;３のトピックについて最先端の脳科学の現状と成果を紹介する予定である。

10月17日（金）診断研究部星野部長

「脳・神経系を創り上げるメカニズム 各論 その１ ー 神経細胞移動の分子機構 ー」

神経細胞は生み出される場所と機能する場所とが異なる。逆に言えば、神経細胞は生み出された後に長い距離

を移動し、所定の位置にまでたどり着かなくてはならない。この「神経細胞移動」は、脳・神経系の形成のために必須

の発生過程であり、この過程がうまくいかないとてんかんや精神発達遅滞などの原因となる。神経細胞の移動様式

やそこに関わる分子機構は最近までは良くわかっていなかったが、近年の遺伝学的、発生工学的技術の発達に

よって、少しずつ明らかになりつつある。最先端の技術を用いた我々の実験例を示しながら、この分野の研究の進

歩について具体的に紹介する。

10月23日（木）診断研究部星野部長

「"脳・神経系を創り上げるメカニズム 各論 その２ ー 各種神経細胞がそれぞれ固有の性質を獲得するしくみ

ー"」

一口に脳・神経系といっても、そこには数千種類もの性質の異なる神経細胞が存在する。神経伝達物質、電気生

理学的特性、形態、などが、神経細胞によって多種多様であるからである。これらの各種神経細胞は、一体どのよう

にして生み分けられるのであろうか？。

我々は、「小脳を失いつつも天寿を全うする世界で唯一のマウス突然変異体」を得るという幸運に恵まれた。この

突然変異体の原因遺伝子を同定し、さらに解析することによって、「各種神経細胞がそれぞれ固有の性質を獲得す

るしくみ」の一端を明らかにすることができた。本講義では、面白い突然変異体を得るという偶然を奇貨として、いか

にして研究を推進し、そして大きな成果に結びつけることができたのか、我々の苦労話を交えて紹介したい。研究と

いうものがどのように進められるのか、肌で感じて頂けたらありがたい。

11月6日（木）疾病研究第五部荒木部長

「神経の変性・再生と老化１」

神経系は大別して中枢神経系・末梢神経系に分かれる。末梢神経は「再生能」という中枢神経系にはない特性をも

つことから、末梢神経系に関する研究を応用して脳・脊髄の疾患治療に役立てることが期待されている。また神経疾

患において観察される、神経の変性・再生に関する細胞内反応系の少なくとも一部は、正常な発生から老化に至る

プロセスにおいても観察される。1回目講義では、主として神経の変性・再生のメカニズムに関する概論を説明する。

副題

授業の到達目標
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11月7日（金）疾病研究第五部荒木部長

「神経の変性・再生と老化２」

神経疾患に対する治療アプローチとして、近年幹細胞を用いた移植治療が話題になっているが、未だ技術的課題

が多い。これに対し、神経細胞の代謝など細胞が本来持っている機能を緩やかに改変することにより神経保護的治

療を目指す手法がより現実的アプローチとして注目されている。このような方法は疾患の予防・進展抑制だけでな

く、神経細胞の老化を抑制することにつながる可能性もある。2回目の講義ではこのような神経の保護的治療戦略

に関する研究につき紹介する。

11月13日（木）疾病研究第三部 功刀部長

「ストレス性精神疾患の神経科学」

うつ病や心的外傷後ストレス傷害(PTSD)は代表的なストレス性精神疾患である。うつ病はおよそ10ー20％に発症す

る頻度の高い病気であり、ストレスとなる人生の出来事を誘因として発症することが多く、憂鬱な気分、悲観的思

考、易疲労性、食欲低下、睡眠障害などの多彩な症状を呈し、その結果、自殺行動に至ることも少なくない。自殺者

は近年では年間3万人を超え、わが国にとって重大な問題となっている。PTSDは強いストレスを受けた後に、情動反

応の異常や種々の機能障害を生じるものであり、テロ、地震、犯罪などの被害者に出現することが多いことがわ

かってきている。近年、このようなストレスやそれによって生じる精神疾患に関する分子レベルの研究も盛んに行わ

れるようになり、神経科学の大きなテーマとなっている。視床下部―下垂体―副腎系を代表とするストレス・ホルモン

の機能異常や、ストレスと神経新生や神経栄養因子による脳の可塑的な変化との関連などに関する知見が蓄積さ

れている。それによって、ストレスからうつ病やPTSDに至る機構やこれらの病気から回復する過程が徐々に明らか

にされてきており、今後ますます研究が盛んになるものと考えられる。本講義では、以上のようなストレス性精神疾

患の神経科学の最前線について、われわれが行っている研究を紹介しつつ概説したい。

11月14日（金）疾病研究第三部 功刀部長

「統合失調症と高次脳機能障害の科学」

統合失調症は最も代表的な重度の精神疾患である。一般人口のおよそ100人に1人（1％）が罹患し、主として思春

期から成人早期に発症し、多くは慢性・再発性の経過をたどる。重症者では人生の大部分の期間を入院生活で送る

場合も少なくない。現在、この病気で入院している患者数は全国で20万人を超え、これはあらゆる病気の中で最も

多い数字である。幻覚や妄想などの精神病症状に加え、意欲低下や自閉症などの社会的機能の低下を生じ、記憶

力や知能の低下、運動障害など広汎な高次脳機能障害を生じることが明らかにされている。治療は、抗精神病薬に

よる薬物療法とリハビリテーションが中心となるが、いまだに根本的な治療といえる治療法や予防法は見出されてい

ない。本講義では、以上のような統合失調症や関連した高次脳機能障害の神経科学の最前線について、われわれ

が行っている研究を紹介しつつ概説したい。

11月20日（木）疾病研究第三部 沼川室長

「培養中枢ニューロンにおけるストレスホルモン投与後の脳由来神経栄養因子(BDNF)の機能変化とそのメカニズ

ム」

ストレス社会といわれる現代、うつ病に苦しむ人は年々増加傾向にあり、有効な治療方法の開発が必要である。う

つ病発症の機序のひとつには、視床下部-下垂体-副腎系(HPA系)の機能亢進、およびそれに起因する血中グルコ

コルチコイド濃度の持続的な高値が考えられている。一方、うつ病の治療的役割を持つ生理活性分子として、脳由

来神経栄養因子(BDNF)が考えられている。

今回、うつ病発症に関与するHPA系機能亢進のモデルとして、ラット大脳皮質培養ニューロンにストレスホルモン（グ

ルココルチコイド）を投与したところ、BDNFにより励起される神経伝達物質放出量、細胞内カルシウム動態、さらに細

胞内シグナル活性化における変化を認めた。さらに、幼若期の培養海馬ニューロンを用いて、グルココルチコイド暴

露によるニューロンの形態的変化、シナプス関連蛋白質の発現変化，ニューロンネットワーク形成の変化について

も解析を行った。これらはストレスにより脳に生じるニューロンの機能変化を、細胞や分子レベルで解析する有効な

モデルとして考えられ、講義ではこれらの詳細を最新の研究結果と併せて説明する。

11月27日（木）疾病研究第四部 和田部長

「神経変性疾患を治そう」

アルツハイマー病、パーキンソン病など神経変性疾患は神経細胞が死に陥り脳組織から脱落する慢性進行性の疾

患の総称である。根本的治療法がいまだ開発されておらず有効な薬物療法にも欠ける現実があるが、最近の研究

から、その発症には病因関連遺伝子・蛋白質の細胞内動態変化や転写・DNA修復など核内現象の変化が大きく関

わることが示され、神経細胞死だけでなく神経細胞機能不全という状態が発症を左右する重要な因子であることが

示されてきている。この神経細胞機能不全は可逆的な状態にあると考えられており、原因遺伝子産物の動態制御あ

るいはその除去による機能不全の修復こそが神経変性疾患の根本的治療実現に向けた一つの扉であると考えら
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れるようになっている。本講義では根本的治療法開発に向けた取り組みを紹介しつつ皆さんと議論をします。

12月4日（木）疾病研究第四部 和田部長

「脳科学研究において忘れられていた主役：グリア」

グリアは神経膠細胞とも称されるようにこれまで神経細胞の単なる支持細胞としての位置づけがなされてきた。しか

し最近の研究から、積極的に神経伝達を制御していることが明らかになってきている。我々はさらに進んで、神経細

胞とグリアという二者の関係でなく、広く末梢からの情報をグリアが検出し脳機能をダイナミックに制御していると考

えている。すなわち、グリアは精神・神経疾患の発症にも関与し、新しい治療法を開発する上で大変重要な標的細

胞でもある。これまで脳科学研究といえば神経細胞を中心に研究が進められてきたが、実はグリアはニューロン以

上に重要な細胞でもある。本講義では忘れられていた偉大な巨人「グリア」についてその研究成果を自験例を中心

に紹介し、グリアのおもしろさを皆さんと共有します。

12月5日（金）疾病研究第四部 和田部長

「子育ての脳科学：動物に学ぶ」

胎児、新生児は成体と異なりその発育に必要な栄養は母体から供給される。したがって、この時期の発育は子側の

自律的な発生、発達プログラムだけでなく母体側要因の制御を受ける。喫煙、飲酒に代表されるように子の発達に

関しては負の要因に関する研究が多くなされてきた。しかし、その作用機序の詳細は未だ不明であり、正の要因も

含め母体-子の代謝的クロストークに関する研究はまだまだ少ない。そもそも内在性の機序が不明であるだけでな

く、蛋白質、ペプチド、脂質など母体由来の個々の生理活性物質が子の発育、生後の脳機能発達にどのように寄与

するのかについて体系的な研究がない。我々は、母体環境と子の脳機能発達については十分な科学的根拠を構築

するため「母子間バイオコミュニケーション」に関する研究を行っている。本講義ではこれまでの研究成果を紹介し、

皆さんと議論を深めます。

12月11日（木）疾病研究第七部 本田部長

「脳と情報環境」

脳は化学反応を基盤とする情報処理装置であるため、ある種の情報の存在や欠乏は、それに対応する物質の存

在や欠乏と同様に、脳を介して生命活動に無視できない影響を及ぼす。こうした、「脳における〈物質〉と〈情報〉の等

価性」の原則をふまえて、情報環境と生命現象との関わりをあらためて吟味すると、興味深い事実が見えてくる。例

えば〈物質・エネルギー〉の生体影響は、客観的指標のもと厳密な科学的検討がなされているのに対して、〈情報〉の

生体影響については、科学的検討、社会的関心、倫理的対応のいずれもが、未だ萌芽的段階に留まっている。本

講義では、脳と情報環境に関して、脳科学的アプローチと人文社会科学的アプローチがクロスオーバーしたインター

ディシプリナリな研究の最前線を紹介する。

12月12日（金）疾病研究第七部 本田部長

「美と快のイメージング」

脳機能イメージングにより、感覚、運動、認知、言語、思考など、様々な人間の内的な脳活動を客観的に捉えるこ

とが可能になった。ところが、感情･感性にともなう脳活動を計測しようとすると、そこには独特の障壁が存在する。特

に美と快といったポジティブな心の動きに関する脳活動を捉えるためには、脳機能イメージングの方法論を目的に応

じて最適化して再構築することが必須である。本講義では、ハイパーソニック・エフェクト、すなわち「人間の可聴域上

限をこえる空気振動の高周波成分を豊富に含む音によって、脳内の感情・感性にかかわる神経回路が活性化し、

音が快く聴こえる現象」の発見に至る研究の中での具体的取り組みを紹介しながら、美と快のイメージングの方法

論とその現代科学における意義について考察する。

12月18日（木）疾病研究第七部 花川室長

「臨床神経科学のツールとしての脳機能イメージング」

磁気共鳴機能画像などの非侵襲脳機能イメージング技術の進歩により、人が自らの身体あるいは心的表象を操

作する際に脳に生じている活動のみならず、異なる脳領域間ネットワークのダイナミックな変化も測定できるように

なってきた。近年の進歩が目覚しい脳波・筋電図や経頭蓋磁気刺激などの同時測定技術も組み込んだ多モダリティ

脳機能イメージングは人が自らのこころの働きを理解するための道具を目指して進化し続けている。本講義ではこ

のような最新の脳機能イメージング技術を紹介するとともに、神経疾患の診断や病態解明への応用を概説する。

教科書

参考文献

評価方法
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年度
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授業概要 半導体ナノ構造の量子効果に基づくさまざまな現象及び半導体ナノ構造の製造法、新しいデバイスへの展望。（堀

越佳治）

炭素ナノテクノロジーダイヤモンドとナノチューブのエレクトロニクス（川原田洋）

MEMS・ナノテクノロジーの化学・バイオへの応用（庄子習一）

ナノスケール構造体作製のための２種類のアプローチ-トップダウンプロセスとボトムアッププロセス（谷井孝至）

ナノテクノロジーにおけるシミュレーション技術の役割（渡邉孝信）

電池およびエネルギー関連のナノ化学（逢坂哲爾）

ナノ空間を利用した材料設計と応用（黒田一幸）

化学プロセスを利用した機能デバイス構築（本間敬之）

蓄発電デバイスにおけるナノ電気化学の応用（門間聰之）

固体における構造の階層性とナノスケール構造（小山泰正）

ナノ世界における量子論の重要性（山中由也）

量子論を用いた原子レベルでの固体の諸物性解析（山本知之）

ナノ構造の物理的・化学的性質の理論的概観および新機能探索のためのアプローチ（塚田捷）

キラリティの研究の歴史的背景・最先端の研究およびナノキラル科学の重要性（朝日透）

以上の内容の講義をもとに，分野融合による学際領域の学問および技術の関連性を習得すること、および学際領

域かつ先端産業の一翼であるナノ理工学での研究者および高度専門技術者に学問の全体像を把握させることを目

的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期水６

科目キー 5101001019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the scientific and technical reading and writing skills needed to understand and

construct research articles in the target field of the student. The course will be divided into three parts. In the first

part of the course, there will be general discussion on the importance of English in science and technology, and the

importance of recognizing language features that are unique to particular fields and text types. There will also be a

discussion on the important macro level features of texts, such as purpose, intended audience, organization, style,

and presentation, that need to be considered before a text can be fully understood or constructed. The second

part of the course will focus on the mechanics of reading a scientific or technical paper, developing micro and

macro level reading strategies, and an understanding of the importance of ‘information prediction’ during the

reading process. The third part of the course will focus on the writing of scientific and technical research papers.

First, students will be encouraged to apply knowledge developed in earlier parts of the course in the construction

of research article titles and abstracts. The focus will then move to other sections of the research article, including

the introduction. Finally, students will be shown how to use utilize computer tools in the analysis and writing of

research articles and other technical documents.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Scientific and Technical Writing: Importance of English in science and technology. Role models for

novice writers in science and technology. Problems of language variation across specialist fields of study.

Vocabulary issues. The importance of observing, classifying and applying patterns in writing.

2:

(1)General Considerations when Reading and Writing Scientific and Technical Texts: Audience, purpose,

organization, style, flow and presentation.

(2)Application of General Considerations: Analyzing a letter of acceptance and a letter of rejection for a

conference proposal:

3:

Mechanics of Reading 1: Understanding the reading process. Developing micro and macro level reading strategies.

Recognizing common structural patterns used in science and technology.

4:

Mechanics of Reading 2: Applications of “general-specific” and “problem-solution” structures in definitions,

generalizations, descriptions, and accounts of methods.

5:

(1)Mechanics of Reading 3: The importance of prediction when reading from left to right in science and technology.

(2)Mechanics of Reading 4: Analyzing and understanding sentence level features of scientific and technical texts.

6:

(1)Reading the Research Article 1: Surface and deep structure differences between general texts and research

articles.

(2)Reading the Research Article 2: Analyzing and understanding the research article title.

7:

Reading the Research Article 3: Analyzing and understanding the research article abstract.

8:

Reading the Research Article 4: Analyzing and understanding other sections of the research article.

9:

(1)Constructing the Research Article 1: The importance and role of translation.

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期水６

科目キー 5101001019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

(2)Constructing the Research Article 2: Learning how to use concordance software and other text analysis tools.

10:

(1)Constructing the Research Article 3: Writing effective research article titles

(2)Constructing the Research Article 4: Writing effective research article abstracts (part 1)

11:

Constructing the Research Article 5: Writing effective research article abstracts (part 2)

12:

Constructing the Research Article 6: Writing other sections of the research article.

13:

Writing other types of texts: E-mails

14:

Utilizing the many resources available to writers of scientific and technical papers.

15:

Guide for future language studies in science and technology. Overall summary.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Student evaluations will be based on homework, class participation, and a series of written reports.

備考 履修上の注意：

(1) Students are expected to attend each class, and actively participate in group and class discussions. Students will

also be required to collect and analyze a number of texts in the own specialist field, and submit reports on the

findings they obtain.

(2) Bringing an advanced English/Japanese (electronic) dictionary to class is recommended.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期水６

科目キー 5101001020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the oral presentation skills needed to present scientific and technical research

findings in the specialist field of the student. The course will be divided into four parts. In the first part of the

course, there will be general discussion on the macro level aspects of oral presentations that need to be

considered during the preparation process. These include purpose, intended audience, organization, style, and

delivery. There will also be a discussion on the problems associated with the presentation question time, and

effective strategies to deal with these. In preparation for actual presentations, this part of the course will conclude

with a short tutorial on the use of presentation software applications, as well as a discussion on their inherent

advantages and disadvantages, and students will also prepare and then give a presentation on a general topic in

science and engineering chosen by the instructor. In the third part of the course, students will be required to work

individually or in pairs and prepare and then give an oral presentation on a general topic in their field. Students not

giving the presentation will be required to ask questions during the question time session, and submit a report on

their impressions of the presentation and areas they think could be improved. Following a similar procedure, in part

four of the course students will be required to prepare and present a more technical presentation on a topic from

their specialist field of study. As in part three, students observing the presentations will be required to ask

questions and submit an evaluation report. After each set of presentations, there will be a general discussion and

feedback session that highlights problem areas and areas for improvements.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Oral Presentations: Importance of oral presentations. Types of oral presentations. Differences

between Japanese and English presentations.

(3)Introductory-Presentation: Experiencing the problems of talking in front of people

(4)Introductory-Presentation: Understanding body movements

2:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 1)

3:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 2)

4:

(1)Overview of Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(2)General design and format for Presentation One.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

5:

(1)Presentation Session 1: Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(5 minute presentation, 2 minute question/answer session)

(2)Presentation One: Discussion and Feedback

6:

(1)Advantages and disadvantages of visual aids

(2)Approaches to delivery

(3)Introduction to presentation design

(4)Presentation software tutorial: Guide to using Microsoft PowerPoint.

7:

Language of presentations

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期水６

科目キー 5101001020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

(1)Giving strong introductions

(2)Making transitions

(3)Signaling problems

(4)Understanding questions from the audience

8:

(1)Overview of Presentation Two- General topic in field of student

(2)General design and format for Presentation Two.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

9:

(1)Presentation Session 1: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

10:

(1)Presentation Session 2: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

11:

(1)Emphasis in presentations

(2)Explaining methods and processes

(3)Commenting on tables, graphs and figures

(4)Responding effectively to questions and comments.

12:

(1)Overview of Presentation Three- Topic from specialist field of study

(2)General design and format for Presentation Three.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

13:

(1)Presentation Session 1: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

14:

(1)Presentation Session 2: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

15:

(1)Overall Impressions.

(2)Final Comments.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Students will be evaluated based on a portfolio of work comprising of: 1) Materials used to prepare the

presentation on a general topic in their field. 2) PowerPoint file for presentation on a general interest topic. 3)

Materials used to prepare the presentation on a specific topic in the target field of the student. 4) PowerPoint file

for presentation on a specific topic in the target field of the student. 5) Evaluation reports for other students’

presentations.
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期水６

科目キー 5101001020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

備考 履修上の注意：

(1)Students are required to work individually or in groups, and give a series presentations of increasing difficulty in

English during the span of the course. Students are also required to evaluate and submit reports on the

presentations of other groups. Therefore, attendance and participation are an integral part of the course.

(2)A basic tutorial on the use of presentation software (Microsoft PowerPoint) will be given, although prior knowledge

of such software is desired.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＳｏＣ設計技術Ａ

科目キー 5101001021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限～６時限学期名称 前期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 笠原 博徳

山名 早人 柳澤 政生 木村 啓二

竹本 豊樹

年度

単位数 2

授業概要 http://www.kasahara.cs.waseda.ac.jp/soc/2008a/

にすべての事項に関して詳細に記載しています。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.yanagi.comm.waseda.ac.jp/soc/2007a/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＳｏＣ設計技術Ｂ

科目キー 5101001022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限～６時限学期名称 前期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 笠原 博徳

山名 早人 柳澤 政生 木村 啓二

竹本 豊樹

年度

単位数 2

授業概要 http://www.kasahara.cs.waseda.ac.jp/soc/2008b/

にすべての事項を詳細に記載しています。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.yanagi.comm.waseda.ac.jp/soc/2007b/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＳｏＣ設計技術Ｃ

科目キー 5101001023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 笠原 博徳

山名 早人 柳澤 政生 木村 啓二

竹本 豊樹

年度

単位数 2

授業概要 http://www.kasahara.cs.waseda.ac.jp/soc/2008c/

にすべての事項を詳細に記載している。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.yanagi.comm.waseda.ac.jp/soc/2007c/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 自然エネルギー論

科目キー 5101001025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宿谷 昌則

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境学特論Ａ

科目キー 5101001026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長沢 伸也

年度

単位数 2

授業概要 広範に渡る環境問題でも特に廃棄物問題に焦点を当て、廃棄物をマネジメントする必要性と事業（ビジネス）への

展開を日米を比較しながら概論する。新たな環境ビジネスを生み出す源にもなっている廃棄物・リサイクル関連法令

に触れながら、「持続可能な開発と消費」を目指して生まれつつある「環境ビジネス」としての廃棄物・リサイクルビジ

ネスへの取組みについて詳しく述べる。適宜、「PETボトルのリサイクルは無駄」等のトピックスに触れる。

シラバス 第１回 環境問題の現状：環境問題の定義・歴史・現状、廃棄物処理事業の問題点と廃棄物マネジメントの必要性

第２回 日本の廃棄物をめぐる法制度と現状（１）日本の環境行政、廃棄物処理関連の法制度、（２）日本の廃棄物

の現況

第３回 米国の廃棄物をめぐる現状と法制度：米国の環境行政、産業廃棄物処理の法制度、米国の廃棄物の現況

第４回 日本の廃棄物処理事業の概況（１）環境ビジネスにおける廃棄物処理業、廃棄物処理業界の現状、（２）廃

棄処理事業の大手・ベンチャー企業、先進企業

第５回 米国の廃棄物処理業界の概況：環境ビジネスにおける廃棄物処理事業、米国の廃棄物処理企業

第６回 ウェイスト・マネジメント社（１）ウェイスト・マネジメント社の歴史、事業内容、（２）ウェイスト・マネジメント社の

マーケティング活動、ビジネスモデル

第７回 廃棄物処理事業の展望：日本の廃棄物処理事業の問題点、廃棄物処理事業の発展に向けて

第８回 環境ビジネスの挑戦（１）アグリガイアシステム

第９回 環境ビジネスの挑戦（２）環境経営総合研究所

第10回 環境ビジネスの挑戦（３）共立

第11回 環境ビジネスの挑戦（４）グリーンエナジー

第12回 環境ビジネスの挑戦（５）チャフローズ・コーポレーション

第13回 環境ビジネスの挑戦（６）東日本塗料

第14回 まとめ

なお、以上は予定であり、受講者の興味や理解度などに応じて変更する場合もある。

機会があれば、廃棄物・循環ビジネス、環境ビジネスの経営者をゲストに招きたい。

副題

教科書 長沢伸也・森口健生共著『廃棄物ビジネス論：ウェイスト・マネジメント社のビジネスモデルを通して』同友館、2003年

長沢伸也編著、環境マーケティングプロジェクト共著『環境ビジネスの挑戦』環境新聞社、2008年

参考文献 長沢伸也・環境新聞編集部共著『循環ビジネスの挑戦』環境新聞社、2007年

長沢伸也・黒坂俊介共著『廃棄物ビジネスの挑戦』環境新聞社、2005年

長沢伸也編著、早稲田大学ビジネススクール長沢研究室共著『生きた技術経営MOT：プロジェクトマネジャーからの

メッセージ』日科技連出版社、2004年

長沢伸也著『環境にやさしいビジネス社会：自動車と廃棄物を中心に』中央経済社、2002年

岡本眞一・市川陽一共編著、長沢伸也・林正康・前田高尚共著『環境学概論第2版』産業図書、2005

環境省編『環境白書（各年度版）』『循環型社会白書（各年度版）』ぎょうせい など、環境問題関係図書全般

評価方法 定期試験による。

備考 最低到達目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについての正しい知識を得ることである。

また、努力目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについてマスコミ等に惑わされずに自分で考える力を養うことであ

る。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境学特論Ｂ

科目キー 5101001027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 豊

年度

単位数 2

授業概要 地球上のあらゆる生命体の源であるかけがえのない水の重要性を再認識し，自然と水と人間との関わり合いにつ

いて、水の物性、水循環系、水質汚濁・水質汚染の問題、水利用及び生態系保全の観点から講述する。さらに，自

然と人間との調和・共生，持続可能な発展の観点から，今我々が社会的・技術的に何をなすべきかを考察する。

シラバス (1)水と人間との関わり……水の重要性

1.1 水惑星と生命の誕生

1.2 水は生命維持の必要条件

1.3 水循環系の形成

(2)水の特徴、飲める水、おいしい水

2.1 水の物性について

2.2 おいしい水、飲める水

2.3 水の消費量

(3)水環境問題の歴史と現状

3.1 公害から生活型環境問題へ

3.2 点汚染源と面汚染源

3.3 水環境の現状（環境白書より）

(4)水環境汚染のメカニズムと水質管理

4.1 自浄作用

4.2 Streeter-Phelps理論と溶存酸素管理

4.3 限界負荷と富栄養化現象

4.4 高度モデル

(5)水質に関わる関係法令と環境基準

5.1 関連法規

5.2 環境基準

(6)水質変換技術と修復技術

6.1 砂ろ過と膜分離

6.2 活性汚泥法

6.3 環境修復技術

(7)環境共生と持続的な水資源の創造

7.1 環境共生について

7.2 世界水ビジョン/都市・産業代謝システム

7.3 予防原則とIT技術

副題

教科書 教科書 テキスト配布

参考書 環境白書など

参考文献

評価方法 教場試験・レポート・平常点

備考 化学系、機械系，エレクトロニクス系，建設系，資源・材料系など全分野の院生諸君らの聴講を期待する。

【担当教員連絡先等】

榊原 豊 (sakaki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境学特論Ｃ

科目キー 5101001028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 名古屋 俊士

年度

単位数 2

授業概要 ３名の教員で担当する。

永田：循環型社会の構築に向けたさまざまな主体の取り組みやあり方、産業廃棄物の不法投棄で世界的にも知ら

れている豊島問題の現状・今後の対応等、廃棄物問題や資源循環を取り上げる。

名古屋：大気環境中のエアロゾル及び成層圏エアロゾルの環境への影響，化学物質等の健康影響及び放射性廃

棄物等について講義する。

大聖：交通公害や自動車の環境対策の問題を講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 ３名それぞれの教員が課題を出す。それに対するレポートと平常点で評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的所有権概論Ａ

科目キー 5101001030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 羽片 和夫

年度

単位数 2

授業概要 企業における知財活動の成功例、失敗例を紹介するとともに、具体的に特許出願明細書の作成を経験させることに

より、1.発明・創造活動、2.特許出願・権利化、3.特許のビジネス上の活用（起業）、4.知財マネジメント（経営）への参

加に対する動機付けを行なう。

シラバス 1知的所有権入門（ＮＨＫプロジェクトＸを題材にして）

提出文（ＤＶＤで感じた疑問）

2発明と特許（進歩性を中心とする問題提起）

提出文（発明の進歩性の有無についての意見）

3特許出願の仕方I（特許請求の範囲の書き方の練習）

4特許出願の仕方II（特許請求の範囲の書き方の練習）

提出文（第３回で練習した特許請求の範囲の修正）

5経済社会と知的財産（ゲスト講師予定）

提出文（ゲストへの質問）

6職務発明問題（高額訴訟の実態、インセンテイブとの関係）

提出文（具体的な判決の是非について）

7発明・特許の評価と活用 ライセンス契約について

8契約書の作成方法

提出文（練習した契約書）

9意匠、商標、不正競争防止法で守られる権利

提出文（アップルvs.ソーテックの決定についての是非）

10知的財産マネジメント（経営と知的財産）

11国家と知的財産（知的財産立国）

12リポート課題発表。

グループ・ワーク（明細書、契約書の作成練習）

13オフサイト・ミーテング（気楽にまじめな話をしよう）

副題 特許に強くなるために

教科書 特に、教科書は指定しない。都度参考図書は紹介する。

ただし、基礎知識として以下の図書を読んでおけば役に立つと思う。

1.産業財産権標準テキスト（特許編）第４版 社団法人発明協会

2.キャノン特許部隊（光文社）

参考文献

評価方法 レポート・平常点・(最終レポート６０、出席点（１０回の提出文でカウント）４０の割合で評価)

備考 【担当教員連絡先等】

羽片 和夫 (kzo_hakata@shi.co.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％
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科目名付クラス名 知的所有権概論Ａ

科目キー 5101001030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知的所有権概論Ｂ

科目キー 5101001031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 光三

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＭＯＴのためのハイテク製品マーケット創造

科目キー 5101001032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大野 高裕 澤口 学 中川 慶一郎

石川 雅崇

年度

単位数 2

授業概要 科目概要：

先端技術をコアとする製品は今までに存在しなかったマーケットを新たに創造し、さらにその製品が波及効果をもっ

て関連する他製品・ソフト・サービスを創出し、その周辺マーケットをも創造する大きな影響力を有している。そのた

めの技術開発においては、開発段階においてすでにその技術を活用した製品にまつわるマーケット創造について検

討していなければならない。そのためには、マーケットアウト的な消費者、ユーザー理解の上に成り立つ技術開発オ

リエンテッドなプロダクトインという一連のプロセスによるマーケット創造における経営技術を習得する必要がある。

そこで、この科目では

?コア技術から製品・マーケット創造までの顧客バリューネットワーク展開（バリューネットワーク）

?マーケットアウトのための消費者・ユーザーへの接近、理解方法と技術へのフィードバック（マーケット理解）

?コア技術および技術融合による製品展開（技術展開）

の３つの観点から授業モジュールを３つ群で構成する。

学習目標（科目全般）：

受講者は３つのモジュール群を修得することで、以下のマーケット創造のためのプロセスに関する総合開発力が身

につく。

?資料収集・分析（顧客潜在ニーズ、マーケット構造、技術シーズなど）

?アイディア発想（ブレインストーミング、ＫＪ法など）

?価値創造のための分析切り口（顧客、競争、技術、バリューチェーン、業務プロセスなど）

?体系化（構造化、階層化など）

?実現化マッピング（時間軸、連関性、先行順位、ＣＰＭなど）

シラバス モジュール 0 ( 9月30日)：オリエンテーション

担当教員： 大野 高裕（経営システム工学専攻・学科 教授）

学習内容：

ＭＯＴの位置づけ

授業モジュール概要説明

モジュール １?１ (10月7日)：リーディングエッジカスタマーの見極め

担当教員： 石川 雅崇（アクセンチュア株式会社パートナー）

学習内容：

-リーディングエッジカスタマーは何かの理解

-顧客進化の見極め方

-顧客価値基準の理解

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および課題の実施

キーワード：リーディングエッジカスタマー、顧客進化、顧客価値基準

モジュール １?２ (10月14日)：バリューチェーン＆儲けのメカニズムデザイン

担当教員： 石川 雅崇（アクセンチュア株式会社パートナー）

学習内容：

-バリューチェーンデザインの留意点理解

-顧客ニーズのフィードバックメカニズムとプロセスの習得

-儲けのメカニズムデザイン

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および課題の実施

キーワード：バリューチェーンデザイン, 顧客ニーズのフィードバック、儲けのメカニズムデザイン

モジュール １?３ (10月28日)： マーケット拡大＆ビジネス再定義

担当教員：石川 雅崇（アクセンチュア株式会社パートナー）

学習内容：

-製品のライフサイクルとマーケット拡大の関係理解

-マーケット拡大に伴う生産･開発の留意点の変化

-マーケット拡大に伴う顧客層の多様化の理解

ティーチング・メソッド（教授法）：

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 ＭＯＴのためのハイテク製品マーケット創造

科目キー 5101001032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

事例を用いた講義

キーワード：製品ライフサイクル、マーケット拡大、顧客層の多様化

モジュール ２?１ (11月11日)： 顧客理解

担当教員：（株）NTTデータ 技術開発本部 中川 慶一郎 (博士(工学))

学習内容：

?マーケティング活動において重要な位置を占める顧客ニーズの発見方法を習得する?

データソースの色々

?データの取得方法?標本調査の考え方

?調査票の設計?調査データの分類?評定法

?テキスト・マイニング

ティーチング・メソッド（教授法）：

講義による理論の教授および調査票を実際に設計させる演習および表計算ソフト利用による

調査データ分析実習

参考図書：

木島正明、中川慶一郎他：「マーケティング･データ解析」朝倉書店（２００３）

大野裕：「多変量解析入門」同友館（１９９８）

キーワード：データソース、データ取得方法、標本調査、調査票設計、調査データ分類、評定法、

テキスト・マイニング

モジュール ２?２ (11月18日)： 顧客理解データ分析

担当教員：（株）NTTデータ 技術開発本部 中川 慶一郎 (博士(工学))

学習内容：

?プロダクト・マーケティングの活動プロセスにおいて、新製品の企画・仕様決定に関

わるデータ分析技法を習得する

ティーチング・メソッド（教授法）：

講義による理論の教授および表計算ソフト利用による調査データ分析実習

キーワード：データ分析、主成分分析、コンジョイント分析、実験計画法

モジュール ２?３ (11月25日)： 顧客理解演習

担当教員：（株）NTTデータ 技術開発本部 中川 慶一郎 (博士(工学))

学習内容：

-定性データから顧客の潜在ニーズを抽出し製品イメージを形成する技法を習得する。

ティーチング・メソッド（教授法）：

講義による理論の教授および表計算ソフト利用による調査データ分析実習

キーワード：KJ法、CDM、定性データ、顧客潜在ニーズ

モジュール ２?４ (12月2日)：マーケットアウト・プロダクトイン展開

担当教員：（株）NTTデータ 技術開発本部 開発担当 中川 慶一郎 (博士(工学))

学習内容：

?顧客ニーズに基づく製品イメージからスタートし、コア技術の開発・応用、他技

術との融合などによって製品化する構想力を習得する?品質機能展開による顧客の要求品質情報の整理と設計品

質情報への具体化、技術マップによる保有技術力の評価と技術課題の抽出

ティーチング・メソッド（教授法）：

講義による理論の教授および演習による実践能力の向上

キーワード：品質機能展開、AHP、要求品質、技術マップ

モジュール ３?１ (12月9日)： コアテクノロジーを活用した次世代型新製品開発

担当教員：産能大学総合研究所 教授 澤口 学 (博士(工学))

学習内容：

-コアテクノロジーを十分に活用してこれまでにないタイプの新製品を開発するために、まず

現在の研究開発あるいは技術部門の抱えている問題点を理解する。次に、これまでの日

本における製品開発の歴史的発展状況を理解して、これから求められる次世代型新製

品開発の進め方の視点について習得する。また新製品開発活動の概要である基本ステッ

プを理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および演習課題の実施

参考図書：
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科目名付クラス名 ＭＯＴのためのハイテク製品マーケット創造

科目キー 5101001032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

澤口学：「VEとTRIZ」同友館（２００２）

キーワード：コアテクノロジー、次世代型新製品開発

モジュール ３?２ (12月16日)： TRIZによる技術進化分析

担当教員：産能大学総合研究所 教授 澤口 学 (博士(工学))

学習内容：

-発明の一定パターンを理論体系化したTRIZの考え方と基本的テクニックを習得する。さ

らにこれを発展させた技術進化パターンの分析および未来予測アプローチを理解したうえで、代表的な技術進化パ

ターンを習得する。

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および演習課題の実施

キーワード：発明パターン、TRIZ、技術進化パターン分析、未来予測アプローチ

モジュール ３?３ (1月13日)：技術進化未来予測と新製品開発

担当教員：産能大学総合研究所 教授 澤口 学 (博士(工学))

学習内容：

-未来予測シナリオを作成するための技法を演習などを通じて習得する。また、未来予測シ

ナリオに基づいて顧客要求を品質へと展開するための手法であるQFDを理解する。さらにコ

アテクノロジー活用による新製品開発法の全体プロセスを習得する。

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および演習課題の実施

キーワード：未来予測シナリオ、顧客要求品質、QFD、コアテクノロジー、新製品開発法

モジュール ３?４ (1月20日)： コアテクノロジーを活用した次世代型新製品開発総合演習

担当教員：産能大学総合研究所 教授 澤口 学 (博士(工学))

学習内容：

-総合演習によってモジュール８から１０で学習した技術未来予測思考やそこに用いられる手

法をより確かなものにする。このモジュール 総合演習では次世代型新製品開発を進める

プロセスを復習し、疑問点や不十分な知識を補う。すなわち-次世代携帯電話の演習課題を用いて、実際にアイディ

アを出し、これを分析プロセスにしたがって整理・体系化することから未来シナリオを作り出せる能力を涵養する。さ

らにこのシナリオに基づいた線製品の構想設計案を具体的に案出する能力を養う。

ティーチング・メソッド（教授法）：

事例を用いた講義および演習課題の実施

キーワード：コアテクノロジー、次世代型新製品開発、TRIZ、顧客要求品質、QFD

教科書

参考文献 木島正明、中川慶一郎他：「マーケティング･データ解析」朝倉書店（２００３）

大野裕：「多変量解析入門」同友館（１９９８）

澤口学：「VEとTRIZ」同友館（２００２）

評価方法 モジュール１(石川)で出題される課題、モジュール２(中川)で課される調査票設計、調査データ分析、新製品創出、モ

ジュール３(澤口)で課される小演習課題および総合演習の結果を総合し、100点満点で60点以上を取れば単位を取

得できる。

備考 連絡先： e-mail ohno@wasedca.jp

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＭＯＴのための生産・流通システム設計

科目キー 5101001033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉本 一穂 大塚 仁司 小川 健秀

柴田 晴康 山内 秀樹 山本 貴之

関 利隆

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 年金数理概論

科目キー 5101001035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武 枇杷 高志 井上 修二

清水 時彦

年度

単位数 2

授業概要 年金への関心が高まる中、公的年金を補完する企業年金の役割が大きくなる一方で、競争の激しい企業経営にお

いては企業年金のあり方が重要課題となっている。本講では、企業年金の給付と負担を考える上で骨格となる「年

金数理」を中心に、関連する環境変化や年金資産運用理論等にも言及する。

シラバス 1回 わが国の年金制度（１）公的年金制度を中心に日本の年金制度の枠組み紹介

2回 企業年金制度（１）企業年金制度の沿革、退職金との関係、企業経営との関係等

3回 企業年金制度（２）企業年金制度の沿革、退職金との関係、企業経営との関係等

4回 年金数理概論 年金数理の目的や基本的な構造について概説

5回 計算基礎率と年金現価年金数理計算において将来予測の前提となる計算基礎率の算定を中心に説明

6回 年金財政論（１）長期的に安定した財政運営を図るために立てられる財政計画の一般論

7回 年金財政論（２）現実の企業年金でよく用いられている財政方式を題材に、財政計画の理解を深める

8回 財政検証 事前に立てた計画と現実が相違することが一般的であり、そのずれを検証する「財政検証」

の目的と方法について説明

9回 財政計算財政検証で認識した「ずれ」の軌道修正のために行われる財政計算の方式について説明

10回 退職給付債務 企業の退職金準備状況を適切に表示する目的で導入された退職給付債務について、一般

の年金数理と比較しながら説明

11回 企業年金の資産運用投資理論の基礎を前提知識とし確認した上で、企業年金の資産運用の特徴 等を説明

12回 年金ALM年金ALM（Asset Liability Management）の目的、全体像（アウトプットサンプル）、年金ALMの活用

方法などについて説明

13回 年金運用の最近の動向「年金ALMの新潮流」、 「政策アセットミックス構築と実際の運用」 及び 「運用手法

の多様化」というテーマで、年金運用を取り巻く最近の動向や実態について説明

副題

教科書 教科書：日本年金数理人会 編 「年金数理概論」 （朝倉書房）

その他、講義でレジュメを配布

参考文献

評価方法 平常点（出席状況）および期末試験により判定

備考 1回から3回（年金制度）担当 清水

4回から7回（年金数理）担当 井上

8回から13回（投資理論への応用）担当 枇杷

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 前期金５

科目キー 5101001036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 金徳 多恵子

年度

単位数 2

授業概要 英語による論文や科学技術ドキュメント(文書）は、機械的な和文英訳では解決できない多くの問題やルールを含ん

でいる。このため、英米でもこれらの文章作成法についての科学的研究が進み、専門分野を問わず、技術習得の方

法が確立している。科学・技術論文、レポートを中心として、各種技術ドキュメントを書く基本かつ必携のルールを講

義と演習を通して指導する。また、プレゼンテーションにおける論理構成、及び効果的なコミュニケーションに不可欠

なトーン（語調）、スタイル等についても折に触れ指導する。

In this course, students will study the principles of technical communication that are the foundation of clear,

concise, and logical reports and papers. Students will learn how to communicate scientific and technical data in

English both orally and in a written form, by studying words and phrases commonly misused in technical writing,

techniques used in paragraph development, and the organization of persuasive documents. Students will also learn

how to effectively express their ideas in a presentation. The class will be conducted in Japanese.

&#61548;Concepts of technical communication

&#61548;Attitudes in international communication

&#61548;Four major problems for Japanese technical writers

&#61548;Basic rules of writing papers and scientific reports

&#61548;Techniques for effective presentations

シラバス (1) Technical Communicationの概論（１）日本と欧米とのコミュニケーションの相違

・相手を不愉快にさせない語調（トーン）の重要性

(2) Technical Communicationの概論（２）学校英語と「使う英語」との相違

・日本人の弱い伝達文法

(3) 英語文書に不可欠な論理性:オーダーの重要性（総論から各論；論理的な情報提示

の順番を学ぶ）

(4) 適切な語の選択：One Word/One Meaning（より具体的な語の選択; 語の相性

(collocation)の重要性

・辞書の効果的な利用法と備えておきたい科学技術分野の参考書

(5) 効果的な英文作成のテクニック（１）会話体と文章体の相違

・パラレリズム (Parallelism)の効果的な使い方

(6) 効果的な英文作成のテクニック（２）日本人の犯しやすい誤り

・研究論文に不可欠な論理的な定義法（Term= Class + Differentia）

(7) 効果的なパラグラフ作成のテクニック（１）パラグラフ(One Paragraph/One

Topic)の原則

・スムーズな情報把握に不可欠な「つなぎ言葉」(Transitional words)の効果的な

使用法

(8) 効果的なパラグラフ作成のテクニック（２）要約文(Topic Sentence)の重要性

・論理的な展開法：並列法

(9) 効果的なパラグラフの展開パターン（１）: 分析法＆分類法

(10) 効果的なパラグラフの展開パターン（２）: 比較・対照法

(11) 論文・研究レポートの基本構成：効果的なタイトルと英文Eメールの件名

・アブストラクトの基本構成と書き方

(12) 各種実用文書（論文・説明書・レポート・Eメール等）の基本的な書き方とルール

(13) プレゼンテーションの論理構成

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 前期金５

科目キー 5101001036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

(14) まとめ

教科書 Writing in Professions: English Technical Communication

(篠田義明著、JATEC発行)

参考文献 [参考書]『英文コミュニケーション作法』(金徳多恵子著、南雲堂フェニックス)

『科学技術英語-IT時代の英語の読み方・書き方』

(篠田・金徳・大本・本橋著、早稲田大学出版部）

評価方法 平常点・レポート（課題を含む）・確認試験

備考 勉強意欲のある学生が望ましい。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 後期金５

科目キー 5101001036

科目クラスコード 02

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 金徳 多恵子

年度

単位数 2

授業概要 英語による論文や科学技術ドキュメント(文書）は、機械的な和文英訳では解決できない多くの問題やルールを含ん

でいる。このため、英米でもこれらの文章作成法についての科学的研究が進み、専門分野を問わず、技術習得の方

法が確立している。科学・技術論文、レポートを中心として、各種技術ドキュメントを書く基本かつ必携のルールを講

義と演習を通して指導する。また、プレゼンテーションにおける論理構成、及び効果的なコミュニケーションに不可欠

なトーン（語調）、スタイル等についても折に触れ指導する。

In this course, students will study the principles of technical communication that are the foundation of clear,

concise, and logical reports and papers. Students will learn how to communicate scientific and technical data in

English both orally and in a written form, by studying words and phrases commonly misused in technical writing,

techniques used in paragraph development, and the organization of persuasive documents. Students will also learn

how to effectively express their ideas in a presentation.

&#61548;Concepts of technical communication

&#61548;Attitudes in international communication

&#61548;Four major problems for Japanese technical writers

&#61548;Basic rules of writing papers and scientific reports

&#61548;Techniques for effective presentations

シラバス (1) Technical Communicationの概論（１）日本と欧米とのコミュニケーションの相違

・相手を不愉快にさせない語調（トーン）の重要性

(2) Technical Communicationの概論（２）学校英語と「使う英語」との相違

・日本人の弱い伝達文法

(3) 英語文書に不可欠な論理性:オーダーの重要性（総論から各論；論理的な情報提示

の順番を学ぶ）

(4) 適切な語の選択：One Word/One Meaning（より具体的な語の選択; 語の相性

(collocation)の重要性

・辞書の効果的な利用法と備えておきたい科学技術分野の参考書

(5) 効果的な英文作成のテクニック（１）会話体と文章体の相違

・パラレリズム (Parallelism)の効果的な使い方

(6) 効果的な英文作成のテクニック（２）日本人の犯しやすい誤り

・研究論文に不可欠な論理的な定義法（Term= Class + Differentia）

(7) 効果的なパラグラフ作成のテクニック（１）パラグラフ(One Paragraph/One

Topic)の原則

・スムーズな情報把握に不可欠な「つなぎ言葉」(Transitional words)の効果的な

使用法

(8) 効果的なパラグラフ作成のテクニック（２）要約文(Topic Sentence)の重要性

・論理的な展開法：並列法

(9) 効果的なパラグラフの展開パターン（１）: 分析法＆分類法

(10) 効果的なパラグラフの展開パターン（２）: 比較・対照法

(11) 論文・研究レポートの基本構成：効果的なタイトルと英文Eメールの件名

・アブストラクトの基本構成と書き方

(12) 各種実用文書（論文・説明書・レポート・Eメール等）の基本的な書き方とルール

(13) プレゼンテーションの論理構成

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 後期金５

科目キー 5101001036

科目クラスコード 02

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

(14) まとめ

教科書 Writing in Professions: English Technical Communication

(篠田義明著、JATEC発行)

参考文献 [参考書]『英文コミュニケーション作法』(金徳多恵子著、南雲堂フェニックス)

『科学技術英語-IT時代の英語の読み方・書き方』

(篠田・金徳・大本・本橋著、早稲田大学出版部）

評価方法 平常点・レポート（課題を含む）・確認試験

備考 勉強意欲のある学生が望ましい。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 50/671 ページ



科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 前期金６

科目キー 5101001036

科目クラスコード 03

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. Course instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the instructor.

参考文献

評価方法 Attendance, in-class participation, short writing assignments

備考 In-class exercises are emphasized.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 後期金６

科目キー 5101001036

科目クラスコード 04

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. Course instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the instructor.

参考文献

評価方法 Attendance, in-class participation, short writing assignments

備考 In-class exercises are emphasized.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論

科目キー 5101001037

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平澤 茂一

年度

単位数 2

授業概要 Shannon流の情報理論について述べる．Fano, Gallager,有本,Blahutらにより近代化された体系の中で，離散系の情

報理論に焦点を合わせる．なお，通信路符号化を具体的に実現する誤り訂止符号など符号理論，および情報セ

キュリティに関連する暗号理論については後期「情報数理応用特論」で述べる．

シラバス 第 1回目：オリエンテーション

１．情報量の定義（自己情報量，冗長性と符号化）

第 2回目：２．情報源符号化（情報源モデル）

第 3回目：２．情報源符号化（エントロピー）

第 4回目：２．情報源符号化（情報源符号化の方法）

第 5回目：２．情報源符号化（語頭条件とクラフトの不等式）

第 6回目：２．情報源符号化（情報源符号化定理）

第 7回目：２．情報源符号化（ユニバーサル情報源符号化）

第 8回目：３．通信路符号化（通信路モデル）

第 9回目：３．通信路符号化（相互情報量と通信路容量）

第10回目：同上

第11回目：３．通信路符号化（通信路符号化の方法）

第12回目：３．通信路符号化（通信路符号化定理）

第13回目：３．通信路符号化（復号誤り確率の評価）

第14回目：同上

第15回目：４．まとめ（情報理論の体系とまとめ）

なお，上記の（ ）内は教科書の節に対応している．

副題

教科書 教科書：平澤 茂一，「情報理論入門」，培風館，2000年．

参考文献 必要に応じ，授業中に配布する．

評価方法 レポート（作品を含む）による．(原則として毎週演習課題を出し次週に解答する．最終回に全体の課題を出し，レ

ポートにまとめる．最終レポートの提出は必須． )

備考 確率論，代数学の基礎知識があることが望ましい．

担当教員連絡先 ： 平澤 茂一 (hirasawa@hirasa.mgmt.waseda.ac.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.hirasa.mgmt.waseda.ac.jp/lab/class.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 53/671 ページ



科目名付クラス名 脳科学チュートリアル

科目キー 5101001038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限～６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 岡本 仁 宮脇 敦史

一戸 紀孝 程 康 中原 裕之

西道 隆臣 藤井 直敬

細谷 俊彦

年度

単位数 2

授業概要 脳科学の進展は近年目覚ましく、個々の研究自体は細分化されつつある。しかし脳科学は、分子レベルから我々の

「こころ」を対象としており、本来幅広い内容を扱っている。実際脳の働きを理解しようとする時は、脳科学の多領域

にわたる分野の理解が必要である。理研脳センターで行なわれている RIKEN BSI Tutorial Seriesは、脳科学の基礎

から、最先端の研究紹介までを行なっており、脳科学の多領域の基礎的分野を俯瞰し、その分野の最先端の研究

動向を知る事ができる。講義は英語で行なわれるので、英語でのサイエンテフィック・ディスカッションのトレー二ング

にも有用である。講義は、埼玉県和光市にある理研脳センターで実施されるが、テレビ会議システムを使い、先端生

命医科学センターに中継される。理研脳センター又は、先端生命医科学センターのいずれかで受講可能である。

シラバス 講義は複数の講師によるオムニバス形式で行なう。

9/30(火) 17:15-17:30 大島登志男 脳科学チュートリアルについて

17:30-18:00 岡本 仁「Introduction of the RIKEN BSI Tutorial Series 2008」

18:10-19:40 Thomas Kn&ouml;pfel 「Electrophysiological and Optogenetic Approaches to Study Neuronal Circuit

Dynamics」

10/7(火) 17:30-19:00河西 春郎「Synaptic Plasticity」

10/14 講義なし

10/21 講義なし

10/28(火) 17:30-19:00望月 敦史「Theory in Development and Gene Regulation」

11/4 講義なし

11/11(火) 17:30-19:00細谷 俊彦「Vision」

11/18講義なし

11/25(火) 17:30-19:00池谷 裕二「Hippocampus」

12/2(火) 17:30-19:00岩里 琢治「Neuronal Circuit Development」

12/9(火) 17:30-19:00一戸 紀孝「Brain Emotion and Basic Neuroanatomy」

12/16(火) 17:30-19:00中原 裕之「Emotion to Decision and Basal Ganglia」

12/22(月) 17:30-19:00程 康「Imaging-Higher Brain Function」

1/13(火) 17:30-19:00藤井 直敬「Social Behavior」

1/20(火) 17:30-19:00西道 隆臣「Alzheimer's Disease (AD)」

副題

教科書

参考文献

評価方法 RIKEN BSI Tutorial Series のうち 後期期間行なわれる13回の講義（各90分）を対象とする。評価は出席点とレポート

の成績により行なう。８回以上の出席を必要とする。レポートは、２回の講義の内容を要約したものを、指定された期

間内に提出してもらう。第一回目の講義は開始時間を繰り上げ、講義の進め方や成績の評価法についてのガイダ

ンスを17:15より約15分日本語で行なう(第一回は17:15-19:40)。

備考 取得単位：２単位

毎週火曜日５、６限（17:30-19:00）の予定。 12/22にのみ月曜日です。

関連ＵＲＬ: http://www.brain.riken.jp/tutorial.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 科学とジェンダー

科目キー 5101001039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之 中村 釆女 梅津 光生

橋本 周司 内田 亮子 弓削 尚子

高松 敦子 若杉 なおみ 菱山 玲子

小川 眞里子

年度

単位数 2

授業概要 この科目は、自然科学のさまざまな分野におけるジェンダー（社会的文化的性差）の問題を概観し、科学研究の営

みをジェンダーの観点から検討する。男女を問わず、若手研究者のジェンダーについての認識を深めていくことが目

的である。

シラバス １． オリエンテーション 橋本周司（理工学術院長）、中村采女（理工学術院教員）

２． 「科学史とジェンダー」 小川眞里子（三重大学教員）

３． 同上

４． 同上

５． 「医学とジェンダー」若杉なおみ（政治経済学学術院教員）

６． 同上

７． 同上

８． 「未定」高松敦子（理工学術院教員）

９． 「未定」梅津光生（理工学術院教員）

１０．「生物人類学とジェンダー」内田亮子（国際教養学術院教員）

１１． 同上

１２． 同上

副題

教科書

参考文献 小川眞里子『フェミニズムと科学／技術』岩波書店 2001

宇野賀津子・坂東昌子『理系の女の生き方ガイド』講談社 2000.

ロンダ・シービンガー『ジェンダーは科学を変える！？』小川眞里子ほか訳 工作舎 2002.

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 博士実践特論Ａ：イノベーションリーダーシップ

科目キー 5101001040

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透 杉浦 正和 鶴谷 武親

安田 正

年度

単位数 2

授業概要 産業界でイノベーションを惹起するために必要なリーダーシップ力、ネゴシエーション力、コミュニケーション力の基礎

と考え方を学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: <a href=http://www.sci.waseda.ac.jp/office/KAMOKU/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 博士実践特論Ｂ：産業イノベーション

科目キー 5101001041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫 伊藤 順司 久村 春芳

西出 徹雄 増位 庄一

年度

単位数 2

授業概要

シラバス 独立行政法人 産業技術総合研究所

理事 産業技術アーキテクト 伊藤 順司

産業技術に関わる研究

(1)イノベーションと研究開発 1/14（水）18：00-19：30

イノベーションは研究開発を伴って創出される場合が多い。イノベーションの事例を紹介しつつ、研究開発との関係

を論じる

(2)イノベーションのための研究開発戦略 1/16（金）16：20-17：50

産総研では、研究戦略を毎年策定し、イノベーション創出に向けた具体的施策の企画、推進を行っている。こうした

取り組みを中心に、イノベーションと研究開発戦略について述べる。

(3)イノベーションのための産学官連携戦略 1/16（金）18：00-19：30

イノベーション創出に産学官の連携は不可欠であり、産総研の取り組みを中心に戦略、具体例を述べる。

株式会社日立製作所

主管技師長 兼研究戦略統括センタ研究アライアンス室長 増位 庄一

電機産業におけるイノベーション

(4)イノベーションを生み出すR&D戦略 1/21（水）18：00-19：30

電機産業はこれまで新幹線、携帯電話、液晶TV、PCなど数多くのイノベーティブな製品を生み出してきた。これらを

生み出した原動力はどこからくるのかを電機産業のR&D戦略に関する議論を通して明らかにする。

(5)イノベーションを具体化する商品戦略 1/23（金）16：20-17：50

イノベーティブな製品がヒットするとは限らない。性能のよいものが売れるという保障はない。何が商品価値を決める

のか。どのような観点で商品戦略を考えるべきかを、実例（成功例、失敗例）に基づいて考察する。

(6)イノベーション事例 1/23（金）18：00-19：30

「指静脈認証技術」は、日立が生み出したイノベーションを可能とする技術である。この技術に基づくイノベーティブな

商品を学生との対話の中から企画してみる。

日産自動車株式会社

執行役員 総合研究所長 久村 春芳

応用研究/国際経済への影響

(7)自動車産業の歴史とイノベーション 1/28(水）18：00-19：30

時代の要請に応えて数々の技術革新（研究開発、製造生産技術）を実現して成長してきた自動車産業の歴史を述

べる。後半は多くの技術分野や多くの産業と協調し、世界経済にも影響の大きな産業の実態を述べ、その将来を展

望する。

(8)日産の研究開発戦略とイノベーション 1/30（金）16：20-17：50

日産の研究開発戦略をベースに自動車産業が進めようとしている技術革新や将来の自動車の姿を述べる。モビリ

ティーの革新や社会との係わりにも触れ総合的な技術革新が求められている点に言及する。

(9)研究開発マネージメントの変革 1/30(金）18：00-19：30

研究開発に係わるマネージメントについて説明する。”過去の失敗事例から学んだこと”や”目標の上手な設定方

法”など研究や先進技術開発の成功に必要な視点やマネージメントについて述べる。

社団法人 日本化学工業会

専務理事 西出徹雄

国の産業技術政策

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 博士実践特論Ｂ：産業イノベーション

科目キー 5101001041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

(10)化学産業の課題とイノベーション 2/4（水）18：00-19：30

化学産業は持続的発展と競争力の強化の２つの課題を持つ。また他産業や社会から多様なニーズとそれぞれの抱

える課題の解決に対して新材料や新製品の供給を期待されている。イノベーションが化学産業の発展に果たす役

割を考える。

(11)イノベーションと産業社会 2/6(金）16：20-17：50

イノベーションはどのように起こり、どのようなインパクトを経済･社会に与えるのか。基礎研究の成果はどのように商

品化され普及するのか。技術予測に見る日本の将来はどのように展望されるか。イノベーションのマクロ的な理解を

深める。

(12)我が国の産業技術政策 2/6(金）18：00-19：30

国としてのイノベーション戦略、その実現のためのシステム、イノベーションを担う人材の育成などの政策。新しいこ

とへのチャレンジを支援する仕組。学生を終わる前に考えてほしいことについてもお話したい。

(1)8月中に各コマの項目（内容・概要・論旨）を提出→古川先生

(2)講義期間：H21/１-３月

(3)講義はユニットごと

(4)講義は週１-３コマの範囲

(5)資料はプレゼン投影資料のプリントバージョンをつくり、配布

(6)レポート、アンケートは必須

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: <a href=http://www.sci.waseda.ac.jp/office/KAMOKU/

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Professional Communication

科目キー 5101001042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要 科学技術分野におけるアイデアを文章及び口頭でコミュニケートするために必要な基本スキルを学ぶ。最終目的

は、科学技術で用いらる主な様式の特徴を、聴衆（読者）、目的、構成、流れ、スタイル、プレゼンテーションの観点

より理解することである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: <a href=http://www.sci.waseda.ac.jp/office/KAMOKU/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Advanced Technical Reading and Writing

科目キー 5101001043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 国吉 ニルソン

年度

単位数 2

授業概要 The aim of this course is to help students develop the writing skills they will need in the fields of science and

engineering. Students will build a database of papers published in scientific journals, analyze their language features

through an experiment performed in the classroom, and report their research contents in a style similar to that of

the papers published in scientific journals.

シラバス 1.Introduction of the reading and writing for the graduate school

The features of technical English, the emergence of corpus linguistics for quantitative analysis of language, and an

outline of the contents offered in this course.

2.Building a corpus of scientific papers, and introduction to corpus analysis.

Students choose a journal that publishes papers on topics related to their academic interests, download some

papers and the program for analyzing the corpus, AntConc. Introduction to corpus analysis.

3.The features of the title and the abstract of a paper.

The importance of having a good title, the audience it should target. Analyzing titles. The concept of moves, the

structure of an abstract. Analyzing the abstract of a paper taken from the corpus.

4.The features of the “introduction” section of a paper.

The structure of an introduction, its moves. The audience it should target. The language features of each move of

an introduction. Analyzing the introduction of a paper taken from the corpus.

5.The features of the “methodology” section and the “results and discussion” section of a paper.

The moves in the methodology and the results and discussion sections. Analyzing their language features.

6.The features of the conclusion section and the reference section of a paper.

The linguistic features of the conclusion section, and its similarities with the abstract. Understanding different

methods of citation.

7.The corpus experiment.

Students plan and conduct an experiment on their personal corpora, analyzing collocation, word usage, frequency

of word clusters, etc.

8.Writing the title and the introduction.

Students begin to write a paper based on the knowledge of the moves they should follow. Writing the title and the

introduction. Looking for background information.

9.Writing the methodology section.

Describing the method used in research: what methodology is used, how samples were selected, what equipment is

used, how data were obtained, etc.

10.Writing the results and discussion section.

Describing the research results. Explaining and citing figures, describe and explain reasons and causes, discuss

possible sources of errors, determining the limits within which the findings are valid, etc.

11.Writing the conclusion section and the references section.

Writing conclusions and references.

12.Review, feedback on paper writing, suggestions for improvements.

副題

教科書

参考文献 理系英語のライティング，野口ジュディー，深山晶子，岡本真由美，ALC, 2007.

評価方法 Student evaluations will be based on a series of written reports, class participation, and a final report.

備考 Students are expected to attend each class, and participate actively. Students will also be required to collect and

analyze a number of technical texts, and submit reports on their activities. The classes are held in a computer room,

and students are supposed to save the texts they collect from the internet, receive from the teacher, or write

themselves into a USB memory, for example. Therefore, students should bring a USB memory device to each class,

including the first.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％
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科目名付クラス名 Advanced Technical Reading and Writing

科目キー 5101001043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 修士論文

科目キー 5101009100

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 ２年以上

担当教員 橋本 周司

年度

単位数 0

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論研究

科目キー 5101010001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 0

授業概要 集合論・帰納的関数論・モデル論・証明論その他の話題の中から適宜テーマを選び、輪講形式で研究を進める。

この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）あるいは独自

の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・数理哲学研究

科目キー 5101010002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄 佐々木 宏夫

年度

単位数 0

授業概要 数学の基礎に横たわる諸問題を研究する。たとえば数学的対象の実在性をめぐる対立、すなわちプラトン主義と唯

名主義、また数学の本質を問う対立、すなわち形式主義、論理主義、直観主義の比較検討が一つの重要な研究主

題である。またそうした根本的な問題と対立を生み出した歴史的背景を究明する。

この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）あるいは独自

の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 副専攻「経済の数理」の受講希望者は、「経済の数理演習」のシラバスを参照されたい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論研究

科目キー 5101010003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 0

授業概要 ワイルズによるフェルマーの問題解決において重要な役割を演じた岩沢理論を研究する。岩沢理論は、いわゆるＺ-

拡大に関係したＡ＝Ｚ［［Ｔ］］-加群の研究をする学問である。本研究では、Ｚ-拡大のなかでも構成のしかたがよくわ

かっている円分的Ｚ-拡大についてのグリーンバーグ予想と、反円分的Ｚ-拡大の正規底の構成を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・特殊関数研究

科目キー 5101010004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 0

授業概要 保型函数や楕円函数は１９世紀初頭に複素函数論が起こると同時にアーベル，ヤコビ，ガウス等によって発見され

た一種の特殊函数の族であるが，極めて豊富な性質と深遠な内容を有し，現代数学においても最も興味深い研究

対象の一つである。実際，数学（や物理学）のあらゆる分野の，最も深い所ではいつも保型函数が姿を現すといって

も過言ではない。

本研究では，保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，

さらに代数幾何学や整数論との関連について考察する。

シラバス 0. まず, 一変数の保型形式について一般的な事柄を学ぶ:

定義・保型因子・フーリエ展開・有限次元性など. その後, 以下の話題について学習と研究を進める.

シラバス 1. 保型形式とL-関数の対応について

2. Hecke理論と Euler 積表示をもつ保型 L-関数

3. 種々の実例

4. 有理数体上の楕円曲線とそのL-関数

5. 保型形式の計算

6. 「谷山-志村」対応とその実例

7. 「谷山-志村」対応とその応用: Fermat 予想など

副題

教科書 なし

参考文献 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 関数論, ガロア理論を既知とする.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数的符号理論研究

科目キー 5101010005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 0

授業概要 代数的幾何的符号論について、その背景にある数学的な理論を含めて研究する。数学的な理論としては、線型代

数、代数曲線論、有限体論などが上げられるが、これらの理論を学習し、その理論を元にした符号論の研究につな

げる。

この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）あるいは独自

の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 5101010006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 0

授業概要 射影多様体の代数幾何的研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 5101010007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 0

授業概要 代数幾何学とは代数多様体を研究する学問であり，代数多様体とはいくつかの多項式の共通零点の集合，すな

わち，多項式系で定義された図形のことである．

本研究では，特に射影空間への埋め込みが可能な代数多様体である射影代数多様体に関する研究指導を行う．

シラバス 本研究を希望する学生と相談のうえ研究テーマを決定し，研究指導を行う．

近年取り組んでいる研究テーマは次のとおり．

１）偏極多様体と半偏極多様体

２）数値的に半正な反標準直線束を有する代数多様体

３）豊富なベクトル束による多様体の分類理論

４）曲線種数

５）ベクトル束の構成

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 5101010008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 0

授業概要 トポロジーについての研究を行う。具体的には、トポロジーの中から結び目理論、低次元トポロジー、あるいは力学

系といったテーマの中から研究テーマを一つ定めて研究を進めていく。このために必要となる様々な理論についても

研究、考察し、新たな理論の構成を目指す。この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の

研究会で発表できるようなもの）あるいは独自の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標

である。

シラバス 研究テーマに沿って，テキストや論文をセミナー形式で読み進め，修士論文の作成につなげていく．

副題

教科書

参考文献

評価方法 セミナーでの発表による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 5101010009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 0

授業概要 トポロジーについての研究を行う。具体的には、トポロジーの中から結び目理論、低次元トポロジー、あるいは力学

系といったテーマの中から研究テーマを一つ定めて研究を進めていく。このために必要となる様々な理論についても

研究、考察し、新たな理論の構成を目指す。この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の

研究会で発表できるようなもの）あるいは独自の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標

である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学研究

科目キー 5101010010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 0

授業概要 代数解析学は種々の解析学の対象を代数的手法で研究する分野である。超関数論と微分方程式の代数的理論

（所謂、Ｄ加群の理論）の上に築かれた堅固な体系である。本研究においては代数解析学的手法を用いて、ソリトン

方程式をはじめとする可積分系、量子可積分系とKniznik-Zamolodchikov方程式、ｑ-関数を含む特殊関数論、多重

ゼータ値などを研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学研究

科目キー 5101010011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 0

授業概要 主として，微分幾何学について研究する．また，微分幾何学に関連した，大域解析学，位相幾何学，リー群及びその

表現論，数理物理なども研究する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 多様体上の解析学研究

科目キー 5101010012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 0

授業概要 次のテーマのいずれかを選んで研究を進める。

１.多様体上の微分形式の理論（De Rham 理論）、留数の理論、双対定理およびそれらと位相幾何学や代数幾何学

の理論との関連

２.モース理論とそれを用いたリー群の基本群の計算やＢｏｔｔ周期性

３.ベクトル束の特性類の理論の位相幾何および微分幾何による学習・研究

４.写像群やゲージ空間の無限次元の位相幾何と微分幾何をトゥイスター理論、ゲージ理論による学習・研究

５.シンプレクティク幾何学、ポァソン多様体の理論の学習と、剛体、流体の運動方程式や電磁気学への応用

６．スピノール解析によるディラック作用素やサイバーグーウイッテン方程式の研究．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析研究

科目キー 5101010013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 0

授業概要 関数解析学、とりわけBanach理論を話題の中心に、関連諸分野への応用を研究の主体とする。関数環論を利用し

た有理関数での近似問題、集積値集合とHardy空間H∞の極大イディアル空間の関係といった複素解析学とかかわ

る話題、エルゴード理論から派生してくる関数環や作用素環の性質という確率論や作用素論との関連など、巾広い

応用を扱う。学生自身が興味をもつ問題を適宜選択し、研究をすする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 75/671 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 5101010014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 0

授業概要 偏微分方程式論、 特に実解析学の深い結果を本質的に用いる偏微分方程式の研究について指導を行う。具体的

には、流体力学や、弾性体の数学的理論に現われる、偏微分方程式の解の一意存在や、解のいろいろな性質につ

いての研究に関する、研究指導を行う。さらに、非線形放物型方程式や、非線形双曲型方程式の同様のことについ

ての研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 5101010015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 0

授業概要 偏微分方程式演習を通して得られた最近の研究についての知識に基づき、修士論文を作成する。可能であればま

だ知られていない結果を含む論文を作成する。

シラバス

副題 修士論文

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5101010016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春 石井 仁司

年度

単位数 0

授業概要 偏微分方程式は科学の基礎において、重要な役割を果たしている。このような非線形偏微分方程式について数学

的に解析することを目的とする。

（石井）特に、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した解析を中心に非線形偏

微分方程式を研究する。最適制御に現れるベルマン方程式は興味深い研究対象であり、最適制御、確率制御も重

要な研究課題である。これらは数理ファイナンスとも直接関連している。粘性解を利用して、偏微分方程式の種々の

解の漸近挙動の研究も行なう。

（大谷）自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラク

ターの構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の

問題を解決するための基礎知識を身につける。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築に必要な基礎理論を身につける。関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有

用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献 研究の進行状況に応じて，適宜指示する．

評価方法 意欲，努力，研究成果により総合判断する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5101010017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 0

授業概要 非線形偏微分方程式（放物型・楕円型・分散型）に関する数学的諸問題を、主に関数解析学的手法により研究す

る。一つは、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した解析を中心に非線形偏微

分方程式を研究する。また、１次元圧縮性流をモデルとする（粘性的）双曲型保存則の方程式を中心に、解の一意

存在、漸近挙動、非線型波-（粘性的）衝撃波、希薄波-安定性等について研究する。さらには、理論的な解明ので

きていない問題を知り、大域的な問題、解空間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5101010018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 0

授業概要 非線形偏微分方程式（放物型・楕円型・分散型）に関する数学的諸問題を、主に関数解析学的手法により研究す

る。一つは、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した解析を中心に非線形偏微

分方程式を研究する。また、１次元圧縮性流をモデルとする（粘性的）双曲型保存則の方程式を中心に、解の一意

存在、漸近挙動、非線型波-（粘性的）衝撃波、希薄波-安定性等について研究する。さらには、理論的な解明ので

きていない問題を知り、大域的な問題、解空間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題研究

科目キー 5101010019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 0

授業概要 変分問題の研究の歴史は非常に古く、古典的には汎関数がいつ最小値を達成するか、そして対応する危点の性質

を研究することが主なテーマであった。しかし近年の目覚ましい非線型解析の発展により退化特異点、鞍点を解析

的に扱うことが可能となり、変分問題の研究は著しい発展をみせている。またその発展は微分幾何学、微分方程式

論等にも深い影響を与えている。本研究では物理学、微分幾何学等に現れる様々な問題を変分問題の見地からの

アプローチを試みる。

シラバス 受講生と相談しながら研究テーマを定め, 研究指導を行う.

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物質工学研究

科目キー 5101010020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 0

授業概要 物質を対象とした実際の工学的諸問題を取り扱い、熱力学・統計力学、流体力学、移動現象論を基礎として、以下

の2つの方法によって研究を展開する。&#12848; 数理的科学的手法によって具体的問題の解決を図る。

&#12842; 種々の工学における各種現象から、数理科学的課題を発見する。前者の例としては、物質製造プロセス

の最適化や、複合材料のプロセシング開発などが、また後者の例としては、デンドライトをはじめとする凝固現象や、

物質の組織形成などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 82/671 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造研究

科目キー 5101010021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 0

授業概要 物質の結晶構造の位相数学の観点からの評価と、物質の組織形成の動力学的観点からの評価の、二つの観点か

らの評価を行う。前者は連続体理論(continuum theory)、次元論(dimension theory)、格子の集合の幾何学、など主

として位相空間論に立脚したものであり、後者は主として非線形関数方程式の古典解に関する議論にもとづくもの

である。なお後者を離散力学系として記述できる場合には、前者の位相空間論による扱いと調和して、物質の組織

形成の離散力学が統一的に議論される。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5101010022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 0

授業概要 非線形方程式のうち可積分方程式に分類される方程式について研究を行う。研究対象としては、ソリトン方程式と

呼ばれる非線形偏微分・偏差分方程式、パンルベ方程式に代表される１変数非線形常微分・常差分方程式、およ

び、それら可積分方程式の超離散版である。さらに近可積分系と呼ばれる非可積分タイプのものも研究対象とな

る。また、数列の加速法・交通流・反応拡散系など、可積分方程式をベースにしたさまざまな応用的研究も研究対象

に加える。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5101010023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 0

授業概要 非線形システムのうち特に、偏微分方程式で記述される時間発展をする系、即ち、放物型方程式、波動方程式、

シュレデンガー方程式やＫｄＶ方程式などを含む分散型方程式の初期値問題、初期値・境界値問題を研究対象とし

ている。それらの方程式の解について、大域解の存在・非存在、解の個数、データ依存性、漸近挙動、散乱理論、解

の（族の）対称性、解の族のコンパクト性等を関数解析やフーリエ解析（調和解析）の理論と数値解析によるシミュ

レーションを活用して研究することを、セミナーや個々の議論を通して指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5101010024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 0

授業概要 非線形放物型偏微分方程式、楕円型偏微分方程式を中心に、数理科学に現われる非線形問題について、解の構

成や解の滑らかさなどの基礎的な性質から解の漸近挙動・安定性などにいたる発展的な性質を関数解析的な手段

を用いて研究する．とりわけ、反応拡散方程式系に現れる非線形ダイナミクスを明らかにすること、および関連する

楕円型方程式系の解集合の構造を分岐理論、写像度の理論、計算機によるシミュレーションなどを使って解析す

る．

シラバス セミナー形式で論文，専門書の購読を進める．

副題 非線形現象とモデルの解析

教科書

参考文献 学生の実力、興味に応じて読むべき文献を指示する．

評価方法 セミナーなどの平常点により評価する．

備考 論文、専門書を読むにあたっては常に「何故、このようなアイデアを使うのか？」「自分ならば、どうやって解くか？」

「別の解法はないか？」といった意識をもってほしい．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相対論研究

科目キー 5101010025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 0

授業概要 数学の研究対象としての相対性理論について扱う。線型代数、ローレンツ幾何学、テンソル代数、微分幾何、非線

形偏微分方程式、数値計算などの数学を駆使しながら、厳密な相対性理論の記述を行ったり、未解決の問題を研

究したりする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5101010026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 0

授業概要 精度保証つき数値計算の研究を行う。数値計算の過程において現れるすべての誤差を厳密に扱った上で問題の難

しさに応じた必要な計算量で高速に数値解の精度を保証するための理論開発の研究を行う。研究指導は扱う問題

の性質の議論から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 88/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5101010027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 0

授業概要 精度保証つき数値計算の研究を行う。数値計算の過程において現れるすべての誤差を厳密に扱った上で問題の難

しさに応じた必要な計算量で高速に数値解の精度を保証するための理論開発の研究を行う。研究指導は扱う問題

の性質の議論から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5101010028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 0

授業概要 数値解析の研究を行う。最近の話題を中心にテーマを絞って研究を進める。具体的には、最近の関数近似、線形計

算、微分方程式の数値解析法等の研究からテーマを選んで研究、考察を行う。研究指導は扱う問題の性質の議論

から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論研究

科目キー 5101010029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 0

授業概要 情報理論とその応用の研究を行う．シャノン理論をはじめ，情報源符号理論，通信路符号理論，暗号理論などを中

心に学習理論や様々な情報の基礎理論を対象とする．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論計算機科学研究

科目キー 5101010030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 0

授業概要 コンピュータサイエンスの数学的基礎理論について研究する．アルゴリズム理論，計算量理論，符号・暗号の理

論，オートマトン・形式言語の理論，などから適宜テーマを選ぶ．

基礎理論としてアルゴリズムや計算モデルの様々の定式化とそれらの間の関係，具体的問題に対するアルゴリズ

ムの設計と解析についてまず研究するが，その後は，最新の研究結果をできるだけ踏まえつつ，計算モデル，近似

アルゴリズム，並列アルゴリズム，学習アルゴリズム，DNA 計算をはじめとする分子計算理論や量子計算理論など

について研究する．そのための数学的道具として，グラフ理論や数理論理学および関連する諸理論についても併せ

て研究する．

この科目は講義ではなく，学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）を修士課程

の修了までに成し遂げることが目標である．この科目はその１年目である．

シラバス (1) 学生と相談の上決めたテキストは，ほぼ前期で必要部分を読み終わることが目標である（基本的な部分は学部

の４年次に読んでおくことが求められる）．

(2) 後期は，テキストの前期読み残した部分を読みつつ，関連論文を選んで講読する．

副題

教科書 なし．

参考文献 参考文献は適宜指定する．

評価方法 レポート（研究成果としての論文を含む）・平常点．

備考 原則として，学生が研究するテーマは学部の４年次の早い時期（大学院への進学が決定した時点）に決め，予備的な

勉強を４年次のうちに開始することが必要である（特に，学内からの進学者）．学外からの進学者についても同様なの

で，進学が決定次第，担当教員に相談すること．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計数理研究

科目キー 5101010031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 0

授業概要 大数の法則、中心極限定理、経験確率過程の弱収束などの理論に基づいた統計的漸近理論の構築を行う。さらに

その線形および非線形回帰モデル、一般線形モデル、生存解析、セミパラメトリックモデル、時系列モデルへの応用

について研究する。それぞれの具体的なモデルにおいてモデルに含まれる母数の推定、検定方式の構成とそれら

の有効性を漸近理論に基づいて評価する。その際に基礎となる１次および高次の局所漸近正規性について発展的

内容として考察する。ベイズ推測やウエーブレット解析の統計への応用も別の研究テーマである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融研究

科目キー 5101010032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 0

授業概要 まず数理統計学で学んだ基礎知識を現代的な概念で整理する。具体的には局所漸近正規性に基づく最適推測、検

定を理解させる。時系列解析に関しては種々の時系列の基礎概念の整理と、基本指標の局所漸近正規性に基づく

最適推測、検定の解説を行う。金融時系列の動きを理解させ、これを記述するモデルを紹介する。またSPlus等を用

いて実際にデータを解析させ、金融工学に現われる指標の推測させ、オプション、期間構造、VaR 問題等の基礎を

学ばせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用統計学研究

科目キー 5101010033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 0

授業概要 応用統計学演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの内容に準拠した研究を行う（ただし、受講生の興味によっては必ずしもこの方針にこだ

わらないものとする）基本的に、回帰分析・多変量解析に関する分野からトピックを選ぶ。基礎文献から最新の結果

までを把握した上で、新規の研究を行うものとする。研究対象の大まかな分野としては、重回帰分析、判別分析、主

成分分析、因子分析、クラスター分析、因果推論、サポートベクターマシン、比例ハザード分析などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算数論研究

科目キー 5101010034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 0

授業概要 コンピュータの出現・発展によって，それまで誰も計算することができなかった重要な不変量や等式を具体的に把握

することができるようになった．それらのデータをもとに新たな数論的現象が明らかにされ，理論的な理解が深めら

れることも少なくない．

このような立場から，代数体・代数曲線などの対象をコンピュータを用いてより具体的かつ明示的に研究する．

また，本来「計算機数論」とは計算機を用いて数論を研究する分野であるが，現在では数論の知識が暗号・符号と

いった情報分野においても応用されている．

この点にも留意して，応用面についての研究も行う．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理研究

科目キー 5101010035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄 志賀 弘典

年度

単位数 0

授業概要 「数学応用数理特論」の内容に準じた研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論Ｂ

科目キー 5101011002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 4

授業概要 集合論の応用は無限、とくに非可算無限の対象が現れる数学の分野に現れる。この講義ではまず、無限組合せ論

に関して、無限木とその枝に関する考察、Martin Axiom、 ダイヤモンド列などに関して、素朴集合論の立場で講義を

行う。それに添って、無限生成代数と可測基数の関係、可換および非可換群に関するスペッカー現象と組合せ論の

関係、バナッハ空間とラムゼーの定理、ワイルドな位相幾何、その他集合論の応用分野にも触れる。なお公理的集

合論に関しては、応用の立場で適宜、補足的に講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献 K. Kunen, Set Theory

T. Jech, Set Theory

A. Kanamori, Higher set theory

評価方法 面接試験

備考 今年度は修士１年向けの部分を多くする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論特論Ｂ

科目キー 5101011006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 2

授業概要 ガロアの逆問題や数論幾何におけるガロア表現に関連するやや高度な話題に

ついて講義する.ガロアの逆問題とは有限群 G と体 K(例えば有理数体 Q)が

与えられたとき, ガロア拡大 L/K であって, そのガロア群が G と同型になる

ものの存在やその構成法を問う問題である.

シラバス 1. 1 変数有理関数体の自己同型群と Luroth の定理

2. 1 変数有理関数体の有限自己同型群とその固定体

3. 巡回多項式族, 2 面体多項式族の構成

4. 有限群の不変式, 分解多項式

5. ヒルベルト体とヒルベルトの既約性定理

6. ガウス周期, ヤコビ和の基本性質とその数論

7. 生成的多項式について

8. n 変数有理関数体の変数置換による有限自己同型群と固定体のネーター問題

9. n 変数有理関数体の線型作用による有限自己同型群と固定体のネーター問題

10. n 変数有理関数体の自己同型群(クレモナ群)について

11. 非有理体とネーター問題の解が否定的な場合の例について

12. Galois Cohomology と Brauer Group

13. 楕円曲線の等分点から得られる巡回多項式族, 2 面体多項式族

14. 代数曲線とそのヤコビ多様体に関連するガロア表現

副題

教科書 なし

参考文献 J.P. Serre "Topics of Galois Theory", Jones and Bartlett Publ.

評価方法 出席・レポート

備考 函数論，ガロア理論を仮定する.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理特論Ａ

科目キー 5101011007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 2

授業概要 １変数保型函数と保型形式の基礎理論を述べ、幾つかのトピックを取り上げる。基礎理論としては、整形数2 次特殊

線形群の幾何学、その合同部分群の幾何、保型形式の概念、次元公式、保型形式の構成とそれらのフーリエ展

開、ヘッケ作用素を論じる。トピックとしては、1 変数テータ函数とその応用を考える。とくに符号理論との関連を意識

したい。基礎理論とトピックの配合率は講義を進めながら案配してゆく。

シラバス 授業日はつぎのように設定する．

６月２０日，６月２７日，７月４日，７月１１日，７月１８日，７月２５日

ただし，７月１８日，２５日は１時限目もおこなう．

（以上で，授業回数は１４回となる）

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理特論Ｂ

科目キー 5101011008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 2

授業概要 フックス型常微分方程式とガウス超幾何函数について述べる。フックス型方程式の基礎理論として、局所指数とフッ

クスの関係式、リーマン図式、アクセサリーパラメータを論じ、ガウス超幾何微分方程式を導く。ガウス超幾何微分方

程式では接続公式とモノドロミー群を論じ、そのシュワルツ写像と数論との関わりを紹介する。超幾何函数と前期で

述べた保型形式との関連、多変数超幾何函数にもトピック的に触れる予定。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ｃ

科目キー 5101011011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 2

授業概要 整数論, 代数幾何, 数論幾何などの学習および研究において, 可換環論, 表現論, ホモロジー代数などの知識は不

可欠です. この講義では, それらの代数系理論の知識を習得することを目的とし, 輪読形式で行ないます.

今年度のテーマは, 「正則列」とします．

シラバス テキスト, H. Matsumura: "Commutative ring theory" (Cambridge studies in advanced mathematics 6) の第６章§16

から輪読を始め, Cohen-Macaulay 環 (そして Gorenstein 環) を目指します．

副題

教科書 H. Matsumura, "Commutative ring theory," Cambridge studies in advanced mathematics 6

参考文献

評価方法 期末試験, 教場試験, レポート, 受講態度などから総合的に評価する.

備考 予備知識として, 可換環, 加群に関する基本的な事柄 (たとえば, M. F. Atiyah, I. G. Macdonald, Introduction to

Commutative Algebra, Addison-Wesley, 第1,2章程度) を仮定します．

受講の必要条件は, 少なくとも, 理工学部数理科学科の『数学概論1』, 『代数学A』, 『代数学演習』(または、それらに相

当する科目) の単位を取得していることです.

関連ＵＲＬ: http://pc193097.pc.waseda.ac.jp/

http://pc193097.

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ｄ

科目キー 5101011012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 2

授業概要 複素多様体上の関数は，座標近傍に制限して座標表示することで，局所的な性質は詳しく調べられる．この局所的

に調べたことを大域的データに結びつけるのを手助けしてくれるものに，層と層係数コホモロジー群とよばれるもの

がある．この講義では，層と層係数コホモロジー群を扱う．また，時間があれば，それらの応用についても言及した

い．

シラバス ・層

・層の完全系列

・コホモロジー群

・層係数コホモロジー群の完全系列

・応用

副題

教科書 特になし

参考文献 特になし

評価方法 定期試験・教場試験・レポート・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 103/671 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学特論Ａ

科目キー 5101011013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤田 隆夫

年度

単位数 2

授業概要 現代代数幾何学の必須の道具となっている層係数コホモロジー論について解説する。そして、それを応用して代数

幾何学の様々な基本的概念についての理解を深める。 チェック-コホモロジー理論に重点を置くが、他のコホモロ

ジー理論との関係についても触れる。De Rham の定理、 Dolbeault の定理、ベクトル束と局所自由層との対応関

係、因子と可逆層の関係、それらのチャーン類、などについて解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学特論Ｂ

科目キー 5101011014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤田 隆夫

年度

単位数 2

授業概要 前期に学んだ層係数コホモロジー論を応用して、代数多様体に関する様々な事項を学習する。前半ではリーマン・

ロッホの定理およびその応用として、楕円曲線、超楕円曲線、Castelnuovo bound、Cliffordの定理など、代数曲線論

の各種の話題を解説する。後半では、交点数の理論、代数曲面論の各種の話題、そして、代数曲面の分類理論に

ついて紹介する。極小モデル理論など高次元多様体の研究の現状についても触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学特論Ｃ

科目キー 5101011015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桑田 孝泰

年度

単位数 2

授業概要 前期の代数幾何特論Cでは，平面代数曲線の特異点について学ぶための代数学および関数論の基本を講義する。

Weierstrassの予備定理や埋め込み特異点解消などを一通り学んだ後、平面代数曲線の特異点のいくつかの不変

量、およびそれらの応用を学んでいく。だいたい参考書1．の内容に沿って講義を進めていく予定である。

シラバス 代数幾何特論C：(1)-(2)平面曲線の特異点，(3)-(5)Puiseux 級数，(6)-(9)埋め込み特異点解消，(10)-(13)交点数

副題

教科書

参考文献 1．Singular Points of Plane Curves, C.T.C.Wall, Cambridge Univ. Press

2．Geometry of Projective Algebraic Curves, M.Namba, MarcelDekker

3．Plane Algebraic Curves, Brieskorn & Knorrer, Birkauser

評価方法 出席40%、レポート60%

備考 E-mail address：kuwata@im.dendai.ac.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学特論Ｄ

科目キー 5101011016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桑田 孝泰

年度

単位数 2

授業概要 後期の代数幾何特論Dでは、平面曲線の特異点の特異点についての前期に続く講義を行う。まず、特異点がどの

程度の特異性をもつかを測る不変量はいろいろと紹介する。その１つにLog Canonical Thresholdがある。Log

Canonical という性質の良い特異点を表す言葉があり、Log Canonical でない特異点を分類するために、どれくらい

の割合で薄めるとLog Canonical になるか、そのぎりぎりの値をLog Canonical

Threshold（L.C.T.）と呼んでいる。この値はいろんな分野とのつながりがあり、実に興味深い。これらの分野で何がわ

かっていて何がわかっていないのかを紹介するつもりである。講義はできるかぎりイメージが湧くようにするつもりで

ある。

シラバス 代数幾何特論D：(1)-(3)特異点のトポロジー，(4)-(7)ミルナーファイバー，(8)-(10)射影平面曲線とその双対曲線の特

異点，(11)-(13)最近の話題

副題

教科書

参考文献 1．Singular Points of Plane Curves, C.T.C.Wall, Cambridge Univ. Press

2．Geometry of Projective Algebraic Curves, M.Namba, MarcelDekker

3．Plane Algebraic Curves, Brieskorn & Knorrer, Birkauser

評価方法 出席40%、レポート60%

備考 E-mail address：kuwata@im.dendai.ac.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 微分幾何学Ｂ

科目キー 5101011018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 2

授業概要 多様体の上にさらに構造を与えることにより物理現象の幾何学をより忠実に記述できるようになる。リーマン計量を

与えれば一般相対性理論が、シンプレクティク構造を与えれば古典解析力学が、無限次元シンプレクティク多様体

を考えると流体力学が考えられる。さらにリーマン多様体の上のベクトル束に作用するリー群とその微分幾何を考え

ると場の量子論を展開するさまざまなゲージ場の理論になる。複素構造をもつ多様体の上では古典／現代関数論

のもっとも一般的な展開ができる。微分幾何学Ｂではこれらの中からひつの主題を選んで解説する。

2008年度はディラック作用素の基礎をなすスピノール解析とそれに基づいたインスタントン理論の構成の試みを講

義する．これは新しい理論である．

シラバス １．スピノールとディラック作用素

２．ディラック作用素の基本解の具体的表示、コーシー核．

３．有理型スピノール

４．ゲージ項のあるディラック作用素

５．自己双対接続

６．ASD構成の新しい方法

副題

教科書 適宜 論文のコピーを配る

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 微分幾何学概論Ａ

科目キー 5101011019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 一山 稔之

年度

単位数 2

授業概要 微分多様体についての基礎的な知識を持っていることを前提に, 微分幾何学を学ぶ上で必要となる基本的な事項

について微分形式を中心に解説する. ベクトル空間上のテンソルの定義からはじめ, 多様体上のベクトル場・テンソ

ル場・微分形式とその基本性質について紹介する. 次に, 微分形式に対する各種作用素（外微分, 余微分, リー微分

等）を導入した後, 多様体上の積分を定義し, 多様体上でベクトル解析を展開する,

シラバス (1) ベクトル空間上のテンソルと交代形式

(2) 多様体上のベクトル場・テンソル場・微分形式

(3) 接バンドルと余接バンドル、ベクトルバンドル

(4) 微分形式の外微分と種々の作用素

(5) 多様体の向き, 多様体上の微分形式の積分

(6) 多様体上のベクトル解析

等を予定している。

副題 多様体上の微分形式

教科書

参考文献 [1] 浦川 肇, 変分法と調和写像, 裳華房

[2] 村上信吾, 多様体 第2版, 共立出版

[3] F.W. Warner, Foundations of Differential Manifolds and Lie Groups, Springer

[4] 新井朝雄, 物理現象の数学的諸原理, 共立出版

[5] J.M. Lee, Introduction to Smooth Manifolds, Springer

[6] S.S.チャーン, W.H.チェン, K.S.ラム, 微分幾何学講義, 培風館

[7] 砂田利一, 数学から見た古典力学, 岩波講座「物理の世界」

等

評価方法 レポートと出席点.

備考 受講者の予備知識と理解度に応じて, 講義内容と進度を調整する.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 微分幾何学概論Ｂ

科目キー 5101011020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 一山 稔之

年度

単位数 2

授業概要 リーマン幾何学の基本事項について解説した後, リーマン多様体上の幾何学的な変分問題について紹介する. 幾何

学的な対象としては, アインシュタイン多様体, ヤン・ミルズ方程式, ワイル多様体, アインシュタイン・ワイル多様体等

を扱う予定である.

シラバス (1) リーマン多様体

(2) 多様体上の共変微分・曲率テンソル

(3) リッチ曲率・スカラー曲率・断面曲率・捩率, テンソル場のノルム

(3) テンソル場の共変微分, リッチ曲率の余微分とスカラー曲率の外微分

(4) ベクトル束上の接続と曲率, 接続空間

(5) 多様体上の変分問題 （各種汎関数と場の方程式）

(6) アインシュタイン多様体

(7) 共形変換と共形ゲージ変換, ヤン・ミルズ方程式

(8) 曲率の分解公式 （ワイルの共形曲率テンソル, スカウテン・テンソル等）

(9) 接続全体の集合, 計量全体の集合とその幾何構造

(10) ワイル多様体とその上の変分問題

等

副題 リーマン幾何学の基礎

教科書

参考文献 [1] S.Gallot, D.Hulin and J.Lafontaine, Riemannian Geometry, 3rd ed., Springer

[2] 加須栄篤, リーマン幾何学, 培風館

[3] S.S.チャーン, W.H.チェン, K.S.ラム, 微分幾何学講義, 培風館

[4] 浦川 肇, 変分法と調和写像, 裳華房

[5] 西川青季, 幾何学的変分問題, 岩波書店

[6] 砂田利一, 数学から見た古典力学, 岩波講座「物理の世界」

[7] A.L. Besse, Einstein Manifolds, Springer-Verlag

[8] 茂木 勇・伊藤光弘著, 微分幾何学とゲージ理論, 共立出版

[9] 小林昭七著, 接続の微分幾何とゲージ理論, 裳華房

[10] H.B.Lawson, Jr., The theory of gauge fields in four dimensions, Regional Conferences Series in Mathematics

58, AMS

[11] P.Baird and J.C.Wood, Harmonic morphisms between Riemannian manifolds, Oxford University Press

[12] M. Berger, P. Gauduchon, E. Mazet, Le spectre d'une variete riemannienne, Lecture Notes in Math. 194,

Springer

等

評価方法 レポートと出席点.

備考 受講者の予備知識と理解度に応じて, 講義内容と進度を調整する.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジー特論Ｂ

科目キー 5101011022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 2

授業概要 ３次元多様体やその具体例としての結び目補空間の幾何構造を、組み紐群や量子群の表現論を用いて解き明かそ

うという試みについて紹介する。

シラバス 下記の各項目について３回づつを目処に講義する．

１．有限群の線形表現

２．組みひも群の線形表現

３．曲面の写像類群の線形表現

４．表現と体積

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席，レポート等による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 位相幾何学特論

科目キー 5101011023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 2

授業概要 力学系に関するトピックスを説明する。

１次元力学系の話題を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートなど

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学Ｂ

科目キー 5101011025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 2

授業概要 Atiyah-Singerの指数定理を講義する．指数定理とは，楕円型微分作用素の(Fredholm）指数が，多様体の微分位相

不変量（オイラー数など）に一致するというもので，微分幾何学のみならず，数学のさまざまな場面で重要となるもの

である．特に，ディラック作用素の指数定理を説明する．

シラバス １．ベクトル束とスピノール束

２．リーマン多様体と接続

３．ディラック作用素の定義

４．指数定理の紹介

５．解析的指数の解説

６．位相的指数の解説．

７．指数定理の証明（局所指数定理の証明）

８．さまざまな応用

副題 ディラック作用素の指数定理

教科書

参考文献 講義中にいくつかの参考文献をあげる．

評価方法 レポート，授業態度，出席数などから総合的に評価する

備考 多様体の知識があること．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無限自由度の代数解析Ｂ

科目キー 5101011027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 2

授業概要 多重ゼータ値について論じる。多重ゼータ値、あるいは、その関数論的なバリアントである多重対数関数は反復積

分による表示を持つが、これを代数的に議論するための枠組みとして、自由リー代数とその双対ホップ代数である

シャッフル代数の構造定理を証明する。その結果として、多重対数関数のみたすフックス型微分方程式の解の接続

関係式がドリンフェルト・アソシエータを用いて表現されることを示す。この接続関係式と解の変換公式を組み合わせ

て、多重ゼータ値の様々な関係式が得られることに言及する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数論特論Ａ

科目キー 5101011028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若林 功

年度

単位数 2

授業概要 前期では、関数論の重要な題材である楕円関数について基礎から応用までを講義する。楕円関数論は１９世紀数

学の中心的テーマの一つであったが、現代の数学においても、関数論のみならず、代数幾何、整数論、微分方程式

論などさまざまな分野において重要な役割を果たしている。また、古くから物理でも応用されている。本講義では、関

数論の基礎（コーシーの積分定理、留数定理など）を予備知識とした上で、有理関数の部分分数表示、積表示を説

明し、それを三角関数、ガンマ関数に応用する。楕円関数については、ｐ関数、σ関数、ζ関数、テータ関数の諸性

質を説明する。楕円関数の力学への応用にも触れる。

後期では、リーマン面の基礎およびアーベル関数の初歩を講義する。楕円関数はリーマン面を考えることによって

その本質が理解される。また、リーマン面は、複素多様体の典型例であり、代数幾何の基本的部分になっている。

被覆リーマン面の具体例を多く挙げ、リーマン面を手にとって分かるように説明したい。その上で、リーマン面上の1

次微分形式を導入し、楕円関数との関連、周期行列、アーベルの定理、リーマン・ロッホの定理を説明する。また、

多変数関数論の初歩を説明した後、前期で学んだテータ関数の高次元版としてアーベル関数を導入しその初歩を

説明し、リーマン面との関連を述べる。

シラバス

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点、レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数論特論Ｂ

科目キー 5101011029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若林 功

年度

単位数 2

授業概要 前期では、関数論の重要な題材である楕円関数について基礎から応用までを講義する。楕円関数論は１９世紀数

学の中心的テーマの一つであったが、現代の数学においても、関数論のみならず、代数幾何、整数論、微分方程式

論などさまざまな分野において重要な役割を果たしている。また、古くから物理でも応用されている。本講義では、関

数論の基礎（コーシーの積分定理、留数定理など）を予備知識とした上で、有理関数の部分分数表示、積表示を説

明し、それを三角関数、ガンマ関数に応用する。楕円関数については、ｐ関数、σ関数、ζ関数、テータ関数の諸性

質を説明する。楕円関数の力学への応用にも触れる。

後期では、リーマン面の基礎およびアーベル関数の初歩を講義する。楕円関数はリーマン面を考えることによって

その本質が理解される。また、リーマン面は、複素多様体の典型例であり、代数幾何の基本的部分になっている。

被覆リーマン面の具体例を多く挙げ、リーマン面を手にとって分かるように説明したい。その上で、リーマン面上の1

次微分形式を導入し、楕円関数との関連、周期行列、アーベルの定理、リーマン・ロッホの定理を説明する。また、

多変数関数論の初歩を説明した後、前期で学んだテータ関数の高次元版としてアーベル関数を導入しその初歩を

説明し、リーマン面との関連を述べる。

シラバス

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点、レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線型解析入門Ａ

科目キー 5101011031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 2

授業概要 非線形偏微分方程式の分岐理論とその応用、計算機援用解析

シラバス １ 非線形偏微分方程式の例

２ 不動点定理

３ 陰関数定理

４ 定常分岐定理と応用

５ Hopf 分岐定理

６ その応用

７ 大域理論に向けて

８ 計算機援用証明法

副題 非線形偏微分方程式の解析

教科書

参考文献

評価方法 定期試験・レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線型解析入門Ｂ

科目キー 5101011032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 2

授業概要 非線型解析の基本的事項からトピックを選び, 講義を行う.

(i) 無限次元 Banach 空間での解析, (ii) 写像度の理論,

(iii) 変分法 が主要なテーマとなる. また講義後半では

受講者の希望を取り入れた話題を提供したい.

シラバス

副題

教科書

参考文献 増田, 非線形数学, 朝倉書店

田中, 非線形問題 2, 岩波書店

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 作用素の半群

科目キー 5101011034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 2

授業概要 Banach 空間上定義された線形作用素が生成する半群について講義する.またその偏微分方程式への応用を講義

する.

シラバス 1. Banach 空間上定義される線形作用素についての復習

2. 閉作用素

3. 連続半群の生成について(Hille-Yosida の定理)

4. 解析的半群の生成について

5. 抽象的な初期値問題について

6. 波動方程式

7. 熱方程式

8. ストークス方程式

副題

教科書 授業中に述べる

参考文献 授業中に関連の文献をあげる.

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形解析特論

科目キー 5101011038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 2

授業概要 1次元圧縮性粘性流の方程式系は，質量保存則，運動量保存則，エネルギー保存則から

得られる３×３システムとなる．そのコーシー問題の解の挙動を考察するのは興味ある

問題であるが，その基本的な挙動は単独バーガース方程式の解析にある．この講義では

非粘性，粘性バーガース方程式を取扱い，そのコーシー問題の大域的挙動を考察する．

時間があればｐ-システムと呼ばれる２×２システムも考えたい．

シラバス バーガース方程式に関連し，次のような内容を講義する．

１．導入（保存則と粘性保存則）

２．非粘性バーガース方程式のリーマン問題（その１，２，３）

３．エネルギー法

３．１ 粘性衝撃波とその安定性（その１，２，３）

３．２ 希薄波への漸近（その１，２，３）

３．３ 散逸波への漸近（その１，２）

４． １次元圧縮性粘性流の方程式系（その１，２，．．．）

副題 バーガース方程式の解の大域挙動

教科書

参考文献 松村-西原 著 「非線形微分方程式の大域解---圧縮性粘性流の数学解析」（日本評論社）

の第II部に該当する部分

評価方法 講義への出席と，期末に課すレポートによる．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析特論

科目キー 5101011039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 2

授業概要 関数解析学の関連諸分野への応用を中心に講義する。Banach環の基本の解説と

関数環論を利用した有理関数での近似問題や解析関数集積値集合と有界解析関数

の作るHardy空間の極大イディアル空間との関係といった複素解析学とかかわる

話題，エルゴード理論から派生してくる関数環や作用素環の性質など確率論や

作用素論との関連などを適宜扱いたい。各自が興味をもつ問題を選択し調べる

ことで関数解析の理解を深めて欲しい。

シラバス およそ次の順序で講義を進める．

（１）Baire のカテゴリー定理の応用として連続で到る所微分できない関数の存在証明．

（２）個別エルゴード定理の証明と数論への応用．

（３）位相群上の Fourie解析の概要と他変数解析関数論との関連．

副題 関数解析学の関連諸分野への応用

教科書

参考文献 必要な文献については随時プリントを用意する。

評価方法 平常点とレポートの評価とする．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相対論特論Ｂ

科目キー 5101011042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 2

授業概要 現代物理としての相対性理論は数学的記述が多く、数学としての数理的な理解、現象としての物理的な理解の両

方がなければ、理解することは難しい。一方、セミリーマン幾何やアインシュタイン空間など、相対性理論に源を持つ

数学としての研究対象も少なくない。この講義では、リーマン幾何学、テンソル代数、多様体、微分幾何学など相対

性理論を記述、理解するのに必要な数学を展開、復習しつつ、そのうえで、特殊および一般相対性理論を現象的に

捕らえるセンスを磨く。数値的な扱いにも触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算機科学特論Ａ

科目キー 5101011043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 2

授業概要 コンピュータがいかに進歩しようとも，解法アルゴリズムが存在しない問題や，アルゴリズムが存在したとしても最

良のアルゴリズムでさえ膨大なリソースが必要のために実質的には解けないのに等しい問題が存在する．また，実

質的に解ける問題でも，それを解くために必要となるリソースの量(＝計算量＝計算時間や作業用スペース量など)

に差がある．この講義では，特にチューリング機械を計算モデルとして使い，こういった計算量にまつわる理論的問

題について講義する．

離散数学（特に，グラフ理論）や数理論理学，プログラミングについての初等的な知識があることが望ましい．ただ

し，基本的な事項の定義や定理については，必要に応じて簡単にレビューする．

シラバス １．計算のモデルと基本定理 ５週程度

・アルゴリズムとは？

・チューリング機械(TM)

・原始帰納的関数と帰納的関数

・while プログラムと loop プログラム

・RAM など

・言語と符号化

２．計算量のクラス ５週程度

・計算量の定義

・階層定理

・計算量のクラスの間の関係

３．実際的計算可能問題と不可能問題 ５週程度

・クラスP，NP，PSPACEなど

・還元可能性と完全問題

・計算不能問題

副題

教科書 教科書は指定しない．

参考文献 参考書：

守屋悦朗著『チューリングマシンと計算量の理論』，培風舘，1997．

その他については，講義の中で指示する．

評価方法 レポートおよび試験

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算機科学特論Ｂ

科目キー 5101011044

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 2

授業概要 現在のコンピュータは基本的には演算装置を１つしか持たないものであるが，非常に多数のコンピュータをネット

ワークで繋げて並列計算を行うと計算能力を向上させることができるのであろうか？ このことを理論面から考察す

るのが並列計算の理論である．この講義ではまず，いくつかの並列計算の数学モデルについて考察する．

計算機科学特論Ａで講義するように，ある種の問題（例えば，ＮＰ完全問題と呼ばれるもの）は効率の良い計算ア

ルゴリズムが存在しない（と考えられている）．そういった問題の中には，厳密解を求めることを諦め，近似解で我慢

するならば効率よく計算できるものがある．あるいは，解に確率的に小さいながら誤差を許すならば効率的なアルゴ

リズムを設計できることがある．そういった近似アルゴリズムや確率的アルゴリズムの可能性や限界についても考察

する．

チューリング機械を基本的な計算モデルとして使うので，計算機科学特論Ａを受講済みであるか，あるいは同程度

の知識があることが前提である．離散数学（特に，グラフ理論）や数理論理学，プログラミングについての初等的な

知識は必須である．

シラバス １．並列計算 ６週程度

・交代性ＴＭ

・回路モデル

・ＰＲＡＭモデル

２．近似計算 ５週程度

・ＮＰ最適化問題

・近似可能問題と近似不可能問題

NPO, APX, PTAS, FPTAS, PO などのクラス

３．確率的アルゴリズム ３週程度

・確率的ＴＭ

PP, RP, BPP, ZPP などのクラス

４．ディスカッション

受講者に関連文献を渡すので，読んできて発表し，討論する．

副題

教科書 特に指定しない．

参考文献 講義の中で指示する．

評価方法 レポートほか．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計画数学特論

科目キー 5101011045

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 滋夫

年度

単位数 2

授業概要 数学の一つの理論として生まれたゲーム理論は，現在，理工学の分野だけでなく，経済学，経営学，社会学，政治

学など社会科学諸分野に対して大きなインパクトを与えつつあります．前学期開講の学部科目「応用数学A」および

「計画数学特論」においては，ゲーム理論の理論的基礎を提供します．「計画数学特論」では，企業組織，社会組織

の分析に大きな役割を果たしている，意思決定者間の話し合いを許す協力ゲーム理論について，その理論的基礎

を，経済学，経営学，社会学，政治学などにおける例をひきながら解説します．主な内容は以下の通りです.

1 ２人協力ゲーム（交渉ゲーム）

2 多人数協力ゲーム（特性関数形ゲーム）

3 配分

4 コア

5 仁

6 シャープレイ値

7 社会科学の諸問題への応用例

シラバス 第１回 ガイダンス，ゲーム理論とは？

第２回 ２人協力ゲームI 交渉ゲームの定式化

第３回 ２人協力ゲームII ナッシュ交渉解

第４回 ナッシュ交渉解の数学的性質と２人協力ゲームの応用例

第５回 ２人協力ゲームに関する演習

第６回 多人数協力ゲームI 特性関数形ゲームとコア

第７回 多人数協力ゲームII コアの数学的性質

第８回 多人数協力ゲームIII 仁とシャープレイ値

第９回 多人数協力ゲームIV 仁の数学的性質

第10回 多人数協力ゲームV シャープレイ値の数学的性質

第11回 多人数協力ゲームの応用例I

第12回 多人数協力ゲームの応用例II

第13回 多人数協力ゲームに関する演習

第14回 演習と質問時間

休講：10月27日（月），11月17日（月），12月8日（月），12月22日（月）

補講：10月11日（土），11月15日（土），12月6日（土），12月20日（土）

補講は，10：40-12：10，場所は５１-１７-０４です。

副題

教科書 「ゲーム理論入門」（武藤滋夫，日本経済新聞社，2001）

参考文献

評価方法 学期末試験，レポート及び授業中の練習問題の成績に基づいて評価します

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 場の量子論

科目キー 5101011046

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

単位数 2

授業概要 多体量子系の基礎理論である場の量子論の入門講義を行う。物性物理、特に凝縮系への適用を念頭に置く。

受講には、量子力学の知識（学部の講義で半期ないしは通年程度）を必須とする。

シラバス （１）一体量子力学復習、同種多体系の量子力学、抽象表現

（２）多体量子力学における近似法

（３）多体量子力学と同等な場の量子論の導出

（４）自由場の量子論

（５）相互作用のある場の量子論、相互作用表示

（６）ファインマン図法

（７）超流動模型

副題

教科書 『物性研究者のための場の量子論 １』 高橋 康著（培風館）

参考文献

評価方法 平常点、課題レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有限要素法

科目キー 5101011047

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 大介

年度

単位数 2

授業概要 偏微分方程式の数値解法として広く用いられている有限要素法について講義する．

まず，有限要素法の算法を説明し，各自が簡単な例題に対し有限要素法のプログラミングが行えるようにする．

その後に，代表的な問題に対する有限要素法の誤差解析について講義する．

シラバス 講義回数は週１回を標準として１３回程度行う．

前半（第１回から第６回）では，有限要素法の算法とプログラミング等について説明する．

後半（第７回から第１３回）では，代表的な方程式（Poisson方程式，Helmholtz方程式，Stokes方程式等）に対する

誤差解析の理論・手法について講義する．

副題

教科書

参考文献 菊地文雄「有限要素法概説［新訂版］―理工学における基礎と応用」サイエンス社,1999年

菊地文雄「有限要素法の数理―数学的基礎と誤差解析―」培風館, 1994年

評価方法 レポートによって判定する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 最適化問題

科目キー 5101011048

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田邉 國士

年度

単位数 2

授業概要 有限次元の連続変数を持つ最適化問題およびその数値解法について講義する。最適化問題は、数理計画法ある

いは最適化法の名の下に、理論およびアルゴリズムの面で過去数十年の間に急速に進歩してきた分野であり、そ

の工学的重要性もますます高まっている。この問題の数学的基礎を概説し、理論および応用に進む導入を与える。

シラバス 限られた時間なので、以下の項目についてその観点や方法論を中心に講義する。

０．Newton-Raphson法と微分幾何学

１．最適化問題と局所最適性条件

極値、制約条件、数理計画、非線形計画、２次計画、線形計画

Lagrange関数とLagrange乗数法、Karush-Kuhn-Tucker条件

２．線形計画

単体法、双対理論、２次計画

３．双対理論

Lagrange関数の鞍点、 凸計画問題と双対定理

４．非線形計画法

Newton法、制約無し最適化法、障壁関数法、罰金関数法、乗数法

５．Homotopy法

６．内点法

７．最適化問題に必要な線形計算アルゴリズム

副題

教科書

参考文献 藤田宏、今野浩、田邉國士：岩波講座 応用数学９「最適化法」、岩波書店、 (1994)

P.E. Gill, W. Murray and M.H. Wright: Practical Optimization, Academic Press, (1981)

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計的学習理論

科目キー 5101011049

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浮田 善文

年度

単位数 2

授業概要 統計的学習理論とは、知識情報処理や機械学習の分野において、とくに統計的な枠組みを用いて“学習”を評価し、

実装に役立てようとするための理論である。学習という機能は、本来人間に備わっている高度な知的活動である。コ

ンピュータなどの機械に人間と同様の学習能力を持たせることができれば、機械による更なる高度な情報処理が可

能となるため、人工知能等の分野においてこの“学習”が注目されるのは必然であろう。

一般に、学習は受動的に与えられたデータや機械自らが選択することで得られたデータに基づいて何らかの仮説

（モデル）を構築する操作と捉えることができることから、従来の統計学と密接な関係がある。

本講義では、学習を統計学的な視点から捉え、とくに学習理論の中で欧米で注目されているベイズ統計による学習

理論の枠組み、および学習に必要となる最適化手法を中心に講義を行う。

シラバス (1) 統計的学習理論とは

(2) ベイズ統計の基礎

(3) 学習モデルの分類

(4) 例からの学習と質問からの学習

(5) 学習と決定理論

(6) ベイズ統計による学習理論の枠組み(1)

(7) ベイズ統計による学習理論の枠組み(2)

(8) ベイズ統計による学習理論の枠組み(3)

(9) 統計的モデル選択の枠組み

(10) 最適化手法と学習理論(1)

(11) 最適化手法と学習理論(2)

(12) 最適化手法と学習理論(3)

副題

教科書 教科書は用いない。授業内で資料を配布する。

参考文献

評価方法 授業では、演習や対話形式でのディスカッションを取り入れて講義を行う。

成績評価では、発表や発言内容と授業への参加度を主として評価する。

備考 特になし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ハイパフォーマンスコンピューテーション

科目キー 5101011050

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 荻田 武史

年度

単位数 2

授業概要 ベクトルマシン、クラスタマシン、メモリ共有マシンなど各種の並列計算機、スーパーコンピュータなどのアーキテク

チャを講義し、それらの計算機に適したプログラミング手法について講義する。そして、MPIなどの並列プログラミン

グ言語について詳細に講義する。さらに、グリッド計算手法について講義する。

シラバス 1. HPCの歴史・Linuxにおけるプログラミング

2. 最適化とライブラリ(1)

3. 最適化とライブラリ(2)

4. 共有メモリ型並列計算(1)

5. 共有メモリ型並列計算(2)

6. 共有メモリ型並列計算(3)

7. 共有メモリ型並列計算(4)

8. 分散メモリ型並列計算(1)

9. 分散メモリ型並列計算(2)

10. 分散メモリ型並列計算(3)

11. 分散メモリ型並列計算(4)

12. グリッド

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 レポート

備考 C言語かFortranを履修済みか、それと同等のスキルを持っていることを前提とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 130/671 ページ



科目名付クラス名 統計的推測論Ｂ

科目キー 5101011052

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 久保木 久孝

年度

単位数 2

授業概要 統計的推測論の主要なテーマのひとつに，標本サイズが十分大きいとき，統計的手法がどの程度の精確さを持つ

かを議論する「Large Sample Theory」とよばれる分野がある．この理論は確率論における様々な極限操作の手法を

駆使して組立てられている。本講義では，大標本理論への応用という視点から確率の極限理論を整理し解説する．

シラバス 本講義では，確率論における収束概念の初歩から始め，それが統計理論にどのように利用されているかを順を追っ

て解説していく．

１．確率論の基礎

1-1 確率論における４つの収束概念とそれらの関係

1-2 弱収束に関する諸定理

1-3 大数の法則と中心極限定理

２．大標本理論への応用

2-1 Slutskyの定理

2-2 経験測度の一様収束

副題

教科書 プリントを配布

参考文献

評価方法 定期試験の成績で評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 131/671 ページ



科目名付クラス名 時系列解析

科目キー 5101011054

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 2

授業概要 時系列解析の基礎解説である。具体的には定常過程、非定常過程、時系列回帰モデルの紹介と、それらの基礎構

造、例えばスペクトル構造、時変スペクトル構造、回帰スペクトル構造の解説を行う。代表的な母数形時系列モデ

ル、例えば AR、 ARMA、 ARCH、 GARCH モデルを紹介して、それらの未知母数の最適推測を解説する。また時系

列の検定問題、予測問題、判別問題の解説も行い、それらの問題への最適アプローチも解説する。さらには実際の

データに対する上記の理論の応用も述べる。

シラバス 時と共に変動する偶然量の数学モデルを確率過程という。この確率過程の統計学を時系列解析という。この講義で

は、時系列解析の入門を解説する。具体的には、定常過程のスペクトル解析、種々の時系列モデルとその統計的

推定。時系列の予測、判別問題等である。

シラバス 大体の予定としては次のような内容を述べる：

１．種々の時系列モデル

２．時系列モデルの推定

３．ノンパラメトリック手法

４．時系列の予測

５．時系列の判別解析

副題

教科書 数理統計・時系列・金融工学、谷口 正信著、朝倉書店

参考文献 竹村・谷口：統計学の基礎Ｉ，岩波書店

評価方法 レポート（作品を含む）

備考 確率統計概論を履修していること

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 金融工学Ｂ

科目キー 5101011057

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浦谷 規

年度

単位数 2

授業概要 デリバティブ取引の最大市場である債権派生証券にたいする無裁定理論に基礎を置いた債権価格の基本モデルを

統一的に講義する。第一に、スポットレートモデルとして Vasicek モデルとCIRモデルに対して債権価格およびその

オプション価格公式を紹介し、第二にデータとして存在する先渡し金利に対して説明力のあるHJMモデルを述べる。

このフォアードモデルとスポットレートモデルの基本的関係も明らかにする。第三に離散観測点と連続確率モデルの

実用的なLIBORモデルとその応用としてスワップなど金利派生証券の講義を行う。

＜授業要旨＞ デリバティブとして最も種類および取引量の多い、債券に関する派生証券の理論とその応用を講義

する。

シラバス 第１回金利モデルとファイナンスの基本定理

投資と収益率 国債と社債 割引債と利付債

第２回ファイナンスの基本定理とマルチンゲール

第３回確率測度変換とリスクの市場価格

第４回スポットレートモデルスポットレートモデルの無裁定条件

第５回Vasicekモデル（I）Vasicekモデルと債券価格

第６回アフィンクラスの債券価格

第７回債権オプションとヘッジ戦略

第８回CIRモデルベッセル2乗プロセス

第９回CIRモデルの債券価格とそのオプション価格

第１０回偏微分方程式と債権オプション価格

第１１回先渡し金利モデルHJMモデルとその無裁定条件

第１２回ガウス型先渡し金利モデルとその債権オプション

第１３回LIBORモデルと金利派生証券

第１４回倒産リスク社債価格モデル

第１５回クレジット・デリバティブ

副題

教科書 なし

参考文献

評価方法 出席およびレポート

備考 講義ノートあり

uratani@k.hosei.ac.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 保険数学特論

科目キー 5101011058

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西尾 文明

年度

単位数 2

授業概要 「保険数学特論」は生命保険数理の基本的知識を前提に、応用分野として保険会社の健全経営に必要な理論的・

実務的講義と事例研究である。

第一章は、保険料・責任準備金・契約者価格・契約者配当等の計算基礎率の現状と課題に関する理論と事例研究

である。

第二章は、保険会社経営における収益・リスク管理の現状と課題に関する理論と事例研究である（収益性管理手

法・保険計理人実務基準・健全性確保・新商品リスク管理等）。

第三章は、新商品開発・中長期計画策定など保険会社経営におけるアクチュアリーの役割に関する事例研究であ

る。

シラバス アクチュアリアル・サイエンス ―生命保険数理の実務と応用（事例研究）―

１．オリエンテーション（アクチュアリーに要求されるものは何か？）

２．生命保険数理の実務と応用分野

（アクチュアリアル・サイエンスに関する基本的テーマと最近の課題）

３．生命保険数理の実務と応用（10個の事例研究テーマを予定）

副題

教科書 講師手作りのテキストを印刷して配布する。参考資料等はその都度配布または紹介する。

参考文献

評価方法 授業への出欠（含、遅刻・早退）を毎回確認する。成績は出席回数を最重視し、定期試験を行わず数回のレポート

の提出内容を考慮して評価する。

備考 （履修上の注意事項）

05年度または07年度の数理科学科の「応用数学B」（アクチュアリーサイエンス入門）を履修または聴講した人か、日

本アクチュアリー会会員資格試験の生保数理を受験した人など生保数理の基礎知識を有していることが望ましい。

聴講を希望する人は、毎回出席可能なことを原則的な条件とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物質の数理構造特論Ａ

科目キー 5101011060

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 2

授業概要 位相空間論（特に完全不連結なcompact T2空間）がfractal構造など、物質の数理構造を議論する上でどのように利

用されるかについて、以下の命題を中心に解説する。

「Xを位相空間、Yを任意のcompact距離空間とする。Xがどのような条件をみたすとき、与えられた各Yごとに、Xの分

解空間（decomposition space）Dを定めて、DとYとが、その都度、同相になるようにできるか？」

項目：1 0次元空間の定義

2 usc写像と空間の分割

3 連続全射の存在

4 Hahn-Mazurkiewiczの定理

5 Vietoris位相

6 弱い自己相似構造とChaos軌道の分解

7 位相空間dendrite

シラバス

副題

教科書 北田韶彦著「位相空間とその応用」朝倉書店, 2007

参考文献

評価方法 レポートと出席

備考 物質の構造に関する基礎知識は全く必要としない。本講義は連続体理論等、基礎数学が自然科学の具体的問題に

おいてどのような働きをするかを示すことが目的であって、物性論など物質の物理学を述べることが目的ではない。む

しろ物質の構造に触発されて、如何なる数学的実態が新たに創り出されるかに興味がある。なお数学としては、整列

可能定理やZornのlemmaなど、数学の理念的側面に触れたことがあれば便利である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物質の数理構造特論Ｂ

科目キー 5101011061

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 2

授業概要 化学や生物学において提案された種々の方程式について、その基となった自然現象とモデル化の過程について解

説し、方程式の持つ自然科学的意味や問題点について議論するとともに、新しい方程式の提案を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席・レポート等による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形現象の数理Ａ

科目キー 5101011062

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 2

授業概要 在学している学生が、容易に最先端の研究に到達し、自身の研究対象を見出せるように、毎年度、最近発展した話

題を適宜選択して講義する。講義はそれらの話題を理解できるように、その基礎的バックグラウンドを補いながら、

自己完結的に講義するつもりである。従って、年度によって扱う話題は異なる。

本年度は、非可換解析に関する話題を取りあげる。

シラバス

副題

教科書 Nazajkinski, shatalov and Sternin,

" Methods of noncommtative analysis" de Gruyter 1996

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 137/671 ページ



科目名付クラス名 ソリトンの数理Ｂ

科目キー 5101011065

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 2

授業概要 ソリトン方程式・可積分系に関して，連続・離散対応に重点をおきながら解説する．

シラバス 以下のテーマなどを取り上げて解説する予定である．

・構造の差分化

・超離散化

・交通流

・箱玉系

・その他の話題

副題

教科書 適宜資料を配付する

参考文献

評価方法 出席とレポートにより評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 特殊関数の数理Ａ

科目キー 5101011066

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 2

授業概要 可換体上の 2 次形式の理論と 4 元数環の理論について基礎的なことがら

を講義する.

シラバス 1. 対称双1次形式と2 次形式

2. 双曲空間と2 次形式

3. Witt の定理

4. Grothendieck 群と Witt 環

5. 有限体上の 2 次形式

6. 4 元数環と2 次形式

7. p 進数体とその上の 2 次形式

8. 有理数体上の 2 次形式

9. 2 次形式の Hasse Invariant と Hasse Algebra

10. 可換体上のBrauer 群 とGalois Cohomology Group

11. Merkuriev の定理

副題

教科書 不使用

参考文献

評価方法 出席・平常点・レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析特論Ａ

科目キー 5101011068

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一 中谷 祐介

年度

単位数 2

授業概要 数値線形代数に関わる最新の理論について講義する。スパース行列手法、固有値問題、特異値問題などを主に扱

う。それらの後退誤差解析、精度保証理論などを講義する。その基礎として、各種の摂動理論を論じ、その基礎の

上に、効率的な精度保証理論の構築法を論じる。また、高精度内積計算法など高精度アルゴリズムの高速化につ

いて講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析特論Ｃ

科目キー 5101011070

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 2

授業概要 応用数学のうちで数値解析の分野は重要な位置を占めている。本科目では、関数近似、線形計算、微分方程式等

の数値解析分野の最近の研究の中心をなす理論を把握し、応用力を養うことを目標とする。最近の関数近似、線形

計算、微分方程式の数値解析法等の研究にテーマを絞り、実践的理論中心の講義を行う。具体的には関数の近似

法、連立方程式の解法、常微分方程式の数値解法（初期値問題の解法、境界値問題の解法）、偏微分方程式の数

値解法（拡散方程式、波動方程式、ラプラス方程式）などについて解説する。

シラバス １．計算機内の数表現と誤差

２．数列や級数の加速法

３．関数近似および定積分の数値計算

４．連立方程式の解法(直接法と反復法）

５．常微分方程式の数値解法（初期値問題の解法、境界値問題の解法）

６．偏微分方程式の数値解法（拡散方程式、波動方程式、ラプラス方程式）

７．誤差解析と生物モデルの大域安定性

副題

教科書 教科書なし、適時プリントその他の文献のコピーを利用

参考文献

評価方法 平常点とレポートおよび研究発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析特論Ｄ

科目キー 5101011071

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 2

授業概要 精度保証付き数値計算に関して、その基礎理論、数学的背景、及び、最新の研究動向について講義を行う。まず、

方向付き丸めや区間演算等の技術を、ついで、不動点定理等の精度保証を可能とするための数学的背景について

講義する。最新の研究動向として、全解探索アルゴリズム、区間演算のさまざまな改良、微分方程式の数値計算、

既存のライブラリを活用した高速精度保証などのトピックについて触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論特論Ａ

科目キー 5101011072

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 2

授業概要 高圧縮率を達成するデータ圧縮アルゴリズムは情報化社会の基盤技術として注目されている。本講義ではこれらの

技術の基礎理論である情報理論の（ユニヴァーサル）情報源符号化を中心に解説する。表面的には情報源の確率

構造を仮定しない圧縮アルゴリズムもあるが、その本質は情報源の特徴（確率構造）を学習することにより圧縮が可

能となっていると解釈できる。この問題は学習やモデル選択の本質を含んだ基本問題ともみなせ、性能の理論的評

価や効率良いアルゴリズムの構成を通じて情報の圧縮、学習の基本的機構について解説を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論特論Ｂ

科目キー 5101011073

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 新家 稔央

年度

単位数 2

授業概要 情報理論の通信路符号化ではランダム符号化と呼ばれる手法をもとに、誤り率の上界と下界を信頼性関数を用い

て評価し、誤り無く伝送できる限界である通信路容量を明らかにしている。この信頼性関数の基本的導出からその

改良について解説を行う。さらに通信路符号化と双対的な理論体系として情報縮約理論があり、これは歪を許して

情報を圧縮する場合の歪の大きさと圧縮率（レート）のトレードオフを評価する理論である。このトレードオフ関係をあ

らわすレート歪関数の導出を通信路容量との関ふまえ解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 暗号と情報セキュリティ

科目キー 5101011074

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 青木 和麻呂

年度

単位数 2

授業概要 暗号技術全般について講義を行なう。

特に楕円曲線暗号の高速実装について説明する。

シラバス 1 準備

講義の概要、セキュリティ技術の分類、数学的準備

2 対称鍵技術

共通鍵暗号、差分解読法、線形解読法、証明可能安全性

3 非対称鍵技術

公開鍵暗号、署名、RSA、楕円曲線暗号

4 実装技術

楕円曲線暗号の高速実装

詳細は関連URLを参照のこと。

副題

教科書 なし。

参考文献 「現代暗号」岡本、山本、産業図書 ISBN4-7828-5353-X

電子情報通信レクチャーシリーズD-8「現代暗号の基礎数理」、黒澤、尾形、コロナ\

社 ISBN4-339-01868-6

「暗号、ゼロ知識証明、数論」岡本、太田共編、共立出版 ISBN4-320-02740-X

関連URLで随時追加予定。

評価方法 レポートの点数をもとに評価する。レポートは2回を予定している。

また随時、提出が必須ではない小レポートも実施する。

備考 授業中、必要に応じ説明予定ではあるが、オーダー評価などの計算量の基本的概念と、合同式計算などの離散数学

について理解していることが望ましい。

関連URLは2008/3/4辺りで公開予定である。

関連ＵＲＬ: http://www.aoni.waseda.jp/maro/2008ci/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 符号理論特論

科目キー 5101011075

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 鴻巣 敏之

年度

単位数 2

授業概要 現代の情報化社会の発達はディジタル情報通信技術の進歩に負うところが大きく，なかでも符号化技術による信頼

性向上は必要不可欠な基礎技術である．本講義では，ディジタル情報の伝送・記録の際に生じる誤りを検出・訂正

する符号，すなわち誤り訂正符号について講義する．特に，代数学などの理論を応用した代数的誤り訂正符号の構

成法・復号法，誤り訂正能力の解析を中心に論じる．

シラバス (1)符号化復号化システムのモデル化

符号化復号化システム，通信路モデル，ブロック符号，誤り訂正・検出の原理

(2)線形符号(I)

生成行列，偶パリティ検査符号

(3)線形符号(II)

パリティ検査行列，標準配列，シンドローム，Hamming符号

(4)抽象代数(I)

群，環，イデアル，整数環，体

(5)抽象代数(II)

多項式環，拡大体，原始元，ガロア体の構造

(6)巡回符号

生成多項式，パリティ検査多項式，符号化

(7)BCH符号とRS符号(I)

巡回Hamming符号，BCH符号

(8)BCH符号とRS符号(II)

BCH符号の復号法，BCH限界

(9)BCH符号とRS符号(III)

RS符号

(10)誤り訂正符号の能力解析(I)

重み分布

(11)誤り訂正符号の能力解析(II)

連接符号，Justesen符号，距離比，漸近的距離比

(12)誤り訂正符号の能力解析(III)

距離比，漸近的距離比

(13)次世代誤り訂正符号(I)

LDPC符号

(14)次世代誤り訂正符号(II)

sum-product復号法

(15)次世代誤り訂正符号(III)

標準化動向

副題

教科書 必要に応じ講義においてレジュメを配布する．

参考文献 平澤茂一，西島利尚 共著，符号理論入門，培風館，ISBN4563014834

F.J.MacWilliams and N.J.A.Sloane ``The Theory of

Error-Correcting Codes,'' North-Holland, ISBN0444851933

その他，必要に応じ講義において説明する．

評価方法 レポート

備考 特になし。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 量子情報理論

科目キー 5101011076

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 今福 健太郎

年度

単位数 2

授業概要 情報理論は、「情報の記述」あるいは「情報の伝達や取得の際の原理的限界」について考察するための体系であ

る。一方量子論は、「物理系の記述」あるいは「物理系の振舞いや測定の原理的限界」を考察するための体系であ

る。全ての情報が物理系によって伝播すること、および、全ての情報の取得が測定を通じて行われることの二点を

考えれば、情報理論と量子論の結びつきは必然である。しかしながら、量子論で記述されるミクロ系の不思議な振る

舞いにより、両理論の融合には、単なる結びつきだけで終わらない面白さも存在する。量子性の高い物理系をリ

ソースとして利用し、従来の情報システムでは達成することができなかった情報論的タスクを実現する応用として、

量子暗号や量子計算が知られており、これらは21世紀の科学として大きな発展が期待されている分野である。

シラバス 本講義は、１．情報理論と量子論の融合が自然であること、および２．量子性のどの性質が情報論的タスクの実現

に役に立つのか、を理解することを目的とする。必要な範囲で、量子論と情報理論のための数学的準備を行った

後、量子論の古典的問題として知られるいわゆる測定の問題に対する量子情報理論的アプローチを紹介する。ま

た、情報システムへの具体的応用例として、量子暗号を取り上げ、その安全性証明や近年の理論的進展について

解説を行う。取り上げる内容は以下の通り。

１．導入

量子情報理論の位置づけ

２．量子論の整理

計算規則

量子状態の分類

合成系の理論

量子論のダイナミクス

３．情報理論の整理

情報エントロピーと情報通信路

誤り訂正

秘匿性増強

４．測定の問題

測定の記述

波束の収縮の問題

量子情報理論によるアプローチ

５．応用としての量子暗号

計算量的安全性と情報理論的安全性

量子鍵配送プロトコル

量子暗号の安全性証明

近年の理論的進展

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートにより行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済の数理特論

科目キー 5101011078

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 宏夫

年度

単位数 2

授業概要 この授業では、数理経済学およびゲーム理論に関するいくつかの理論的トピックスを講義する。

数理経済学とゲーム理論は、社会科学の諸領域の中でもっとも数学との親和性の高い分野であり、数学と相互の

影響の下で発展してきた。

この授業では、数学系の学生がこれまでに学んできた数学的な基礎を前提にして、その知見を経済学やゲーム理

論で活用するための橋渡しを行うことを基本的な目的とする。

言うまでもなくさまざまな学問にはそれぞれ固有の考え方や分析手法があるが、数理経済学やゲーム理論も例外

でない。

この授業では、学生に数理経済学およびゲーム理論固有の考え方にできるだけ馴染んでもらうために、これらの

領域における基本的な問題やモデルについて講義すると共に、経済現象に代表される社会現象をどのようにして数

学的モデルで表現し、分析していくのかという方法について講義したいと思っている。

シラバス 本年度は、初めての講義なので、学生の希望やこれまでの学問的バックグラウンドなどを聞きながら、学生が出来

る限りスムーズに数理経済学やゲーム理論の世界に溶け込んでいけるような内容の講義をしたいと思っている。

したがって、実際の講義内容は必ずしも以下に述べるようには進行しないかもしれないが、講義の１つの方向性と

して以下のような内容を考えている。

１．一般均衡理論とその応用

・不動点定理（不動点アルゴリスム）、一般均衡解の存在問題、厚生経済学の基本定理などをめぐる諸問題につい

て

２．ゲーム理論とその応用

・協力ゲーム理論と非協力ゲーム理論の基礎

・オークションの理論

・マッチング問題

・投票力指数を巡る諸問題

・単峰的選好と公平で効率的な資源配分の探索メカニズムについて

副題

教科書 特に教科書は指定せず、基本的には教員の講義ノートに基づいて授業を行う。（ただし、授業中必要に応じて文献を

指示することはあり得る。）

参考文献 岡田章『ゲーム理論』（有斐閣）

Paul Milgrom, "Putting Auction Theory to Work", Cambridge Univ. Press, 2004.

V. Krishna, "Auction Theory", Academic Press, 2002.

A.Roth and M.A.O.Sotomayor, "Two-Sided Matching: A Study in Game-Theoretic Modeling and Analysis",

Cambridge Univ. Press, 1992.

G.Debreu, "Theory of Value: An Axiomatic Analysis of Economic Equilibrium", Yale Univ. Press, 1972.

評価方法 原則的には平常点（出席状況など）とレポートによる。

備考 この授業では、経済学やゲーム理論に関する基礎知識は前提としない。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算数論特論

科目キー 5101011079

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 4

授業概要 数論の世界では，数理的現象を捉えるため古くから手計算によって多くのデータが集積され，それらのデータから見

出された現象を発展させて，理論的な帰結を導くという経験を数多くしてきた歴史がある．

このような計算は，誰もが手軽にできるものではなかったが，コンピュータの出現以来身近に感じることのできる人

数は増加し，また，計算できるデータの対象も格段に増えてきている．

このような歴史を踏まえ，代数体や楕円曲線といった対象に現れる様々な重要な不変量や等式の計算方法につい

て解説し，背後にある理論も併せて講義する．

シラバス 受講生の理解度を確認しながら進度を決めていくが，

概ね次のような順で講義を行う．

1. 代数体の素イデアル分解

2. 代数体の類数

3．楕円曲線の虚数乗法論と虚2次体上の類体構成

4. 楕円曲線の Mordell-Weil rank

副題

教科書 Henri Cohen, "A Course in Computational Algebraic Number Theory", Springer-Verlag, 1993

参考文献

評価方法 レポートと平常点による。

備考 実際に計算機を動かしながら講義を進めるので，ノートパソコンを準備できることが望ましい．

準備できない場合にも，授業外で自分でコンピュータ上で実験することを強く勧める．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 現代解析学集中特論Ａ

科目キー 5101011080

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 小川 卓克

年度

単位数 2

授業概要 「実解析学の非線形偏微分方程式論への応用」ルベーグ積分論、フーリエ変換、函数解析などの解析学の基礎的

な知識を用いて、非線形偏微分方程式の初期値問題に対する応用を論ずる。特に、非局所的非線形相互作用を持

つ楕円型&not;放物型方程式系に対する可解性の問題と、時間変数についての解の漸近的振る舞いについて講義

する。はじめ熱方程式の初期値問題の可解性から出発し、非線形理論への一般的な理論である、Lp 型時空評価を

解説する。そして摂動理論を応用することにより、解の存在と安定性を一般のLp 空間にて議論する。特に方程式が

臨界となる空間2 次元の問題について詳細に考察し、解の存在を臨界ハーディー空間で議論する。さらに時間大域

的な解の挙動について、輸送方程式において行われる手法(エントロピー汎関数) を援用して議論する。

シラバス 1.(1) モデルの導入、半導体理論の流体力学極限近似

2.(2) 非局所型非線形問題の局所解の存在と適切性(Lp 理論)

3.(3) エントロピー汎関数と時間大域的可解性

4.(4) 有限時間内での爆発と解の減衰

5.(5) 2 次元臨界空間での解の適切性

6.(6) ハーディー空間におけるエネルギー評価

7.(7) 2 次元減衰解の時間漸近挙動

副題

教科書

参考文献 「非線形分散および波動方程式に対する実解析的手法と適切性」小川卓克著(rokkou lecture note series 19) ( 非線

形偏微分方程式における実解析的手法、シュプリンガー東京より発刊予定)

&#8211; 「これからの非線形偏微分方程式」小薗英雄・小川卓克・三沢正史共著編、日本評論社

&#8211; 「爆発と凝集」柳田英二編(柳田、高木、永井、原、古池共著) 東京大学出版

&#8211; 「偏微分方程式論」堤誉志雄著培風館

&#8211; 「ソボレフ空間の基礎と応用」、宮島静雄著共立出版

&#8211; 「非線形偏微分方程式」、儀我美一、儀我美保共著、共立出版

評価方法 レポートと出席点により評価する

備考 履修上の注意: 実解析学(ルベーグ積分論、初等フーリエ解析) と初等的な関数解析を理解していることが望まれる。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 逐次解析

科目キー 5101011081

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 磯貝 英一

年度

単位数 2

授業概要 一定の区間幅と信頼係数を前もって指定したとき、あらかじめ固定した標本の大きさによる無作為標本を用いて与

えられた条件を満たす信頼区間を構成することはできない。この問題の１つの解決方法として逐次手法が考えられ

ている。本講義では、点推定および区間推定における逐次手法について解説する。

シラバス １．問題の背景

２．逐次解析のための準備

３．２つの逐次手法

副題

教科書 特に指定しない。

参考文献

評価方法 レポートおよび出席状況

備考 確率論の基礎（条件付き期待値、大数の法則、中心極限定理など）、推定論の基礎（点推定、区間推定など）の知識

を必要とする。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論演習Ａ

科目キー 5101012001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 3

授業概要 応用集合論、無限生成代数系及び位相幾何の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え

方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキ

スト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論演習Ｂ

科目キー 5101012002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 3

授業概要 集合論演習Ａで選んだ応用集合論、無限生成代数系及び位相幾何の中の適当なテーマについて、専門的な知識

や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備え

て、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んで

その内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論演習Ｃ

科目キー 5101012003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 3

授業概要 これまでに選んだ応用集合論、無限生成代数系及び位相幾何の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え

方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士

論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキス

ト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究

者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 集合論演習Ｄ

科目キー 5101012004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 3

授業概要 これまでに選んだ応用集合論、無限生成代数系及び位相幾何の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え

方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の

解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てる

ようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・数理哲学演習Ａ

科目キー 5101012005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

単位数 3

授業概要 数学の基礎に横たわる諸問題の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、

専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論

文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・数理哲学演習Ｂ

科目キー 5101012006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

単位数 3

授業概要 整数論・数理哲学演習Aで学んで来た数学の基礎に横たわる諸問題の中の適当なテーマについて、専門的な知識

や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備え

て、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んで

その内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・数理哲学演習Ｃ

科目キー 5101012007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んで来た数学の基礎に横たわる諸問題の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身に

つけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適

当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキスト、もしくは

論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論す

るセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・数理哲学演習Ｄ

科目キー 5101012008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んで来た数学の基礎に横たわる諸問題の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身に

つけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の解決に必

要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てるようにする

とともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論演習Ａ

科目キー 5101012009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 3

授業概要 代数体のZp拡大を解析関数の特殊値で構成し、そのアーベル拡大の数論的性質を調べるための専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的な

テキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論演習Ｂ

科目キー 5101012010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 3

授業概要 代数体のZp拡大を解析関数の特殊値で構成し、そのアーベル拡大の数論的性質を調べるための専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、

修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその

内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 161/671 ページ



科目名付クラス名 整数論演習Ｃ

科目キー 5101012011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 3

授業概要 代数体のZp拡大を解析関数の特殊値で構成し、そのアーベル拡大の数論的性質を調べるための専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、

修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキ

スト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研

究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論演習Ｄ

科目キー 5101012012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 3

授業概要 代数体のZp拡大を解析関数の特殊値で構成し、そのアーベル拡大の数論的性質を調べるための専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問

題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持

てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 163/671 ページ



科目名付クラス名 整数論・特殊関数演習Ａ

科目キー 5101012013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 3

授業概要 ガロア理論、数論的代数幾何学、および多元環・代数群の整数論の中から適当なテーマを選び、それについての専

門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのた

めに基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー

形式の授業を行う。

シラバス 保型函数および楕円函数がなす超越拡大体の有理数体上のモデル

とその性質を,実例を扱いながら計算を通じて学習する. その後,

数論への応用について調べる.

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 関数論, ガロア理論を既知とする.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・特殊関数演習Ｂ

科目キー 5101012014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 3

授業概要 整数論・特殊関数演習Ａで学んだガロア理論、数論的代数幾何学、および多元環・代数群の整数論の中のテーマに

ついて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修

士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生

自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教員やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の

授業を行う。

シラバス 保型函数および楕円函数がなす超越拡大体の有理数体上のモデル

とその性質を,実例を扱いながら計算を通じて学習する. その後,

数論への応用について調べる.

副題

教科書 J.P.Serre: Topics of Galois Theory

参考文献 M.D.Fried, M.Jarden 「Field Arithmetic」

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・特殊関数演習Ｃ

科目キー 5101012015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んできたガロア理論、数論的代数幾何学、および多元環・代数群の整数論の中の適当なテーマについ

て、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論

文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。その

ために関連するテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教

官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス 多変数の保型函数（Hilbert modular forms,Siegel modular forms，Picard modular forms) およびアーベル函数がなす

超越拡大体のモデルを実例計算(定義方程式など)を通じて学び,

その整数論への応用について考察する.

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

参考文献 M.D.Fried, M.Jarden 「Field Arithmetic」

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 整数論・特殊関数演習Ｄ

科目キー 5101012016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んできたガロア理論、数論的代数幾何学、および多元環・代数群の整数論の中の適当なテーマについ

て、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作

成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者と

しての問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス 多変数の保型函数（Hilbert modular forms,Siegel modular forms，Picard modular forms) およびアーベル函数がなす

超越拡大体のモデルを実例計算(定義方程式など)を通じて学び,

その整数論への応用について考察する.

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

参考文献 D.Mumford : Abelian Varieties, Oxford Univ.Press, 1974.

D.Mumford : Tata Lectures on Theta I,II, Birkhauser 1984.

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 一変数保型函数や楕円函数の一般的事項を既知とする.

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数的符号理論演習Ａ

科目キー 5101012017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 3

授業概要 代数的符号理論の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、専門家として

の基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学

生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 168/671 ページ



科目名付クラス名 代数的符号理論演習Ｂ

科目キー 5101012018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 3

授業概要 代数的符号理論演習Ａで選んだ代数的符号理論の中のテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門

家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を

探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説

し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数的符号理論演習Ｃ

科目キー 5101012019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んできた代数的符号理論の中のテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての

基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探すととも

に、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキスト、もしくは論文について学生自身

が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業

を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数的符号理論演習Ｄ

科目キー 5101012020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んできた代数的符号理論の中のテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての

基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連する

論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究

手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ａ演習Ａ

科目キー 5101012021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 ガウス射、 双対多様体、 secant多様体、 等質射影多様体、 正標数の代数幾何、 次数付きリー環、 三項系の中か

ら適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、

将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでそ

の内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ａ演習Ｂ

科目キー 5101012022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 代数幾何学Ａ演習Ａで選んだ、ガウス射、 双対多様体、 secant多様体、 等質射影多様体、 正標数の代数幾何、

次数付きリー環、 三項系の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を

固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのために

基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やそ

の研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ａ演習Ｃ

科目キー 5101012023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 これまでに選んだガウス射、 双対多様体、 secant多様体、 等質射影多様体、 正標数の代数幾何、 次数付きリー

環、 三項系の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるため

の学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解

決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んで

その内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ａ演習Ｄ

科目キー 5101012024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 これまでに選んだガウス射、 双対多様体、 secant多様体、 等質射影多様体、 正標数の代数幾何、 次数付きリー

環、 三項系の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるため

の学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読

んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究手法を身につけ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ｂ演習Ａ

科目キー 5101012025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 代数多様体を扱う代数幾何学の基礎的事柄を学習することを目標とする．

シラバス 代数幾何学に関する専門書をセミナー形式で輪読し，代数多様体を研究するための基本的な手法を習得する．

副題

教科書 授業で使用するテキストに関しては，当演習を希望する学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ｂ演習Ｂ

科目キー 5101012026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 代数多様体を扱う代数幾何学の基礎的事柄を学習することを目標とする．

シラバス 代数幾何学に関する専門書をセミナー形式で輪読し，代数多様体を研究するための基本的な手法を習得する．

副題

教科書 授業で使用するテキストに関しては，当演習を希望する学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 177/671 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学Ｂ演習Ｃ

科目キー 5101012027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 第1年度で学習した事柄を踏まえて学術論文を読み，オリジナルな結果を得ることを目標とする．

シラバス 学生各自の修士論文テーマに関連した学術論文を読み，その学術論文から派生する問題について考察した後，問

題解決の経過報告とそれに関する学生相互の討論を中心としたセミナーを行う．

副題

教科書 学生各自の修士論文テーマに関連した学術論文

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数幾何学Ｂ演習Ｄ

科目キー 5101012028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 3

授業概要 第1年度で学習した事柄を踏まえて学術論文を読み，オリジナルな結果を得ることを目標とする．

シラバス 学生各自の修士論文テーマに関連した学術論文を読み，その学術論文から派生する問題について考察した後，問

題解決の経過報告とそれに関する学生相互の討論を中心としたセミナーを行う．

副題

教科書 学生各自の修士論文テーマに関連した学術論文

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＡ演習Ａ

科目キー 5101012029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 3

授業概要 表現論的手法を用いた低次元トポロジーの研究の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考

え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテ

キスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＡ演習Ｂ

科目キー 5101012030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 3

授業概要 トポロジーＡ演習Ａで学んだ表現論的手法を用いた低次元トポロジーの研究の中の適当なテーマについて、専門的

な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に

備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読

んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＡ演習Ｃ

科目キー 5101012031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ表現論的手法を用いた低次元トポロジーの研究の中の適当なテーマについて、専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、

修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキ

スト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研

究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＡ演習Ｄ

科目キー 5101012032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ表現論的手法を用いた低次元トポロジーの研究の中の適当なテーマについて、専門的な知識や

考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問

題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持

てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ａ

科目キー 5101012033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 3

授業概要 力学系の研究の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての

基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生

自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｂ

科目キー 5101012034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 3

授業概要 トポロジーＢ演習Ａで学んだ力学系の研究の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門

家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を

探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説

し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｃ

科目キー 5101012035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ力学系の研究の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家として

の基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探すとと

もに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連するテキスト、もしくは論文について学生自

身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授

業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トポロジーＢ演習Ｄ

科目キー 5101012036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ力学系の研究の中の適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家として

の基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連

する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てるようにするとともに基本的な

研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学演習Ａ

科目キー 5101012037

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 3

授業概要 代数解析学の可積分系、特殊関数、表現論、整数論への応用の中から適当なテーマを選び、それについての専門

的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのため

に基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形

式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学演習Ｂ

科目キー 5101012038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 3

授業概要 代数解析学演習Ａで学んだ代数解析学の可積分系、特殊関数、表現論、整数論への応用の中の適当なテーマに

ついて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修

士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生

自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の

授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学演習Ｃ

科目キー 5101012039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ代数解析学の可積分系、特殊関数、表現論、整数論への応用の中の適当なテーマについて、専

門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作

成に備えて、修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために

関連するテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やそ

の研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 代数解析学演習Ｄ

科目キー 5101012040

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ代数解析学の可積分系、特殊関数、表現論、整数論への応用の中の適当なテーマについて、専

門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、修士論文の作成のた

めに、その問題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表していき、研究者としての

問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学演習Ａ

科目キー 5101012041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 3

授業概要 微分幾何学を研究する際に必要となる基礎的知識を適当なテキストを用いてセミナー形式で学習する．

シラバス セミナー形式

副題

教科書 テキストは学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学演習Ｂ

科目キー 5101012042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 3

授業概要 微分幾何学を研究する際に必要となる基礎的知識を適当なテキストを

用いてセミナー形式で学習する．

シラバス セミナー形式

副題

教科書 テキストは学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学演習Ｃ

科目キー 5101012043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 3

授業概要 微分幾何学における様々なトピックの中から一つのトピックを選択し，テキストや論文を用いてセミナー形式で学習

する．

シラバス セミナー形式

副題

教科書 テキストや論文は学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 幾何学演習Ｄ

科目キー 5101012044

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 3

授業概要 微分幾何学における様々なトピックの中から一つのトピックを選択し，テキストや論文を用いてセミナー形式で学習

する．

シラバス セミナー形式

副題

教科書 テキストや論文は学生と相談のうえ決定する．

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 多様体上の解析学演習Ａ

科目キー 5101012045

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 3

授業概要 位相多様体、微分多様体やゲージ理論と指数定理、スピンール解析あるいは量子場の数学理論の中から適当な

テーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるとともに、将来の

修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容

について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 196/671 ページ



科目名付クラス名 多様体上の解析学演習Ｂ

科目キー 5101012046

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 3

授業概要 多様体上の解析学演習Ａで学んだ実あるいは復素多様体の上での偏微分方程式の理論やゲージ理論と指数定理

の研究の中から適当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための

学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのために基本的なテキ

スト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研

究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 多様体上の解析学演習Ｃ

科目キー 5101012047

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ多様体上での解析学やゲージ理論と指数定理の研究の中の適当なテーマについて、専門的な知

識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備え

て、修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に必要な論文についても調べる。そのために関連する

テキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官やその研究室

の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 多様体上の解析学演習Ｄ

科目キー 5101012048

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んだ実あるいは復素多様体の上での偏微分方程式の理論やゲージ理論と指数定理の研究の中の適

当なテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学習を続けるととも

に、修士論文の作成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んでセミナーで発表し

ていき、研究者としての問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析演習Ａ

科目キー 5101012049

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 3

授業概要 関数解析学の基礎的な部分の復習と、Banach環論に関する基礎的な学習を行う。一般論と平行し、解析学の諸分

野に現れる具体的な関数空間に習熟することで理解を深めていきたい。複素解析学や測度論からの必要な知識は

適宜、補足していく。それらの学習経過の中で興味を持てるテーマを見い出して欲しい。セミナー形式の発表と討論

で運用する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析演習Ｂ

科目キー 5101012050

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 3

授業概要 Banach環に関する最近の論文を題材としてセミナーをすすめていく。関数環論や作用素論の中から、各自が興味を

持つ研究方向を見い出し、深い考察へ積極的に取り組んでいくことを期待する。また研究の方法や論文の作成など

に関する助言や相談には積極的に応じていきたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析演習Ｃ

科目キー 5101012051

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 3

授業概要 関数解析に関連する最近の論文を題材としてセミナーをすすめていく。具体的な題材は受講者の興味によって定め

る。今までは、エルゴード定理の収束速度の問題やカールソン測度の特徴づけ、数論に現れる関数の関数解析的

な手法による考察などを扱ってきた。興味を持った問題に積極的に取り組んでいくことを期待する。この演習での内

容を基本として各自修士論文を作成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 関数解析演習Ｄ

科目キー 5101012052

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 3

授業概要 この演習は「関数解析演習Ｃ」で扱った題材の内容を発展させて、具体的に修士論文の作成を目指す。各自が関連

する文献を収集して独創的な問題を見出すことを期待している。時間的な制約はあるが、各自可能な限り考察を加

えて興味深い論文の作成を目指して欲しい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ａ演習Ａ

科目キー 5101012053

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 3

授業概要 自然科学の法則の数学的表現である偏微分方程式について、数学的研究の対象として何が問題であるかを把握

し、理論的基礎を学ぶ。具体的には解の存在、一意性、安定性などについて既知の理論をスタンダードな教科書を

用いて学習する。講義は輪講形式で学生の発表を中心にして進められる。さらに講義やそれにそって自主的に学習

することにより関数解析、超関数、ソボレフ空間、フーリエ解析、実解析などの偏微分方程式を実際に解くにあたっ

て必要な解析学の現代的な理論を深め、２年次における偏微分方程式研究の基礎を固める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ａ演習Ｂ

科目キー 5101012054

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 3

授業概要 偏微分方程式Ａ演習Ａにつづき、偏微分方程式について、数学的研究の対象として何が問題であるかを把握し、理

論的基礎を学ぶ。具体的には流体力学や弾性体の理論に表れる偏微分方程式について数理物理の教科書を用い

て学習する。講義は輪講形式で学生の発表を中心にして進められる。また講義やそれにそって自主的に学習するこ

とにより関数解析、超関数、ソボレフ空間、フーリエ解析、実解析などの偏微分方程式を実際に解くにあたって必要

な解析学の現代的な理論を深め、２年次における偏微分方程式研究の基礎を固める

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 205/671 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式Ａ演習Ｃ

科目キー 5101012055

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 3

授業概要 偏微分方程式Ａ演習Ｂにつづき行われるセミナー形式の授業である。まずテーマを流体力学に表れる方程式や弾

性体理論に表れる具体的な偏微分方程式にしぼり、現在までの先行研究を、いくつかの優れた論文を講読すること

で調べ、どのような研究を続けることが重要であるか、どのような研究目標が重要であるかを見極める。またこれら

の研究が達せられるために必要な関数解析、フーリエ解析、実解析などの解析学の現代的な理論に対し教員との

議論等を通じて精通する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ａ演習Ｄ

科目キー 5101012056

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 3

授業概要 偏微分方程式Ａ演習Ｃにつづき行われるセミナー形式の授業である。偏微分方程式Ａ演習Ｃで決めたテーマに従っ

て、研究目標を達成するため学生それぞれの研究の問題点や進展を発表し、最終目標に到達するための道筋や方

法などを討論し、困難な点を打開するきっかけをさぐる。さらに必要な研究資料の収集や教員との議論等により研究

を遂行していく上で必要なあらゆる方法を模索する。また学生それぞれの日常の努力により関数解析、フーリエ解

析、実解析などの理論に対しより精通し研究基盤の確立を図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ｂ演習Ａ

科目キー 5101012057

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 3

授業概要 自然科学を中心とする諸科学の問題を数学的に記述する手段である偏微分方程式に対する研究を関数解析学お

よび実関数論を用いて行う。この科目ではまず研究に至る予備知識を身につけるため、偏微分方程式、関数解析、

あるいは実解析学についての教科書を適切に選び、学生による輪講を行う。参加者は教科書の記述を表面的に追

うだけではなく、内容を正しく理解するとともに、内容を整理して参加者にわかるように講演するプレゼンテーション

能力を身につけることもこの科目の目的である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ｂ演習Ｂ

科目キー 5101012058

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、より内容の進んだ教科書、あるいは演習Ａで扱わなかった分野の教科書を適切に選び、演習Ａ

と同様にして学生による輪講を行う。参加者は教科書の記述を表面的に追うだけではなく、内容を正しく理解すると

ともに、内容を整理して参加者にわかるように講演するプレゼンテーション能力を身につけることもこの科目の目的

である。またこの段階では各自これまで学んだ分野のうちから、より深く研究する方向を決定する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ｂ演習Ｃ

科目キー 5101012059

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 3

授業概要 各自が研究する方向の、比較的最近出版された興味深い論文を適切に選定し、その論文を輪講する。参加者は論

文の記述を表面的に追うだけではなく、内容を正しく理解するとともに、内容を整理して参加者にわかるように講演

するプレゼンテーション能力を身につけるとともに、論文の書き方を学ぶこともこの科目の目的である。また各自輪

講を通してその分野の研究に用いられる手法を身につけるとともに、またその分野の未解決の問題のうちから具体

的な研究テーマを選定する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 偏微分方程式Ｂ演習Ｄ

科目キー 5101012060

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 3

授業概要 各自が決定した研究テーマについて、研究の経過すなわち進展状況と問題点を発表し、克服するための手段を討

論を通じて模索し、必要に応じて文献収集、他の分野で確立された手法の応用、新しい計算手法の開発などを行

う。さらに得られた研究成果についての口頭でのプレゼンテーションを行ってプレゼンテーション能力を一層高めると

ともに、演習Ｃで身につけた論文の書き方を応用して、自身の研究成果についての論文執筆能力を身につけること

もこの科目の目的である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ａ演習Ａ

科目キー 5101012061

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

単位数 3

授業概要 非線形偏微分方程式とその応用について，その基礎の習得を行い，研究へと発展させる．アイコナール方程式，ベ

ルマン方程式，モンジュ・アンペール方程式などの完全非線形方程式を主な対象として，粘性解の理論を主たる手

法として，非線形偏微分方程式の学習と研究を行う．偏微分方程式の研究には，偏微分方程式の応用上の役割の

理解，実解析，凸解析，関数解析の知識が要求される．粘性解理論とその最適制御への応用を目的として専門書・

論文の輪講を中心として，非線形偏微分方程式研究を目指す．

シラバス

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ａ演習Ｂ

科目キー 5101012062

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

単位数 3

授業概要 非線形偏微分方程式とその応用について，その基礎の習得を行い，研究へと発展させる．アイコナール方程式，ベ

ルマン方程式，モンジュ・アンペール方程式などの完全非線形方程式を主な対象として，粘性解の理論を主たる手

法として，非線形偏微分方程式の学習と研究を行う．偏微分方程式の研究には，偏微分方程式の応用上の役割の

理解，実解析，凸解析，関数解析の知識が要求される．粘性解理論，最適制御，微分ゲーム，曲率流への等高面

法への応用について専門書・論文の輪講を中心として，非線形偏微分方程式研究を目指す．

シラバス 授業はゼミ形式で行い，履修者の興味・理解度・知識に応じて内容を選択しながら進めていく．

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ａ演習Ｃ

科目キー 5101012063

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

単位数 3

授業概要 非線形偏微分方程式とその応用について，その習得・研究を行う．アイコナール方程式，ベルマン方程式，モン

ジュ・アンペール方程式などの完全非線形方程式を主な対象として，粘性解の理論を主たる手法として，非線形偏

微分方程式の学習と研究を行う．偏微分方程式の研究には，偏微分方程式の応用上の役割の理解，実解析，凸解

析，関数解析の知識が要求される．粘性解理論とその応用をモデルにして，微分ゲーム，確率制御，曲率流への応

用を目指し，非線形偏微分方程式研究を進める．

シラバス

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ａ演習Ｄ

科目キー 5101012064

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石井 仁司

年度

単位数 3

授業概要 非線形偏微分方程式とその応用について，その習得・研究を行う．アイコナール方程式，ベルマン方程式，モン

ジュ・アンペール方程式などの完全非線形方程式を主な対象として，粘性解の理論を主たる手法として，非線形偏

微分方程式の学習と研究を行う．偏微分方程式の研究には，偏微分方程式の応用上の役割の理解，実解析，凸解

析，関数解析の知識が要求される．粘性解理論とその応用をモデルにして，制御，ゲーム，曲率流などの応用につ

いてテーマを絞り，非線形偏微分方程式研究を進める．

シラバス 授業はゼミ形式で行い，履修者の興味・理解度・知識に応じて内容を選択しながら進めていく．

副題

教科書

参考文献 適宜指示する．

評価方法 理解度，意欲等により総合評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｂ演習Ａ

科目キー 5101012065

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

単位数 3

授業概要 物理学・工学等にあらわれる種々の非線形偏微分方程式に関する数学的諸問題を解決するための基礎知識を、こ

れらに関する専門書・論文の講読中心としたセミナーを通して習得することを目的とする。具体的には、非線形楕円

型方程式に対する変分法に基づく種々の位相的手法、時間発展を伴う非線形偏微分方程式を解析するための発

展方程式の理論などがあげられる。関数解析学の基礎知識が必要である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｂ演習Ｂ

科目キー 5101012066

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

単位数 3

授業概要 物理学・工学等にあらわれる種々の非線形偏微分方程式に関する数学的諸問題を解決するための基礎知識を、こ

れらに関する専門書・論文の講読中心としたセミナーを通して習得することを目的とする。具体的には、非線形楕円

型方程式に対する変分法に基づく種々の位相的手法、時間発展を伴う非線形偏微分方程式を解析するための発

展方程式の理論などがあげられる。関数解析学の基礎知識が必要である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｂ演習Ｃ

科目キー 5101012067

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

単位数 3

授業概要 各自の研究課題に関連した最新の論文紹介及びこれに対する討議をおこなう。これらをとおして、その分野の最先

端の研究を学ぶとともに、研究課題となりうる未解決の問題を把握し、これまでに習得した知識・技法をもとに、克服

すべき問題点を明らかにする。さらに、これらを解決するための新しい手法や理論を模索する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｂ演習Ｄ

科目キー 5101012068

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

単位数 3

授業概要 各自の研究課題に関連した最新の論文紹介及びこれに対する討議をおこなう。これをとおして、その分野の最先端

の研究を学ぶとともに、研究課題となりうる未解決の問題を把握し、これまでに習得した知識・技法をもとに、克服す

べき問題点を明らかにする。さらに、これらを解決するための理論の拡張、新しい手法の構築をはかる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｃ演習Ａ

科目キー 5101012069

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 3

授業概要 自然科学の法則の数学的表現である常微分・偏微分方程式について、数学的研究の対象として何が問題であるか

を把握し、理論的基礎を学ぶ。 具体的には、解の存在、一意性、安定性などについて既知の理論を学習するととも

に理論的な解明のできていない問題を知り、大域的な問題、解空間の構造の研究などをめざして、その解析・計算

機援用解析に取組む。 演習Ａでは微分方程式や偏微分方程式の基本的な専門書をセミナー形式で講読し、関数

解析、超関数、ソボレフ空間などの理論やそれを用いた微分方程式の解析法を学び、これらを微分方程式の解析

に活かす。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｃ演習Ｂ

科目キー 5101012070

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 3

授業概要 自然科学の法則の数学的表現である常微分・偏微分方程式の典型的な例について、数学的研究の対象として何が

問題であるかを把握し、理論的基礎を学ぶとともに、理論的な解明のできていない問題を知り、大域的な問題、解空

間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組む。演習Ｂでは非線形微分方程式や非線形偏

微分方程式の基本的な専門書をセミナー形式で講読し、非線形解析とはどういうものかを知り、その非線型解析と

しての基本的理論、不動点定理、陰関数定理、分岐定理、写像度理論などを学ぶとともに計算機シミュレーションに

より解を求めグラフィックスを楽しむ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｃ演習Ｃ

科目キー 5101012071

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 3

授業概要 自然科学の法則の数学的表現である常微分・偏微分方程式の典型的な例について、数学的研究の対象として何が

問題であるかを把握し、理論的基礎を学ぶとともに、理論的な解明のできていない問題を知り、大域的な問題、解空

間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組む。演習Ｃでは非線形微分方程式や非線形偏

微分方程式の専門書・論文をセミナー形式で講読する。研究の最前線を学ぶとともにその中に研究課題とすべき未

解決の問題を把握する。その解決に必要な方法を求め習得する。解析的方法を補うべく計算機援用解析法にも習

熟する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｃ演習Ｄ

科目キー 5101012072

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 3

授業概要 自然科学の法則の数学的表現である常微分・偏微分方程式の典型的な例について、数学的研究の対象として何が

問題であるかを把握し、理論的基礎を学ぶとともに、理論的な解明のできていない問題を知り、大域的な問題、解空

間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組む。演習Ｄでは研究対象とする非線形問題に

対して各自の研究課題を決め、その解決のための専門書・論文を熟読し、習得した解析的方法や計算機援用解析

を駆使しアイデアを求め、問題解決を図るとともに新しい理論・方法の構築へ向けて指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｄ演習Ａ

科目キー 5101012073

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 3

授業概要 非線形常微分方程式、偏微分方程式の解の解析に必要な関数解析学の基礎的な部分の復習と、必要な関数空間

についての学習および具体的な方程式に対し、既存の結果をセミナー形式で発表討論を重ねていく。その中から微

分方程式への研究、考察の方向を学んでいってもらいたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｄ演習Ｂ

科目キー 5101012074

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 3

授業概要 非線形常微分方程式、偏微分方程式に関連する最近の論文を題材にしてセミナー形式の発表、討論を続けていく。

其の中から、各自の興味を持つ微分方程式、偏微分方程式や初期値問題、初期値境界値問題等を見つけ、研究

方向を模索し、深い考察へ積極的に取り組んでいくことを期待する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｄ演習Ｃ

科目キー 5101012075

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｂに引続き、非線形常微分方程式、偏微分方程式に関連する最近の論文を題材にしてセミナー形式の発表、

討論を続けていく。各自が興味を持つ具体的な微分方程式、偏微分方程式や初期値問題、初期値境界値問題等を

見つけだすことを期待する。また、研究の方法や修士論文の作成などについても考えていく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形偏微分方程式Ｄ演習Ｄ

科目キー 5101012076

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引続き、非線形常微分方程式、偏微分方程式に関連する最近の論文を題材にしてセミナー形式の発表、

討論を続けていくとともに、具体的な微分方程式、偏微分方程式や初期値問題、初期値境界値問題等から、未解決

の問題を少しでも解決していく努力を期待する。この演習での内容を基本として修士論文の作成を指導していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題演習Ａ

科目キー 5101012077

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 3

授業概要 非線型微分方程式の変分的な扱いを中心として、変分問題の研究に関する入門的な演習をセミナー形式で行う。

具体的には学生の基礎的な知識の確認、補充、拡充を行った後、研究対象を定め、リサーチフロントに迫り、研究

指導を行うことを目標とする。修士１年前期に設定されているこの科目では、関数解析および関数空間の知識の拡

充を変分問題を意識しつつ行うと共に、微分方程式の変分的形式化等に習熟させ、現代的な変分問題への入門を

与える。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題演習Ｂ

科目キー 5101012078

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 3

授業概要 非線型微分方程式の変分的な扱いを中心として、変分問題の研究に関する入門的な演習をセミナー形式で行う。

具体的には学生の基礎的な知識の確認、補充、拡充を行った後、研究対象を定め、リサーチフロントに迫り、研究

指導を行うことを目標とする。修士１年後期に設定されているこの科目では、前期の演習Ａの内容を踏まえたうえ

で、無限次元空間上定義された汎関数の扱いについて学ぶ。特に最小化法およびミニマックス法および種々な群作

用がある場合のindex理論とその応用を取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題演習Ｃ

科目キー 5101012079

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 3

授業概要 非線型微分方程式の変分的な扱いを中心として、変分問題の研究に関する演習をセミナー形式で行う。具体的に

は学生の基礎的な知識の確認、補充、拡充を行った後、研究対象を定め、リサーチフロントに迫り、研究指導を行

う。修士２年前期に設定されているこの科目では、１年次の演習Ａ、 Ｂの内容を踏まえたうえで、さらに学生の選ぶ

テーマにあわせて concentration-compactness 等のさらに進んだ内容を取り上げ、テーマをより深く掘り下げリサー

チフロントに迫る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 変分問題演習Ｄ

科目キー 5101012080

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 3

授業概要 非線型微分方程式の変分的な扱いを中心として、変分問題の研究に関する演習をセミナー形式で行う。具体的に

は学生の基礎的な知識の確認、補充、拡充を行った後、研究対象を定め、リサーチフロントに迫り、研究指導を行

う。修士２年後期に設定されているこの科目では、演習Ａ-Ｃの内容を踏まえたうえで、学生の選んだテーマに合わ

せ、今まで習得した解析的手法を駆使しアイデアを求め、問題解決を図るとともに新しい理論・方法の構築へ向けた

指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物質工学演習Ａ

科目キー 5101012081

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 3

授業概要 熱学・統計力学を用いて物質工学における諸問題を数理的に解決するための基礎として、基本的な専門書・論文を

セミナー形式で購読し、質疑応答を通して学力を養う。セミナーの中では、熱力学・統計力学の基礎的な知識と方法

論を十分に理解させるとともに、物質工学における実際の諸問題に対処できるだけの実力を身に付けることを目的

とする。このため、ケーススタディとして演習問題を与え、学生自らが問題を発見し、それを数理科学的に解決・処理

できるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物質工学演習Ｂ

科目キー 5101012082

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 3

授業概要 熱学・統計力学を用いて、物質工学における諸問題を数理的に解決する方法論について演習を行う。学生に個別

の課題を与え、文献調査、実験プラン、数理モデリング、シミュレーション等の各々の項目について、セミナー形式で

授業を行う。主として、個々の学生のプレゼンテーションと討論を中心に授業を進め、学生自らの創造力を高めるこ

とができるよう指導を行う。この際、実験データに基づいて、常に数理モデルの妥当性を検討することを重視する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物質工学演習Ｃ

科目キー 5101012083

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 3

授業概要 流体力学および拡散理論を用いて、物質工学における諸問題を数理的に解決するための基礎として、基本的な専

門書・論文をセミナー形式で購読し、質疑応答を通して学力を養う。セミナーの中では、流体力学および拡散理論の

基礎的な知識と方法論を十分に理解させるとともに、物質工学における実際の諸問題に対処できるだけの実力を身

に付けることを目的とする。このため、ケーススタディとして演習問題を与え、学生自らが問題を発見し、それを数理

科学的に解決・処理できるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理物質工学演習Ｄ

科目キー 5101012084

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 3

授業概要 流体力学および拡散理論を用いて、物質工学における諸問題を数理的に解決するための基礎として、基本的な専

門書・論文をセミナー形式で購読し、質疑応答を通して学力を養う。セミナーの中では、流体力学および拡散理論の

基礎的な知識と方法論を十分に理解させるとともに、物質工学における実際の諸問題に対処できるだけの実力を身

に付けることを目的とする。このため、ケーススタディとして演習問題を与え、学生自らが問題を発見し、それを数理

科学的に解決・処理できるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ａ

科目キー 5101012085

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 3

授業概要 Peano連続体や有限グラフなど連続体理論の基礎に関する教科書をセミナー形式で講読する。その際、質疑応答を

通して、連続体理論の特定のテーマに限らず、帰納的次元、位相線形空間、基本群など基礎数学一般に対する学

力を身につけて、他の数学分野との有機的関連にも関心が持てる様に学生を指導したい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｂ

科目キー 5101012086

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 3

授業概要 演習Aにおいて学んだ基礎の上に、連続体理論のマテリアルサイエンスへの応用についてセミナー形式で具体的に

議論する。格子の幾何学を用いての多結晶の位相化や、自己相似結晶の形成にもとづくデンドライトの遂次形成、

あるいは種々のディスクリネェーションの位相空間としての特徴付けなどの個別のテーマに関して文献にもとづいて

議論し、さらに学生独自の考えも発表できるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 237/671 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｃ

科目キー 5101012087

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 3

授業概要 物質組織の位相構造について議論するところの演習Ａ、Ｂに対して、演習Ｃ、Ｄにおいては、物質組織の形成機構

や、結晶の成長機構などについて、関数方程式を用いて検討する。そのための基礎として、主として放物型偏微分

方程式の古典解の最大値原理や比較定理などについて、偏微分方程式の教科書にしたがってセミナー形式で議論

する。その際、質疑応答を通して、特定のテーマに限らず関数方程式論全般に対しても関心が持てる様に学生を指

導したい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 238/671 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造演習Ｄ

科目キー 5101012088

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃにおいて学んだ基礎の上に、多結晶における粒界溝形成の機構、固体表面におけるWagnerタイプの各種反

応機構、デンドライトの成長機構など個別のテーマに関して、非線形発展方程式および実解析を用いて議論し、さら

に学生独自の考えも発表できる様に指導する。その際、具体的実験データとの対応を重視し、常に数理モデルの妥

当性について検討することの重要性を強調したい。又、微視的な結晶学と上記の巨視的な反応との間の関連につ

いても議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 239/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システムＡ演習Ａ

科目キー 5101012089

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 3

授業概要 線形方程式の復習から始まり、可積分方程式を中心に非線形方程式に関する基本的な専門書・論文をセミナー形

式で講読し、ディスカッションを行うことで深い理解力を養う。また、コンピュータを用いて数式処理・数値計算による

実験も行い、方程式に関するさまざまな性質の観察・検証を体験することにより、未知の方程式を研究する際の応

用力を養う。この演習Ａでは主に微分方程式で表される連続の可積分系を対象とし、古典的なソリトン方程式や佐

藤理論などのテーマについて学習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 240/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システムＡ演習Ｂ

科目キー 5101012090

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、可積分方程式を中心に非線形方程式に関する発展的な専門書・論文をセミナー形式で講読し、

ディスカッションを行うことで深い理解力を養う。この演習では主に離散系やセルオートマトンに焦点を当て、差分ソ

リトン方程式や超離散方程式に関する基礎文献を講読する。コンピューター実験を行うことも演習Ａと同様である。

また、学術雑誌やWEBアーカイブから最新の文献を各自が自主的に探すことで研究者としての情報探索能力を養う

ことも目論む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 241/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システムＡ演習Ｃ

科目キー 5101012091

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ・Ｂに引き続き可積分方程式・セルオートマトンに関連する文献調査を行いながら可積分系分野の現在の動

向を把握し、学生各自の研究テーマを絞る。また、得られた研究テーマについて、理論解析・コンピュータ実験の双

方から総合的に解析を行い、解決すべき問題点の抽出、問題の一般化・拡張について議論を行う。なお、関連する

他の研究者の成果を十分に検討させ、自らの研究テーマの分野における位置づけや意味合いについても自覚でき

るような指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＡ演習Ｄ

科目キー 5101012092

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃでおおむね絞られた学生各自の研究テーマについて、本格的な研究の段階に進む。成果を得るために必要

な理論の構築や技法の創出について、他の研究者の文献から得られた知識を参考にしつつ議論を行う。そして、学

生自らが研究テーマについて解析を行い、得られた成果の妥当性や理論の正当性について総合的な検討を加え、

研究室にて成果発表を行う。さらに論文発表のための執筆指導や添削なども行い、最終的に論文の形で成果をま

とめる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＢ演習Ａ

科目キー 5101012093

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 3

授業概要 様々な非線形現象を把握するために必要な標準的な教科書および、数学的モデリングの教科書を輪講するととも

に、高度な論文講読が可能となる能力を身につけるべく、研究対象に応じて、（非線形）関数解析、（非線形）偏微分

方程式、有限要素法等の数値解析、逆問題に関する大学院レベルの教科書等を適宜、皆で輪講する。さらに、各自

でそれぞれ与えられた比較的数学的準備が少なくてすむ数理科学の論文を講読し次のステップへの準備をする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 244/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システムＢ演習Ｂ

科目キー 5101012094

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 3

授業概要 さらに高度な論文講読が可能となる能力を身につけるべく、演習Ａに引き続き（非線形）関数解析、（非線形）偏微分

方程式、有限要素法等の数値解析、逆問題に関する大学院レベルの標準的教科書を皆で論議する。さらに、各自

でそれぞれ与えられた論文を講読・発表し、次のステップへの準備をする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＢ演習Ｃ

科目キー 5101012095

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 3

授業概要 新しい対象・手段を発見することを目標にして、各人に与えられた研究テーマにそった最近の論文の内容紹介と、そ

れに関する討議及び、人の研究成果の発表とそれに関する討議を中心にセミナーを行い、内外の国際的な欧文誌

に掲載可能な修士論文の作成を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＢ演習Ｄ

科目キー 5101012096

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引き続き、新しい対象・手段を発見することを目標にして、各人に与えられた研究テーマにそった最近の論

文の内容紹介と、それに関する討議及び、人の研究成果の発表とそれに関する討議を中心にセミナーを行い、内外

の国際的な欧文誌に掲載可能な修士論文の作成を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＣ演習Ａ

科目キー 5101012097

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 3

授業概要 非線形微分方程式や放物型偏微分方程式あるいは楕円型偏微分方程式に関する基本的な専門書・論文をセミ

ナー形式で講読し、質疑応答を通して数理的な学力を養う。セミナーのなかで、関数解析、超関数、ソボレフ空間な

どの各種の関数空間の知識・理論や解析に必要なアイデア・技法を学び、微分方程式の解析に必要な応用力を培

うようにする。効果を挙げるために、文献講読にあたっては「行間を読むこと」を常に意識させるように指導する。

シラバス セミナー形式で専門書，論文の講読をおこなう．

副題 非線形現象の解析と数理モデル化

教科書

参考文献 セミナーで講読する文献は学生の実力、興味に応じて指示する．

2007年度は L.C. Evans ``Partial Differential Equations" (American Mathematical Society) を使用した．

評価方法 セミナーでの状況により評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＣ演習Ｂ

科目キー 5101012098

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、非線形微分方程式、放物型偏微分方程式あるいは楕円型偏微分方程式に関する専門書・論文

をセミナー形式で講読する。学生には「行間を読む力」を磨くように指導する。内容的には、放物型方程式や楕円型

方程式に対する最大値原理(比較定理）、解の正則性など個々の方程式に特有の性質への理解を深めさせる。さら

に非線形問題を解析するにあたり必要となる基本的理論（関数解析、関数空間論）や技法をマスターするように指

導する。

シラバス セミナー形式で専門書、論文の講読を進める．

副題 非線形現象の解析と数理モデル化

教科書

参考文献 演習Aで用いた文献に加え、学生の興味、実力に応じた文献を指示する．

評価方法 セミナーでの状況により評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 249/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システムＣ演習Ｃ

科目キー 5101012099

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 3

授業概要 学生各自の研究テーマを絞り、非線形放物型偏微分方程式・楕円型偏微分方程式に関連する論文・専門書をセミ

ナー形式で講読するとともに、学生独自の視点からの成果を発表するように指導する。研究対象とする非線形問題

に対して、演習Ａ、Ｂで習得してきた理論・方法を応用するだけでなく、不足している理論は何か、難点を克服するた

めに新しく必要となるアイデア・理論・技法を産み出すにはどうすればよいか、などを意識するように指導したい。

シラバス セミナー形式で文献の講読を進める．

研究成果の発表（学会発表、論文発表）についての指導が必要となることもある．

副題 非線形現象の解析

教科書

参考文献 個々の学生に応じて文献を指示する．

評価方法 セミナーの状況により評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システムＣ演習Ｄ

科目キー 5101012100

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 3

授業概要 学生各自の研究テーマを絞り、非線形放物型偏微分方程式・楕円型偏微分方程式に関連する論文・専門書をセミ

ナー形式で講読するとともに、学生独自の視点からの研究を指導する．研究対象とする非線形問題に対して、これ

までに修得してきた理論・方法を応用してどんな成果が得られるか、また予想される結果を示すために不足している

ものは何か、難点を克服するためのアイデア・技法を創造する、などの点を意識させたい．最終的には、研究成果の

プレゼンテーションの仕方、修士論文・研究論文の執筆指導や添削なども行なう．

シラバス セミナー形式での文献の講読、研究成果の発表（学会発表、論文発表）を指導する．

副題 非線形現象の解析

教科書

参考文献 個々の学生の研究テーマに応じた文献を指示する．

評価方法 セミナー、研究発表での状況を評価する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相対論演習Ａ

科目キー 5101012101

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 3

授業概要 現代物理としての相対性理論は数学的記述が多く、数学としての数理的な理解、現象としての物理的な理解の両

方がなければ、理解することは難しい。一方、セミリーマン幾何やアインシュタイン空間など、相対性理論に源を持つ

数学としての研究対象も少なくない。この演習では、ローレンツ幾何学、テンソル代数、多様体、微分幾何学など相

対性理論を記述、理解するのに必要な数学を学ぶ。そのうえで、特殊および一般相対性理論を正しく深く理解してい

くことを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 252/671 ページ



科目名付クラス名 相対論演習Ｂ

科目キー 5101012102

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 3

授業概要 現代物理としての相対性理論は数学的記述が多く、数学としての数理的な理解、現象としての物理的な理解の両

方がなければ、理解することは難しい。一方、セミリーマン幾何やアインシュタイン空間など、相対性理論に源を持つ

数学としての研究対象も少なくない。この演習では、ローレンツ幾何学、テンソル代数、多様体、微分幾何学など相

対性理論を記述、理解するのに必要な数学を展開、復習しつつ、そのうえで、特殊および一般相対性理論を現象的

に捕らえるセンスを磨く。数値的な扱いにも触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 253/671 ページ



科目名付クラス名 相対論演習Ｃ

科目キー 5101012103

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 3

授業概要 現代物理としての相対性理論は数学的記述が多く、数学としての数理的な理解、現象としての物理的な理解の両

方がなければ、理解することは難しい。一方、セミリーマン幾何やアインシュタイン空間など、相対性理論に源を持つ

数学としての研究対象も少なくない。この演習では、相対性理論の理解を深めながら、未解決の問題を数学的、物

理的両面から把握する。そしてその解決のために必要な知識や手法について考察を深めていく。特にブラックホー

ル時空や、特異点定理などの宇宙論的なテーマに焦点をあてる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 254/671 ページ



科目名付クラス名 相対論演習Ｄ

科目キー 5101012104

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 3

授業概要 現代物理としての相対性理論は数学的記述が多く、数学としての数理的な理解、現象としての物理的な理解の両

方がなければ、理解することは難しい。一方、セミリーマン幾何やアインシュタイン空間など、相対性理論に源を持つ

数学としての研究対象も少なくない。この演習では、相対性理論の理解を深めながら、未解決の問題を数学的、物

理的両面から把握する。そしてその解決のために必要な知識や手法について考察を深めていく。特に重力波の数

値シミュレーションや、非線形偏微分方程式の数値解法などに焦点をあてる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 255/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ａ演習Ａ

科目キー 5101012105

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 3

授業概要 精度保証付き数値計算に関する基本的な論文について、輪講形式で文献紹介を行うとともに、その中から、未解決

の問題を抽出する。そして、抽出した問題の数学的な背景について調べさせ、問題に対して深い理解が得られるよ

うに議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 256/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ａ演習Ｂ

科目キー 5101012106

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ａ演習Ａに引き続き、精度保証付き数値計算に関する未解決の問題についての数学的な背景について調

べさせ、問題に対して深い理解が得られるように議論する。そして、解決のためのアプローチを提案させ、各種の例

題に適用して、その有効性の検証を行わさせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 257/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ａ演習Ｃ

科目キー 5101012107

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ａ演習Ｂに引き続き、精度保証付き数値計算に関する未解決の問題についてその解決のためのアプロー

チを提案させ、各種の例題に適用して、その有効性の検証を行わさせる。有効であることが確認されたアプローチを

数学的理論にまとめさせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 258/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ａ演習Ｄ

科目キー 5101012108

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ａ演習Ｃに引き続き、精度保証付き数値計算に関する未解決の問題についてその解決のための数学的理

論を構築させる。構築した数学的理論について、学会で発表させ、外部の評価を受けさせた上で、それをいっそう深

化させ、修士論文や論文誌論文にまとめさせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 259/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ｂ演習Ａ

科目キー 5101012109

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 3

授業概要 精度保証付き数値計算に関して、その基礎理論、数学的背景、及び、最新の研究動向についての演習を行う。方向

付き丸めや区間演算等の技術を、ついで、不動点定理等の精度保証を可能とするための数学的背景について学習

し、その報告を行う。全解探索アルゴリズム、区間演算のさまざまな改良、微分方程式の数値計算、既存のライブラ

リを活用した高速精度保証などの内からトピックを選択し、それについての演習や研究経過報告を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 260/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ｂ演習Ｂ

科目キー 5101012110

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ｂ演習Ａに引き続いて、精度保証付き数値計算に関して、その基礎理論、数学的背景、及び、最新の研究

動向についての演習を行う。方向付き丸めや区間演算等の技術を、ついで、不動点定理等の精度保証を可能とす

るための数学的背景について学習し、その報告を行う。全解探索アルゴリズム、区間演算のさまざまな改良、微分

方程式の数値計算、既存のライブラリを活用した高速精度保証などの内からトピックを選択し、それについての演習

や研究経過報告を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析Ｂ演習Ｃ

科目キー 5101012111

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ｂ演習Ｂに引き続いて、精度保証付き数値計算に関して、その基礎理論、数学的背景、及び、最新の研究

動向についての演習を行う。方向付き丸めや区間演算等の技術を、ついで、不動点定理等の精度保証を可能とす

るための数学的背景について学習し、その報告を行う。全解探索アルゴリズム、区間演算のさまざまな改良、微分

方程式の数値計算、既存のライブラリを活用した高速精度保証などの内からトピックを選択し、それについての演習

や研究経過報告を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 262/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析Ｂ演習Ｄ

科目キー 5101012112

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ｂ演習Ｃに引き続いて、精度保証付き数値計算に関して、その基礎理論、数学的背景、及び、最新の研究

動向についての演習を行う。方向付き丸めや区間演算等の技術を、ついで、不動点定理等の精度保証を可能とす

るための数学的背景について学習し、その報告を行う。全解探索アルゴリズム、区間演算のさまざまな改良、微分

方程式の数値計算、既存のライブラリを活用した高速精度保証などの内からトピックを選択し、それについての演習

や研究経過報告を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析Ｃ演習Ａ

科目キー 5101012113

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 3

授業概要 数値解析の諸問題の中から適当なテーマを選び、それについての専門的な知識や考え方を身につけ、専門家とし

ての基礎を固めるとともに、将来の修士論文の作成に備える。そのために基本的なテキスト、もしくは論文について

学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説するセミナー形式の授業を行う。特に基礎理論を重視を重

視して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析Ｃ演習Ｂ

科目キー 5101012114

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 3

授業概要 数値解析Ｃ演習Ａで学んで来た数値解析のテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基

礎を固めるための学習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探す。そのた

めに基本的なテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその内容について発表、解説し、指導教官

やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。特に基礎理論を重視して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析Ｃ演習Ｃ

科目キー 5101012115

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んで来たテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学

習を続けるとともに、将来の修士論文の作成に備えて、修士論文の適当な題材を探すとともに、その問題の解決に

必要な論文についても調べる。そのために関連するテキスト、もしくは論文について学生自身が自分で読んでその

内容について発表、解説し、指導教官やその研究室の研究者と議論するセミナー形式の授業を行う。特に最近の理

論を重視を重視して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析Ｃ演習Ｄ

科目キー 5101012116

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 3

授業概要 これまでに学んで来たテーマについて、専門的な知識や考え方を身につけ、専門家としての基礎を固めるための学

習を続けるとともに、修士論文の作成のために、その問題の解決に必要な論文や、関連する論文についても読んで

セミナーで発表していき、研究者としての問題意識を持てるようにするとともに基本的な研究手法を身につける。特

に最近の理論を重視して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論演習Ａ

科目キー 5101012117

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 3

授業概要 情報理論と符号理論について、代表的教科書や専門書の輪講を行う。さらに狭義の情報理論や符号理論にとどま

らず、その周辺分野や応用分野についても研究対象として、学会論文誌や会議、シンポジュームの予稿集から最新

の研究成果を紹介し討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論演習Ｂ

科目キー 5101012118

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 3

授業概要 学習理論は人工知能の主要な研究テーマの一つであるが、数理統計学や情報理論の情報源符号化などとも密接

な関係がある。また不確実推論も同様に人工知能の主要なテーマの一つであるが、その基本となるグラフ上のメッ

セージ伝搬を用いた確率計算アルゴリズムは、統計力学や符号理論の分野でも重要な研究分野となっている。この

演習ではこれらの分野の代表的教科書や専門書の輪講を行うと共に、学会論文誌や会議、シンポジュームの予稿

集から最新の研究成果を紹介し討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論演習Ｃ

科目キー 5101012119

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 3

授業概要 ネットワーク上での情報処理の問題はデジタルネットワーク社会の重要な技術として益々重要視されている。ネット

ワーク上での情報処理の問題は多端子情報理論、決定理論、グラフ理論など様々理論を有機的に結合しアプロー

チする必要がある。この演習ではこれらの基礎理論について教科書や専門書の輪講を手始めに、学会論文誌や会

議、シンポジュームの予稿集から最新の研究成果を紹介し討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理論演習Ｄ

科目キー 5101012120

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 3

授業概要 情報セキュリティ技術の根幹となる暗号理論について研究を行う。暗号理論の基礎となる数理についての輪講から

はじめ、共通鍵暗号、公開鍵暗号、鍵配送法、秘密分散法などの構成法、攻撃法、安全性の基準について計算理

論的立場のみでなく情報理論的立場からも研究を行う。具体的には学会論文誌や会議、シンポジュームの予稿集

から最新の研究成果を紹介し討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論計算機科学演習Ａ

科目キー 5101012121

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 3

授業概要 主としてアルゴリズム理論，計算量理論，形式言語・オートマトン理論，情報・符号理論についてセミナーを行う．受

講者は，与えられたテキストや論文を読んできて発表しディスカッションすることが求められる．

トピックとしては，アルゴリズム（グラフアルゴリズム，近似アルゴリズム，並列アルゴリズム，幾何学的アルゴリズ

ム，学習アルゴリズムなど）の設計法や解析法，各種の計算の数学モデル（Turing machineなどの古典的モデル，量

子計算モデル，DNA-basedモデルなど）とその比較，形式言語とオートマトン理論（古典的Chomsky理論，木オートマ

トンによるモデル），アルゴリズムや計算量理論の応用としての符号理論や暗号の理論など，幅広い分野から学生

の選択したテーマに従って適当なものを選んでゆく．特に，できるだけ最新のトピックについて学んでゆく．

シラバス (1) セミナー形式の発表とディスカッション．

発表担当者は輪番制．

(2) 自分の発表の際は，セミナーに参加している他の学生（研究テーマが異なる）のために，発表内容のレジメを用

意すること．

副題

教科書 学生ごとにテーマが異なるので，テキストや講読する論文等も異なる．テーマは学生と相談して決める．

参考文献

評価方法 発表内容と平常点．

備考 原則として，学生の選ぶテーマは学部の４年次の早い時期（大学院への進学が決定した時点）に決め，予備的な勉強

を４年次のうちに行うことが必要である．

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 (moriya@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論計算機科学演習Ｂ

科目キー 5101012122

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 3

授業概要 「理論計算機科学演習Ａ」に引き続き，同一テーマをさらに深く学ぶ．原則として，「理論計算機科学演習Ａ」を履修

していることが必要である．

シラバス 「理論計算機科学演習Ａ」に同じ．

副題

教科書 「理論計算機科学演習Ａ」に同じ．

参考文献

評価方法 レポート（論文を含む）・平常点．

備考 「理論計算機科学演習Ａ」に同じ．

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 (moriya@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論計算機科学演習Ｃ

科目キー 5101012123

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 3

授業概要 「理論計算機科学演習Ａ，Ｂ」に引き続き，さらに深い内容を追求する．

主としてアルゴリズム理論，計算量理論，形式言語・オートマトン理論，情報・符号理論についてセミナーを行う．受

講者は，与えられたテキストや論文を読んできて発表し討論することが求められる．

トピックとしては，アルゴリズム（グラフアルゴリズム，近似アルゴリズム，並列アルゴリズム，幾何学的アルゴリズ

ム，学習アルゴリズムなど）の設計法や解析法，各種の計算の数学モデル（Turing machineなどの古典的モデル，量

子計算モデル，DNA-basedモデルなど）とその比較，形式言語とオートマトン理論（古典的Chomsky理論，木オートマ

トンによるモデル），アルゴリズムと計算量理論の応用としての符号・暗号理論など，幅広い分野から学生の選択し

たテーマに従って適当なものを選んでゆく．特に，できるだけ最新のトピックについて学んでゆきたい．

シラバス セミナー形式の発表とディスカッション．

副題

教科書 学生ごとにテーマが異なるので，テキストや講読論文等も異なる．テーマは受講者と相談して決める．

参考文献

評価方法 発表内容と平常点．

備考 「理論計算機科学演習Ａ，Ｂ」に引き続くものであるので，同科目を履修していることが必要である．

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 (moriya@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論計算機科学演習Ｄ

科目キー 5101012124

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 3

授業概要 「理論計算機科学演習Ｃ」に引き続き，同一テーマをさらに深く学ぶ．

原則として，「理論計算機科学演習Ｃ」を履修していることが必要である．

シラバス 「理論計算機科学演習Ｃ」に同じ．

副題

教科書 「理論計算機科学演習Ｃ」に同じ．

参考文献

評価方法 レポート（論文を含む）・平常点．

備考 「理論計算機科学演習Ｃ」参照．

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 (moriya@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計数理演習Ａ

科目キー 5101012125

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 3

授業概要 １統計的漸近理論。２正則モデル、非正則モデル，セミパラメトリックモデルにおける統計的推測。３確率過程にお

ける統計的推測。４確率過程とウェーブレット解析。５ベイズ推測。６生存分析。７統計的予測 他。

これらのテーマに関連する基礎的な本、あるいは論文を読む。

シラバス 講義概要を参照のこと。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計数理演習Ｂ

科目キー 5101012126

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き基礎的な本または論文を読む。

シラバス 講義概要を参照のこと。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計数理演習Ｃ

科目キー 5101012127

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 3

授業概要 演習B に引き続き関連する論文を中心に読む。

シラバス 講義概要を参照のこと。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 統計数理演習Ｄ

科目キー 5101012128

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 3

授業概要 演習Cに引き続き関連する論文を中心に読むと同時に、修士論文のテーマを絞ってそれについては特に集中的に

学ぶ。

シラバス 講義概要を参照のこと。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融演習Ａ

科目キー 5101012129

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 3

授業概要 種々の時系列モデルの推測の基礎知識を整理させる。特に非線形時系列の定常性、基礎構造を学ばせ、これらの

未知な構造の母数型および非母数型最適推定量の構築法を会得させる。さらには非線形時系列に対する検定問

題、判別問題を解説し、これらの問題にたいする最適手法の構築を行う。実際の金融時系列の諸性質を学ばせ、こ

の推測、検定、判別、予測の諸手法を適用させる。SGARCHを用いたデータ解析も行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融演習Ｂ

科目キー 5101012130

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 3

授業概要 数理統計・時系列・金融演習A で習得した結果を用いて金融工学の諸問題に取り組む。具体的には GARCH、

CHARN モデルに基づいたオプションの価格評価、また因子モデルを用いた期間構造解析や理論面では、漸近無裁

定と確率測度の近接性の関係の解析に取り組ませる。また拡散過程から離散観測されたデータからの統計推測に

関して統計的漸近同値等の性質が保たれるのはどのような場合か、などにアプローチさせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融演習Ｃ

科目キー 5101012131

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 3

授業概要 極値統計の理論は主に独立標本に対して発展してきたが、近年、従属標本に対しても、少しずつ成果が得られてき

ている。まずこれら従属標本に対する極値統計量の諸性質を整理、理解させる。次に従属標本に対する極値統計

量の漸近的性質を明らかにすることを試みる。また漸近最適性の議論が可能か、種々の考察を試みる。種々の極

値統計量を種々の非線形時系列モデルから生成し、どのような分布的性質をもつかも考察させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融演習Ｄ

科目キー 5101012132

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 3

授業概要 数理統計・時系列・金融演習Ｃの諸成果を基礎として金融工学や保険数理への応用を試みる。具体的には VaR の

種々の非線形時系列モデルに対する統計的推定を非線形時系列モデルの未知母数を推定した場合の影響を評価

させながら行う。理論的諸結果は S+FinMetrics 等を用いて実際の金融データに適用させる。またイノベーション過

程の分布の裾が重い場合の分布指標の推測や実データへの応用も試みる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用統計学演習Ａ

科目キー 5101012133

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 3

授業概要 重回帰分析の理論と応用について輪講形式で学んでいく。必要ならば、重回帰分析を学ぶ前提となる予備的知識

を補充することも考えている。演習の具体的な内容は、多変量正規分布、二次形式の分布（Ｃｏｃｈｒａｎの定理）、重

回帰分析モデルの概念、重回帰式の計算、最小二乗推定量の性質(Ｇａｕｓｓ-Ｍａｒｋｏｖの定理、正規分布の仮定、

漸近理論）、誤差分散の推定（残差の性質、変動平方和の分解、決定係数、重相関係数）、重回帰モデルの正準

化、推定量の分布などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用統計学演習Ｂ

科目キー 5101012134

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 3

授業概要 応用統計学演習Ａの内容に引き続き、重回帰分析の理論と応用について学んでいく。演習の具体的な内容は、線

形制約の検定（制約付最小二乗推定、線形制約の仮説検定、回帰の有意性検定、二つの回帰式の同等性の検

定）、信頼領域の構成（回帰係数・回帰直線の信頼領域）、区間予測（予測の信頼区間、許容区間、同時許容区

間）、非正則な状況下での議論（誤差項の相関・分散不均一、一般化最小二乗法、系列相関・分散均一性の検定、

非正規性と加重回帰、Ｆ検定の頑健性、残差の分析)、説明変数の選択、多重共線性などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用統計学演習Ｃ

科目キー 5101012135

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 3

授業概要 主成分分析と判別関数の理論と応用について輪講形式で学んでいく。具体的な内容は、主成分分析の考え方、主

成分の解釈、主成分の導出、主成分の性質、固有値・固有ベクトルの分布、マハラノビス汎距離、多変量管理図、Ｈ

ｏｔｅｌｌｉｎｇのＴ＾２検定、２群判別（母平均からの距離に基づく判別、結論を保留する領域を含む判別、２つの群の大き

さが異なる場合の判別、多変数による判別、変数の追加が判別効率に与える影響、変数選択と重回帰分析におけ

る変数選択の関係、理論判別関数）などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用統計学演習Ｄ

科目キー 5101012136

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 3

授業概要 応用統計学演習Ｃの演習内容に引き続き、まず判別関数の理論と応用について学んでいく。具体的な内容は、多

群判別（マハラノビス距離による判別と判別関数、次元の減少を伴う判別関数、多変量分散分析）、回帰判別関数

である。次に、因子分析法の理論と応用について学んでいく。具体的な内容は、因子分析法の考え方(因子負荷量、

因子得点）、データ行列の分解、因子数に関する仮説検定、因子負荷量の推定、共通因子の回転、因子得点の推

定などである。次に、正準相関分析、クラスター分析の理論と応用について学んでいく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理演習Ａ

科目キー 5101012137

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 3

授業概要 「数学応用数理特論」の内容に準じた演習を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理演習Ｂ

科目キー 5101012138

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 3

授業概要 「数学応用数理特論」の内容に準じた演習を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理演習Ｃ

科目キー 5101012139

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理演習Ｄ

科目キー 5101012140

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 志賀 弘典

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済の数理演習Ａ

科目キー 5101012141

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 宏夫

年度

単位数 3

授業概要 本演習では、数理経済学およびゲーム理論に関する先端的なトピックスを研究する。

数理経済学とゲーム理論は、社会科学の諸領域の中でもっとも数学との親和性の高い分野であり、数学と相互に

影響を及ぼしあいながら発展してきた。

本演習は、講義形式では行われず、学生が各自の関心に応じて選んだ論文を発表し、参加者間で討論するという

形で進められる。

学生は、発表および討論を通じて、修士論文等を執筆するための基本的なテーマを見つけると同時に、自分が解く

べき具体的な問題を定式化し、問題を解くための方法を探求する。

本演習を受講する学生には、単に数学を社会科学に応用するということにとどまらず、社会科学を素材として研究を

進めていくことによって、数学の発展にも貢献し得るような研究成果を上げること目指す、という意気込みで研究に

取り組むことを望みたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-hsasaki

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済の数理演習Ｂ

科目キー 5101012142

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 宏夫

年度

単位数 3

授業概要 本演習では、数理経済学およびゲーム理論に関する先端的なトピックスを研究する。

数理経済学とゲーム理論は、社会科学の諸領域の中でもっとも数学との親和性の高い分野であり、数学と相互に

影響を及ぼしあいながら発展してきた。

本演習は、講義形式では行われず、学生が各自の関心に応じて選んだ論文を発表し、参加者間で討論するという

形で進められる。

学生は、発表および討論を通じて、修士論文等を執筆するための基本的なテーマを見つけると同時に、自分が解く

べき具体的な問題を定式化し、問題を解くための方法を探求する。

本演習を受講する学生には、単に数学を社会科学に応用するということにとどまらず、社会科学を素材として研究を

進めていくことによって、数学の発展にも貢献し得るような研究成果を上げること目指す、という意気込みで研究に

取り組むことを望みたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-hsasaki

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済の数理演習Ｃ

科目キー 5101012143

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 宏夫

年度

単位数 3

授業概要 本演習では、数理経済学およびゲーム理論に関する先端的なトピックスを研究する。

数理経済学とゲーム理論は、社会科学の諸領域の中でもっとも数学との親和性の高い分野であり、数学と相互に

影響を及ぼしあいながら発展してきた。

本演習は、講義形式では行われず、学生が各自の関心に応じて選んだ論文を発表し、参加者間で討論するという

形で進められる。

学生は、発表および討論を通じて、修士論文等を執筆するための基本的なテーマを見つけると同時に、自分が解く

べき具体的な問題を定式化し、問題を解くための方法を探求する。

本演習を受講する学生には、単に数学を社会科学に応用するということにとどまらず、社会科学を素材として研究を

進めていくことによって、数学の発展にも貢献し得るような研究成果を上げること目指す、という意気込みで研究に

取り組むことを望みたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-hsasaki/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 経済の数理演習Ｄ

科目キー 5101012144

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐々木 宏夫

年度

単位数 3

授業概要 本演習では、数理経済学およびゲーム理論に関する先端的なトピックスを研究する。

数理経済学とゲーム理論は、社会科学の諸領域の中でもっとも数学との親和性の高い分野であり、数学と相互に

影響を及ぼしあいながら発展してきた。

本演習は、講義形式では行われず、学生が各自の関心に応じて選んだ論文を発表し、参加者間で討論するという

形で進められる。

学生は、発表および討論を通じて、修士論文等を執筆するための基本的なテーマを見つけると同時に、自分が解く

べき具体的な問題を定式化し、問題を解くための方法を探求する。

本演習を受講する学生には、単に数学を社会科学に応用するということにとどまらず、社会科学を素材として研究を

進めていくことによって、数学の発展にも貢献し得るような研究成果を上げること目指す、という意気込みで研究に

取り組むことを望みたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-hsasaki

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算数論演習Ａ

科目キー 5101012145

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 3

授業概要 計算数論研究のテーマに則したコンピュータ上の演習を行うため，プログラミングの実習も合わせて行いながら理解

を深める．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算数論演習Ｂ

科目キー 5101012146

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 3

授業概要 計算数論研究の個々のテーマに則したコンピュータ上の演習を行い，作成したプログラムを改良しながら理解を深

める．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書 適宜指示する．

参考文献 適宜指示する．

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算数論演習Ｃ

科目キー 5101012147

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 3

授業概要 計算数論研究のテーマに則したコンピュータ上で計算実験を行い，データを解析しながら理解を深める．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 298/671 ページ



科目名付クラス名 計算数論演習Ｄ

科目キー 5101012148

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 3

授業概要 計算数論研究のテーマに則し行ってきたコンピュータ上の実験データをもとにして，理論的な結果を抽出する．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 299/671 ページ



科目名付クラス名 ヒューマンインタフェース研究

科目キー 5101020001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 0

授業概要 人間と機械、および機械を介する人間のインターフェースに関する研究。 具体的には、音声言語、ジェスチャー、顔

の表情などを含むマルチモーダルヒューマンインターフェースの基本技術とその実用上の特性に関する研究。

CAI(Computer Assisted Instruction)システムの構築とマルチメディアの応用およびCAD(Computer Aided Design)シス

テムにおける有効なヒューマンインターフェースの研究など

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 300/671 ページ



科目名付クラス名 知覚情報システム研究

科目キー 5101020002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 0

授業概要 人間の知覚に関連する情報処理機能を持つ機械システムの実現を通して、人間と機械の新たな関係を拓くことを目

指す。対象としては、音声理解、画像理解等を中心としたヒューマンインタフェースシステム、知能ロボットなどを取り

上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 301/671 ページ



科目名付クラス名 画像情報研究

科目キー 5101020003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 0

授業概要 画像情報はマルチメディア情報の中で中心的な役割を担っている。本研究では、自然静止画像、動画像、中間調画

像、二値画像等の画像情報を対象に、その蓄積、変換、加工、符号化、伝送等の各種処理手法の中から、現在なら

びに将来の発展動向を見据えて適宜具体的なテーマを設定するとともに、IPネットワーク上での情報検索の高速

化、伝送路、サーバなどネットワーク資源の有効利用法、無線アクセス網等に関して高度な研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 302/671 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション研究

科目キー 5101020004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 0

授業概要 無線通信の原点とも言うべき1896年のマルコニーの実験以来，100年以上が経過し，その間の技術革新と需要の

高まりの結果，今や無線通信は日々の生活にとって不可欠な存在である．無線通信は，地上放送，地上マイクロ波

通信，衛星通信，衛星放送などに代表される大容量基幹回線として発展してきた．現在では，携帯電話，PHS

(Personal Handy-phone System) の飛躍的な普及にともない，アクセス回線としての役割が増大してきた．アクセス

回線的な使用として，上記携帯電話などの他に，無線LAN (Local Area Network) ，FWA (Fixed Wireless Access) ，

WLL (Wireless Local Loop) などの新しい形態が次々と登場している．

また，音声などの時間波形をそのまま伝送するアナログ中心のネットワークから，音声の他に，画像，映像などを

ディジタル化して，テキストデータやコンピュータデータなどと統合して取り扱うマルチメディア通信を提供するディジタ

ルネットワークに変貌を遂げている． 2011年におけるテレビ放送のディジタル化完了に伴い，アナログをベースとし

た通信と放送は全面的に姿を消すことが予想される．近年，IP（Internet Protocol）をベースとしたディジタル通信へ

の移行傾向から通信と放送の融合，ユビキタス通信の早期実現へ向けて固定通信と移動通信の融合などが課題

になっている．

無線通信に関する上記発展にともない，無線を介してディジタル信号を伝送する技術の重要性が益々増大してい

る．さらに，無線通信では，使用可能な周波数帯に大きな制限があるとともに，様々な要因によって伝送品質が激し

く変動することから，無線周波数帯の有効利用と伝送品質の改善が永遠のテーマであるといっても過言ではない．

ワイヤレスコミュニケーション研究では，人類生活を豊かにするワイヤレス・コミュニケーション（無線通信）の益々

の発展に貢献すべく，地上波や衛星波を用いたモバイル・マルチメディア通信とディジタル放送に関連した信号処理

技術の確立と無線通信ネットワークの構築の観点から研究を進める．ネットワーク構成に関して，OSI参照モデル

は，アプリケーション層，プレゼンテーション層，セッション層，トランスポート層，ネットワーク層，データリンク層，物

理層の７層から構成され，インターネットは，アプリケーション層，トランスポート層，ネットワーク層，物理・リンク層の

４層から構成されるが，主要な研究対象は，下位のデータリンク層と物理層であり，それら層が上位層に与える影響

に関しても検討を進める．

最近の主要研究テーマは，以下の通りである．

&#61656;移動体通信システム

&#61656;ディジタル放送システム

&#61656;準天頂衛星システム

&#61656;低軌道周回衛星システム

&#61656;ロボット間通信システム

&#61656;無線インターネット技術

&#61656;OFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）伝送技術

&#61656;MC-CDMA（Multi Carrier-Code Division Multiple Access）伝送技術

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報ネットワークシステム研究

科目キー 5101020005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 0

授業概要 情報ネットワークにおけるセキュリティ、通信品質の観点から、ユーザと端末間ならびに端末とネットワーク間のイン

タフェース技術の基礎と応用に関する研究を行なう。特に、エレクトリックコマース、情報配信等のサービスを提供す

るネットワークシステムの機能と構成を念頭に置き、必要とされるユーザインタフェースとネットワークインタフェース

に関する考察を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 5101020006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 0

授業概要 情報システム、特にコンピュータ・ネットワークに代表される『巨大で複雑なシステム』を対象として研究する。具体的

にはインターネットの新しい応用、測定法ならびに動作の解析法、障害を未然に防ぐ技術、不正侵入を防ぐセキュリ

ティ技術の研究を行う。また情報通信技術の社会的な影響、利用者の心理的な分析などの側面についても、技術

者として心得るべき観点をマスターする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無線信号処理研究

科目キー 5101020007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 0

授業概要 無線通信システムの基盤となる物理層を中心とした下位層の信号処理技術に関する研究を行う。一般に、無線シス

テムの信頼性を高める要素技術として、変・復調方式、マルチプル・アンテナ、ARQや前方向誤り訂正、マルチプル・

アクセスなどが考えられるが、本研究では、様々な無線伝搬環境下における個々の要素技術の高度化を行うだけ

でなく、各種無線通信システムを採り上げ、総合的に伝送品質を高めるための、それら要素技術の適用法について

研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境量子情報機構研究

科目キー 5101020008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 0

授業概要 映像処理技法と確率量子アルゴリズムを基礎に、生殖細胞の確率的運動過程・発生過程における環境電磁界への

応答を調べる。世代を超えた生命系保護に関する実験研究である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列知識情報処理研究

科目キー 5101020009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 0

授業概要 並行・並列・分散処理、知識情報処理、インタラクティブ・システム、およびそれらに関わるプログラミング言語とプロ

グラミングの根幹技術の理論的・実践的研究。従来の手法では達成困難な機能、性能、信頼性をもったソフトウェア

を構築するための、新たなプログラミングパラダイム、言語、方法論、処理方式等の開発を行なう。理論と実際との

有機的関連づけを重視する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計算知能研究

科目キー 5101020010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 0

授業概要 計算知能（Computational Intelligence）一般についての研究を行う。手法としては、データに基づく記号処理的学習ア

ルゴリズムと非記号処理的学習アルゴリズム（コネクショニズム的、パターン情報処理的学習）の両者を用いる。そ

れらの設計、統合、応用に向けて、知的で高度な知能（エージェント）の実現を目指す。ソフトウェアによる実現のみ

に限らず、ハードウェア化も視野に入れて研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学研究

科目キー 5101020011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 0

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関する研究を行う。対

象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における最適化ソフトウェ

ア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトウェア環境研究

科目キー 5101020012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 0

授業概要 ソフトウェア環境の開発を中心とした研究を展開する。多言語への対応とネットワークを活かしたソフトウェア環境を

提供する具体的なアプリケーションの開発を取りあげて、そのユーザインタフェース部分とバックエンド部分とを切り

分けた上で、ネットワーク普遍性を保ちつつ快適な環境とするための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、

評価を行う。以上を通して、ソフトウェア環境研究における基礎知識と新知見創造のための基礎能力を練成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知識ソフトウェア研究

科目キー 5101020013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 0

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムの研究動向を調査し、本分野の基礎的な知識と能力を身につけ

る。インターネット上の各種ソフトウェアやネットワーク機器の制御ソフトウェア、ロボットなどは、それぞれの立場で得

た局所的な情報をもとにしながらも、全体の効率化や目的達成に貢献すると判断する行動を行う必要がある。この

ような知的なソフトウェアの協調方式や競合の解消法について基本的な知識の習得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 312/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造研究

科目キー 5101020014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 0

授業概要 新しいコンピュータの応用ならびにそれを効率的に実現するためのソフトウェア・ハードウェア技術について研究を行

う。特に分散・並列処理の新しい応用であるPower GRIDならびにその後継としてのKnowledge GRIDのための技術開

発に主眼を置く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 313/671 ページ



科目名付クラス名 分散システム研究

科目キー 5101020015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 0

授業概要 分散システムは地理的な離れたコンピュータを扱うための技術である。 近年、 ネットワークの発達により孤立した

コンピュータというものはなくなり。 すべてのコンピュータは分散システムであると考えることができる。 さらに、 コ

ンピュータが我々の環境に入り込んでくることにより分散システムの研究はますます重要となる。 本講義では実際

にシステムを構築する研究をおこなうことにより分散システムを構築するための技術の習得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 314/671 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム研究

科目キー 5101020016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 0

授業概要 最先端の並列・分散処理コンピュータアーキテクチャ、並列・分散処理ソフトウェア及びそれらの応用に関する研究

を行う。具体的には、今後のプロセッサアーキテクチャの主流となると考えられるシングルチップマルチプロセッサ、

それをベースとした超高性能コンピュータ（スーパーコンピュータ）、並列分散ソフトウェアハードウェアの能力を最大

限に引き出しさらに簡単に高性能コンピュータを使いこなせるようにする自動並列化コンパイラ、並列コンピュータを

ネットワーク接続したクラスタコンピューティング及びグローバルコンピューティング等の並列分散コンピューティング

までのキーテクノロジーとなるスケジューリング・アルゴリズム、アーキテクチャとソフトウェアの協調及びロボット・

VLSIシミュレーション・バイオインフォマティクスなど各種応用技術について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 315/671 ページ



科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ研究

科目キー 5101020017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 0

授業概要 並列・分散アーキテクチャ研究として、最先端の並列処理コンピュータ、分散処理コンピュータ、及びこれらのコン

ピュータ上で動作するアプリケーションの高速化・高度化に関する研究を展開する。研究実施にあたっては、内外の

研究開発動向の調査を踏まえ、具体的な複数のアプリケーション（情報検索、データマイニング、バイオインフォマ

ティクスなど）を取りあげた上で、処理性能の高速化・高度化のための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、

評価を行う。以上を通して、並列・分散処理における新知見創造のための応用能力を練成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 316/671 ページ



科目名付クラス名 情報アーキテクチャ研究

科目キー 5101020018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 0

授業概要 回路理論、電子回路、情報回路、計算機プログラミング、信号処理、等が修得されていることを前提として、これらを

応用して情報通信処理アーキテク チャをシステムLSIによって構成するための設計手法とそれを応用したシステム

に関する研究を行う。具体的な課題として、画像処理システムLSIのハードウェア／ソフトウェア協調設計、通信処理

システムLSIの高位合成アルゴリスム、FPGAの設計手法と応用、CAM(連想メモリー)システムの設計手法と応用、性

能指向レイアウト設計、モバイル環境における通信プロトコルとセキュリティ、地図情報処理システムなどが挙げら

れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 317/671 ページ



科目名付クラス名 設計解析システム研究

科目キー 5101020019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 0

授業概要 情報通信システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選び、シ

ステム設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して、基礎理論から実践的

な応用までの研究を行う。回路理論、計算機プログラミング、コンピュータ・アーキテクチャなどが修得されていること

が前提となる。研究対象となるシステムとしては、画像処理プロセッサ、ネットワークプロセッサ、アドホックネットワー

ク、暗号処理、マルチメディア処理、ＦＰＧＡ、ゲノム解析などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 318/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成研究

科目キー 5101020020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 0

授業概要 携帯電話やゲーム機などの組み込み機器から、スーパーコンピュータまで使用されうる最先端のマイクロプロセッサ

を、そのアーキテクチャ（構成法）とソフトウェアの両面から研究する。より具体的には、プロセッサの全体構成、各構

成要素とその接続方法、低消費電力化、コンパイラやオペレーティングシステムとのインタフェースに関して、包括的

に取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 319/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計研究

科目キー 5101020021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 0

授業概要 SoC(システム・オン・チップ)設計から大規模ネットワーク構築に至るまで、広い意味での情報システム設計、情報シ

ステム解析ならびに計算機支援設計(CAD: Computer-Aided Design)に関して、基礎理論から応用設計までを研究

する。具体的な課題として、画像処理SoCや画像処理プロセッサ、通信処理プロセッサ、リコンフィギャラブルシステ

ム、FPGAなどの設計/解析ならびに設計手法に関する研究、通信プロトコル、移動体通信システム、地図情報処理

システムの設計/解析ならびに設計手法に関する研究などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 320/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム研究

科目キー 5101020022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 0

授業概要 マルチメデイアの基本技術を検討するとともに、マルチメデイアシステムを実現するシステムLSIの設計・開発の研究

指導をする。具体的には、言語、音声、文字、画像というマルチメデイア情報を表現、格納、伝送、加工する基本技

術に加え、情報を認識・理解する人間の思考過程を解明し、人間にとってより有益で、より楽しく、より感動できる情

報を、いかに正確に、速く、人間相互間でコミュニケーションできるための先端技術を検討する。検討した技術は

ハードウエアとソフトウェアで高性能なシステムLSIとして実現する技術に関して研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 履修上の注意事項

特になし

授業の進め方

研究の発表に基づき指導を行う。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 321/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア研究

科目キー 5101020023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 0

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 322/671 ページ



科目名付クラス名 ヒューマンインタフェース特論

科目キー 5101021001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊池 英明 阿部 匡伸

年度

単位数 2

授業概要 人とコンピュータとの接点は、マルチメディア技術の発展と共に一層複雑なものとなりつつある。ここでは、自然言語

を始めとして様々な表現法によるコミュニケーション、人間の認知心理的特性、タスクと人間の思考方法との関連な

ど多くの興味深い問題がある。 本講義は、理論と実際の両面について述べる。

白井（１コマ）、菊池（６コマ）、阿部（６コマ）。

シラバス 10/3（第1回）

10/10（第2回）

10/17（第3回）

10/24（第4回）

10/31（理工展で休講）

11/7（第5回）

11/14（第6回）

11/21（第7回）

11/28（第8回）

12/5（第9回）

12/12（第10回）

12/19（第11回）

12/26（冬季休業期間）

1/2（冬季休業期間）

1/9（第12回）

1/16（第13回）

第1回を菊池先生による導入、

第2回-第6回を菊池先生、

第8回を白井先生

第7回、第9回-第13回を阿部先生

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 323/671 ページ



科目名付クラス名 知覚情報システム

科目キー 5101021002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則 榑松 明

年度

単位数 2

授業概要 人間の知覚を伴う情報処理機能を持つ機械システムを知覚情報システムと呼ぶ。この知覚情報システムの代表例

として音声言語理解システムを取り上げ、音声生成の基礎から、特徴抽出、パターン認識・理解までの最新の手法

と、その基礎となる概念を解説する。学部に設置されたパターン理解のアドバンストコースとして位置づけられる。

シラバス ( 1) 導入

( 2) 座標変換（LDA，HLDA，LPP）

( 3) 座標変換（カーネル法）

( 4) 識別器の統合（Boosting）

( 5) 識別器の統合（Dempster & Shafer）

( 6) SVD，LSA

( 7) 変分???法

( 8)

( 9)

(10)

(11)

(12)

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 324/671 ページ



科目名付クラス名 画像情報特論

科目キー 5101021003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 2

授業概要 今後のマルチメディア通信の核となるインターネット電話とインターネット放送について講義を行う。扱う話題は、ネッ

トワークプロトコル、動画像と音声の符号化、プレゼンテーション記述、アダプテーション(メディア同期、パケット廃棄

対策、レート制御)、国際標準化と実際の運用例の紹介、等である。また、不定期で、通信・放送ソフトウェアに関連

するシステムプログラミング手法を紹介する。扱う項目は、ソケット、信号処理、ビデオ・オーディオのキャプチャと再

生、GUI等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 325/671 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレス通信ネットワーク

科目キー 5101021004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 2

授業概要 情報通信全般の流れを説明した後、無線を伝送媒体とするワイヤレス通信ネットワークに関して、基盤となる技

術、ネットワーク構成、最近の動向、将来の展望について解説&nbsp; 情報通信全般の流れを説明した後、無線を

伝送媒体とするワイヤレス通信ネットワークに関して、基盤となる技術、ネットワーク構成、最近の動向、将来の展望

について解説する。

ネットワークの種類は多岐にわたるが、代表的な内容として、移動通信に関しては、セルラーシステムにおける移

動伝搬、セル構成、回線制御など、放送に関しては、地上／衛星ディジタル放送における伝送方式など、宇宙通信

に関しては、日本において開発されてきたロケットと技術試験衛星の概要について述べる。

その他の項目として、次世代無線アクセス方式、地球観測、宇宙観測、人類の宇宙活動などについても簡単に触

れる。

シラバス 第１週 情報通信全般について

１．情報通信産業の規模

２．電気通信事業の動向

第２週 情報通信全般について

３．放送事業の動向

４．ブロードバンド

第３週 情報通信全般について

５．情報通信関連競争力

６．世界における電気通信事業

第４週 ワイヤレス通信の基礎

１．無線周波数の特徴と利用

第５週 ワイヤレス通信の基礎

２．無線伝送で生じる信号のひずみ

３．電波利用料

第６週 移動通信

１．移動通信の種類

２．移動通信関連産業

第７週 移動通信

３．セルラーシステム（その１）

第８週 移動通信

３．セルラーシステム（その２）

４．無線アクセス

第９週 放送

１．放送関連産業

２．地上ディジタル放送システム

第10週 放送

３．ディジタル衛星放送システム

４．今後の課題

第11週 宇宙通信

１．初期の通信・放送衛星

２．日本における通信・放送衛星（その２）

３．打上げロケット

第12週 近未来における導入が期待されるシステム

１．準天頂衛星システム

第13週 近未来における導入が期待されるシステム

２．成層圏プラットフォーム

第14週 ２１世紀の宇宙開発

第15週 学力考査と解説

副題

教科書 講義資料：www.takahata.comm.waseda.ac.jpから各自ダウンロードすること

参考文献

評価方法 講義への出席回数と定期試験の結果に基づき評価

備考

授業の到達目標
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科目名付クラス名 ワイヤレス通信ネットワーク

科目キー 5101021004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報ネットワークシステム特論

科目キー 5101021005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 2

授業概要 情報ネットワークシステムに関連する研究の現状と技術動向の習得を目的として、主にネットワークと情報端末間の

ネットワークインタフェースならびに情報端末とユーザ間のヒューマンインタフェースに関連する品質制御とセキュリ

ティ技術について講義する。特に、エレクトロニックコマース等で使用されている認証を中心としたプロトコルの現状

と課題について講述するとともに、個人認証の必要性とその認証技術の一つとしてバイオメトリクス個人認証技術に

着目する。バイオメトリクス個人認証技術に関しては、システムの脆弱性についても解説し、ネットワークシステムへ

の展開、また技術標準の動向とともに現状のセキュリティ技術との融合に向けての課題を取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報ネットワーク構成特論

科目キー 5101021006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 2

授業概要 コンピュータ・ネットワークはインターネットという形で地球を覆っている。現在でも爆発的な成長が継続しているが、

同時に多くの深刻な問題が発生している。このような課題を認識し、解決するためには、ネットワーク技術の現状に

対する深い理解に基づいて考察を進めなければならない。本科目で取り上げる主な話題についてはシラバスの欄を

参照されたい。

シラバス 本科目で取り上げる話題は以下の通り。

・インターネットの歴史的変遷と発展

・電話回線とコンピュータ通信

・OSI参照モデルとプロトコル

・構内網（LAN）における通信

・ルータと経路制御

・インターネットの応用

・超高速ネットワークの課題

・ネットワークの管理と運営

・国際的な協調、世界の現状

副題

教科書 次の書籍は本科目の授業を基にして執筆されている。授業中に参照することが多い。

後藤滋樹 外山勝保「インターネット工学」コロナ社, 電子情報通信レクチャーシリーズ C-6, ISBN978-4-339-01840-

0

参考文献 受講する諸君がインターネット技術の基本知識を確認したい場合には次の参考書を読むことを勧める。

竹下, 村山, 荒井, 苅田「マスタリングTCP/IP 入門編 第４版」オーム社, ISBN978-4-274-06677-1

評価方法 与えられた課題に対するレポートを執筆すること。

備考 この授業は日本語で行う。This class is given in Japanese.

関連ＵＲＬ: 関連資料を下記に掲載する。

http://www.goto.info.waseda.ac.jp/~

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境量子情報論

科目キー 5101021007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 2

授業概要 C言語とOpenGLをキーとしたコンピュータによる４次元時空の解析とシミュレーション技術を駆使し量子現象の応用

分野を俯瞰する。学部レベルのシュレディンガー方程式を基礎とした量子力学の骨格を経路積分を基礎とするもの

に再構成を行う。これをもとに外乱・外部環境下の生殖細胞の運動過程のシミュレーション・システムの構築と検討

を行い、ブラウン運動と対比しながら生命現象を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア

科目キー 5101021008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 2

授業概要 ソフトウェア・ハードウェア等のシステムの記述と検証のための形式的技法 (formal methods) を学び、高信頼ソフト

ウェア構築のための先端的ソフトウェアツール使用した実習を行う。検証技法としてはモデル検査法、SAT（充足可

能性問題）への帰着と求解、論理プログラミングに基づく技法などを扱う。また、ソフトウェアの安全性保証技術の一

つとしての型体系 (type system) の先進技術もとりあげる。これらの諸技術はいずれも、論理学のソフトウェア工学

への応用と位置づけることができる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 記号とパターンの統合

科目キー 5101021009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 2

授業概要 情報処理においては、記号処置に基づくものとパターン処理のような非記号処理に基づくものとの対比が存在して

いる。ところが、いっそう高度な情報処理を実現するためには両者の有機的統合が必要である。この科目は、そのよ

うな情報統合のためのいろいろな手法について解説する。内容は次の通りである。(1)クリスプな計算知能とコネク

ショニズム。(2)記号処理的アルゴリズム。(3) 非クリスプな学習アルゴリズム。(3-1)ニューロコンピューティング。 (3-

2)自己組織化と特徴マップ。(4)確率的学習法(最尤推定法、EMアルゴリズムとそのサブクラス、ICAなど) 。(4)その他

の学習アルゴリズム（GA、EC、A-lifeなど）。(5)情報統合(マルチメディア、感性情報処理、バイオインフォティックス、

ロボティックスなど)。

シラバス 以下の内容について講義する．

（１）記号処理と非記号処理．

（２）生体情報とソフトコマンド．

（３）記号処理による推論．

（４）教師あり学習のアルゴリズム（ＢＰ，ＳＶＭ）．

（５）教師なし学習のアルゴリズムと自己組織化（ＶＱ，ＬＶＱ，ＳＯＭ）．

（６）確率的学習アルゴリズム（ＥＭ，ＨＭＭ，ＰＣＡ，ＩＣＡ，Bayesian net）．

（７）生命情報処理（バイオインフォマティックス）．

（８）いろいろな実例（最適化，画像処理，ロボティックス，タンパク質構造）．

副題

教科書 プリントを配布する．

参考文献 C.M. Bishop, Pattern recognition and machine learning, Springer 2006.

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトウェア基礎論特論

科目キー 5101021010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 2

授業概要 ソフトウェアを成り立たせるプログラムについて、その性質について議論するための形式的手法とその背景となる計

算モデル・理論を解説する。とくに、プログラムの仕様・導出・検証に力点を置き、高い安全性が求められる分野でこ

れらの技法が求められていることを理解させ、具体例を紹介しながら、その基礎的な知識と適用能力を身に付けさ

せることを目標とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学特論

科目キー 5101021011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 2

授業概要 オブジェクト指向の考え方は、ソフトウェア開発方法論に大きな影響を与えた。それらの中で、最も顕著で、効果が大

きいものが、オブジェクト指向技術を用いた再利用技術である。その対象は、要求、設計、プログラムなど各種に渡

り、その粒度も、プログラム行数で、数行のものから、数百万行に渡るものまで多岐に渡る。この講義では、新しいオ

ブジェクト指向再利用技術の中で、実用化されているものについて扱う。具体的には、以下の内容を含む。設計パ

ターンなどのパターン指向ソフトウェア開発、オブジェクト指向フレームワーク利用、分散オブジェクト指向技術、コン

ポーネント指向ソフトウェア開発技術。また、これらの基礎として、統一モデリング記述法（ＵＭＬ）についても述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列処理特論

科目キー 5101021012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 2

授業概要 情報処理において処理性能を上げる基本的技術の一つである並列・分散処理を対象に、これを実現するために必

要となるソフトウェア技術について講義する。具体的には自動並列化のためのプログラム解析技術から始めて、再

審のGRID技術までを扱う。

ソフトウェア技術においては、その発展にはきほんてきな理論が必要とされるものが少なくない。本講義においても、

並列・分散処理を題材として、理論の大切さを知って欲しいと考えている。

シラバス 本講義で扱う主な内容は下記のとおりである。

（１）データ依存解析の基本

（２）データ依存解析のための線形数学

（３）ループ依存解析

（４）依存テストの基本

（５）依存テストの発展

（６）ベクトル化

（７）ループ分散

（８）ループ再構成

（９）並列化

（１０）命令レベルの並列化

（１１）制御依存

（１２）HPFコンパイラ

（１３）並列処理記述言語

（１４）データマッピング

（１５）スケジューリング

（１６）GRID

副題

教科書 特に無し

参考文献 特に無し

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分散組込み・リアルタイム処理

科目キー 5101021013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 2

授業概要 本講義では、 分散型の組み込みシステムの基礎について講義をおこなう。内容は、リアルタイムシステム、高信頼

分散システム、ユビキタスコンピューテイングシステム、次世代組み込みＯＳ等に関して学ぶ。また、次世代の組み

込みシステムにおける新しいサービスや応用に関しても紹介する。

シラバス 分散リアルタイムシステムとは

リアルタイムスケジューリング

テストとレビュー

検証

安全性の保証

経済的問題、ユーザビリティ

組込みセキュリティ

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.dcl.info.waseda.ac.jp/lecture/embedded/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 コンピュータ・アーキテクチャ特論

科目キー 5101021014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 2

授業概要 最新のコンピュータアーキテクチャに関して、スーパースカラ、VLIW、演算パイプライン、データフローマシン、プロ

セッサアレイ、マルチプロセッサ、 クラスタ及びグローバルコンピューティングシステム等の各種高性能コンピュータ

アーキテクチャを中心として、それらのアーキテクチャの能力を有効に引き出すために必須な並列処理ソフトウェア

(並列プログラミング、自動並列化コンパイラ、スケジューリング)、及び並列処理技術の応用（ロボット制御・スパース

マトリクス求解等）について、最新のトピックを含めながら述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ネットワーク・アプリケーション

科目キー 5101021015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 2

授業概要 情報科学分野における様々なアプリケーションはネットワークと密接な関係を持つ。本講義では、最新のネットワー

クアプリケーションとして、Webアプリケーション、広域分散処理、情報検索等から実例を取り上げ講義を進める。主

として、ネットワークを利用するが故に発生する問題を取りあげ、ネットワークアプリケーション構築の上での問題点

を体系的にまとめる。そして、それらの問題点に対して現在どのような研究開発が行われているかを研究事例を通

して解説する。

具体的には、Google、Yahoo!等の検索エンジンの最新動向やWeb上に存在する膨大な情報の解析手法（データマイ

ニング）、情報検索技術を中心に講義を進める。

シラバス 詳細は全て

http://www.yama.info.waseda.ac.jp/~yamana/CLASSES/NET/

を参照のこと。

副題

教科書 無

参考文献

評価方法 □レポート提出による評価

□出席は大学院要項・学部要項に記載の通り２／３以上必須

備考

関連ＵＲＬ: http://www.yama.info.waseda.ac.jp/~yamana/CLASSES/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ディジタル集積回路

科目キー 5101021016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 2

授業概要 最近のディジタル集積回路技術では、マイクロプロセッサやメモリなど数千万個の素子から成る複雑なシステムを1

チップとして集積化可能である。本講では、このように膨大な数の素子が1チップに集積されたシステムLSIの基本的

構成要素およびこれらを組合せて高機能システムを実現するための合成法について解説する。特にCMOS回路を

前提として、トランジスタ、論理ゲート、レジスタ、アーキテクチャ、など各々の階層レベルの回路構成法について重

点的な講義を行なう。その中でディジタル回路を実現するためのタイミング制御を含めて、処理性能の向上、低コス

ト化、および低消費電力化を意識した設計法に関する議論も行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 339/671 ページ



科目名付クラス名 計算機支援設計

科目キー 5101021017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限～５時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 2

授業概要 システムVLSI設計の重要性、基本的な流れ、各設計工程における要素技術、および、これに関連した計算機支援

設計 (CAD：Computer Aided Design)のためのアルゴリズムとデータ構造を理論と実践の両方面から習得することを

目的とする。設計は合成(synthesis)と検証(verification)からなるが、本講義では高位設計からレイアウト設計の各設

計工程における合成に重点を置いて講義を行う。

シラバス 1．ＬＳＩとＣＡＤ

2．計算複雑度の理論

3．論理合成：アルゴリズム

4．論理合成：データ構造

5．論理検証とシミュレーション

6．ＶＬＳＩ設計の標準化

7．レイアウト設計：準備

8．レイアウト設計：配置

9．レイアウト設計：配線

10．招聘講師の講義

など。

副題

教科書 授業のときにプリントを配布する。

参考文献 岩波講座マイクロエレクトロニクス

『ＶＬＳＩの設計I』、『ＶＬＳＩの設計II』

Advances in CAD for VLSI (North-Holland)

Vol. 2: Logic Design and Simulation

Vol. 4: Layout, Design and Verification

ミマツデータシステム

『最新ＶＬＳＩの開発設計とＣＡＤ』

評価方法 平常点、出席状況、レポート

備考 単位取得のためには、2/3以上の出席を要する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 先端プロセッサ技術

科目キー 5101021018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 2

授業概要 プロセッサのアーキテクチャ（構成法）に関して、その基本的な内容から最先端のトピックまでを取り扱う。具体的に

は、パイプライン、メモリ階層、out-of-order、分岐予測、投機的実行、チップマルチプロセッサ（マルチコア・アーキテ

クチャ）といったキーワードを元に講義を行う。講義ではこれらのトピックスをハードウェアだけではなくソフトウェアの

面からも考察していく。

シラバス 1. Introduction

2. Instruction Set Architecture and Pipelining

3. Instruction Level Parallelism

4. Branch Prediction and Speculative Execution (intro.)

5. Speculative Execution and Physical register renaming

6. Cache

7. Virtual Memory and Memory Module

8. Power Consumption, and solutions to exrecises

9. Chip Multiprocessor (or Multicore Architecture) and other Cutting edge

10. Exam

副題

教科書

参考文献 J. L. Hennessy, D. A. Patterson, "Computer Architecture: A Quantitative Approach 4th edition"

評価方法 毎回のクイズと1-2回のテスト

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 341/671 ページ



科目名付クラス名 ディジタルシステム設計

科目キー 5101021019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限～５時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 2

授業概要 SoC設計、とりわけその上位レベル設計に着目し、基本理論および実践的な設計方法論、加えて設計アルゴリズム

とデータ構造に関して習得することを目的とする。上位レベル設計技術として、システム分割、ハードウェア/ソフト

ウェア協調設計、高位設計（スケジューリング・アロケーションを含むデータパス設計ならびに制御論理設計）などを

取り上げる。

シラバス ・導入

・アーキテクチャモデル

・性能評価

・ハードウェア記述言語

・上位設計のためのデータ構造

・システム分割

・スケジューリングとアロケーション

・ハードウェア/ソフトウェア協調設計

・アプリケーションプロセッサ設計

・応用トピック

副題

教科書

参考文献 ・D. Gajski, et al., High-Level Synthesis: Introduction to Chip and System Design, Kluwer Academic Publishers, 1992.

・他は講義中に指示

評価方法 ・レポート（作品を含む）

・平常点

備考 週2コマの講義を行います．後期の後半にこの講義を実施します．後期前半に「計算機支援設計」（柳澤先生）を実施

します．この講義と「計算機支援設計」は同時履修可能です．

講義予定はCourse N@viに掲示しますので，参照して下さい．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 342/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理

科目キー 5101021020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 2

授業概要 本講義においては、近年、通信ネットワークの一部として重要な役割を占めつつある無線通信に焦点を当てて、そ

の基盤となる信号伝送技術について講義する。具体的には、周波数（帯域）が限られた状況の下で、無線通信特有

のフェージングや干渉などの問題点を克服するための変復調技術や信号処理技術について解説する。また、最近

の各種無線通信システムの動向についても概観する。

シラバス １．序論

２．ディジタル変調

３．ディジタル復調

４．雑音と復調特性

５．無線伝搬１（フェージングの物理的解釈）

６．無線伝搬２（フェージングの確率・統計的解釈）

７．無線環境下における復調特性

８．マルチプルアクセスと無線ゾーン

９．高度な変調方式（直交周波数分割多重：OFDM）

副題

教科書 高畑文雄，前原文明，笹森文仁； “ディジタル無線通信入門,” 培風館

参考文献 滑川敏彦，奥井重彦； “通信方式,” 森北出版

斉藤洋一； “ディジタル無線通信の変復調”，電子情報通信学会

中川正雄，真壁利明； “理工学基礎 確率過程,” 培風館

John G. Proakis, “Digital Communications,” McGraw-Hill

評価方法 授業内テスト，レポート，出席の総合評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/fumiaki_m/LOCAL/wsp/index.h

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分散協調ソフトウェア特論

科目キー 5101021021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 2

授業概要 マルチエージェントシステムとは、自律性を持つ分散したソフトウェアあるいはそのようなソフトウェアを内在したロ

ボット・電子機器・機械などが相互にインタラクションを持ちながら協調・調整・競争を行い、個別または共通のゴー

ルを達成するシステムである。現在、インターネットで動作するプログラムは独立に作られており、このようなエージェ

ントに基づいたモデルと合致する。本授業は、（マルチ）エージェント理論をインターネットで動作する分散協調システ

ムの基礎理論と考え、学習やプランニングなど人工知能分野の知的な処理と、マルチエージェント研究で培ってきた

協調、交渉、オークション、組織化などのアルゴリズムの解説、およびその応用システムについて概観する。また、マ

ルチエージェントシステムによる人間やソフトウェアの社会的行動シミュレーションなど新たな関連トピックや最近の

研究事例を紹介する。

シラバス 以下のテーマを順に説明する。

・ エージェント

・ Multi-agent planning

・ Coordination/Cooperation through Planning

・ Working Together (Contract Net Protocol)

・ MDP、強化学習、プランニング

・ ゲーム理論

・ 交渉プロトコル（合意形成）

・ オークションプロトコル

・ 組合せオークション、ダブルオークション

・ マルチエージェントシミュレーション

・ 応用例の紹介

副題

教科書 教科書は特に指定しないが、参考書は授業の最初に紹介する。

参考文献

評価方法 レポート（論文要約やプログラム作成など）を80%, 授業への参加を20%程度を基準に評価を行う。

備考

関連ＵＲＬ: http://www.isl.cs.waseda.ac.jp/~sugawara/mas-lectu

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 データベース特論

科目キー 5101021022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 福田 剛志

年度

単位数 2

授業概要 オンライン分析処理およびデータマイニングについての最近の話題から、学術論文レベルの文献の取り上げ、最近

の研究課題とその解決アプローチを探求する。

シラバス 1. データベースの復習

2. データウェアハウス・OLAP

3. アソシエーションルール

4. 数値属性アソシエーションルール

5. クラス分類

6. クラスタリング

7. 自律的データベース

8. スキーママッピング

副題

教科書 福田，森本，徳山 「データマイニング」，データサイエンスシリーズ３巻 共立出版社

参考文献

評価方法 出席およびレポート

備考

関連ＵＲＬ: http://www.fukudat.com/wiki/ja/Lecture/Waseda/Data

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報セキュリティ

科目キー 5101021023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西野 哲朗

年度

単位数 2

授業概要 情報セキュリティ技術を，概論，理論，応用の観点から概説し，

また近年盛んに研究されている量子計算についても取り上げる．

(1) 概論として暗号，認証の基本的な概念を解説する．続いて，

公開鍵暗号および共通鍵暗号の安全性について理論的な解析方法

を中心に解説する．

(2) 量子計算の概念を，物理的・計算論的な立場から解説する．

続いて，現代暗号に多大な影響を与える，ショアの量子因数分解

アルゴリズムを概説し，量子コンピュータの計算能力について解

説する．

シラバス 太田和夫 担当分 (8回)

1. 講義のガイダンス：公開鍵暗号の導入＋量子アルゴリズムが

暗号に与えるインパクト

2. 数学の準備 mod計算などの準備

3. 4. RSA暗号の構成法

5. Rabin暗号と素因数分解

6. 暗号プロトコル（公開鍵暗号の応用）

7. 素因数分解アルゴリズム(1)

8. 素因数分解アルゴリズム(2)

西野哲朗 担当分 (4回)

9. 量子計算とは(1): 物理的側面からの入門

10. 量子計算とは(2): 計算論的側面からの入門

11. ショアの量子因数分解アルゴリズム

12. 量子コンピュータの計算能力について

副題

教科書 http://www.kom.comm.waseda.ac.jp/joho-sec/ を参照．

参考文献

評価方法 http://www.kom.comm.waseda.ac.jp/joho-sec/ を参照．

備考 履修上の注意

http://www.kom.comm.waseda.ac.jp/joho-sec/ を参照．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 自然言語処理

科目キー 5101021024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村木 一至

年度

単位数 2

授業概要 言語理論、語彙学、記号論理、認識論、統計数学、組み合わせ数学など学際的テーマである自然言語処理に関す

る基本的知識を講義する。アトムの誕生日から、はや数年経つにも拘らず、人間に伍しての対話能力実現や、言葉

を介しての智の援用能力実現が、現実味を帯びてきたわけではない。工学的に自然言語処理システムを構築する

ための個々の技術知識に加えて、それらの適用制約について伝える。

シラバス １．ＧｌａｍｏｕｒとＧｒａｍｍａｒ

背景、事例、学際領域

２．ＣｏｍｐｅｔｅｎｃｅとＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ

表層、深層、変形(移動)

３．ＬｅｘｉｃｏｎとＤｉｃｔｉｏｎａｒｙ

単語、辞と詞、語彙、辞書、検索、正規

４．Ｓｙｎｔａｘ；ＰｈｒａｓｅとＤｅｐｅｎｄｅｎｃｙ

構文構造、文法表現、日本語と英語

５．Ｆｏｒｍａｌ ＧｒａｍｍａｒとＲｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ

正規、文脈自由、文脈依存、文認識

６．ＰａｒｓｉｎｇとＣｏｍｐｌｅｘｉｔｙ

文法解析、リソース（複雑度）

７．Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ； Ｃｈａｒｔ&#10112;

予測、履歴の保持、チャート

８.Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ；Ｃｈａｒｔ&#10113;

予測、履歴の保持、チャート

９．ＳｅｍａｎｔｉｃｓとＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ

意味、意味処理、言語内モデル

１０．ＣｏｒｐｕｓとＳｔａｔｉｓｔｉｃｓ&#10112;

言語データ、統計情報、学習

１１．ＣｏｒｐｕｓとＳｔａｔｉｓｔｉｃｓ&#10113;

言語データ、統計情報、学習

１２．ＫｎｏｗｌｅｄｇｅとＩｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎ

言語外知識、解釈

１３．ＩｎｆｅｒｅｎｃｅとＡｍｂｉｇｕｉｔｙ

省略、指示、推論、文脈、曖昧さ

１４.Ｓｔｕｄｙ Ｌｉｓｔ

最近のトピック･課題

副題

教科書 言語と計算 (4) 確率的言語モデル (単行本)

北 研二 (著), 辻井 潤一 (著)、東京大学出版会

参考文献

評価方法 レポートと、最終講義での教場試験

備考 連絡先：mfmhits2007me@gmail.com

事前学習の薦め：下記指定の日経バイト誌の特集記事は参考になる

日経バイト

［2005年6月号 no.265 5月22日発行］

Cover Story 言葉を理解するコンピュータ

人間が書いたり話したりする文章をコンピュータに理解させることは，コンピュータ登場から今日まで続く夢である。も

ちろん現実には，コンピュータの言語能力は人間には及ばない。しかし自然言語処理はすでに一定の水準に達してお

り，特にインターネット上に情報があふれる現在では，幅広い活用が期待できる段階にある。(030p)

Part 1 ： 復活 自然言語処理の静かな再来(032p)

授業の到達目標
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科目名付クラス名 自然言語処理

科目キー 5101021024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限～５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

Part 2 ： 応用 百花繚乱のアプリケーション(040p)

Part 3 ： 理解 会話する機械への道(046p)

Part 4 ： 探究 言語を獲得するコンピュータ(050p)

日経バイト

［2005年9月号 no.268 8月22日発行］

BYTE Report

自然言語処理／日本語を理解するシステムが相次ぐ 高速検索技術と知識辞書の蓄積が開花(013p)

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理工学特別実験Ａ

科目キー 5101021026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 入江 克

村岡 洋一 筧 捷彦 笠原 博徳

深澤 良彰 小松 尚久 高畑 文雄

山名 早人 上田 和紀 小林 哲則

年度

単位数 1

授業概要 本実験では、個々の分野における高度の専門技術を習得することを目的として実験を行う。これを達成するために、

分野ごとに時代に即応した適切なテーマを選定する。各人は、それぞれが所属している分野において選定された

テーマについて指導教員の指導に従い実験計画を作成する。次に、この計画にしたがって実験を行い、結果を報告

書にまとめて指導教員に提出する。全教員全コマを担当する（全教員で並列に実施）。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報理工学特別実験Ｂ

科目キー 5101021027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 入江 克

村岡 洋一 筧 捷彦 笠原 博徳

深澤 良彰 小松 尚久 高畑 文雄

山名 早人 上田 和紀 小林 哲則

年度

単位数 1

授業概要 本実験では、個々の分野における高度の専門技術を習得することを目的として実験を行う。これを達成するために、

分野ごとに時代に即応した適切なテーマを選定する。各人は、それぞれが所属している分野において選定された

テーマについて指導教員の指導に従い実験計画を作成する。次に、この計画にしたがって実験を行い、結果を報告

書にまとめて指導教員に提出する。全教員全コマを担当する（全教員で並列に実施）。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 バイオインフォマティクス特論

科目キー 5101021028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 佳奈 福田 賢一郎 野口 保

藤渕 航 秋山 泰 諏訪 牧子

関嶋 政和 長野 希美 本野 千恵

藤 博幸 福井 一彦

年度

単位数 2

授業概要 本講座は、バイオテクノロジーとIT技術の融合領域として注目されているバイオインフォマティクスについての基礎的

な知識の習得を目的に、複数名の講師によるリレー方式で実施する。これはバイオインフォマティクスの扱う領域が

多岐にわたるため、効率的に学習していくためにはそれぞれの専門家によるレクチャーがもっとも効果的であるから

である。

講義は、バイオインフォマティクスの全体像をまず把握し、その後、バイオインフォマティクスの解析対象である「配

列・構造・機能」におけるバイオインフォマティクスの基礎、バイオインフォマティクスに用いられる物理化学的手法で

ある「分子動力学・量子化学計算」の基礎が理解できるように日程を組んだ。講義の最後の2日は、バイオインフォマ

ティクスの応用研究について、実例を交えて紹介する。基本的には各回完結であるが、初日の講義で、それらが相

互に関連することが理解でき、聴講を重ねるにしたがい、理解を深めることを目標にする。

成績評価は、講義への出席状況および最終日に行う試験の成績により行う。（ただし、出席率を重視する。）

シラバス 10/2 「バイオインフォマティクスの概要」秋山 泰 非常勤講師

10/9 「バイオデータベースと情報解析」 諏訪 牧子 客員教授

10/16 「配列解析」 清水 佳奈 非常勤講師

10/23 「タンパク質構造解析」 野口 保 客員教授

10/30 休講

11/6 「シグナル伝達ネットワーク」 福田 賢一郎 客員准教授

11/13 「分子動力学計算」 関嶋 政和 客員准教授

11/20 「遺伝子発現解析」 藤渕 航 客員准教授

11/27 「酵素の立体構造と機能」 長野 希美 客員准教授

12/4 「糖鎖構造解析」 福井 一彦 客員教授

12/11 「タンパク質安定性」 本野 千恵 客員准教授

12/18 「タンパク質間相互作用」 藤 博幸 客員教授

1/8 「量子化学計算」 福井 一彦 客員准教授

1/15 「タンパク質立体構造予測の最前線」野口 保 客員教授

1/22 期末試験 （試験監督：清水 佳奈）

副題

教科書 特になし

参考文献 日本バイオインフォマティクス学会「バイオインフォマティクス事典」共立出版、2006年。

美宅成樹・広川貴次「即活用のためのバイオインフォマティクス入門」中山書店、2004年。

David Mount著（岡崎康司・坊農秀雅監訳）「バイオインフォマティクス第2版」、メディカル・サイエンス・インターナショ

ナル2005年。

評価方法 講義への出席状況および最終日に行う試験の成績により行う。（ただし、出席率を重視する。）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 モバイル・ネットワーキング特論

科目キー 5101021029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 充司

年度

単位数 2

授業概要 現在の情報通信技術ではモバイル通信システムが注目されている、本講義ではモバイル通信の基礎と応用を修得

する。すなわち、周波数とモバイル通信の概要、第2世代の基本セルラー通信であるPDCの技術、第3世代モバイル

通信、特徴、利害得失等を修得する。さらに、無線LAN、lrDA等の近距離ワイヤレス通信方式を取上げ,各方式の特

徴、比較、およびこれらの規格と国際標準化を取上げる。

Mobile communication system is paid to attention in a present Info-Com. technology. The basic and the application

of a mobile communication are studied in this lecture. That is, frequency and mobile communication’s outlines,

technology of PDC which is basic cellular communication of the second generation, the third generation mobile

communication, the feature, and interests merits and demerits, etc. are master. Furthermore, the transmission

system comparison and protocol for short range distant wireless communication systems, like IEEE Wireless LAN,

IrDA technology are studied. In addition, these international standards are taken up.

シラバス (1)モバイル通信概要：Mobile Communication Overview

(2)周波数とモバイルサービス：Frequency and Mobile Service

(3)無線通信システム：Wireless Communication System

(4)モバイル通信技術：Mobile Communication Technology

(5)無線LAN：Wireless LAN

(6)近距離通信システム：Short Distant Communication System

(7)赤外線通信システム：Infrared Communication system

(8)可視光通信システム：Visible Light Communication System

(9)次世代ワイヤレス通信：Next Generation Wireless System

(10)ワイヤレス技術と国際標準化：Wireless Technology and it’s Standardization

副題

教科書 適宜資料配布する

Lecture Note will be distributed, if necessary

参考文献 各種学会発表資料

Documents at various academic conferences

評価方法 授業出席率、試験結果、レポート内容を総合的に判断する

Evaluation will be done considering the Attendance of the class, examination result and report

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 メディアシステム技術基礎論

科目キー 5101021030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富永 英義 小宮 一三 淺谷 耕一

年度

単位数 2

授業概要 ブロードバンドインターネット、モバイル、ユビキタスネットワークの進展とともに、メディアシステム・サービスの研究

が活発化している。特に通信と放送の融合に関わる新サービスが注目されている。

本講義ではメディアシステムの現状や研究課題の習得を目指し、基礎技術と応用システムを取り上げる。本講義は

以下の項目から構成される。

（１）メディアシステムの動向、研究課題、授業で取り上げる範囲

（２）メディアシステム要素技術

・デジタルカメラ、薄型ディスプレイ、ハイビジョンDVDなどの入出力ハードウエアの基礎原理と最新動向

・画像認識のアルゴリズムと応用装置

・映像の高能率圧縮符号化のアルゴリズムと国際標準化動向

（３）コンテンツ流通技術

・ブロードバンドインターネット、モバイル、ユビキタスのネットワーク構成、プロトコル、品質

・マルチメディアデータベースの構成と検索技術

・バイオメトリクスやネットワークセキュリティ技術の原理と性能

・コンテンツの権利システム

（４）技術課題の解決策と将来のメディアシステムに向けた討論

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 本授業は、月曜５時限設定であるが、開始・終了時間を２０分遅らせて、16:40-18:10にする。

履修希望者多数の場合は、抽選を行うことがあるので、注意すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 パターン理解

科目キー 5101021032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則 榑松 明 小川 哲司

年度

単位数 2

授業概要 「パターン理解」は，機械に視覚，聴覚などの機能を与え，外部環境を認識させる基本技術である。本講義では、音

声・画像の認識技術を中心に，特徴抽出，パターン識別，適応の各基本手法を解説する。特に近年重要性が再認

識されている統計的パターン認識の考え方に重点を置き，パラメータの最尤推定，EMアルゴリズム，MAP推定など

の基礎と応用事例を解説する。

シラバス ( 1) 導入

( 2) 主成分分析と独立成分分析

( 3) 線形識別

( 4) ニューラルネットワーク と SVM

( 5) 確率的パターン認識林

( 6) ベイズ推定

( 7) 音声の特徴

( 8) スペクトル分析

( 9) DTWによる時系列パターンの認識

(10) HMMによる時系列パターンの認識

(11) 音声合成

(12) 韻律

1-6 を小林・小川が，7-12を榑松が担当

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 学部科目と合併授業

関連ＵＲＬ: http://www.pcl.cs.waseda.ac.jp/~koba/class_info/pa

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 インターネットの進化と可能性

科目キー 5101021033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村井 純

年度

単位数 2

授業概要 本授業は、インターネットで扱う問題が地球全体の問題となった現状を踏まえて、インターネットのアーキテクチャの

整理や見直しを行い、社会的/技術的要求に対して今後どのようにインターネットが成長するべきかを検討していく。

アーキテクチャを見直す上で、技術面、社会面、政策面、文化面など様々な角度から議論検討する。今後数十年を

見据え、インターネットがインターネットでありうるための理念とそれを実現するテクノロジー体系を考える。本授業

は、履修者による発表及び講義参加者による積極的な参加を期待し進行する。様々な分野の情報に関する理解・

検索能力を備えていることが履修者には

求められる。

シラバス □主題と目標／授業と手法など□

1970年代に誕生したインターネットは、進化を止めることなく現在では地球全土をカバーするまでとなった。その役割

も学術ネットワークから社会基盤にまで発展し、メールやWEBに限らず電話や映像コンテンツ配信など様々な分野で

使われるようになった。今後ますますインターネットは地球全土の唯一の人による共通通信インフラとしてその役割

を拡充していくと思われる。そしてインターネットへの社会的/技術的要求はインターネットの成長とともに刻々と変

わっていく。これまで、インターネットは不可能と思われた要求に対して、それなりの答えを出してきた。例えば、数年

前までは音声通話アプリケーションは遅延などの問題によりインターネット上では不可能と思われたが、今日では

VoIP(Voice overIP)は一般家庭にまで普及している。しかし、今日扱っている無線周波数の割り当て、放送と通信の

連携、4G(Unwired World)、RFIDなどの課題は、グローバルな側面が強く各国政府の政策の違いやスケーラビリティ

の考慮など一筋縄で解決できるものではない。このようにインターネットで扱う問題は地球全体の問題となった現状

を踏まえて、インターネットのアーキテクチャの整理や見直しを行い、社会的/技術的要求に対して今後どのようにイ

ンターネットが成長するべきかを検討していく。アーキテクチャを見直す上で、技術面、社会面、政策面、文化面など

様々な角度から議論検討する。今後数十年を見据え、インターネットがインターネットでありうるための理念とそれを

実現するテクノロジー体系を考える。

本講義は、履修者による発表及び講義参加者によるディスカッションを中心に進行する。インターネットの最新技術

や新しい問題を講義により学び、その問題点や将来的展望に関して講義参加者によるディスカッション等を行う。履

修者が自分で問題を定義し解決を導いてもらう。本講義で扱うテーマは、全てに正しい解があるわけではないので、

履修者と一緒にディスカッションを行い様々な視点からその問題にチャレンジしていく。今期扱うテーマとしては、無

線／移動体通信、電話、放送、そしてインターネットという4つを主に掲げる。また外部のゲストスピーカによる講義も

検討している。

無線／移動体通信では、移動のためのIPプロトコルの概説と無線技術の概説を行う。電話では、VoIP、携帯電話、

無線技術そして緊急通信に関して扱う。放送はマルチキャストやUDPトラフィックの増加の影響を、インターネットで

は高速ネットワーク、IPv6、Web2.0等をキーワードに授業を行う。また本講義では、直接的にコンピュータネットワーク

の基礎技術を扱わないが、インターネット概論およびネットワークアーキテクチャ程度の知識を持っていると、その理

解がより深まる。また、ディスカッションのたたき台になる資料は講義中に提供される 。

□授業計画□

第1回 講義概要

・講義のねらい

・履修の注意事項について

第2回 インターネットとの移動体技術

・MobileIP

・Proxy Mobile IP

・IPのLocator/Identifier 分離の仕組み

第3回 無線

・無線通信メディア（WLAN, MiMAX)

・携帯のデータ通信（EvDO, HSDPA)

第4回 AII IP 無線ネットワーク

・Next Generation Network(NGN)

第5回 ディスカッション／ゲストスピーカ

第6回 放送

・マルチキャスト

・リアルタイム通信

・UDPトラフィックの増加

第7回 ハイビジョン映像と放送

・映像フォーマット

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 インターネットの進化と可能性

科目キー 5101021033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

・リアルタイムストリーミング諸技術

・光スイッチ技術

・政策的問題点（通信と放送の融合）

第8回 ディスカッション／ゲストスピーカ

第9回 インターネット

・広帯域インターネット

・IPv6

・無線諸技術（FON, 位置情報）

第10回 インターネット

・トラフィックエンジニアリング

・認証

第11回 ネットワークアーキテクチャ

・次世代のアーキテクチャ再考

第12回 ディスカッション

第13回 本講義のまとめ

・インターネットが果たす役割と使命

教科書 必要に応じて講義中に紹介する。SOIの授業ページで適宜紹介する。

参考文献

評価方法 毎回の課題提出、授業中の発言/発表によって評価する。

備考 履行上の注意

本講義は遠隔からの受講者を受け入れるための

実験授業でもあるため、履修希望者は必ず初回授業に参加し、

履修のための諸注意を確認すること。

● E-mailアドレス： jun@sfc.keio.ac.jp

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 自律分散協調システム論

科目キー 5101021034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 徳田 英幸

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 ITSPの登録学生のみ受講可能。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 システムソフトウェア

科目キー 5101021035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 ITSPの登録学生のみ受講可能。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 研究プロジェクトＡ

科目キー 5101021036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦 中島 達夫

年度

単位数 2

授業概要 大規模なシステムプログラムを作成する。課題に関しては担当教員に相談すること。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 研究プロジェクトＢ

科目キー 5101021037

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一 山名 早人 後藤 滋樹

年度

単位数 2

授業概要 ■担当

山名、後藤、村岡

■内容

日本語のWebページに関する以下のデータを与えるのでリンク解析等の解析を行い面白い結果（※）を示すことが

本プロジェクトの目標である。リンク情報を元に別途画像等を収集して解析に用いてもよい。リンク解析等の解析に

あたっては、ＧＲＩＤコンピューティング（クラスタ、広域デスクトップコンピューティング等）による実現を条件とし、多数

のPCを用いて解析を行うものとする。なお、PCによっては途中でダウンしたり、離脱するものもあることを考慮し、

フォルトトレランスを実現すること。

■実施方法

・ ３名程度からなるグループを作りグループ単位でプロジェクトを推進する。

・ リンク解析等の解析内容、仕様については、グループ内で検討し設定すること。

■用意されているデータ

日本語と言語判定されたWebページ約10億ページのメタデータ×３ヶ月分

メタデータとしては、当該ページのURL,Outlinkのアンカー,OutlinkのURL,収集日時,記述言語

各月約100GB（圧縮時）

■用意されているコンピューティング環境

・ ６４台のＰｅｎｔｉｕｍ４ ２．４ＧＨｚのマシン（各ＰＣは４００ＧＢ×２台のＤＩＳＫを持つ）

（※）面白くない事例

単にリンク構造を描いたり、リンク関係の統計を計算するプログラム、アンカータグから単に辞書などを作成するプロ

グラム、その他Google Hacks等のHacks本に掲載されているようなプログラム

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 研究プロジェクトＣ

科目キー 5101021038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰 上田 和紀

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 研究プロジェクトＤ

科目キー 5101021039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村井 純

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 研究プロジェクトＥ

科目キー 5101021040

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 徳田 英幸

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電波関連法と技術 (前期)

科目キー 5101021041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富永 英義 小松 尚久 筬島 専

竹田 義行

年度

単位数 2

授業概要 この講義は、

1 電波に関する法制度（関連する制度を含む。）を理解する。

2 電波に関する基本的な技術を理解する。

ことを目的とする。

法律、技術に関する詳細な知識は不要であるが、実際の法令の文章を事前に読んでおくことや基礎的な技術的事

項に関する自習等が必要となる。

The purpose of this subject is to

1) understand regulations of radio communications (including related regulations)

2) understand basic technology of radio communications

Preparations are necessary. For example, you should study Japanese laws and basic technical matters in advance

to understand lectures.

シラバス 1．電波が社会に果たす役割（電波の周波数と性質）

Social role of radio and characteristics of radio spectrum

2．電波／周波数の配分と免許の仕組み、その1（周波数割当てを中心として）

Structure of radio frequency allocation and licensing system I

3．電波／周波数の配分と免許の仕組み、その2（免許制度、技術基準、標準化）

Structure of radio frequency allocation and licensing system II

4．電波の送信・受信（変調・アンテナ及び周波数利用効率）

Transmission and reception of radio wave (Modulation, Antenna and Spectral Efficiency)

5．移動通信その1（携帯電話と第4世代移動通信）

Mobile Communications I (Mobile phone and IMT Advanced/4G)

6．移動通信その2（無線アクセス、WLAN、ＷＢＡ、および関連ＮＧＮ）

Mobile Communications II (Wireless Access, WLAN, WBA, and related NGN)

7．移動通信その3（携帯電話、無線アクセスの世界標準化の軌跡と今後）

Mobile Communications III (Global Standardizations of Cellulars and Wireless Access: Their Trace and Future)

8．政策過程、法令の基礎

Policy decision process, Basic structure of regulations

9．電波法の主要な内容

Radio Law

10．放送法の主要な内容

Broadcast Law

11．関係法令(電気通信事業法、独占禁止法等)

Related regulations I (Telecommunications Business Law, Act on Prohibition of Private Monopolization and

Maintenance of Fair Trade etc.)

12．関係法令（行政手続法等）、演習

Related regulations II, Discussion

13 ユビキタス情報通信社会（ITS、RFIDを含む無線応用、通信と放送の融合）

Ubiquitous Network Society (Intelligent Transport System, Radio Applications including RFID and Convergence of

Telecommunication and Broadcasting)

14 デジタル放送（放送デジタル化の必要性と国際標準）

Degital broadcasting (Necessity of Digitalization of Broadcasting and Standardization)

15 ユビキタス情報社会とU-Japan政策

U-Japan policy (Policy package for Ubiquitous Network Society)

副題

教科書 資料を配付する。

Materials will be distributed in the class.

参考文献 「情報通信法令集」（財団法人 電気通信振興会編）

評価方法 出席とレポートによる。

Attendance and Report

備考

授業の到達目標
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科目名付クラス名 電波関連法と技術 (前期)

科目キー 5101021041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電波関連法と技術 (後期)

科目キー 5101021041

科目クラスコード 02

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富永 英義 小松 尚久 筬島 専

竹田 義行

年度

単位数 2

授業概要 この講義は、

1 電波に関する法制度（関連する制度を含む。）を理解する。

2 電波に関する基本的な技術を理解する。

ことを目的とする。

法律、技術に関する詳細な知識は不要であるが、実際の法令の文章を事前に読んでおくことや基礎的な技術的事

項に関する自習等が必要となる。

The purpose of this subject is to

1) understand regulations of radio communications (including related regulations)

2) understand basic technology of radio communications

Preparations are necessary. For example, you should study Japanese laws and basic technical matters in advance

to understand lectures.

シラバス 1．電波が社会に果たす役割（電波の周波数と性質）

Social role of radio and characteristics of radio spectrum

2．電波／周波数の配分と免許の仕組み、その1（周波数割当てを中心として）

Structure of radio frequency allocation and licensing system I

3．電波／周波数の配分と免許の仕組み、その2（免許制度、技術基準、標準化）

Structure of radio frequency allocation and licensing system II

4．電波の送信・受信（変調・アンテナ及び周波数利用効率）

Transmission and reception of radio wave (Modulation, Antenna and Spectral Efficiency)

5．移動通信その1（携帯電話と第4世代移動通信）

Mobile Communications I (Mobile phone and IMT Advanced/4G)

6．移動通信その2（無線アクセス、WLAN、ＷＢＡ、および関連ＮＧＮ）

Mobile Communications II (Wireless Access, WLAN, WBA, and related NGN)

7．移動通信その3（携帯電話、無線アクセスの世界標準化の軌跡と今後）

Mobile Communications III (Global Standardizations of Cellulars and Wireless Access: Their Trace and Future)

8．政策過程、法令の基礎

Policy decision process, Basic structure of regulations

9．電波法の主要な内容

Radio Law

10．放送法の主要な内容

Broadcast Law

11．関係法令(電気通信事業法、独占禁止法等)

Related regulations I (Telecommunications Business Law, Act on Prohibition of Private Monopolization and

Maintenance of Fair Trade etc.)

12．関係法令（行政手続法等）、演習

Related regulations II, Discussion

13 ユビキタス情報通信社会（ITS、RFIDを含む無線応用、通信と放送の融合）

Ubiquitous Network Society (Intelligent Transport System, Radio Applications including RFID and Convergence of

Telecommunication and Broadcasting)

14 デジタル放送（放送デジタル化の必要性と国際標準）

Degital broadcasting (Necessity of Digitalization of Broadcasting and Standardization)

15 ユビキタス情報社会とU-Japan政策

U-Japan policy (Policy package for Ubiquitous Network Society)

副題

教科書 資料を配付する。

Materials will be distributed in the class.

参考文献 「情報通信法令集」（財団法人 電気通信振興会編）

評価方法 出席とレポートによる。

Attendance and Report

備考

授業の到達目標
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科目名付クラス名 電波関連法と技術 (後期)

科目キー 5101021041

科目クラスコード 02

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ソフトウェア品質保証特論

科目キー 5101021042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 先端ＩＴ特別講義

科目キー 5101021043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 4

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 暗号プロトコル

科目キー 5101021044

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 土井 洋

年度

単位数 2

授業概要 暗号・認証といった個々の技術を巧みに組み合わせることによって、電子社会システムを実現するために必要な

様々な暗号プロトコルを構築できる。例えば、電子投票を実現する場合は、無記名性を確保し、不正投票の混入

や投票内容の改竄がないことを保証しつつ、誰もが開票結果を納得できるようにシステムを構築しなくてはなら

ない。このような一見不可能と思える要件さえ、暗号プロトコルを利用すれば実現できる。

本講義では、暗号方式、認証方式、署名方式などについて概説し、暗号プロトコル（秘密分散共有法、零知識証

明など）の実現方法とその安全性について解説する。さらにそれらの応用についても解説する。

シラバス 下記の項目について講述する予定である。

1. 暗号方式、認証方式、署名方式とその安全性

2. 秘密分散共有法

3. 零知識証明

4. 電子投票方式の実現に必要なプロトコル

5. プライバシ保護とセキュリティ確保を両立させる技術

副題

教科書 黒澤馨、尾形わかは、『現代暗号の基礎数理』 電子情報通信レクチャーシリーズ D-8、コロナ社、2004年

参考文献 岡本龍明、山本博資、『現代暗号』、産業図書、1997年

評価方法 受講状況、課題レポート及び定期試験の成績により総合的に評価する。

備考 暗号（共通鍵暗号，公開鍵暗号）、認証技術（相手認証、電子署名）に関する基本的な考え方，及び有限体上の四則

演算などの離散数学について理解していることが望ましい．

E-mail:doi@aoni.waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報セキュリティマネジメントシステムＢ

科目キー 5101021045

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 勝也

年度

単位数 2

授業概要 情報セキュリティは、技術、管理・運用、法制度の三位一体の対応が大切であるが、管理・運用面で重要な役割を果

たすものとして情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）がある。企業・組織における情報セキュリティの総合的

な管理体制の確立を目指すものであり、また、この管理システムに基づいた適合性評価制度は国内だけでなく、国

際的な推進がなされている。情報セキュリティ管理体制を構築するために必要な考え方について総合的な観点から

学習する。

シラバス １．はじめに

２．ＩＳＭＳの適用範囲及び基本方針の確立

３．情報資産の分類と管理

４．人的・物理的・環境的セキュリティ

５．アクセス制御、開発・保守

６．ＢＣＰ、法令遵守、監査

７．ＩＳＭＳ認証制度

８．最近の動向

９．まとめとＱ＆Ａ

副題

教科書 教科書は特に使わない。資料は、当日配布する。

なお、（財）日本情報処理開発協会のウエブhttp://www.isms.jipdec.jp/std/index.html

の資料、特に、「ISMSユーザーズガイド-JIS Q 27001:2006(ISO/IEC 27001:2005)対応-」

を参考にすること。

参考文献

評価方法 出席、授業態度等により決める

備考 uchida@iisec.ac.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 セキュア法制と情報倫理Ａ

科目キー 5101021046

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ７時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 紘一郎

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報セキュリティ特別講義

科目キー 5101021047

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 紘一郎

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ヒューマン・インタフェース演習Ａ

科目キー 5101022001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 3

授業概要 計算機利用における基礎事項について演習を行う。一つは、実データを扱う際の基礎を身につけることで、理論の

修得と実際の演習を行う。もう一つはワークステーションおよびパーソナルコンピュータの応用に関するもので、

CAI(Computer Assisted Instruction)、CAD(Computer Aided Design)などのマンマシンインターフェースあるいはグ

ループウェアのいずれかについて演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ヒューマン・インタフェース演習Ｂ

科目キー 5101022002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 3

授業概要 計算機利用における基礎事項について演習を行う。一つは、実データを扱う際の基礎を身につけることで、理論の

修得と実際の演習を行う。もう一つはワークステーションおよびパーソナルコンピュータの応用に関するもので、

CAI(Computer Assisted Instruction)、CAD(Computer Aided Design)などのマンマシンインターフェースあるいはグ

ループウェアのいずれかについて演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ヒューマン・インタフェース演習Ｃ

科目キー 5101022003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 3

授業概要 音声、聴覚、言語、CAIなどの関係の文献の輪読および実データの収集整理を行う。実際には、音声対話における

音声言語、ジェスチャーなどのコミュニケーションの過程で起る様々な現象を明らかにするための実験およびCAIシ

ステムの実験評価を主な題材としており、マルチメディアシステムのヒューマンインターフェースの諸相を扱かってい

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ヒューマン・インタフェース演習Ｄ

科目キー 5101022004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 3

授業概要 音声、聴覚、言語、CAIなどの関係の文献の輪読および実データの収集整理を行う。実際には、音声対話における

音声言語、ジェスチャーなどのコミュニケーションの過程で起る様々な現象を明らかにするための実験およびCAIシ

ステムの実験評価を主な題材としており、マルチメディアシステムのヒューマンインターフェースの諸相を扱かってい

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知覚情報システム演習Ａ

科目キー 5101022005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 3

授業概要 知覚情報システムの基礎となる、パターン情報処理、人工知能、ロボティクス、信号処理などに関する基礎的な文献

を購読し、関連分野に関する基礎力をつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知覚情報システム演習Ｂ

科目キー 5101022006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 3

授業概要 知覚情報システムに関係するテーマを受講者が各自選定し、系統的な文献調査を行う。最近のテーマとしては、ロ

ボットの行動・知識獲得、時系列パターン認識のための確率モデルの精密化・耐性向上技術・環境適応技術、WWW

からの情報検索、知覚システムのための計算機アーキテクチャ・システム開発技法、などが挙げられる

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知覚情報システム演習Ｃ

科目キー 5101022007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 3

授業概要 知覚情報システムに関する先端的文献を輪講する。最近のテーマとしては、ロボットの行動・知識獲得、時系列パ

ターン認識のための確率モデルの精密化・耐性向上技術・環境適応技術、WWWからの情報検索、知覚システムの

ための計算機アーキテクチャ・システム開発技法、などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知覚情報システム演習Ｄ

科目キー 5101022008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 3

授業概要 知覚情報システムに関する各自の研究テーマについて進捗状況を報告し、討論を行う。最近のテーマとしては、ロ

ボットの行動・知識獲得、時系列パターン認識のための確率モデルの精密化・耐性向上技術・環境適応技術、WWW

からの情報検索、知覚システムのための計算機アーキテクチャ、などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 381/671 ページ



科目名付クラス名 画像情報演習Ａ

科目キー 5101022009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 3

授業概要 画像通信、画像情報処理に関する国内外の主要な文献の調査を行い、修士論文に着手するための基礎的な理論

とアルゴリズムの習得に努める。また、具体的な実験課題、シミュレーション課題を設定し、プログラム等の作成を通

じて実践的な技術の習得に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 画像情報演習Ｂ

科目キー 5101022010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 3

授業概要 画像通信、画像情報処理に関する国内外の主要な文献の調査を行い、修士論文に着手するための基礎的な理論

とアルゴリズムの習得に努める。また、具体的な実験課題、シミュレーション課題を設定し、プログラム等の作成を通

じて実践的な技術の習得に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 画像情報演習Ｃ

科目キー 5101022011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ、Ｂで獲得した理論と技術をベースとして、修士論文の研究テーマを中心とする課題の解決に取り組む。ま

た、研究成果の定期的な発表を行い、内外の最新動向を取り入れながら、問題解決能力の向上に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 画像情報演習Ｄ

科目キー 5101022012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ、Ｂで獲得した理論と技術をベースとして、修士論文の研究テーマを中心とする課題の解決に取り組む。ま

た、研究成果の定期的な発表を行い、内外の最新動向を取り入れながら、問題解決能力の向上に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション演習Ａ

科目キー 5101022013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 3

授業概要 ワイヤレスコミュニケーション関連の各種基礎知識を習得するとともに、ｚ変換、サンプリング、フィルタリング、変復

調、フィードバックを中心としたディジタル信号処理技術を十分に理解すべく、理論解析ならびにコンピュータ・シミュ

レーションを用いた演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 386/671 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション演習Ｂ

科目キー 5101022014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、ワイヤレスコミュニケーション関連の各種知識を習得するとともに、より高度な技術の研究に不

可欠な、熱雑音やフェージング環境下における電波伝搬特性と無線通信技術、線形計画法やグリーディ法などの最

適化アルゴリズム、信号処理技術などに関する演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 387/671 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション演習Ｃ

科目キー 5101022015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究テーマを中心に、各種アルゴリズムに基づく関連技術をソフトウェアおよびハードウェアにより理

論的・実験的に検証する。また、研究テーマ毎の進捗状況を定期的にとりまとめ、学内外で報告することによって発

表および議論に関する技術や能力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 388/671 ページ



科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション演習Ｄ

科目キー 5101022016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引き続き、修士論文の研究テーマを中心に、ソフトウェアおよびハードウェアにより理論的・実験的に検証

する。なお、これら研究発表の場への積極的参加によって、多種多様な研究に関する幅広い知識を修得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 389/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム演習Ａ

科目キー 5101022017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 3

授業概要 専門部門における基礎的な知識の習得と整理を目的として、研究テーマに応じた文献を体系的に調査した内容を報

告書にまとめる。また、それら先行研究の成果の検証を行なうために、適当な課題を選定してシミュレーション実験

を行ない、その結果を研究報告の形式をとって報告する。さらに、それらの結果にもとづき、新しい問題点、未解決

な問題の所在を明確にせしめ、研究のテーマの方向づけを明確にする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 390/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム演習Ｂ

科目キー 5101022018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 3

授業概要 専門部門における基礎的な知識の習得と整理を目的として、研究テーマに応じた文献を体系的に調査した内容を報

告書にまとめる。また、それら先行研究の成果の検証を行なうために、適当な課題を選定してシミュレーション実験

を行ない、その結果を研究報告の形式をとって報告する。さらに、それらの結果にもとづき、新しい問題点、未解決

な問題の所在を明確にせしめ、研究のテーマの方向づけを明確にする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 391/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム演習Ｃ

科目キー 5101022019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 3

授業概要 修士論文研究テーマに関する成果報告について発表形式を中心として討議する。まず研究テーマの位置付けと最

終目標を明確にしたうえで、文献講読も交え議論を進める。また、研究結果の学会等での発表も通じて、成果のとり

まとめとプレゼンテーションの能力を養う。さらに他大学、企業等との共同研究体制を通じて、研究者としての視野を

広げるとともに専門領域での研究能力を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 392/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム演習Ｄ

科目キー 5101022020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 3

授業概要 修士論文研究テーマに関する成果報告について発表形式を中心として討議する。まず研究テーマの位置付けと最

終目標を明確にしたうえで、文献講読も交え議論を進める。また、研究結果の学会等での発表も通じて、成果のとり

まとめとプレゼンテーションの能力を養う。さらに他大学、企業等との共同研究体制を通じて、研究者としての視野を

広げるとともに専門領域での研究能力を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 393/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワーク構成論演習Ａ

科目キー 5101022021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 3

授業概要 コンピュータ・ネットワークに関する基本文献を輪講するとともに、実習を通じて理解を深める。特にインターネット技

術に重点を置く。国内外の研究動向に注意を払う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 394/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワーク構成論演習Ｂ

科目キー 5101022022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、コンピュータ・ネットワークに関する基本文献を輪講するとともに、実習を通じてさらに理解を深め

る。特にインターネット技術に重点を置く。国内外の研究動向に注意を払う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 395/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワーク構成論演習Ｃ

科目キー 5101022023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 3

授業概要 コンピュータ・ネットワークに関する研究テーマについて、報告ならびに討論を行なう。学外の関連機関、団体のプロ

ジェクトとの連携も意識して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 396/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワーク構成論演習Ｄ

科目キー 5101022024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引き続き、コンピュータ・ネットワークに関する研究テーマについて、報告ならびに討論を行なう。学外の関

連機関、団体のプロジェクトとの連携も意識して進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 397/671 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構演習Ａ

科目キー 5101022025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 3

授業概要 エネルギー制御技術・映像処理技術・データ解析用確率量子アルゴリズム・シミュレーション用アルゴリズム等を習

得し研究の基礎固めを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 398/671 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構演習Ｂ

科目キー 5101022026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａの項目を継続しつつ、基礎的な発生生物学・生殖細胞運動機構及び「群れ・確率運動学」に関する原著論文

の講読を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 399/671 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構演習Ｃ

科目キー 5101022027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 3

授業概要 実験設備・計測形を構築し、解析系のアルゴリズム・コード開発を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 400/671 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構演習Ｄ

科目キー 5101022028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 3

授業概要 研究内容に関する発表と討議を通じ修士論文を纏めていく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 401/671 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理演習Ａ

科目キー 5101022029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 3

授業概要 人工知能、並行・並列・分散処理、およびプログラミング根幹技術に関する基本的文献、ならびに各自の研究内容を

取り上げ、輪講と討議を行なう。これを通じて、大学院での研究に求められる基礎知識と、オリジナルな研究に求め

られる水準の体得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 402/671 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理演習Ｂ

科目キー 5101022030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 3

授業概要 人工知能、並行・並列・分散処理、およびプログラミング根幹技術に関する基本的文献、最新成果、ならびに各自の

研究内容を取り上げ、輪講と討議を行なう。またこれと並行して、修士論文の研究計画立案に向けた指導を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 403/671 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理演習Ｃ

科目キー 5101022031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 3

授業概要 人工知能、並行・並列・分散処理、およびプログラミング根幹技術に関する最新の話題、ならびに修士論文の各自

の研究内容を取り上げ、輪講と討議を行なう。単なる文献講読にとどまらず、計算機を利用して自ら追試を行なうこ

とで、概念をより深く理解し、また新たな問題を発見するという習慣や能力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 404/671 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理演習Ｄ

科目キー 5101022032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究内容に関する発表と討議を行なう。また、修士論文のまとめ方に関する指導を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 405/671 ページ



科目名付クラス名 計算知能演習Ａ

科目キー 5101022033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 3

授業概要 記号、準記号、パターンの統合処理、学習アルゴリズムの設計、ニューロコンピューティングの計算機構の設計、

ネットワーク環境におけるマルチメディア情報処理、エージェント情報処理などに関する文献研究を行い、問題点の

発見とその掘り下げを行えるようにする。

シラバス 文献を指示する．

副題

教科書

参考文献

評価方法 各自の発表内容．

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 406/671 ページ



科目名付クラス名 計算知能演習Ｂ

科目キー 5101022034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 3

授業概要 計算知能演習Ａに続いて、記号・準記号・パターンの統合処理、学習アルゴリズムの設計、ニューロコンピューティン

グ計算機構の設計、ネットワーク環境におけるマルチメディア情報処理、エージェント情報処理などに関する文献研

究を行う。独自の問題点の発見とその掘り下げを行えるようにする。各自の研究発表を行うことを含んでいる。

シラバス 文献を指示する．

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 407/671 ページ



科目名付クラス名 計算知能演習Ｃ

科目キー 5101022035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 3

授業概要 記号・準記号・パターンの統合処理、学習アルゴリズムの設計、ニューロコンピューティング計算機構の設計、ネット

ワーク環境におけるマルチメディア情報処理、エージェント情報処理などに関する文献研究を行い、独自の問題点

の発見とその掘り下げを行えるようにする。この演習においては、独自の研究活動に重点が置かれる。

シラバス 文献を指示する．

副題

教科書

参考文献

評価方法 各自の発表．

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 408/671 ページ



科目名付クラス名 計算知能演習Ｄ

科目キー 5101022036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 3

授業概要 計算知能演習Ｃに続く科目であり、修士論文への重要な段階をなしている。この演習においては、各自のテーマに

応じた文献調査と実験を研究活動として行う。研究成果を発表できるようなレベルに達することが重要な目標とな

る。

シラバス 文献を指示する．

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 409/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境演習Ａ

科目キー 5101022037

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 3

授業概要 ソフトウェア環境の研究課題として「多言語処理」「ネットワーク普遍性」「情報共有」を取りあげ、研究開発を進める。

「多言語処理」の分野では、アジア地区の多くの言語を包括する基礎的な体系とその具体的実現方法を研究する。

「ネットワーク普遍性」の分野では、インターネットを活用して、いつでもどこでも誰にでも（どの母国語をもつ人でも）

使える環境を提供するための方式について研究する。「情報共有」の分野では、こうしたソフトウェア環境の特徴を生

かして、インターネットを介して情報を共有するコミュニティの基盤を提供する方式について研究する。以上を目標に

Ａでは、これらの研究開発の動向を理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 410/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境演習Ｂ

科目キー 5101022038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 3

授業概要 ソフトウェア環境の研究課題として「多言語処理」「ネットワーク普遍性」「情報共有」を取りあげ、従来の研究の問題

点を分析する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 411/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境演習Ｃ

科目キー 5101022039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 3

授業概要 ソフトウェア環境の研究課題として「多言語処理」「ネットワーク普遍性」「情報共有」を取りあげ、問題点に対する解

決策を考察する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 412/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境演習Ｄ

科目キー 5101022040

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 3

授業概要 ソフトウェア環境の研究課題として「多言語処理」「ネットワーク普遍性」「情報共有」を取りあげ、解決策に基づく試作

と評価を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 413/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学演習Ａ

科目キー 5101022041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 3

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関する研究を行う。対

象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における最適化ソフトウェ

ア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 414/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学演習Ｂ

科目キー 5101022042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 3

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関して、調査し、それ

を発展させる。対象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における

最適化ソフトウェア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。本演習では、ソフ

トウェア開発工学演習Ａに続いて、より理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 415/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学演習Ｃ

科目キー 5101022043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 3

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関して、調査し、それ

を発展させる。対象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における

最適化ソフトウェア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。本演習では、こ

れまでの成果についての発表を中心に実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 416/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学演習Ｄ

科目キー 5101022044

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 3

授業概要 高い信頼性をもったソフトウェアを容易に開発するための各種の思考法、方法論、ツール等に関して、調査し、それ

を発展させる。対象とするソフトウェアには、一般的なビジネスアプリケーションの他に、コンパイラの内部における

最適化ソフトウェア、コンピュータハードウェアの設計など特定ドメインに属するソフトウェアも含む。本演習では、ソフ

トウェア開発工学演習Ｃに続いて、これまでの成果についての発表を中心に実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 417/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造演習Ａ

科目キー 5101022045

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 3

授業概要 分散・並列処理などに関する最新の研究成果を調査するとともに、それらの評価を行うことを通じて、新技術に対す

る選択眼を養成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 418/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造演習Ｂ

科目キー 5101022046

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 3

授業概要 Power GRIDおよびKnowledge GRIDの開発のために、超大規模NW記憶、Web情報の知的「書籍化」、P2Pに基づくコ

ミュニティ創生技術などの研究を行う。「情報格差」を解消することによって、情報の共有空間・処理の共有空間・知

識の共有空間を実現する。加えて、最適P2Pネットワーク構成法解明のため、人間の振る舞いの研究を行なう。P2P

ではネットワークを浸透して、通信相手を探していくことが基本になるが、この探索を効率よく実現するためのネット

ワーク仮想トポロジー化アルゴリズムの開発を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 419/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造演習Ｃ

科目キー 5101022047

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 3

授業概要 Power GRIDおよびKnowledge GRIDの開発のために、超大規模NW記憶、Web情報の知的「書籍化」、P2Pに基づくコ

ミュニティ創生技術などの研究を継続する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 420/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造演習Ｄ

科目キー 5101022048

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 3

授業概要 Power GRIDおよびKnowledge GRIDの開発のために、超大規模NW記憶、Web情報の知的「書籍化」、P2Pに基づくコ

ミュニティ創生技術などの研究を継続する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 421/671 ページ



科目名付クラス名 分散システム演習Ａ

科目キー 5101022049

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 3

授業概要 分散システムの基礎となる分散処理の考え方を学ぶ。特に、分散システムのためのオペレーティングシステム、リア

ルタイム処理等に関して学ぶ。また、次世代の分散組み込みシステムのための新しいサービスや応用に関して検討

をおこなう。本講義では、演習として次世代基盤システムやサービスを実際に構築する演習をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 422/671 ページ



科目名付クラス名 分散システム演習Ｂ

科目キー 5101022050

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 3

授業概要 分散システムの基礎となる分散処理の考え方を学ぶ。特に、分散システムのためのオペレーティングシステム、リア

ルタイム処理等に関して学ぶ。また、次世代の分散組み込みシステムのための新しいサービスや応用に関して検討

をおこなう。本講義では、演習として次世代基盤システムやサービスを実際に構築する演習をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 423/671 ページ



科目名付クラス名 分散システム演習Ｃ

科目キー 5101022051

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 3

授業概要 超大規模な分散システムを構築するための様々な技術に関して学ぶ。特に、信頼性、セキュリティ、リアルタイム性

などの日機能的要件をどのように分散システムで実現するかを習得することを目指す。また、実際にシステムを構

築することにより、問題の本質を演習の中で理解することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分散システム演習Ｄ

科目キー 5101022052

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 3

授業概要 超大規模な分散システムを構築するための様々な技術に関して学ぶ。特に、信頼性、セキュリティ、リアルタイム性

などの日機能的要件をどのように分散システムで実現するかを習得することを目指す。また、実際にシステムを構

築することにより、問題の本質を演習の中で理解することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 425/671 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム演習Ａ

科目キー 5101022053

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 3

授業概要 最先端の並列処理コンピュータアーキテクチャ、並列処理ソフトウェア及び並列処理の応用に関する技術の研究・

開発法の修得を目標に、各自に研究テーマを与え、その進捗状況及び問題点を討議することにより先端コンピュー

ティングシステム研究・開発のための基礎を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 426/671 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム演習Ｂ

科目キー 5101022054

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 3

授業概要 最先端の並列処理コンピュータアーキテクチャ、並列処理ソフトウェア及び並列処理の応用に関する技術の研究・

開発法の修得を目標に、各自に研究テーマを与え、その進捗状況及び問題点を討議することにより先端コンピュー

ティングシステム研究・開発のための基礎並びにプレゼンテーション法を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 427/671 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム演習Ｃ

科目キー 5101022055

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 3

授業概要 最先端の並列処理コンピュータアーキテクチャ、並列処理ソフトウェア及び並列処理の応用に関する技術の研究・

開発法の修得を目標に、修士論文のテーマに関する研究進捗状況について議論しながら問題解決能力を身につけ

ると共に、研究成果のまとめ方、発表法など研究者・技術者としての基礎を学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム演習Ｄ

科目キー 5101022056

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 3

授業概要 最先端の並列処理コンピュータアーキテクチャ、並列処理ソフトウェア及び並列処理の応用に関する技術の研究・

開発法の修得を目標に、修士論文のテーマに関する研究進捗状況について議論しながら問題解決能力、及び研究

成果のまとめ方、発表法など研究者・技術者として活躍すするための能力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ演習Ａ

科目キー 5101022057

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 3

授業概要 並列・分散アーキテクチャの研究課題として「並列化コンパイラ」「並列化アーキテクチャ」「分散アーキテクチャ・アプ

リケーション」を取りあげ、研究開発を進める。また、上記の研究を進める上で、「データマイニング」「バイオインフォ

マティックス」「情報検索」分野等から実アプリケーションを題材として取りあげる。 以上を目標にＡでは、これらの研

究開発の動向を理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ演習Ｂ

科目キー 5101022058

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 3

授業概要 並列・分散アーキテクチャの研究課題として「並列化コンパイラ」「並列化アーキテクチャ」「分散アーキテクチャ・アプ

リケーション」を取りあげ、研究開発を進める。上記の研究を進める上で、「データマイニング」「バイオインフォマ

ティックス」「情報検索」分野等から実アプリケーションを題材として取りあげる。 以上を目標にＢでは、これらの研究

開発を開始する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ演習Ｃ

科目キー 5101022059

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 3

授業概要 並列・分散アーキテクチャの研究課題として「並列化コンパイラ」「並列化アーキテクチャ」「分散アーキテクチャ・アプ

リケーション」を取りあげ、研究開発を進める。上記の研究を進める上で、「データマイニング」「バイオインフォマ

ティックス」「情報検索」分野等から実アプリケーションを題材として取りあげる。 以上を目標にＣでは、具体的な新規

性・有用性を伴った提案・実証を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ演習Ｄ

科目キー 5101022060

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 3

授業概要 並列・分散アーキテクチャの研究課題として「並列化コンパイラ」「並列化アーキテクチャ」「分散アーキテクチャ・アプ

リケーション」を取りあげ、研究開発を進める。上記の研究を進める上で、「データマイニング」「バイオインフォマ

ティックス」「情報検索」分野等から実アプリケーションを題材として取りあげる。 以上を目標にＤでは、各自が提案し

た手法の評価・検証を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報アーキテクチャ演習Ａ

科目キー 5101022061

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究テーマに関連した最新の国内外の論文／資料を調査し、その内容を評価した結果についての発表

と研究討論を行なう。このことを通して習得した知識を研究を推進するための目標設定の参考とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報アーキテクチャ演習Ｂ

科目キー 5101022062

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 3

授業概要 上記の演習に引き続き、従来の研究成果に学生自身のアイデアを盛り込んだ手法を提案し、それに関する発表と

研究討論を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報アーキテクチャ演習Ｃ

科目キー 5101022063

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究テーマに関連した基本的な問題について研究討論し、問題の解決を計算機プログラムあるいは

ハードウェアプロトタイプとして具現化し、理論と手法の実証を行う。また、研究成果のまとめ方、発表法などを習得

する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 情報アーキテクチャ演習Ｄ

科目キー 5101022064

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究テーマに関連した本質的な問題について研究討論し、問題の解決を計算機プログラムあるいは

ハードウェアプロトタイプとして具現化し、理論と手法の実証を行う。また、研究成果を修士論文としてとりまとめるこ

とにより、研究者・技術者として必須の能力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 設計解析システム演習Ａ

科目キー 5101022065

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 3

授業概要 システムの設計と解析、ならびに、そのコンピュータによる設計自動化手法・解析手法に関連する国内外の主要文

献について調査を行い、まず、設計方法論、計算複雑度、グラフ理論、計算幾何学、組み合わせ論などの理論的な

事柄、基本的な設計技術を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 設計解析システム演習Ｂ

科目キー 5101022066

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａで習得した知識、技術をもとに、研究討論を通じて、新しい理論、設計・解析技術を構築し、今後の研究の発

展性を検討してゆく。構築する技術はソフトウェア、ハードウェアを問うものではなく、いかなる手段も検討の対象とな

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 設計解析システム演習Ｃ

科目キー 5101022067

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ、Ｂで得た理論、技術を土台として、修士論文の研究テーマを中心に研究報告ならびに討論を理論的および

実践的な側面から行う。修士論文において設計解析の対象となるシステムとしては、画像処理プロセッサ、デジタル

信号処理プロセッサ、ＦＰＧＡを用いた柔軟性の高い情報通信システム、暗号処理、アドホックネットワーク、ゲノム解

析、メモリ混載型プロセッサなどが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 設計解析システム演習Ｄ

科目キー 5101022068

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃまでに得た知識、技術をさらに発展させ、研究成果を修士論文としてとりまとめることにより、研究者・技術者

として必須の能力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 441/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成演習Ａ

科目キー 5101022069

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 3

授業概要 マイクロプロセッサの最先端の分野でどのような問題点が議論されているか、および今後の技術革新の先にどのよ

うな潜在的な問題点が隠れているかを取り上げ議論する。これらの議論を元に、研究者・技術者にとって最も重要な

能力の一つである問題発見能力を磨いてゆく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 442/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成演習Ｂ

科目キー 5101022070

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 3

授業概要 マイクロプロセッサの最先端の研究・開発動向の陰に隠れている問題点を見出し、それを解決する方法を議論して

いく。この作業を通して広い範囲での情報収集や議論の能力を取得することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 443/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成演習Ｃ

科目キー 5101022071

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 3

授業概要 最先端のマイクロプロセッサの問題点を克服する技術を研究・開発し、それを客観的に評価する方法を議論する。こ

れらの議論を通して自らの研究・開発と他の研究・開発を科学的に比較・評価する能力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 444/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成演習Ｄ

科目キー 5101022072

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 3

授業概要 最先端のマイクロプロセッサが持つ問題点を克服する技術を開発・評価し、その結果のプレゼンテーションを行い議

論をする。これらの作業を通して研究者・開発者に必要な、自らの成果を広くアピールし、他の研究者・開発者と深く

意見を交える能力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 445/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計演習Ａ

科目キー 5101022073

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 3

授業概要 情報システムの設計/解析ならびに計算機支援設計手法に関連する国内外の主要文献について調査し、まず、設

計/解析方法論、アルゴリズム論、計算複雑度、グラフ理論、計算幾何学、組み合わせ論などの理論的な事柄、基

本的な設計技術を習得する。習得した知識を研究を推進するための目標設定の参考とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 446/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計演習Ｂ

科目キー 5101022074

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａで習得した知識ならびに研究討論を通じて、新しい理論、設計/解析手法を構築し、今後の研究の発展性を

検討していく。構築する理論、設計/解析手法はソフトウェア、ハードウェアによる手法に限らず、幅広く新たな手法を

含めて検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 447/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計演習Ｃ

科目キー 5101022075

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究テーマに関連した基本的な問題について研究討論し、問題の解決をソフトウェア、ハードウェア、あ

るいは新たな手法を用いて具現化する。研究報告ならびに討論を通して、理論と手法を理論的および実践的に実証

する。また、研究成果のまとめ方、発表法などを習得する。具体的には、画像処理SoCや画像処理プロセッサ、通信

処理プロセッサ、リコンフィギャラブルシステム、FPGAなどの設計/解析、通信プロトコル、移動体通信システム、地

図情報処理システムの設計/解析ならびに設計手法などをテーマとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 448/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計演習Ｄ

科目キー 5101022076

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ、Ｂ、Ｃの内容を踏まえて、修士論文の研究テーマに関連した本質的、実践的な問題について研究討論し、問

題の解決をソフトウェア、ハードウェア、あるいは新たな手法を用いて具現化する。研究報告ならびに討論を通して、

理論と手法を理論的および実践的に実証する。また、研究成果を修士論文としてとりまとめることにより、研究者・技

術者として必須の能力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 449/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理演習Ａ

科目キー 5101022077

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 3

授業概要 無線システムを支える基本技術やその動向を把握した上で、簡単な無線伝送系のシミュレータを構築する。具体的

には、シミュレータにより得られる結果と理論解析による結果を比較することにより、プログラム作成技術だけでなく

変復調のメカニズムや無線伝搬路の生成機構に関する基本的な知識を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 450/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理演習Ｂ

科目キー 5101022078

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａにおいて得られた成果をベースに、より現実的な環境や技術的条件が与えられたときの問題点やその解決

法をコンピュータ・シミュレーションと理論解析の両面から習得する。また、各自が研究テーマを選定し、当該テーマ

に関連する国内外の主要な文献の調査を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 451/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理演習Ｃ

科目キー 5101022079

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 3

授業概要 各自の研究課題を明確にし、演習Ａ、Ｂで得られた知見を最大限に活用して、その解決に取り組む。また、定期的な

技術討議を通して、技術文書の作成能力およびプレゼンテーション能力を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 452/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理演習Ｄ

科目キー 5101022080

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引き続き、各自の研究課題の解決に取り組む。また、その成果を学会等において発表し、他の研究者と議

論することにより、幅広い知識を習得する。最終的には、得られた研究成果を修士論文としてとりまとめることによ

り、研究の開始から成果報告までの研究活動の一連の流れを習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 453/671 ページ



科目名付クラス名 知識ソフトウェア演習Ａ

科目キー 5101022081

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 3

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムの研究について調査を行う。エージェントのプランニングや学習

などの知的な機能やオークション・交渉理論・組織化などを通じて、それぞれのエージェントが如何に協調行動を実

現するかを調査する。またe-Commerceなどのインターネットソフトウェア、分散協調を要求されるネットワーク管理シ

ステム、多量のセンサーやアクチュエータが協調するセンサーネットワークなどのアプリケーションについての知見を

得る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 454/671 ページ



科目名付クラス名 知識ソフトウェア演習Ｂ

科目キー 5101022082

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 3

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムの研究について調査を行う。エージェントのプランニングや学習

などの知的な機能を通じて、それぞれが如何に協調行動を実現するかを調査する。本調査を通じて、本分野の基本

的考え方を習得し、既存方式の問題点を見出す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 455/671 ページ



科目名付クラス名 知識ソフトウェア演習Ｃ

科目キー 5101022083

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 3

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムについて調査と研究を行う。既存方式の問題点に対する解決策

を考え、その評価方法について検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 456/671 ページ



科目名付クラス名 知識ソフトウェア演習Ｄ

科目キー 5101022084

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 3

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムについて研究を行う。提案した解決策の評価を行い、修士論文

としてまとめる。これらの一連の過程を通じて調査･研究の方法を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 457/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム演習Ａ

科目キー 5101022085

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 3

授業概要 マルチメデイア、コンピュータ、通信の分野からシステムLSIとして実現する具体的な課題を取り上げ、国内外の論文

を輪講させ専門知識の理解を深めさせる。また、学生自身に論文紹介と考察を発表させることにより、専門分野で

何が世界的な研究課題となっているかを習得させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートにより評価する。

備考 履修上の注意事項

特になし

授業の進め方

最新の研究成果に関する論文を紹介する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 458/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム演習Ｂ

科目キー 5101022086

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 3

授業概要 マルチメデイア用システムLSIを実際に設計させ、試作させる演習とする。対象とする設計問題については、世の中

の最新の市場動向と技術動向を調査させ、その結果を反映したユニークな課題を選択させる。実際のシステムLSI

を設計・試作させることにより、学生は極めて高度な設計技術を習得できる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポートにより評価する。

備考 授業の進め方

レポートにより評価する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 459/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム演習Ｃ

科目キー 5101022087

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 3

授業概要 マルチメデイア用システムLSIを基礎から応用、設計から試作までを学ばせた後に、試作したシステムLSIのテストお

よび評価を行い、結果を論文としてまとめさせる。学生は論文を作成し発表することにより、迫力ある論文作成能力

と説得力あるプレゼンテーション能力を習得できる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 発表と討議の内容により評価する。

備考 授業の進め方

研究内容の紹介と論文のまとめ

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 460/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム演習Ｄ

科目キー 5101022088

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 3

授業概要 マルチメデイア、コンピュータ、通信の分野からシステムLSIとして実現する具体的な課題を取り上げ、国内外の論文

を輪講させ専門知識の理解を深めさせる。また、取り上げた具体的な課題をシステムLSIとして実現するために、設

計と試作を行わせ、高度な設計技術を習得させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 発表と議論をもとに評価する。

備考 授業の進め方

論文発表と討議

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 461/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア工学演習Ａ

科目キー 5101022089

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 462/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア工学演習Ｂ

科目キー 5101022090

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 463/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア工学演習Ｃ

科目キー 5101022091

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 464/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア工学演習Ｄ

科目キー 5101022092

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 3

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 465/671 ページ



科目名付クラス名 ＩＴスペシャリストインターン

科目キー 5101023001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一 筧 捷彦 深澤 良彰

山名 早人 上田 和紀 後藤 滋樹

中島 達夫

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 5101030002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有 林 茂

年度

単位数 0

授業概要 遠心型・軸流型などターボ機械の非定常内部流れに関する実験および数値解析研究。空力音響理論に関する基礎

研究。高速・非定常データの処理法に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学・生命基礎研究

科目キー 5101030003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 0

授業概要 熱流体科学特論と熱流体科学演習の内容を踏まえ、具体的な研究課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用数学研究

科目キー 5101030004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘 林 茂

年度

単位数 0

授業概要 産業界に実在する種々のシステムの挙動を予測・評価するため、数理的な解析能力を養い、工学的なものの見方と

理解を深めることを目標としている。研究テーマとして、流体過渡現象、超高速液体噴流、流体中の物体振動、交通

の流れに関する諸問題を取り上げ、実験・観測と並行してモデルの構成、理論解析、数値解析、システムの最適化

などの問題を吟味、検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 応用数学研究

科目キー 5101030005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 0

授業概要 ダイナミカルシステムに現れる様々な非線形現象について、その構造の解明のために、数理的な発想に基づく解析

手法を確立することを目的とする。具体的な研究テーマとしては、宇宙構造物やロボット等の多体系、回路系、分子

系や流体系などの非線形システムを対象として、系に現れる対称性や双対性に注目し、ダイナミクスの簡約化、分

岐現象、安定性などの諸問題に関する検討、また、工学システムとしての最適設計法の開発、および、それらに必

要となる数値解析法の開発を行う。現在、ダイナミカルシステムの構造をディラック幾何の枠組みで捉え、陰的なラ

グランジュ・ハミルトン系の理論の確立を中心課題として取り組んでいる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 プロセス工学研究

科目キー 5101030006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 0

授業概要 熱システムの力学的挙動の解析と制御ならびに最適設計に関する研究。フィン表面における相変化をともなう熱伝

達などの伝熱問題に関する研究。ニューマティクスに関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 5101030007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 0

授業概要 一つとして、エネルギー・動力システムを主対象に、「計測・制御系」の視点から、システムの設計・運用法を研究す

る。一方で、自律移動体による環境認識システムを確立するために、センシングの要素技術からアプリケーションに

及ぶ関連技術全般の構築を研究する。一例を挙げると、つぎのような課題を取り上げている。?アドバンスト・コー

ジェネレーションシステムの設計・運用の最適化、低温度差発電システムの最適設計等を通して、エネルギーの有

効利用システムとその要素技術の研究?フィールドバス技術を基礎として、プロセスの高効率・安全な運用に資する

遠隔監視・診断システムの研究?自律移動体による環境認識技術の研究?モービルマッピングシステムの研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 472/671 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 5101030008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 0

授業概要 回転機械系をはじめとする様々な系の力学的な挙動の解析、制御理論の実際の系への応用および制御方式に関

する考究を行う。 柔結合の回転動力系、空気圧機器を含む動力系、風機の併結運転とサージング、マイクロ異動ロ

ボット、肢体不自由者のマン・マシンインターフェイス等に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学研究

科目キー 5101030009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 0

授業概要 各種機械システムの力学的挙動の解明と最適設計・制御に関する研究を展開する。具体的には、吸収式ヒートポン

プ、ハイブリッド空調システム、移動型ロボット、太陽熱利用空調システム等の環境調和型機械システムを対象とす

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 474/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギー工学研究

科目キー 5101030010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 0

授業概要 システムの最適計画（設計）問題、高効率ボトミングサイクルの実証・研究、 CO2多用途熱供給システム、バイオマ

スの蒸発乾燥ヒートポンプサイクルに関する研究、産業用バスを用いたプラントの運転診断技術の研究、屋外環境

下での自律移動技術に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空構造工学研究

科目キー 5101030011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 0

授業概要 航空宇宙構造物の軽量化と信頼性・安全性向上を目標として、構造様式と材料、構造不安定現象と振動特性、作

用荷重等の力学的環境の予測、評価について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料強度学研究

科目キー 5101030012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 0

授業概要 金属およびセラミックス基複合材料の破壊機構に及ぼすマトリックス組織、強化材の物性、特性,界面組織などの影

響について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 複合材料工学研究

科目キー 5101030013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 0

授業概要 複合材料の変形と破壊に関する実験研究を行う。主として、先進材料としてのプラスチック基複合材料の長期耐久

性評価（疲労破壊、クリープ・遅れ破壊などの時間依存性）、界面の力学的特性評価、CFRPの衝撃特性、FRP構造

物の破壊シミュレーションと耐久性評価などの基礎的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 加工工学研究

科目キー 5101030014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 0

授業概要 塑性工学、鋳造工学、粉末成形学、接合工学の融合・複合的視点に立って、研究装置の設計・試作、ソフト開発も

あわせて行い、次世代もの造り加工技術を、加工力学のベースのもとに研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝固工学研究

科目キー 5101030015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 0

授業概要 高温における固体と液体の界面に関する基礎現象の解明を中心とし、液体金属と固体セラミックの界面、金属とセ

ラミックの凝固、結晶成長等の諸問題を基礎から応用までの幅広い研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料加工研究

科目キー 5101030016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 0

授業概要 機械産業における軽量・高強度・高機能部材を、力学と機械材料学の視点から、設計・加工・評価を実験・弾塑性

FEM解析を含めて研究。自動車用高張力鋼板の成形、航空機および鉄道車輌の強度、Mg・Ti・Nbなど難加工材の

成形、プリンタ・自動車用シャフト・極細線の矯正、他。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境材料学研究

科目キー 5101030017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 0

授業概要 材料に関する総合的理解を踏まえ、機能・構造材料の化学的およびメカノケミカルな損傷の機構解明、その検出・防

止技術、評価法およびメンテナンスに関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー研究

科目キー 5101030018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 0

授業概要 トライボロジーに関連する問題の実験および理論解析。特に、非ニュートン流体で潤滑された滑り軸受のトライボロ

ジー、気体で潤滑された滑り軸受のトライボロジー、ターボ機械のトライボロジー、生体のトライボロジーなどに関す

る研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 5101030019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 0

授業概要 電磁粒体力学とその画像形成工学、マイクロマシン、マイクロ加工等への応用、マイクロメカトロニクスに関する研

究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム研究

科目キー 5101030020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 0

授業概要 実験および数値解析により、以下の研究を行う。

・航空および宇宙輸送システムに関する研究。

・ロケットや空気吸込みエンジン等の推進システムに関する研究。

・関連要素技術に関する研究。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点および論文

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 連続体力学特論

科目キー 5101031001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

単位数 2

授業概要 連続体力学の基礎と応用を固体と流体の統一解法に留意し、数値解析を考慮して説明する。具体的には連続体の

変形とひずみ、流動とひずみ速度、質量保存則、運動量保存則、エネルギー保存則、スカラー量・ベクトル量・テンソ

ル量の物質微分・空間微分、レイノルズの輸送定理、応力テンソル、応力テンソルの主軸と主応力、微分方程式と

不連続条件、物質客観性の原理と構成方程式、純粘性流体・弾性固体・粘弾性流体、粘度計の流れ、粘弾性流体

など。

シラバス １．序論

１．１ 連続体力学とは

１．２ 方法

１．３ 歴史

２．連続体の運動と質量保存則

２．１ 連続体の運動

（１）連続体とは

（２）連続体の速度と加速度

２．２ スカラー量，ベクトル量の微分・積分

（１）物質微分

（２）空間微分（勾配，発散，回転）

（３）レイノルズの輸送定理

２．３ 質量保存則

（１）連続変化の場合

（２）不連続変化の場合

（３）管内１次元流れの場合

２．４ まとめ

３．応力テンソルと運動量保存則

３．１ 連続体に作用する力とモーメントの釣合

（１）力の分類

（２）力とモーメントの釣合

３．２ 応力テンソル（物体内に分布する面積力）

（１）応力ベクトルと応力テンソル

（２）応力テンソルの主軸と主応力

（３）モールの応力円と２，３の特殊な応力状態

（４）物体に作用する面積力の合成

３．３ 運動量保存則

（１）連続変化の場合

（２）不連続変化の場合

（３）管内１次元流れの場合

３．４ まとめ

４．温度変化とエネルギー保存則

４．１熱力学の第１法則

４．２内部エネルギー，熱伝導の法則

４．３エネルギー保存則

（１）連続変化の場合

（２）不連続変化の場合

（３）管内１次元流れの場合

４．４まとめ

５．構成方程式

５．１ 速度場と連続体要素の変形

５．２ 構成方程式

（１）基本的な考え方

（２）線形物質の場合（ニュートン流体，フック固体）

（３）非線形物質の場合（一般ニュートン流体，？固体）

５．３ まとめ

６．粘度計の流れ

６．１ 一般ニュートン流体の構成方程式

副題

授業の到達目標

2012年3月7日 486/671 ページ



科目名付クラス名 連続体力学特論

科目キー 5101031001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

６．２粘度計による流動曲線の測定

７．粘弾性流体

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 複合材料工学特論

科目キー 5101031002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 2

授業概要 宇宙航空機分野に多用されているプラスチック基複合材料の力学問題と材料工学問題について解説する。複合

則、強化理論、積層理論、異方性力学、複合材料への破壊力学の応用、界面の力学、接着・接合、非破壊検査、成

形法を教授する。同時に、実際の複合材料構造物で問題となる力学問題について解説する。また、近年の複合材

料の研究動向も紹介しながら、その問題の背景にある基礎的な理論を解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 塑性力学

科目キー 5101031003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 2

授業概要 材料の力学、弾性力学の修得を前提に、降伏点を超えた塑性の性質とその力学を学ぶ。塑性加工の基礎となる塑

性力学の修得とFEMなどへの応用を目的とする。その内容は、弾性と塑性の性質、塑性学と金属物理学の関係、降

伏現象、降伏条件式、降伏曲面と移動硬化則、塑性構成方程式、全ひずみ理論とひずみ増分理論、塑性力学の現

状と将来展望など。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー１

科目キー 5101031004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 2

授業概要 相対運動を行いながら相互作用を及ぼし合う表面およびそれに関連しあう実際問題の科学技術であるトライボロ

ジーの基本的な取り扱いを学ぶ。具体的には、(1)トライボロジーとは何か 、(2)流体潤滑と境界潤滑について 、(3)潤

滑剤のレオロジーについて 、(4)潤滑方程式について 、(5)簡単な軸受のトライボロジー 、(6)生体のトライボロジー 、

(7)医療機械のトライボロジー 、について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー２

科目キー 5101031005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳 三上 誠

年度

単位数 2

授業概要 「トライボロジー１」に接続する科目で、相対運動をしながら互いに干渉しあう二面間に関連した科学・技術であるトラ

イボロジーの応用問題を取り扱う。具体的には、(1)オイルホワールやオイルホイップのトライボロジー理論 、(2)熱、

慣性力、乱流、弾性変形を考慮したトライボロジー理論、(3)差分法、有限要素法、境界要素法などによるトライボロ

ジー理論の数値解析、(4)複雑な軸受のトライボロジー、(5)回転機械のトライボロジー、(6)エンジンのトライボロ

ジー、(7)産業界におけるトライボロジー諸問題について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形力学

科目キー 5101031006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 2

授業概要 宇宙構造物やロボットなどの非線形システムのダイナミクスと制御には、多様体上の解析力学の手法が不可欠であ

る。本講義では、ラグランジュ力学とハミルトン力学の幾何学的方法とその基礎理論について、基礎的な事柄を中

心に概説する。内容としては、接バンドル、余接バンドルの幾何学、ルジャンドル変換、変分原理、対称性と簡約

化、リー・ポアソン構造、ディラック構造などの幾何学的力学の基礎理論と、それらに基づく、剛体の力学、完全流体

の力学、非ホロノミック系の力学、電気回路の力学や制御、システムの最適化などへの応用について述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形有限要素法

科目キー 5101031007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 久田 俊明

年度

単位数 2

授業概要 固体や構造物が静的あるいは動的に変形する問題を連続体力学に基づき厳密に解析する為の有限要素法の基礎

理論を中心として学ぶ。テンソルの概念と演算則、変形の記述法、ひずみ及びひずみ速度、応力及び客観応力速

度、保存則と平衡方程式、構成則、強形式と弱形式、有限要素離散化、非線形方程式の解法などについて解説し、

また先端的応用事例についても紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体力学特論

科目キー 5101031008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

単位数 4

授業概要 流体力学の諸現象の中から、幾つかのトピックスを選択し、その現象について講義すると共に、近年の発表論文の

輪読や発表を通して、最新の研究成果や研究展望に関して議論を行なう。具体的なテーマとしては、乱流と乱流モ

デル、境界層と遷移、圧縮性流体と波動などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マイクロ工学

科目キー 5101031010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 2

授業概要 マイクロアクチュエータを例にして、マイクロ機器の設計、製造方法を学習する。具体的には、Electrical、

Magnetic、 Thermal、 Optical、 Mechanical、 Chemicalを利用した駆動原理とその物理学的基礎理論、具体例、およ

び製造方法などを学ぶ。

まず、受講生が英文教科書を輪講し、内容を要約してpptによるプレゼンをおこなう。その後教員(川本)が関連する

事項について講義する形式で授業を進める。受講生は教科書の事前学習が必要である。

シラバス 1. オリエンテーション, Introduction

2. 自己紹介、マイクロ加工法

3．Electrical Microactuators I

4. Electrical Microactuators II

5. 電磁力学理論、圧電素子、超音波応用

6．Magnetic Microactuators I

7．Magnetic Microactuators II

8. Thermal and Phase-Transformation Microactuators、熱輸送理論

9. Optical Microactuators

10. Mechanical & Acoustic Microactuators & Micropumps

11. Chemical and Biological Microactuators、電気化学理論と電池

12.Smart Structures

副題

教科書 H. L. Tuller, Microactuators -Electrical, Magnetic Thermal Optical, Mechanical, Chemical and Smart Structures,

Kluwer Academic Publidhing, 1998.

(テキストは提供する)

参考文献

評価方法 出席，輪講内容などを総合的に判断して，単位の認定を行います．

備考 1. 私語は厳禁．厳守して下さい．

2. 教室内では，携帯電話の電源は切って下さい．そのほかの基本的なマナーも守ってください．

3. 授業は，規定どおり16:20に開始します．

4. 原則として途中入場，途中退場を認めません．やむを得ない場合 (病気、交通遮断など) には，ほかの受講生の迷

惑にならないように，静かに入退場して下さい．

5. 質問は講義の途中でも随時受け付けます．不明な点はどしどし質問してください．

6. 研究室訪問，電話，ファックス，E-Mailによる質問も歓迎します．

7. 出欠をとります．

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御系の解析設計

科目キー 5101031011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 4

授業概要 制御工学では、制御対象であるプロセス自体の特性に注目することよりも、プロセスの特性が与えられこれに対す

る最適な制御方式を決定することに多くの関心が払われてきた。本講は、制御対象であるプロセスの動特性を解析

し、これをもとに制御系を設計し、さらに動特性をも考慮に入れてプロセスを設計する立場からのアプローチを取るも

のである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御工学特論

科目キー 5101031012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 4

授業概要 前期は、主として、コージェネレーションシステム等に代表されるエネルギー・動力システムを対象に、プロセス制御

（PA）の領域に注目し、プロセスの状態量計測技術とその応用、さらにプロセス診断までを論ずる。後期は、主とし

て、自律移動体による環境認識システムを取り上げ、センシングの要素技術からシステムを適用するアプリケーショ

ンまで、広範囲に論ずる。いずれも、実験・実用例との対比を明確にしながら、講義を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御工学

科目キー 5101031013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 2

授業概要 非線形系をも含む多変数系のダイナミクスとそれらの広義回路論的な取り扱いについて考究する。それとともに、

“制御系”を構成するための制御方式、それらについての検討等ついて論じ、理論の実際の系への適用に付いても

検討する。の適用も会得してもらう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物造り工学特論

科目キー 5101031014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 4

授業概要 材料の塑性挙動と成形加工との関連について解析する塑性工学を理解するよう専門分野別に分担講述する。1.塑

性変形の解析における力学的基本法則、2.材料強さとしての塑性変形抵抗の解析、3.加工方式別(圧延、鍛造、押

出し、引抜き)による力学的解析と変形特性、4.最近のトピックス、5.先端加工プロセスの創造

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学特論

科目キー 5101031015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 2

授業概要 自動車、ロボット等の機械技術の発展により人間を取り巻く生活環境は大幅に改善された。反面、化石燃料の大量

消費により、地球環境は急速に悪化している。このため、今後は、真に地球・人間にとって優しいシステムの創生が

必要不可欠である。そこで、本講義では、このようなシステム創生に有効となるシステム解析手法の習得を目指す。

この際、ヒートポンプ、発電システム、デシカント空調システム等の具体的な熱システムを中心に各種機械システム

を例として取り上げ、その解説も含めながら講義を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体関連振動

科目キー 5101031017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘 太田 有

年度

単位数 2

授業概要 流体が関連して発生する振動・波動現象に着目し、いくつかの観点からテーマを選択して講義する。具体的なテー

マとしては、以下の通りである。(1) 流体管路における過渡現象について、準１次元非定常流れの計算モデルと数値

解法である特性曲線法、差分法を取り上げその有効性と適用限界を解説する。また、気液二相流の非定常流れの

計算モデルの問題点にも言及する。(2) 空気中を伝播する微小線形波動の性質と空力音響理論の基礎。およびそ

の応用である騒音の評価法や低減化法について。(3) 単独翼や流体機械の翼列に働く非定常空気力の特性とそ

の応用分野である翼列フラッターについて。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 システム応用解析

科目キー 5101031019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藪野 浩司

年度

単位数 2

授業概要 工学システムの設計や制御には、システムの挙動を予測し、評価し、適切に操作することが要求される。その際、

様々な数理解析的手法が必要となるが、特に力学系理論に的を絞り、その基本的な考え方を非線形現象の解析や

実験などの具体例を通して講述する。また非線形現象の応用例として、それを積極的に利用したマニピュレータの

運動制御について解説し、非線形現象と非線形解析法の関連について理解を深める。本講義は学部レベルの数学

と力学の知識のみを前提とする。

シラバス 本講義では, メカニカルシステムを具体例として取り上げ，理論解析および実験を通して、非線形振動現象に関する

本質的な理解を深める．下記のような項目について講義する。

１．線形ダイナミカルシステムの解析

１-１ ベクトル場と相空間

１-２ 平衡点と安定性

１-３ 定数係数線形微分方程式の解法

２．非線形現象の解析法

２-１ ダイナミカルシステムの平均化と簡約化

２-２ メカニカルシステムに発生する分岐現象の解析と理解

２-３ 解析的アプローチと現象との対応付け

３．機械システムに発生する非線形現象の制御

３-１ さまざまな非線形現象の発生メカニズム

３-２ 発生メカニズムに応じた制御法の設計論

３-３ 実験による有効性の確認

４．非線形現象を利用した運動制御

４-１ 分岐現象を利用したフィードバックを用いない倒立振り子の安定化

４-２ 分岐現象を利用した劣駆動マニピュレータの運動制御

副題 非線形現象の解析・制御・利用

教科書 藪野浩司：『工学のための非線形解析入門』，2004，サイエンス社に沿って授業を進めます．授業内容に関するプリ

ントを毎回配布します．

参考文献 １．S. H. Strogatz, Nonlinear Dynamics and Chaos, 2004, Perseus Books Pub

（非線形力学の解析法を例題を多く取り入れて解説した教科書）

2．A. H. Nayfeh and D. T. Mook, Nonlinear Oscillations, 1979, Wiley.

（様々な非線形現象の特徴と解析法が非常にわかりやすく示した世界的に有名な著書）

評価方法 レポートにより評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学特論

科目キー 5101031020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 2

授業概要 エンジン内乱流燃焼や生命細胞内の原形質流動現象を見てもわかるように、熱エネルギーと流動の両者が主要因

子である問題が多々存在する。そこで本講義では、両者を統合して記述した現代熱流体力学を概説し、さらに、実

際の分析事例に触れる。熱流体現象を記述する方法には、微視的な分子力学と巨視的な視点から構築された連続

体力学の２つがあるが、本講義では両者を統合した講義を行う。さらに、この力学体系が、燃焼現象の数理、数値

圧縮性流体力学、バイオインフォマティクスなどの多岐に渡る分野に寄与していることを、最近の事例を踏まえて述

べる。

シラバス 本年度は、以下の項目を中心に講義する。

１ 微視的と巨視的

２ 数学的準備

３ 保存則系

４ 状態方程式

５ 非線形性

６ 決定論モデルと確率論モデル

７ 分子力学概説

８ Ｋａｒｍａｎ渦と非対称性

９ 数値燃焼流体力学のトピックス

１０ 数値圧縮性流体力学のトピックス

１１ 乱流

１２ 燃料電池と生命

１３ 生命の分子熱流体力学概説

（８-１３については、その中からいくつか抜粋して講義する。）

副題

教科書 本年度は、最初の講義で示す。

参考文献

評価方法 授業中に出す課題のレポートで評価する.

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空宇宙工学特論

科目キー 5101031021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 2

授業概要 航空機、ロケット、衛星の研究開発の現状と課題について、構造設計に主点を置いたケーススタディによる講義であ

る。新規性のある航空宇宙システム計画につなげることを目標とする。

シラバス 第１回 ダヴィンチ、ライト兄弟そしてチオコフスキー。

第２回 飛行機の歴史。

第３回 飛行の原理（翼型等）と航空輸送システム。

第４回 型式証明、 耐空性審査と開発試験。

第５回 損傷許容設計と検査。

第６回 特殊航空機（ヘリと飛行船）。

第７回 MRJとSST、航空将来展望。

第８回 宇宙開発の歴史。

第９回 有人宇宙システムの開発。

第１０回 日本の有人宇宙システムの開発。

第１１回 失敗例に学ぶ（H2,H2A、チャレンジャー事故等）。

第１２回 衛星サブシステムと開発試験。

第１３回 はやぶさ（Muses-C) とかぐや（Selene）。

第１４回 宇宙環境問題 ー スペースデブリ。

第１５回 授業理解の確認を行う。確認方法は授業中に指示する。

副題 Selected Problems in Aerospace Structures

教科書

参考文献 必要に応じてプリント配布

評価方法 出席点とレポートによる。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料強度学特論

科目キー 5101031022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 2

授業概要 航空機やロケット用として使われている金属材料、耐熱金属間化合物、セラミック材料やそれらの複合化した材料の

強度特性、疲労特性、クリープ特性など重要な特性に関して、詳細に講義して、技術者や研究者としての必要な知

識を習得することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 凝固工学特論

科目キー 5101031023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境材料学特論

科目キー 5101031024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 2

授業概要 材料と環境の相互作用を学ぶ。

資源保全、環境保護との関連を考える。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 試験

レポート

教場発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高速推進工学特論

科目キー 5101031026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 2

授業概要 航空、宇宙輸送を用途とする高速推進機関（液体／固体、スクラムジェット、極超音速ターボジェット、電気推進等）

について、推進原理、性能指標、基本構造、現状の問題点、将来への展望を総合的に概説する。

シラバス １．イントロダクション（推進機関の歴史、種類、特徴）

２．ロケットの性能、ノズル

３．伝熱

４．軌道

５．燃焼

６．液体ロケットシステム

７．ターボポンプ

８．固体ロケットシステム

９．電気推進

１０．空気吸込み推進

副題

教科書 配布プリントによる

参考文献 ロケット推進工学（ジョージ P. サットン著、望月昌監訳、山海堂）

評価方法 平常点とレポート

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空環境技術特論

科目キー 5101031027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 林 茂

年度

単位数 2

授業概要 航空輸送はこれまで年率５％程度の成長を続けており、今後もこの程度の成長が持続することが期待される。航空

輸送の増大に伴い、航空エンジンの低騒音化やエンジン排出物の削減の技術が実用化されてきたが、騒音暴露や

空港近傍大気汚染の問題が解決されていないという現実がある。また、エンジンから排出されるNOxや粒子状物質

による地球大気環境への影響も懸念されるようになっており、CO2 も排出抑制が求められる時代になっている。こ

の講義では、航空エンジン技術の進歩を概観するとともに、騒音の発生機構、エンジン排出物の生成機構、騒音や

エンジン排出に関する規制の動向、エンジン排出が地球大気に与える影響、環境技術開発の現状、今後必要とな

ると予想される技術等について学ぶ。

シラバス （１）航空エンジンの今日までの技術的進歩

（２）航空エンジンにおける騒音の発生機構

（３）エンジン騒音の規制の動向と低減技術

（４）エンジン排出物（NOx、CO, HC, スモーク等）の生成機構

（５）空港近傍大気および地球大気へのエンジン排出物の影響

（６）エンジン排出低減技術

（７）将来に向けての航空環境技術開発

副題

教科書 授業に必要最小限の資料は配布する。

参考文献 資料、参考文献等は授業において適宜指示する。

評価方法 レポート

備考 積極的に授業に参加することを希望する。

E-mail： hayashi@chofu.jaxa.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空機産業の現在と未来

科目キー 5101031028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行 戸田 勧

年度

単位数 2

授業概要 世界の航空宇宙産業界は科学技術の進化とともに日々変化している。機械工学やエンジニアリングの部門で最先

端を行くのも航空宇宙産業である。この講座では、航空機設計から製造分野はもちろんのこと、サプライチェーン上

における品質管理、次世代の航空機に必要な技術研究開発や環境保護対策まで、航空業界の最新情報を織り交

ぜ様々な角度から航空機の設計・製造・運航管理を論じる。

シラバス １．航空業界の現状と将来（講師:野坂隆博、エアバス・ジャパン）

1990年代から2000年代初頭にかけて欧州や米国で航空業界の再編が進み、民間航空業界ではエアバスとボーイ

ング社が市場を二分するようになった。日本の航空業界がこの状況のなかで将来生き残っていくためには何が必要

となるのかを考える。

２．運航性能を最適化するための機体とエンジンの統合（講師：ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

運航性能を向上し、消費燃料を最小限に抑えることは現代の航空機産業における最大のチャレンジである。航空機

メーカーにとって最重要目標となる、空力学的に最も優れた技術の採用、機体と推進システムの統合最適化の方法

を論ずる。

３．機体構造と材料の革新（講師:ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

運航効率を向上させるためには、重量を最小限に抑えながら必要不可欠な機体構造を保持しなければならない。航

空機の各部位にはそれぞれ違った荷重が加わるため、疲労や応力を計算した設計がそれぞれ必要となる。革新的

な材料を適した構造部位に使用する方法を探る。

４．装備品とシステムの革新（講師：ティエリ・パルドシュー、エアバス）

航空機の操縦システムにおいて、時代は油圧式の動作方式から業界標準となった「フライ・バイ・ワイヤ（電子制

御）」システムの電気信号による操舵方式へと移行した。さらに現在では、電気式アクチュエーターを主流としたシス

テムを搭載するようになった。その技術革新に迫る。

５．A380の設計から製造まで（講師：ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

今後20年間で3倍に増える旅客需要を見据え、次世代の大型旅客機として設計されたA380。構想からおよそ15年の

歳月を経てデビューするA380には様々な革新技術が採用されている。設計思想から製造分野における新技術を紹

介する。

６．日本の航空機産業（講師:ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

長い歴史を持つ日本の航空業界。国産機開発推進時代を経て70年代に入り、日本は航空機開発の国際協力時代

に突入した。現在日本は複合材技術や部品で最先端を走り、航空業界に大きく貢献している。次のステップとして、

再び独自の国産機開発を目指す日本の航空業界を検証する。

7. 学力考査及び解説 その１。 （戸田）

８．航空機の研究開発（講師：ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

将来の航空機は航空力学的に優れているだけではなく、今後益々厳しくなる環境規制にも対応しなくてはならない。

また、素材として利用される軽量素材の量も増えているうえ、その健全性を検知するヘルスモニタリング・システムの

研究も進んでいる。将来必要とされる航空技術の開発状況を見る。

９．航空機の品質管理と品質保証（講師:ディディエ・ルクス、エアバス）

航空機メーカーが最も注力する点は運航における高い信頼性の確立と、新型航空機が市場投入される際の高い成

熟性である。特に量産期にあっては、生産過程においてメーカーとサプライヤ双方が高品質な製品製造を徹底しな

ければならない。航空機の品質を保証する生産過程について論じる。

１０．航空機の環境保護対策（講師:ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

航空業界は環境への影響を十分に配慮しなければならない。騒音と排気の削減、ISO14001が定める生産方式の遵

守などは、航空業界が協力して取り組むべき課題である。環境保護対策の面から航空機の最新技術を探る。

１１．航空機の最新機内設備（講師:ルイス・ノブレ、エアバス・ジャパン）

近年、航空機の差別化を図る重要な要素として、客室仕様が注目されている。新技術によって航空機の機体幅が

広くなり、柔軟性に優れた機内設計が可能となった。乗客への快適性を追求する最新の客室内装備を検証する。

副題 エアバス寄付講座 Present and Future of Aircraft Industry

授業の到達目標
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科目名付クラス名 航空機産業の現在と未来

科目キー 5101031028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

１２. 学力考査及び解説 その２。 （戸田）

１３. 航空機のサプライチェーンについて（講師：冨田誠一郎、エアバス・ジャパン）

航空機産業はもはや１カ国の産業ではなく、グローバルに展開されている。航空機パーツも全世界から調達され、

そのなかで重要な役割を担っているのがサプライチェーンである。航空機製造のパーツ輸送管理のシステムを論じ

る。

１４ . パイロット・プレゼンテーション（講師：アントニオ・モセリン、エアバス）

「フライ・バイ・ワイヤ（ＦＢＷ）」システムを中心に説明。ＦＢＷとは、翼面を動かす従来の油圧システムを電子制御シ

ステムに置き換えたもので、航空機の運用性能や整備性を一段と向上させた。業界標準となった技術説明を、運用

するパイロットから。

１５. 授業理解の確認、確認方法は授業中に指示する。(戸田）

教科書 各授業の事前にレジメを配布する予定

参考文献

評価方法 出席、レポートなどにより総合的に評価する。

備考 エアバス社から派遣される講師により、英語で講義される。

修士課程を対象とするが、学部生の先取りも可

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料のリスク特論

科目キー 5101031031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石毛 健吾 木原 重光 野中 勇

富士 彰夫 中川 精和

年度

単位数 2

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 鉄鋼材料学

科目キー 5101031032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一 竹内 泉

年度

単位数 2

授業概要 日本は戦略的新産業分野を通じて経済発展を図っている。新産業分野の発展には，ナノテクノロジー・材料，環境・

エネルギーなどの分野の革新的技術の導入が必須であるとされている。その中でも特に材料分野は全ての技術に

関わる基盤技術であり，その重要性は論を待たない。材料学はナノマテリアルからマクロマテリアルまで幅広く展開

されている。マクロマテリアルは社会基盤・産業基盤の発展・保全に欠くことのできない学術・技術である。この分野

の教育は単に鉄鋼業界のみならず，広く産業界全般からの要請が強い。この講義ではそれぞれの分野における先

端・一流の各社の研究者の協力を得て行う。鉄鋼材料を中心としたマクロ材料工学をその基礎原理を踏まえ、最新

の工学技術・応用までを系統的に教育し，もってわが国の国際競争力に資することを目的とする。

シラバス 4月17日

船川義正（JFEスチール(株)スチール研究所）

「薄板(1)」

私たちの生活に欠かせない自動車の重量の70%は鉄鋼製品である。自動車の美しいボディを形作る薄鋼板は鉄鋼

製品の中でも高級品に数えられ、その特性設計には金属学の知見がふんだんに使われている。鉄鋼材料学を始め

るに当たり、身近にある自動車に使われている鉄鋼材料にスポットを当て、鉄鋼材料の魅力と構造材料としての幅

広さについて触れる。主として、強度、集合組織を薄板特有の加工法であるプレス成形と絡めて解説する。

4月24日

小林 崇（JFEスチール(株)スチール研究所）

「薄板(2)」

薄鋼板独自の工法であるプレス成形により、二次元平面である薄板が三次元形状を形作る。その加工は我々の身

の回りにある家具、家電製品から自動車までいろいろな形を実現する。薄板で第二回目の講義では、薄鋼板のプレ

ス成形を中心に解説する。また、薄鋼板の特性を千変万化させる合金元素についても言及するとともに、基礎金属

学と薄鋼板製造技術との関連をわかりやすく概説する。

5月1日

竹内 泉（住友金属工業）

「厚鋼板（１）」

厚板の製造方法と用途例について説明する。大きく分類すると厚板圧延後に熱処理を施してから使用する調質鋼と

圧延のままで使用する非調質鋼がある。これらの２種類の製法に活かされている冶金原理としての鋼の変態、再結

晶、細粒化機構について理解する。

5月8日

竹内 泉（住友金属工業）

「厚鋼板（２）」

鋼の特性として重要な高強度化機構、破壊安全性、耐食性について述べるとともに、それらの特性を獲得するため

にどのような製造方法が採用されるかについて述べる。これらの製造工程に冶金原理がどのように応用されている

かについて理解を深める。

5月15日

竹内 泉（住友金属工業）

「鋼管」

エネルギー産業に関わる鋼管として最先端技術が応用されている実施例の一つとして天然ガス輸送を担う大径サ

インパイプに要求される特性と対応技術について述べる。シームレス鋼管の主要用途である石油・ガス採掘用の油

井管、発電用のボイラーチューブに要求される特性について述べる。鋼管と地球環境との関わりについて理解す

る。

5月22日

清水正文（神戸製鋼）

「表面処理鋼板」

自動車、家電・OA機器、建材分野で鉄鋼材料の防錆効果を主目的に多用される表面処理鋼板は、社会のニーズ

に対応して、多機能化が進んでいる。広く材料および技術に求められている環境調和と長寿命化、高機能化に対応

し、進歩を続ける表面処理鋼板の中で、電気・溶融亜鉛系めっきと化成処理・有機皮膜技術について、その求めら

れる機能と特性を紹介する。

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 鉄鋼材料学

科目キー 5101031032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

5月29日

山崎 真吾（新日本製鐵）

「高強度特殊鋼棒線」

本講義では、平衡状態図、恒温変態線図、連続冷却変態線図を用い、高強度鋼として用いられる中高炭素鋼の変

態挙動と組織形成過程の基礎について講義を行う。また、実際の棒線材の製造工程とその組織的特長、機械的性

質の講義を通じ、実用材の造り込みについて理解を深める。さらにこれら棒線材の用途や環境脆化（水素脆化、腐

食疲労）をトピックスとし、現在、高強度鋼が直面している課題について紹介する。

6月5日

宇城 工（JFEスチール(株)スチール研究所）

「ステンレス鋼」

ステンレス鋼は近年最も生産量が増大している鉄鋼製品の一つであり、また現在でも多くの新しい鋼種が開発され

ている。本講義では、ステンレス鋼の組織と特性、さらに製造プロセスについて概説すると共に、その基本特性であ

る耐食性について不動態皮膜も含めてやや詳細に説明する。また、ステンレス鋼の市場や用途についても言及す

る。

１．ステンレス鋼の鋼種と組織・特性

２．ステンレス鋼の製造プロセス

３．ステンレス鋼の耐食性

４．ステンレス鋼の市場と用途

6月12日

松岡和巳（新日本製鐵）

「鋼構造物の腐食と防食」

構造物の主要部材となる鉄鋼材料は，腐食に対して長期間強度が健全に維持されることが求められる．本講義で

は鋼構造物部材の実環境下における腐食の特徴とこれを防止する防食技術，また，腐食を監視予測する技術につ

いて最新の動向を説明する

6月19日

山崎 真吾（新日本製鐵）

「橋梁用高強度銅線」

高炭素パーライト鋼を伸線することによって製造される超高張力鋼線は、商用鋼の中で最も強度の高い材料であ

り、タイヤ補強用のスティールコードあるいは橋梁用ケーブルなどに使用される。本講義では橋梁技術と高強度鋼

線について解説し、高炭素鋼の強度と延性、高強度化技術の現状と高強度化に伴う課題について講義する。

6月26日

鹿礒 正人（かいそ まさと）（神戸製鋼）

「特殊鋼」

特殊鋼は、ボルトや歯車、ばねなど、様々な形状に加工されて使用される。

さらに部品に応じて、引張強度で300MPaから4000MPa以上まで、非常に幅広い特性を与えることができる。

特に自動車には多くの特殊鋼から作られた部品が使用され、皆さんの役に立っている。

それぞれの部品に必要な特性に応じて、鋼の化学成分や加工方法、熱処理方法を選択できる特殊鋼の魅力につい

てお話しする。

7月3日

西山 繁樹（神戸製鋼）

「溶接・接合 材料と技術」

鉄鋼材料はあらゆる工業分野で多用されており、鋼板・鋼管をはじめ現在でも次々と新製品が開発されている。これ

らの素材が持つ特性を最大限活用するためには、材料どうしを接合する技術が極めて重要である。本講義では、鉄

鋼材料の接合方法として現在最も普及している「アーク溶接」について、その概要を述べるとともに、関連する規格

や実際の適用例を紹介する。

7月10日

酒井 潤一

工場見学

教科書

参考文献 資料は適宜準備して配布
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科目名付クラス名 鉄鋼材料学

科目キー 5101031032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 Introduction to Industrial Ecology (2)

科目キー 5101031033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石川 雄一

年度

単位数 2

授業概要 Course Goals (講義目標)

1. Become informed on some of the major issues surrounding automobile and environment

2. Brush up critical reading, writing and discussion skills in English

Course Description (講義概要)

Industrial ecology is a systemic perspective that aims to optimize the total materials cycle, from virgin materials

to ultimate product disposal. Factors to be optimized include resources, energy, and capital. Industrial ecology is

one means by which humanity can rationally approach and maintain a desirable carrying capacity, given economic,

cultural and technological evolution, so called sustainable development.

The automobile is of great interest to industrial ecology, because automobiles are so much a part of people's lives,

yet can also produce demonstrable stresses on the environment. This makes the automobile and its environmental

attributes an ideal case study. In our case study, we will explore the experience of designing the automobile with

the environment in mind. What choices are desirable? What are difficult to implement? Where is more research

needed?

Based on the weekly reading assignments, students will prepare a short response paper to be submitted at the

beginning of each class. Students are required to participate in class discussions on the basis of careful reading of

the assigned materials.

シラバス Course Schedule (tentative) 授業計画（暫定的）

Week 1. April 9 Course orientation and general introduction to industrial ecology

Week 2. April 16 Introduction (1) Humanity and environment

Week 3. April 23 Introduction (2) The industrial ecology concept

Week 4. April 30 Introduction (3) Technological change and evolving risk

Week 5. May 7 Framework (1) The relevance of biological ecology to technology

Week 6. May 14 Framework (2) The status of resources

Week 7. May 21 Framework (3) Society and culture; Governments, laws and economics

Week 8. May 28 Design for environment (1) Industrial product design and development; Industrial process design

and operation

Week 9. June 4 Design for environment (2) Choosing materials

Week 10. June 11 Design for environment (3) Design for energy efficiency; Product delivery

Week 11. June 18 Design for environment (4) Environmental interactions during product use

Week 12. June 25 Design for environment (5) Design for end of life

Week 13. July 2 Design for environment (6) An introduction to life-cycle assessment;

The LCA impact and interpretation

Week.14. July 9 Final term paper submission

副題

教科書 Textbook 教科書(Optional: You may purchase the textbook)

T. E. Graedel and B. R. Allenby: “Industrial Ecology and the Automobile” Prentice Hall

(1997). Available by the instructor.

Photocopied Powerpoint presentation slides and some reading materials are distributed in the class.

参考文献 Suggested readings (Available at the instructor) 参考書・資料

G. Hardin: The tragedy of the commons, Science, 162, 1243-1248 (1968)

L. Brown: “Eco-Economy” (2002) available at http://www.earth-policy.org

評価方法 Course Requirements (成績評価法)

Attendance of more than 2/3 and submission of response paper, homework, quiz and final term paper are required

to receive the grading.

Grading Method (成績評価法)

Attendance and class participation: 30%

Homework 20%

Quiz: 20%

Final term paper 30%

備考 備考：講義は英語、試験・レポートも英語です。

授業の到達目標
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科目名付クラス名 Introduction to Industrial Ecology (2)

科目キー 5101031033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

単位数 2

ishiy@ynn.ac.jp

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 溶接・接合

科目キー 5101031034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 安田 功一

年度

単位数 2

授業概要 金属材料の溶接・接合方法を概説し、現在最も主流となっているアーク溶接

についてアークプラズマ溶接現象を理解して溶接金属に混入する酸化物の

存在を認識する。また、鉄鋼材料を中心に溶接金属と溶接熱影響部の金属

組織変化を理解するとともに、これらの組織・材質制御設計手法を学び、溶接

継手の安全・安心設計のための基礎知識を修得する。

シラバス (1) 溶接熱源による溶接法の原理と特徴

(2) アーク溶接現象の基礎

(3) アーク溶接機器、溶接材料によるアーク溶接現象の制御

(4) 鉄鋼材料の溶接熱履歴による組織変化と溶接性

(5) 鉄鋼材料の溶接と溶接金属組織制御

(6) 鉄鋼材料の溶接材料

(7) 鉄鋼材料の新しい溶接・接合方法

(8) ステンレス鋼の溶接

(9) 非鉄金属の溶接（アルミニウム合金）

(10) 溶接熱伝導解析とその応用

(11) 溶接継手部の割れ、欠陥、残留応力と脆性破壊、疲労破壊現象

(12) 溶接構造力学と溶接構造設計の基礎

(13) 溶接継手部の非破壊試験法と検査

副題

教科書 「溶接・接合技術」、溶接学会編、産報出版

参考文献

評価方法 定期試験、平常点

備考 担当教員連絡先等

千葉市中央区川崎町１

JFEスチール(株）、スチール研究所

安田 功一（ko-yasuda@jfe-steel.co.jp）（公開可）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 工学系解析演習Ａ

科目キー 5101032001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

単位数 3

授業概要 連続体力学、流体力学、システムダイナミクス、数値解析法に関連する名著を年度毎に適宜選択し、輪読する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 工学系解析演習Ｂ

科目キー 5101032002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

単位数 3

授業概要 前期に引き続き、連続体力学、流体力学、システムダイナミクス、数値解析法に関連する名著を輪読する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 工学系解析演習Ｃ

科目キー 5101032003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文のテーマの位置づけを目的として、最近の文献を調査し、要約と批判を行わせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 521/671 ページ



科目名付クラス名 工学系解析演習Ｄ

科目キー 5101032004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文のテーマに沿い、数理モデルの適切性と解の安定性、数値解の安定性、システムの最適化などの

問題を検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学演習Ａ

科目キー 5101032009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

単位数 3

授業概要 圧縮性流体力学や空気機械を対象とした文献や近年の研究論文を輪読することで、流体工学研究上に表れる諸問

題の解決法を理解、体得するための必要事項を学習すると共に、より現実的な側面から実験的あるいは数値的問

題を与え、その演習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学演習Ｂ

科目キー 5101032010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

単位数 3

授業概要 圧縮性流体を扱う流体機械の非定常現象に注目し、近年の研究論文や文献の輪読を通して、現象の理解と問題の

処理能力を養うための演習を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学演習Ｃ

科目キー 5101032011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文の研究テーマに応じた文献および研究論文の輪読を通して、研究の方法や方向性に関する議論を

行なうと共に、関連する解析的あるいは数値的問題を演習として扱う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 流体工学演習Ｄ

科目キー 5101032012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文の研究テーマに応じて、成果報告や議論、関連研究の調査などを通して、研究の方針と方向性を

検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学演習Ａ

科目キー 5101032013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 3

授業概要 熱流体科学特論の内容を踏まえ、演習課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学演習Ｂ

科目キー 5101032014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 3

授業概要 熱流体科学特論の内容を踏まえ、演習課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学演習Ｃ

科目キー 5101032015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 3

授業概要 熱流体科学特論の内容を踏まえ、演習課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 熱流体科学演習Ｄ

科目キー 5101032016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 3

授業概要 熱流体科学特論の内容を踏まえ、演習課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 システム数理演習Ａ

科目キー 5101032017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 3

授業概要 力学系の理論を基礎とする応用数学の手法によって、非線形現象の解析手法について、論文や名著の輪読を行う

とともに演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 531/671 ページ



科目名付クラス名 システム数理演習Ｂ

科目キー 5101032018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 3

授業概要 微分幾何学を基礎とした非線形力学理論の基礎概念について、論文や名著の輪読を通じて、応用例とともに学習

し、さらに数値解析などを通じて具体的な演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 532/671 ページ



科目名付クラス名 システム数理演習Ｃ

科目キー 5101032019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文の研究テーマに関連する最新の文献の調査、グループでの議論を中心に研究の実施に当たる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 533/671 ページ



科目名付クラス名 システム数理演習Ｄ

科目キー 5101032020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文の研究テーマについて、成果報告や議論を通じて、論文執筆のための検討を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 534/671 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学演習Ａ

科目キー 5101032021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 3

授業概要 従来の制御工学では、制御対象の特性解析あるいはその結果に基づく制御をも考慮に入れたプロセスの設計とい

う分野には、ほとんど関心が払われてこなかった。しかし、今後の方向としてはプロセスの設計段階から制御工学も

大きくかかわることが求められるものと考えられる。そこで「プロセス工学演習ＡＢ」では、このための第一ステップと

して基本的なプロセスである混合現象、熱移動、物質移動、反応などについての理解を深めるために、実験をも交

えながら演習を行う。なお、基本的な制御工学に関する知識を前提とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 535/671 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学演習Ｂ

科目キー 5101032022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 3

授業概要 従来の制御工学では、制御対象の特性解析あるいはその結果に基づく制御をも考慮に入れたプロセスの設計とい

う分野には、ほとんど関心が払われてこなかった。しかし、今後の方向としてはプロセスの設計段階から制御工学も

大きくかかわることが求められるものと考えられる。そこで「プロセス工学演習ＡＢ」では、このための第一ステップと

して基本的なプロセスである混合現象、熱移動、物質移動、反応などについての理解を深めるために、実験をも交

えながら演習を行う。なお、基本的な制御工学に関する知識を前提とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 536/671 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学演習Ｃ

科目キー 5101032023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 3

授業概要 プロセス工学演習ＣＤ」では「プロセス工学演習ＡＢ」における学習の成果をもとに、対象とするシステムの解析、実

験等による解析結果の妥当性の確認、これらの結果に基づくシステムの最適設計を行う能力の習得を目的とする。

実際に対象とするシステムは、燃料電池排熱により吸収冷凍機を駆動するシステムをはじめとする各種熱システム

を主体とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 537/671 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学演習Ｄ

科目キー 5101032024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 3

授業概要 プロセス工学演習ＣＤ」では「プロセス工学演習ＡＢ」における学習の成果をもとに、対象とするシステムの解析、実

験等による解析結果の妥当性の確認、これらの結果に基づくシステムの最適設計を行う能力の習得を目的とする。

実際に対象とするシステムは、燃料電池排熱により吸収冷凍機を駆動するシステムをはじめとする各種熱システム

を主体とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 538/671 ページ



科目名付クラス名 制御工学演習Ａ

科目キー 5101032025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 3

授業概要 制御工学の基礎について、基本的には月毎に1テーマを設定し、毎週の授業時には個別に質疑討論、課題解説を

行う。月末にリポートの提出を求める。次期テーマについては、提出されたリポートの内容に留意して、学生ごとに設

定する。期末に、半期の課題全般を対象に、各学生に口頭発表を求め、参加者全員によるディスカッションを行う。

この結果を踏まえ、最終的に前期全般のリポートの提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御工学演習Ｂ

科目キー 5101032026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 3

授業概要 制御工学の応用について、基本的には月毎に1テーマを設定し、毎週の授業時に個別に質疑討論、課題解説を行

う。月末にリポートの提出を求める。次期テーマについては、提出されたリポートの内容に留意して、学生ごとに設定

する。期末に、半期の課題全般を対象に、各学生に口頭発表を求め、参加者全員によるディスカッションを行う。こ

の結果を踏まえ、最終的に後期全般のリポートの提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 制御工学演習Ｃ

科目キー 5101032027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究計画に沿って、個別にテーマを設定し、1ヶ月を目処にリポートの提出を求める。次期テーマについ

ては、前回のリポートの内容に留意して、新たな課題を設定する。前期末に、半期の課題全般を対象に、各学生に

口頭発表を求め、参加者全員によるディスカッションを行い、後期に向けて研究計画を見直し、その結果を研究目的

達成のために反映させる。この点を前期最終リポートとして提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 541/671 ページ



科目名付クラス名 制御工学演習Ｄ

科目キー 5101032028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究の進捗状況に合わせて個別にテーマを設定し、随時リポートの提出を求める。次期テーマについて

は、提出されたリポートの内容に留意して、新たな課題を設定する。毎月末に、その月の課題全般について、各学生

に口頭発表を求め、参加者全員によるディスカッションを行い、その結果を随時研究へ反映するよう促す。ディスカッ

ションの結果が研究展開に及ぼした効果についても、随時リポートとしての提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計測・制御工学演習Ａ

科目キー 5101032029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 3

授業概要 学部で制御関連の講義を修得した段階を想定して、年毎に課題を定め、それに沿った著書・文献を通しての講義と

実験・演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 543/671 ページ



科目名付クラス名 計測・制御工学演習Ｂ

科目キー 5101032030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 3

授業概要 修士２年生の“計測・制御工学演習Ｄ”に参加する等して、自分が選択した２つの課題について、修士２年生とは

違った立場での実験・シミュレーション・検討を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計測・制御工学演習Ｃ

科目キー 5101032031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 3

授業概要 教員が、修士論文に関連した課題を個々の学生との協議で決め、１人が半期に２回ずつ発表を行い、発表以外の

学生は質問等義務付けられ、それらを交えて討論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 計測・制御工学演習Ｄ

科目キー 5101032032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 3

授業概要 教員が、修士論文に関連した課題を個々の学生との協議で決め、１人が半期に２回ずつ発表を行い、発表以外の

学生は質問等義務付けられ、それらを交えて討論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学演習Ａ

科目キー 5101032033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 3

授業概要 熱システムを中心に各種機械システムのモデリング、解析手法に関する著書や最新の文献を精読する。これによ

り、修士論文作成に必要となる基礎学力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学演習Ｂ

科目キー 5101032034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 3

授業概要 機械システム制御工学演習Ａに引き続き、熱システムを中心に各種機械システムのモデリング、解析手法に関する

著書や最新の文献を精読する。これにより、修士論文作成に必要となる基礎学力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学演習Ｃ

科目キー 5101032035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 3

授業概要 機械システム制御工学演習Ａ、Ｂで習得した基礎的素養をもとに、修士論文で対象とする具体的な機械システムを

対象として、設計、制御方法を学習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 機械システム制御工学演習Ｄ

科目キー 5101032036

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 3

授業概要 機械システム制御工学演習Ｃに引き続き、修士論文で対象とする具体的な機械システムを対象として、設計、制御

方法を学習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 550/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギーシステム工学演習Ａ

科目キー 5101032037

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 3

授業概要 動力・エネルギーシステム工学の基礎について、基本的には月毎に1テーマを設定し、毎週の授業時には個別に質

疑討論、課題解説を行う。月末にリポートの提出を求める。次期テーマについては、提出されたリポートの内容に留

意して、学生ごとに設定する。期末に、半期の課題全般を対象に、各学生に口頭発表を求め、参加者全員による

ディスカッションを行う。この結果を踏まえ、最終的に前期全般のリポートの提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 551/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギーシステム工学演習Ｂ

科目キー 5101032038

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 3

授業概要 動力・エネルギーシステム工学にかかわる各自のテーマに応じた、シミュレーションおよび実験手法を主体とした質

疑討論、課題解説を行う。月末にリポートの提出を求める。次期テーマについては、提出されたリポートの内容に留

意して、学生ごとに設定する。期末に、半期の課題全般を対象に、各学生に口頭発表を求め、参加者全員による

ディスカッションを行う。この結果を踏まえ、最終的に前期全般のリポートの提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 552/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギーシステム工学演習Ｃ

科目キー 5101032039

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 3

授業概要 修士論文の研究の進捗状況に合わせて個別にテーマを設定し、随時リポートの提出を求める。毎月末に、その月

の課題全般について、各学生に口頭発表を求め、参加者全員によるディスカッションを行い、その結果を随時研究

へ反映するよう促す。ディスカッションの結果が研究展開に及ぼした効果についても、随時リポートとしての提出を求

める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 553/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギーシステム工学演習Ｄ

科目キー 5101032040

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 3

授業概要 動力・エネルギーシステム工学演習Ｃに引き続き、修士論文の研究の進捗状況に合わせて個別にテーマを設定し、

随時リポートの提出を求める。毎月末に、その月の課題全般について、各学生に口頭発表を求め、参加者全員によ

るディスカッションを行い、その結果を随時研究へ反映するよう促す。ディスカッションの結果が研究展開に及ぼした

効果についても、随時リポートとしての提出を求める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 554/671 ページ



科目名付クラス名 複合材料工学演習Ａ

科目キー 5101032041

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 3

授業概要 複合材料工学、破壊力学、材料強度学に関連する重要な著書あるいは最新の文献研究を行う。連続体の力学を基

礎とした固体の力学の修得を目標として、修士論文作成のために必要な基礎学力を養成する。併せて、いくつかの

課題に対して実験的、数値解析的演習を行い、発表・討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 555/671 ページ



科目名付クラス名 複合材料工学演習Ｂ

科目キー 5101032042

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、文献研究と演習を行い基礎的な解析能力を養成し、ならびに最新の研究動向を調査する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 556/671 ページ



科目名付クラス名 複合材料工学演習Ｃ

科目キー 5101032043

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 3

授業概要 各自の修士論文の研究テーマに応じた成果を報告し討論を行う。関連研究の比較・調査などを実施しながら修士論

文で展開している研究の方針と方向性を検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 複合材料工学演習Ｄ

科目キー 5101032044

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 3

授業概要 演習Ｃに引き続き、修士論文の成果報告や討論、修士論文で展開している研究の方針と方向性を検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 558/671 ページ



科目名付クラス名 材料システム設計演習Ａ

科目キー 5101032045

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 3

授業概要 械材料の素形材・部材の設計は、材料の力学的思考に加えて材料の物性・特質そのものに機械技術者が、目的意

識をもって実践することにより創造的な機械システムとなる。この観点から、力学系では、弾性、塑性、破損・破壊、

物性系では、金属、非金属、先端材料について演習と輪講を行い基盤的な解析能力を養生する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 559/671 ページ



科目名付クラス名 材料システム設計演習Ｂ

科目キー 5101032046

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａに引き続き、演習と輪講を行い基盤的な解析能力を養生する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料システム設計演習Ｃ

科目キー 5101032047

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 3

授業概要 演習Bに引き続き、演習と輪講を行い基盤的な解析能力を養生する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 561/671 ページ



科目名付クラス名 材料システム設計演習Ｄ

科目キー 5101032048

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 3

授業概要 演習Cに引き続き、演習と輪講を行い基盤的な解析能力を養生する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 562/671 ページ



科目名付クラス名 塑性工学演習Ａ

科目キー 5101032049

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 3

授業概要 「修士論文研究」の周辺で随時各個に課題を設定していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 563/671 ページ



科目名付クラス名 塑性工学演習Ｂ

科目キー 5101032050

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 3

授業概要 「修士論文研究」の周辺で随時各個に課題を設定していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 564/671 ページ



科目名付クラス名 塑性工学演習Ｃ

科目キー 5101032051

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 3

授業概要 塑性工学演習Ａ、Ｂを履修していることを原則とする。大学院前期課程の研究テーマに関した文献の輪講はもとよ

り、塑性変形特性の知見を深くし、実験解析法を確たるものとし、加工プロセス工学における変形機構の力学的解

析を明らかにし、基礎研究により作り出される基礎的知識を、実際的・応用的・開発的・創造的知識へ積み上げるこ

とを演習する。社会への機械工学技術者・研究者および大学院後期課程の塑性工学研究者としての素地を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 565/671 ページ



科目名付クラス名 塑性工学演習Ｄ

科目キー 5101032052

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 3

授業概要 塑性工学演習Ａ、Ｂを履修していることを原則とする。大学院前期課程の研究テーマに関した文献の輪講はもとよ

り、塑性変形特性の知見を深くし、実験解析法を確たるものとし、加工プロセス工学における変形機構の力学的解

析を明らかにし、基礎研究により作り出される基礎的知識を、実際的・応用的・開発的・創造的知識へ積み上げるこ

とを演習する。社会への機械工学技術者・研究者および大学院後期課程の塑性工学研究者としての素地を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料加工学演習Ａ

科目キー 5101032053

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 3

授業概要 金属材料の加工の基礎である固体の熱力学を中心に、相変態に関する原書購読を行い、更には基礎的な計算に

基づいた演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料加工学演習Ｂ

科目キー 5101032054

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 3

授業概要 金属材料の加工の基礎である固体の熱力学を中心に、相変態に関する原書購読を行い、更には基礎的な計算に

基づいた演習を行う。これらの基礎演習の結果を修士論文作製の基礎として、実用の域にまで到達させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料加工学演習Ｃ

科目キー 5101032055

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 3

授業概要 液体金属を用いた加工法の基礎として、液体と固体の間の界面エネルギーの測定法とその考え方の基礎を学習す

る。これらの演習問題を中心に実学への応用を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 569/671 ページ



科目名付クラス名 材料加工学演習Ｄ

科目キー 5101032056

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 3

授業概要 液体金属を用いた加工法の基礎として、液体と固体の間の界面エネルギーの測定法とその考え方の基礎を学習し

た結果（材料加工学演習C）の応用問題として、実際の現象の解析を演習問題を中心に行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 570/671 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学演習Ａ

科目キー 5101032057

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙機体に特有な薄板、シェルなどの軽量構造、耐熱耐圧構造に関する重要な著書あるいは最新の文献研

究を行う。構造力学と変文法の修得を目標とし、 修士論文作成のために必要な基礎学力を修得する。あわせて、い

くつかの課題に対して、解析的又は実験的演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 571/671 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学演習Ｂ

科目キー 5101032058

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙機体に特有な薄板、シェルなどの軽量構造、耐熱耐圧構造に関する重要な著書あるいは最新の文献研

究を行う。構造力学と変文法の修得を目標とし、 修士論文作成のために必要な基礎学力を修得する。あわせて、い

くつかの課題に対して、解析的又は実験的演習を行う。

シラバス 第１回 宇宙開発の経過と現状

第２回 人工衛星の軌道 その１

第３回 人工衛星の軌道 その２

第４回 ロケットの推進力

第５回 超音速ノズル

第６回 ロケットにおける燃焼の基礎理論

第７回 燃焼温度と燃焼圧

第８回 ロケットで出し得る速度と速度損失

第９回 射点緯度と地球自転の影響

第１０回 固体ロケットモーター

第１１回 液体ロケットシステム

第１２回 ロケット機体に作用する荷重

第１３回 ロケット機体構造

第１４回 ロケット機体の強度

第１５回 ロケットの振動問題

副題 Practice on the Aerospace Systems and Structures

教科書 プリント配布

参考文献 航空宇宙工学便覧 丸善

評価方法 出席と発表による総合評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 572/671 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学演習Ｃ

科目キー 5101032059

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙機体に特有な薄板、シェルなどの軽量構造、耐熱耐圧構造に関する重要な著書あるいは最新の文献研

究を行う。造力学と変文法の修得を目標とし、 修士論文作成のために必要な基礎学力を修得する。あわせて、いく

つかの課題に対して、解析的又は実験的演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空構造工学演習Ｄ

科目キー 5101032060

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙機体に特有な薄板、シェルなどの軽量構造、耐熱耐圧構造に関する重要な著書あるいは最新の文献研

究を行う。構造力学と変文法の修得を目標とし、 修士論文作成のために必要な基礎学力を修得する。あわせて、い

くつかの課題に対して、解析的又は実験的演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 574/671 ページ



科目名付クラス名 材料強度学演習Ａ

科目キー 5101032061

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 3

授業概要 航空・宇宙機器用材料の材料組織について、内外の研究に関する文献調査、演習を通して、問題に対処する力を

養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 575/671 ページ



科目名付クラス名 材料強度学演習Ｂ

科目キー 5101032062

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 3

授業概要 航空・宇宙機器用材料の製造法に関し、内外の研究についての調査を行い、演習を通して、問題に対処する力を養

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料強度学演習Ｃ

科目キー 5101032063

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 3

授業概要 航空・宇宙機器用材料の力学的特性に関して、内外の文献調査、演習を通して、問題に対処する力を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 577/671 ページ



科目名付クラス名 材料強度学演習Ｄ

科目キー 5101032064

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 3

授業概要 航空・宇宙機器用材料で、特に金属系、セラミックス系複合材料の製造法、特性に関する研究の文献調査、演習を

通して、問題に対処する力を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 578/671 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ａ

科目キー 5101032065

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 3

授業概要 構造･機能材料とそれを取り巻く環境との係わり合いについて学ぶ。材料は本来不安定な状況で使用されており、時

間とともに劣化する。本演習では材料の化学的、さらに力学的条件の加わったメカノケミカルな損傷について解析的

に理解する手法について学ぶ。演習Ａでは損傷事例調査を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 579/671 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ｂ

科目キー 5101032066

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａの成果を踏まえ、例題を取り上げ、損傷事例解析を行なう。解析を行なうに当たり必要な工学的背景・手法の

研鑽に勤める。材料・装置・機器の長寿命化への考え方も学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 580/671 ページ



科目名付クラス名 環境材料学演習Ｃ

科目キー 5101032067

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 3

授業概要 演習Ａ、Ｂの成果を踏まえ、それぞれの修士論文研究の解析を進め、より高度な研究へと発展させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境材料学演習Ｄ

科目キー 5101032068

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 3

授業概要 演習のまとめとして、新たな提案をすべく総括する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー演習Ａ

科目キー 5101032069

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 3

授業概要 トライボロジーに関連した内外の文献の研究、調査、演習を通して、問題に対処するための力を養う。また、研究を

進めていくに当たって必要となる数学、力学、数値解析法などの基礎学力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー演習Ｂ

科目キー 5101032070

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 3

授業概要 「トライボロジー演習Ａ」に接続する科目で、トライボロジーに関連した内外の文献の研究、調査、演習を通して、問

題に対処するための力を養う。また、研究を進めていくに当たって必要となる数学、力学、数値解析法などの基礎学

力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー演習Ｃ

科目キー 5101032071

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 3

授業概要 「トライボロジー演習Ｂ」に接続する科目で、トライボロジーに関連した内外の文献の研究、調査、演習を通して、問

題に対処するための力を養う。また、研究を進めていくに当たって必要となる数学、力学、数値解析法などの基礎学

力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー演習Ｄ

科目キー 5101032072

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 3

授業概要 「トライボロジー演習Ｃ」に接続する科目で、トライボロジーに関連した内外の文献の研究、調査、演習を通して、問

題に対処するための力を養う。また、研究を進めていくに当たって必要となる数学、力学、数値解析法などの基礎学

力を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マイクロ工学演習Ａ

科目キー 5101032073

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 3

授業概要 電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御とその画像形成工学やマイクロマシンへの応用に関する研究を行うう

えで必須の基礎技術を習得する。具体的には、以下のようである。

１.電磁力学、画像技術、粒体工学などの専門書・文献輪講

２.有限要素法などの数値シミュレーションの学習とプログラミング

３.精密計測、データ処理技術の習得

４.外部講師の講演会や他大学・研究機関、民間会社との交流会･見学会

５.必須ではないが、１件以上の学会発表を奨励する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マイクロ工学演習Ｂ

科目キー 5101032074

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 3

授業概要 電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御とその画像形成工学やマイクロマシンへの応用に関する研究を行うう

えで必須の基礎技術を習得する。具体的には、以下のようである。

１.電磁力学、画像技術、粒体工学などの専門書・文献輪講

２.有限要素法などの数値シミュレーションの学習とプログラミング

３.精密計測、データ処理技術の習得

４.外部講師の講演会や他大学・研究機関、民間会社との交流会･見学会

５.必須ではないが、１件以上の学会発表を奨励する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 588/671 ページ



科目名付クラス名 マイクロ工学演習Ｃ

科目キー 5101032075

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 3

授業概要 電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御とその画像形成工学やマイクロマシンへの応用に関する研究を行うう

えで必須の基礎技術を習得する。具体的には、以下のようである。

１.電磁力学、画像技術、粒体工学などの専門書・文献輪講

２.有限要素法などの数値シミュレーションの学習とプログラミング

３.精密計測、データ処理技術の習得

４.外部講師の講演会や他大学・研究機関、民間会社との交流会･見学会

５.必須ではないが、１件以上の学会発表を奨励する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 589/671 ページ



科目名付クラス名 マイクロ工学演習Ｄ

科目キー 5101032076

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 3

授業概要 電磁力や流体力による粒体輸送の精密制御とその画像形成工学やマイクロマシンへの応用に関する研究を行うう

えで必須の基礎技術を習得する。具体的には、以下のようである。

１.電磁力学、画像技術、粒体工学などの専門書・文献輪講

２.有限要素法などの数値シミュレーションの学習とプログラミング

３.精密計測、データ処理技術の習得

４.外部講師の講演会や他大学・研究機関、民間会社との交流会･見学会

５.必須ではないが、１件以上の学会発表を奨励する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 590/671 ページ



科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム演習Ａ

科目キー 5101032077

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙輸送システムに関する文献や論文の輪読およびシステム解析等の演習を通じて、工学研究者としての素

養を高める。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 591/671 ページ



科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム演習Ｂ

科目キー 5101032078

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 3

授業概要 航空宇宙輸送システムに関する文献や論文の輪読およびシステム解析等の演習を通じて、工学研究者としての素

養を高める。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 592/671 ページ



科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム演習Ｃ

科目キー 5101032079

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 3

授業概要 修士論文研究に関する文献を調査、精読し、また、各自の研究を経過報告することによって、工学研究者としての

素養を高める。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 593/671 ページ



科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム演習Ｄ

科目キー 5101032080

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 3

授業概要 修士論文研究を進め、最終的な研究成果を報告する。また、他の研究に対して、討論、批評を行なうことで、工学研

究者としての素養を高める。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 594/671 ページ



科目名付クラス名 集合論研究

科目キー 5102010001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 江田 勝哉

年度

単位数 0

授業概要 集合論・帰納的関数論・モデル論・証明論その他の話題の中から適宜テーマを選び、輪講形式で研究を進める。

この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）あるいは独自

の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 595/671 ページ



科目名付クラス名 整数論・数理哲学研究

科目キー 5102010002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 足立 恒雄 佐々木 宏夫

年度

単位数 0

授業概要 数学の基礎に横たわる諸問題を研究する。たとえば数学的対象の実在性をめぐる対立、すなわちプラトン主義と唯

名主義、また数学の本質を問う対立、すなわち形式主義、論理主義、直観主義の比較検討が一つの重要な研究主

題である。またそうした根本的な問題と対立を生み出した歴史的背景を究明する。この科目は講義ではなく、学生自

身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）を博士課程の修了までにまとめあげることが目

標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 副専攻「経済の数理」の受講希望者は、「経済の数理演習」のシラバスを参照されたい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 596/671 ページ



科目名付クラス名 整数論研究

科目キー 5102010003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

単位数 0

授業概要 ワイルズによるフェルマーの問題解決において重要な役割を演じた岩沢理論を研究する。岩沢理論は、いわゆるＺ-

拡大に関係したＡ＝Ｚ［［Ｔ］］-加群の研究をする学問である。本研究では、Ｚ-拡大のなかでも構成のしかたがよくわ

かっている円分的Ｚ-拡大についてのグリーンバーグ予想と、反円分的Ｚ-拡大の正規底の構成を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 597/671 ページ



科目名付クラス名 整数論・特殊関数研究

科目キー 5102010004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 喜一朗

年度

単位数 0

授業概要 保型函数や楕円函数は１９世紀初頭に複素函数論が起こると同時にアーベル，ヤコビ，ガウス等によって発見され

た一種の特殊函数の族であるが，極めて豊富な性質と深遠な内容を有し，現代数学においても最も興味深い研究

対象の一つである。実際，数学（や物理学）のあらゆる分野の，最も深い所ではいつも保型函数が姿を現すといって

も過言ではない。

本研究では，保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，

さらに代数幾何学や整数論との関連について考察する。

シラバス 保型函数や楕円函数およびその一般化である多変数の保型函数やアーベル函数について研究し，さらに代数幾何

学や整数論との関連について考察する。特に一般種数の超楕円曲線とそのモジュライ空間の数論(ヤコビ多様体に

付随するガロア表現)の研究に焦点を当てる.

副題

教科書 G.Shimura: Introduction to the Arithmetic Theory of Automorphic Functions, Princeton Univ.Press, 1971.

D.Mumford : Abelian Varieties, Oxford Univ.Press, 1974.

D.Mumford : Tata Lectures on Theta I,II, Birkhauser 1984.

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 598/671 ページ



科目名付クラス名 代数的符号理論研究

科目キー 5102010005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 近藤 庄一

年度

単位数 0

授業概要 代数的幾何的符号論について、その背景にある数学的な理論を含めて研究する。数学的な理論としては、線型代

数、代数曲線論、有限体論などが上げられるが、これらの理論を学習し、その理論を元にした符号論の研究につな

げる。の科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の研究会で発表できるようなもの）を博士課

程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 599/671 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 5102010006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 0

授業概要 射影多様体の代数幾何的研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 600/671 ページ



科目名付クラス名 代数幾何学研究

科目キー 5102010007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 楫 元

年度

単位数 0

授業概要 代数幾何学とは代数多様体を研究する学問であり，代数多様体とはいくつかの多項式の共通零点の集合，すな

わち，多項式系で定義された図形のことである．

本研究では，特に射影空間への埋め込みが可能な代数多様体である射影代数多様体に関する研究指導を行う．

シラバス 本研究を希望する学生と相談のうえ研究テーマを決定し，研究指導を行う．

近年取り組んでいる研究テーマは次のとおり．

１）偏極多様体と半偏極多様体

２）数値的に半正な反標準直線束を有する代数多様体

３）豊富なベクトル束による多様体の分類理論

４）曲線種数

５）ベクトル束の構成

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 601/671 ページ



科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 5102010008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

単位数 0

授業概要 トポロジーについての研究を行う。具体的には、トポロジーの中から結び目理論、低次元トポロジー、あるいは力学

系といったテーマの中から研究テーマを一つ定めて研究を進めていく。このために必要となる様々な理論についても

研究、考察し、新たな理論の構成を目指す。この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の

研究会で発表できるようなもの）を博士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス 研究テーマに沿った文献をセミナー形式で紹介したり，あるいは学生自身の結果を発表することで進めていき、博士

論文の作成につなげていく．

副題

教科書

参考文献

評価方法 セミナーでの発表による

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 602/671 ページ



科目名付クラス名 トポロジー研究

科目キー 5102010009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 展也

年度

単位数 0

授業概要 トポロジーについての研究を行う。具体的には、トポロジーの中から結び目理論、低次元トポロジー、あるいは力学

系といったテーマの中から研究テーマを一つ定めて研究を進めていく。このために必要となる様々な理論についても

研究、考察し、新たな理論の構成を目指す。この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の

研究会で発表できるようなもの）を博士課程の修了までにまとめあげることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 603/671 ページ



科目名付クラス名 代数解析学研究

科目キー 5102010010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄

年度

単位数 0

授業概要 代数解析学は種々の解析学の対象を代数的手法で研究する分野である。超関数論と微分方程式の代数的理論

（所謂、Ｄ加群の理論）の上に築かれた堅固な体系である。本研究においては代数解析学的手法を用いて、ソリトン

方程式をはじめとする可積分系、量子可積分系とKniznik-Zamolodchikov方程式、ｑ-関数を含む特殊関数論、多重

ゼータ値などを研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 604/671 ページ



科目名付クラス名 幾何学研究

科目キー 5102010011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 泰史

年度

単位数 0

授業概要 主として，微分幾何学について研究する．また，微分幾何学に関連した，大域解析学，位相幾何学，リー群及びその

表現論，数理物理なども研究する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 605/671 ページ



科目名付クラス名 多様体上の解析学研究

科目キー 5102010012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 郡 敏昭

年度

単位数 0

授業概要 次のテーマのいずれかを選んで研究を進める。

１。多様体上の微分形式の理論（De Rham 理論）、留数の理論、双対定理およびそれらと位相幾何学や代数幾何

学の理論との関連

２。モース理論とそれを用いたリー群の基本群の計算やＢｏｔｔ周期性

３。ベクトル束の特性類の理論の位相幾何および微分幾何による学習・研究

４。写像群やゲージ空間の無限次元の位相幾何と微分幾何をトゥイスター理論、ゲージ理論による学習・研究

５。シンプレクティク幾何学、ポァソン多様体の理論の学習と、剛体、流体の運動方程式や電磁気学への応用

６．スピノール解析によるディラック作用素やサイバーグーウイッテン方程式の研究．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 606/671 ページ



科目名付クラス名 関数解析研究

科目キー 5102010013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 純一

年度

単位数 0

授業概要 関数解析学、とりわけＢａｎａｃｈ理論を話題の中心に、関連諸分野への応用を研究の主体とする。関数環論を利用

した有理関数での近似問題、集積値集合とＨａｒｄｙ空間Ｈ∞の極大イディアル空間の関係といった複素解析学とか

かわる話題、エルゴード理論から派生してくる関数環や作用素環の性質という確率論や作用素論との関連など、巾

広い応用を扱う。学生自身が興味をもつ問題を適宜選択し、研究をすする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 607/671 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 5102010014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 良弘

年度

単位数 0

授業概要 偏微分方程式論、 特に実解析学の深い結果を本質的に用いる偏微分方程式の研究について指導を行う。具体的

には、流体力学や、弾性体の数学的理論に現われる、偏微分方程式の解の一意存在や、解のいろいろな性質につ

いての研究に関する、研究指導を行う。さらに、非線形放物型方程式や、非線形双曲型方程式の同様のことについ

ての研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 608/671 ページ



科目名付クラス名 偏微分方程式研究

科目キー 5102010015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 昌男

年度

単位数 0

授業概要 在学中に行った研究に基づき、新たな知見を含み、学術雑誌掲載に値する博士論文を作成することを目標とする。

シラバス

副題 博士論文

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 609/671 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5102010016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春 石井 仁司

年度

単位数 0

授業概要 偏微分方程式は科学の基礎において、重要な役割を果たしている。このような非線形偏微分方程式について数学

的に解析することを目的とする。

（石井）特に、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した解析を中心に非線形偏

微分方程式を研究する。最適制御に現れるベルマン方程式は興味深い研究対象であり、最適制御、確率制御も重

要な研究課題である。これらは数理ファイナンスとも直接関連している。粘性解を利用して、偏微分方程式の種々の

解の漸近挙動の研究も行なう。

（大谷） 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラク

ターの構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の

問題を解決し、さらには、新奇な数学的構造を発見することをめざす。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築をめざす。関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献 研究の進行状況に応じて，適宜指示する．

評価方法 意欲，努力，研究成果に応じて総合判断する．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 610/671 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5102010017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西田 孝明

年度

単位数 0

授業概要 非線形偏微分方程式（放物型・楕円型・分散型）に関する数学的諸問題を、主に関数解析学的手法により研究す

る。一つは、近年発展した微分方程式の一般解概念の一つである粘性解概念を利用した解析を中心に非線形偏微

分方程式を研究する。また、１次元圧縮性流をモデルとする（粘性的）双曲型保存則の方程式を中心に、解の一意

存在、漸近挙動、非線型波-（粘性的）衝撃波、希薄波-安定性等について研究する。さらには、理論的な解明ので

きていない問題を知り、大域的な問題、解空間の構造の研究などをめざして、その解析・計算機援用解析に取組

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 611/671 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式研究

科目キー 5102010018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西原 健二

年度

単位数 0

授業概要 トポロジーについての研究を行う。具体的には、トポロジーの中から結び目理論、低次元トポロジー、あるいは力学

系といったテーマの中から研究テーマを一つ定めて研究を進めていく。このために必要となる様々な理論についても

研究、考察し、新たな理論の構成を目指す。この科目は講義ではなく、学生自身がオリジナルな研究成果（学外の

研究会で発表できるようなもの）あるいは独自の視点による考察を修士課程の修了までにまとめあげることが目標

である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 612/671 ページ



科目名付クラス名 変分問題研究

科目キー 5102010019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田中 和永

年度

単位数 0

授業概要 変分問題の研究の歴史は非常に古く、古典的には汎関数がいつ最小値を達成するか、そして対応する危点の性質

を研究することが主なテーマであった。しかし近年の目覚ましい非線型解析の発展により退化特異点、鞍点を解析

的に扱うことが可能となり、変分問題の研究は著しい発展をみせている。またその発展は微分幾何学、微分方程式

論等にも深い影響を与えている。本研究では物理学、微分幾何学等に現れる様々な問題を変分問題の見地からの

アプローチを試みる。

シラバス 受講生と相談の上, 研究テーマを定め, 研究指導を行う.

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 613/671 ページ



科目名付クラス名 数理物質工学研究

科目キー 5102010020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 公久

年度

単位数 0

授業概要 物質を対象とした実際の工学的諸問題を取り扱い、熱力学・統計力学、流体力学、移動現象論を基礎として、以下

の2つの方法によって研究を展開する。&#12848; 数理的科学的手法によって具体的問題の解決を図る。

&#12842; 種々の工学における各種現象から、数理科学的課題を発見する。前者の例としては、物質製造プロセス

の最適化や、複合材料のプロセシング開発などが、また後者の例としては、デンドライトをはじめとする凝固現象や、

物質の組織形成などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 614/671 ページ



科目名付クラス名 物質の数理構造研究

科目キー 5102010021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 北田 韶彦

年度

単位数 0

授業概要 物質の結晶構造の位相数学の観点からの評価と、物質の組織形成の動力学的観点からの評価の、二つの観点か

らの評価を行う。前者は連続体理論(continuum theory)、次元論(dimension theory)、格子の集合の幾何学、など主

として位相空間論に立脚したものであり、後者は主として非線形関数方程式の古典解に関する議論にもとづくもの

である。なお後者を離散力学系として記述できる場合には、前者の位相空間論による扱いと調和して、物質の組織

形成の離散力学が統一的に議論される。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5102010022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔

年度

単位数 0

授業概要 可積分系理論を中心に，主に離散発展方程式の解の構造についての研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 相対論研究

科目キー 5102010023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 米田 元

年度

単位数 0

授業概要 数学の研究対象としての相対性理論を中心にした物理的なテーマを扱う。線型代数、セミリーマン幾何学、テンソル

代数、微分幾何、非線形偏微分方程式、数値計算などの数学を駆使しながら、厳密な物理テーマの記述を行い、未

解決の問題を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 617/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5102010024

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大石 進一

年度

単位数 0

授業概要 精度保証つき数値計算の研究を行う。数値計算の過程において現れるすべての誤差を厳密に扱った上で問題の難

しさに応じた必要な計算量で高速に数値解の精度を保証するための理論開発の研究を行う。研究指導は扱う問題

の性質の議論から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5102010025

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柏木 雅英

年度

単位数 0

授業概要 精度保証つき数値計算の研究を行う。数値計算の過程において現れるすべての誤差を厳密に扱った上で問題の難

しさに応じた必要な計算量で高速に数値解の精度を保証するための理論開発の研究を行う。研究指導は扱う問題

の性質の議論から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 619/671 ページ



科目名付クラス名 数値解析研究

科目キー 5102010026

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 室谷 義昭

年度

単位数 0

授業概要 数値解析の研究を行う。最近の話題を中心にテーマを絞って研究を進める。具体的には、最近の関数近似、線形計

算、微分方程式の数値解析法等の研究からテーマを選んで研究、考察を行う。研究指導は扱う問題の性質の議論

から初めて、その問題解決のための数学理論の開発、そして論文作成指導を中心とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 620/671 ページ



科目名付クラス名 情報理論研究

科目キー 5102010027

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松嶋 敏泰

年度

単位数 0

授業概要 情報理論とその応用の研究を行う．シャノン理論をはじめ，情報源符号理論，通信路符号理論，暗号理論などを中

心に学習理論や様々な情報の基礎理論を対象とする．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 621/671 ページ



科目名付クラス名 理論計算機科学研究

科目キー 5102010028

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 守屋 悦朗

年度

単位数 0

授業概要 「情報数学研究」（博士前期課程）に引き続くものである．履修上の注意等も同じ．

基本的目標は「情報数学研究」（博士前期課程）と同じ．ただし，後期課程のこの科目では，学外の研究会で発表

できるような研究成果を必ず挙げることが求められる．学会誌（できれば国際誌）への投稿ができるような成果でな

ければならない．

シラバス 研究の進行状況に関するゼミとディスカッション．

副題

教科書 なし．

参考文献 参考文献は，適宜指定する．

評価方法 レポート（研究成果としての論文を含む）・平常点．

備考 「理論計算機科学研究」（博士前期課程）を履修していることが前提であるので，履修していない者は事前に担当教員

に相談することが必要である．

【担当教員連絡先等】

守屋 悦朗 moriya@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 622/671 ページ



科目名付クラス名 統計数理研究

科目キー 5102010029

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

単位数 0

授業概要 大数の法則、中心極限定理、経験確率過程の弱収束などの理論に基づいた統計的漸近理論の構築を行う。さらに

その線形および非線形回帰モデル、一般線形モデル、生存解析、セミパラメトリックモデル、時系列モデルへの応用

について研究する。それぞれの具体的なモデルにおいてモデルに含まれる母数の推定、検定方式の構成とそれら

の有効性を漸近理論に基づいて評価する。その際に基礎となる１次および高次の局所漸近正規性について発展的

内容として考察する。ベイズ推測やウエーブレット解析の統計への応用も別の研究テーマである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 623/671 ページ



科目名付クラス名 数理統計・時系列・金融研究

科目キー 5102010030

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷口 正信

年度

単位数 0

授業概要 まず数理統計学で学んだ基礎知識を現代的な概念で整理する。具体的には局所漸近正規性に基づく最適推測、検

定を理解させる。時系列解析に関しては種々の時系列の基礎概念の整理と、基本指標の局所漸近正規性に基づく

最適推測、検定の解説を行う。金融時系列の動きを理解させ、これを記述するモデルを紹介する。またSPlus 等を

用いて実際にデータを解析させ、金融工学に現われる指標の推測させ、オプション、期間構造、VaR 問題等の基礎

を学ばせる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 624/671 ページ



科目名付クラス名 応用統計学研究

科目キー 5102010031

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 淳

年度

単位数 0

授業概要 応用統計学演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの内容に準拠した研究を行う（ただし、受講生の興味によっては必ずしもこの方針にこだ

わらないものとする）基本的に、回帰分析・多変量解析に関する分野からトピックを選ぶ。基礎文献から最新の結果

までを把握した上で、新規の研究を行うものとする。研究対象の大まかな分野としては、重回帰分析、判別分析、主

成分分析、因子分析、クラスター分析、因果推論、サポートベクターマシン、比例ハザード分析などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 625/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5102010032

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

単位数 0

授業概要 "非線形方程式のうち可積分方程式に分類される方程式について研究を行う。研究対象としては、ソリトン方程式と

呼ばれる非線形偏微分・偏差分方程式、パンルベ方程式に代表される１変数非線形常微分・常差分方程式、およ

び、それら可積分方程式の超離散版である。さらに近可積分系と呼ばれる非可積分タイプのものも研究対象とな

る。また、数列の加速法・交通流・反応拡散系など、可積分方程式をベースにしたさまざまな応用的研究も研究対象

に加える。（橋大輔）

非線形システムのうち特に、偏微分方程式で記述される時間発展をする系、即ち、放物型方程式、波動方程式、

シュレデンガー方程式やＫｄＶ方程式などを含む分散型方程式の初期値問題、初期値・境界値問題を研究対象とし

ている。それらの方程式の解について、大域解の存在・非存在、解の個数、データ依存性、漸近挙動、散乱理論、解

の（族の）対称性、解の族のコンパクト性等を関数解析やフーリエ解析（調和解析）の理論と数値解析によるシミュ

レーションを活用して研究することを、セミナーや個々の議論を通して指導する。（堤正義）

非線形放物型偏微分方程式、楕円型偏微分方程式を中心に、数理科学に現われる非線形問題について、解の構

成や解の滑らかさなどの基礎的な性質から解の漸近挙動・安定性などにいたる発展的な性質を関数解析的な手段

を用いて研究する。とりわけ、反応拡散方程式系に現れる非線形ダイナミクスを明らかにすること、および関連する

楕円型方程式系の解集合の構造を分岐理論、写像度の理論、計算機によるシミュレーションなどを使って解析する

ことが中心である。（山田義雄）"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 626/671 ページ



科目名付クラス名 非線形システム研究

科目キー 5102010033

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 義雄

年度

単位数 0

授業概要 非線形放物型偏微分方程式，楕円型偏微分方程式を中心に，数理科学に現われる非線形問題について，解の構

成や解の滑らかさなどの基本的な事項から解の漸近挙動・安定性などにいたる解の色々な性質を関数解析的な手

段を利用して研究する．最近は，反応拡散方程式系に現れる非線形ダイナミクスを明らかにすること，および関連す

る楕円型方程式系の解集合の構造を分岐理論，写像度の理論，計算機によるシミュレーションなどを使って解析じ

ている．

また、得られた結果を発表すること（学会発表，論文発表）も重視する．

シラバス 論文，専門書をy読むだけではなく，自己の研究成果をまとめることも行う．

副題 非線形現象とモデルの解析

教科書

参考文献 個々の学生の興味，実力に応じて読むべき文献を指示する．

評価方法 平常点により評価する．

備考 専門書，論文を読むに当たって，常に自分ならばどう研究するか？あるいはどのように解析するか？という問題意識

をもって欲しい．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 627/671 ページ



科目名付クラス名 計算数論研究

科目キー 5102010034

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅垣 敦紀

年度

単位数 0

授業概要 コンピュータの出現・発展によって，それまで誰も計算することができなかった重要な不変量や等式を具体的に把握

することができるようになった．それらのデータをもとに新たな数論的現象が明らかにされ，理論的な理解が深めら

れることも少なくない．

このような立場から，代数体・代数曲線などの対象をコンピュータを用いてより具体的かつ明示的に研究する．

また，本来「計算機数論」とは計算機を用いて数論を研究する分野であるが，現在では数論の知識が暗号・符号と

いった情報分野においても応用されている．

この点にも留意して，応用面についての研究も行う．

シラバス 次のようなキーワードに関わる研究を行う．

1. 代数体

2. 代数函数体

3. 楕円曲線・アーベル多様体

4. 暗号

5. 符号

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点とレポートによる．

備考 受講生の興味に合わせ，教科書・参考文献は適宜指示する．

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 数学応用数理研究

科目キー 5102010035

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野 喜三雄 志賀 弘典

年度

単位数 0

授業概要 「数学応用数理特論」の内容に準じた研究を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 629/671 ページ



科目名付クラス名 ヒューマンインタフェース研究

科目キー 5102020001

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 榑松 明

年度

単位数 0

授業概要 人間と機械、および機械を介する人間のインターフェースに関する研究。 具体的には、音声言語、ジェスチャー、顔

の表情などを含むマルチモーダルヒューマンインターフェースの基本技術とその実用上の特性に関する研究。

CAI(Computer Assisted Instruction)システムの構築とマルチメディアの応用およびCAD(Computer Aided Design)シス

テムにおける有効なヒューマンインターフェースの研究など

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 知覚情報システム研究

科目キー 5102020002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 哲則

年度

単位数 0

授業概要 人間の知覚を伴う情報処理機能を持つ機械システムの実現を通して、人間と機械の新たな関係を拓くことを目指

す。対象としては、音声理解、画像理解等を中心としたヒューマンインタフェースシステム、知能ロボットなどを取り上

げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 画像情報研究

科目キー 5102020003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 甲藤 二郎

年度

単位数 0

授業概要 画像情報はマルチメディア情報の中で中心的な役割を担っている。本研究では、自然静止画像、動画像、中間調画

像、二値画像等の画像情報を対象に、その蓄積、変換、加工、符号化、伝送等の各種処理手法の中から、現在なら

びに将来の発展動向を見据えて適宜具体的なテーマを設定するとともに、IPネットワーク上での情報検索の高速

化、伝送路、サーバなどネットワーク資源の有効利用法、無線アクセス網等に関して高度な研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ワイヤレスコミュニケーション研究

科目キー 5102020004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高畑 文雄

年度

単位数 0

授業概要 陸上移動通信、衛星通信、ディジタル放送などを中心とした各種無線情報通信（ワイヤレスコミュニケーション）ネッ

トワークに関して、システム構成、ネットワーク制御、ディジタル無線伝送技術、電波伝搬特性の解析など、基盤技術

の確立に向けて研究する。研究項目の具体例として、熱雑音やフェージング環境下を対象とした、直交周波数分割

多重方式、周波数拡散通信方式、誤り訂正技術、ダイバーシチ技術、モバイルインターネットなどから構成される次

世代移動通信システムの開発、周回衛星通信システムにおける衛星配置や回線割当てに関する最適化アルゴリズ

ムの開発、電波干渉などの電波伝搬特性に関する解析、アドホックネットワークを対象としたルーティングアルゴリズ

ムの開発などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 633/671 ページ



科目名付クラス名 情報ネットワークシステム研究

科目キー 5102020005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 尚久

年度

単位数 0

授業概要 情報ネットワークにおけるセキュリティ、通信品質の観点から、ユーザと端末間ならびに端末とネットワーク間のイン

タフェース技術の基礎と応用に関する研究を行なう。この過程で、国内はもとより国外での研究発表を通じて、研究

成果の信頼性と有効性を評価できるとともに専門領域に関する議論に対応できる能力を養う。また、他大学、企業

等との共同研究体制における責任の一端を担うことにより、広い視野に立った研究推進ととりまとめの能力、ならび

に研究指導能力を養う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 634/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム工学研究

科目キー 5102020006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 後藤 滋樹

年度

単位数 0

授業概要 情報通信システム、特にインターネットに代表されるコンピュータネットワークの新しい応用を探り、動作を解析し、さ

らに障害を未然に防ぐ安定運用の技術を研究する。この科目では博士課程後期を意識し、学会等における対外発

表、学内外の関連プロジェクトとの共同研究、特に国際的な研究ネットワークの上で実地に行う国際的な共同研究

に積極的に参加する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 635/671 ページ



科目名付クラス名 無線信号処理研究

科目キー 5102020007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前原 文明

年度

単位数 0

授業概要 無線通信システムの基盤となる物理層を中心とした下位層の信号処理技術に関する研究を行う。一般に、無線シス

テムの信頼性を高める要素技術として、変・復調方式、マルチプル・アンテナ、ARQや前方向誤り訂正、マルチプル・

アクセスなどが考えられるが、本研究では、様々な無線伝搬環境下における個々の要素技術の高度化を行うだけ

でなく、各種無線通信システムを採り上げ、総合的に伝送品質を高めるための、それら要素技術の適用法について

研究を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 636/671 ページ



科目名付クラス名 環境量子情報機構研究

科目キー 5102020008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 入江 克

年度

単位数 0

授業概要 新パラダイム計算機構一般についての博士レベルでの研究を行う。確率量子アルゴリズム・シミュレータの開発。そ

れを用いた環境電磁界下の生殖細胞の確率的運動過程・発生過程の分析が中心課題である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 637/671 ページ



科目名付クラス名 並列知識情報処理研究

科目キー 5102020009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 和紀

年度

単位数 0

授業概要 並行・並列・分散処理、知識情報処理、インタラクティブ・システム、およびそれらに関わるプログラミング言語とプロ

グラミングの根幹技術の理論的・実践的研究。単体計算機を前提とした20世紀的な情報処理パラダイムから脱却

し、21世紀の情報環境を活かした高度なソフトウェアの構築方法論の確立を目指す。開拓的な研究および外部との

研究交流を重視し、自立した研究者に必要な専門知識、問題発見能力、問題解決能力、方法論などを身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 638/671 ページ



科目名付クラス名 計算知能研究

科目キー 5102020010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松山 泰男

年度

単位数 0

授業概要 計算知能（Computational Intelligence）一般についての博士レベルでの研究を行う。手法としては、データに基づく記

号処理的学習アルゴリズムと非記号処理的学習アルゴリズム（コネクショニズム的、パターン情報処理的学習）の両

者を用いる。それらの設計、統合、応用に向けて、ネットワークに基づく知的で高度な知能（エージェント）の実現を目

指す。ソフトウェアによる実現のみに限らず、ハードウェア化も視野に入れて研究を進める。研究成果を学外で発表

できるようなレベルに達することが重要な目標となる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.wiz.cs.waseda.ac.jp

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 639/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア開発工学研究

科目キー 5102020011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 深澤 良彰

年度

単位数 0

授業概要 高信頼性ソフトウェアを効率的に開発するための方法論、ソフトウェアツールなどについての研究を行なう。これを実

現するためのキーワードは自動生成と再利用であるという前提のもとに、オブジェクト指向などの概念を採り入れ

る。また、このための方策として、ハードウェアの設計との双対性、コンパイラなどのすでに内部のアーキテクチャが

明確化されているソフトウェアなどからの知見を積極的に活用していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 640/671 ページ



科目名付クラス名 ソフトウェア環境研究

科目キー 5102020012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筧 捷彦

年度

単位数 0

授業概要 ソフトウェア環境の開発を中心とした研究を展開する。多言語への対応とネットワークを活かしたソフトウェア環境を

提供する具体的なアプリケーションの開発を取りあげて、そのユーザインタフェース部分とバックエンド部分とを切り

分けた上で、ネットワーク普遍性を保ちつつ快適な環境とするための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、

評価を行う。以上を通して、ソフトウェア環境研究における基礎知識と新知見創造のための基礎能力を練成する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 641/671 ページ



科目名付クラス名 知識ソフトウェア研究

科目キー 5102020013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 俊治

年度

単位数 0

授業概要 自律エージェントおよびマルチエージェントシステムの研究を行う。たとえば、ロボットやインターネット上の各種ソフト

ウェアなど、自律的に動作するソフトウェアが相互に協力、調整あるいは競争しながらある目的を達成するための知

的なソフトウェアの研究を展開する。エージェントのプランニングや学習などの知的な機能を通じて、それぞれが如

何に協調行動を実現するかを調査し、それを踏まえた上で新たな研究を展開する。本研究を通じて、本分野の基礎

理論と工学的視点の両方を備え、自ら研究展開できる能力を得ることが目標である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 642/671 ページ



科目名付クラス名 情報構造研究

科目キー 5102020014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村岡 洋一

年度

単位数 0

授業概要 P2P技術などに基づき、ネットワークを如何に新しい「ヒューマンコミュニティ」の形成に資するかという観点からの研

究を進める。これまでのサーバ＆PCベースでデータベースアクセスが中心であった受動的なネットワークから、セン

サーなどが接続されてそれらから収集された情報がリアルタイムで処理されることにより、実世界とインタラクティブ

に係わり合える能動的なネットワークへと、インターネットを変貌させることを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 643/671 ページ



科目名付クラス名 分散システム研究

科目キー 5102020015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 達夫

年度

単位数 0

授業概要 将来の分散システムでは、様々なコンピュータが我々の環境に埋め込まれ我々の生活を拡張することを可能とす

る。そのような環境を実現するためには大量の数のコンピュータ間の協調を必要とする。本研究では、膨大な数のコ

ンピュータの協調を可能とするための分散アルゴリズムとそのアルゴリズムを実現するミドルウエアの構築に関する

研究をおこなう。また、それらの環境を実現するために重要となる高信頼、高セキュア組み込みオペレーティングシ

ステムに関しても研究をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 644/671 ページ



科目名付クラス名 アドバンスト・コンピューティング・システム研究

科目キー 5102020016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 笠原 博徳

年度

単位数 0

授業概要 並列・分散処理コンピュータアーキテクチャ、並列・分散処理ソフトウェア及びそれらの応用に関する世界最先端の

研究を行うことを目標とする。具体的には、今後のプロセッサアーキテクチャの主流となると考えられるシングルチッ

プマルチプロセッサ、それをベースとした超高性能コンピュータ（スーパーコンピュータ）、並列分散ソフトウェアハード

ウェアの能力を最大限に引き出しさらに簡単に高性能コンピュータを使いこなせるようにする自動並列化コンパイ

ラ、並列コンピュータをネットワーク接続したクラスタコンピューティング及びグローバルコンピューティング等の並列

分散コンピューティングまでのキーテクノロジーとなるスケジューリング・アルゴリズム、アーキテクチャとソフトウェア

の協調及びロボット・VLSIシミュレーション・バイオインフォマティクスなど各種応用技術について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 645/671 ページ



科目名付クラス名 並列・分散アーキテクチャ研究

科目キー 5102020017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山名 早人

年度

単位数 0

授業概要 並列・分散処理の高速化、高度化を中心とした研究を展開する。研究実施にあたっては、内外の研究開発動向の調

査を踏まえ、処理性能の高速化・高度化のための、問題点の抽出、方法論の開発、実証実験、評価を行う。以上を

通して、並列・分散アーキテクチャ研究における基礎知識と新知見創造のための基礎能力を練成する。題材として

は、プロセッサアーキテクチャ、並列アーキテクチャ、分散アーキテクチャ、さらに、各々のアーキテクチャ向けの並

列・分散化コンパイラ技術、データマイニング、情報検索技術、バイオインフォマティクスを対象とした高速化・高度化

までを対象とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 646/671 ページ



科目名付クラス名 情報アーキテクチャ研究

科目キー 5102020018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大附 辰夫

年度

単位数 0

授業概要 修士課程の研究テーマを発展させて、基礎的な理論と手法を深く掘り下げると共に具体的な応用に特化した実シス

テムの構築を目指した研究を遂行する。このような観点から新規性のある研究成果を達成することが求められる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 647/671 ページ



科目名付クラス名 設計解析システム研究

科目キー 5102020019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生

年度

単位数 0

授業概要 情報通信システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選び、シ

ステム設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して、基礎理論から実践的

な応用までの研究を行う。研究対象となるシステムとしては、画像処理プロセッサ、アドホックネットワーク、暗号処

理、マルチメディア処理、ＦＰＧＡ、ゲノム解析などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 648/671 ページ



科目名付クラス名 先端プロセッサ構成研究

科目キー 5102020020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木村 啓二

年度

単位数 0

授業概要 携帯電話やゲーム機などの組み込み機器から、スーパーコンピュータまで使用されうる最先端のマイクロプロセッサ

を、そのアーキテクチャ（構成法）とソフトウェアの両面から研究する。より具体的には、プロセッサの全体構成、各構

成要素とその接続方法、低消費電力化、コンパイラやオペレーティングシステムとのインタフェースに関して、包括的

に取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 649/671 ページ



科目名付クラス名 情報システム設計研究

科目キー 5102020021

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望

年度

単位数 0

授業概要 SoC(システム・オン・チップ)設計から大規模ネットワーク構築に至るまで、広い意味での情報システム設計、情報シ

ステム解析ならびに計算機支援設計(CAD:Computer-Aided Design)に関して、基礎理論から応用設計までを研究す

る。具体的な課題として、画像処理SoCや画像処理プロセッサ、通信処理プロセッサ、リコンフィギャラブルシステ

ム、FPGAなどの設計/解析ならびに設計手法に関する研究、通信プロトコル、移動体通信システム、地図情報処理

システムの設計/解析ならびに設計手法に関する研究などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 650/671 ページ



科目名付クラス名 マルチメディアシステム研究

科目キー 5102020022

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柳澤 政生 後藤 敏

年度

単位数 0

授業概要 マルチメデイアシステムの技術を広く深く履修するとともに、マルチメデイアシステムを実現するシステムLSIの設計・

開発の最先端技術の研究指導をする。具体的には、言語、音声、文字、画像という人間が扱っているマルチメデイ

ア情報を認識、理解し、表現、格納、伝送、加工する過程を、いかに正確に、速く、人間相互間でコミュニケーション

できるための先端技術を検討する。検討した技術はハードウエアとソフトウエアで高性能なシステムLSIとして実現す

る技術に関して検討する。研究成果は論文あるいは特許として世の中に公表し、その内容が世界トップの水準とな

るべく研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 進め方

１回／週の頻度で研究の進捗に関して討議する。

システムLSI設計技術、マルチメデイア技術を習得していること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 651/671 ページ



科目名付クラス名 高信頼ソフトウェア研究

科目キー 5102020023

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲崎 弘宜

年度

単位数 0

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 652/671 ページ



科目名付クラス名 流体工学研究

科目キー 5102030002

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 太田 有 林 茂

年度

単位数 0

授業概要 遠心型・軸流型などターボ機械の非定常内部流れに関する実験および数値解析研究。空力音響理論に関する基礎

研究。高速・非定常データの処理法に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 653/671 ページ



科目名付クラス名 熱流体科学・生命基礎研究

科目キー 5102030003

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内藤 健

年度

単位数 0

授業概要 熱流体科学特論と熱流体科学演習の内容を踏まえ、具体的な研究課題を与えて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 654/671 ページ



科目名付クラス名 応用数学研究

科目キー 5102030004

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 勝弘 林 茂

年度

単位数 0

授業概要 産業界に実在する種々のシステムの挙動を予測・評価するため、数理的な解析能力を養い、工学的なものの見方と

理解を深めることを目標としている。研究テーマとして、流体過渡現象、超高速液体噴流、流体中の物体振動、交通

の流れに関する諸問題を取り上げ、実験・観測と並行してモデルの構成、理論解析、数値解析、システムの最適化

などの問題を吟味、検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 655/671 ページ



科目名付クラス名 応用数学研究

科目キー 5102030005

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉村 浩明

年度

単位数 0

授業概要 ダイナミカルシステムに現れる様々な非線形現象について、その構造の解明のために、数理的な発想に基づく解析

手法を確立することを目的とする。具体的な研究テーマとしては、宇宙構造物やロボット等の多体系、回路系、分子

系や流体系などの非線形システムを対象として、系に現れる対称性や双対性に注目し、ダイナミクスの簡約化、分

岐現象、安定性などの諸問題に関する検討、また、工学システムとしての最適設計法の開発、および、それらに必

要となる数値解析法の開発を行う。現在、ダイナミカルシステムの構造をディラック幾何の枠組みで捉え、陰的なラ

グランジュ・ハミルトン系の理論の確立を中心課題として取り組んでいる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 656/671 ページ



科目名付クラス名 プロセス工学研究

科目キー 5102030006

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 河合 素直

年度

単位数 0

授業概要 熱システムの力学的挙動の解析と制御ならびに最適設計に関する研究。フィン表面における相変化をともなう熱伝

達などの伝熱問題に関する研究。ニューマティクスに関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 657/671 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 5102030007

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋詰 匠

年度

単位数 0

授業概要 一つとして、エネルギー・動力システムを主対象に、「計測・制御系」の視点から、システムの設計・運用法を研究す

る。一方で、自律移動体による環境認識システムを確立するために、センシングの要素技術からアプリケーションに

及ぶ関連技術全般の構築を研究する。一例を挙げると、つぎのような課題を取り上げている。１．アドバンスト・コー

ジェネレーションシステムの設計・運用の最適化、低温度差発電システムの最適設計等を通して、エネルギーの有

効利用システムとその要素技術の研究２．フィールドバス技術を基礎として、プロセスの高効率・安全な運用に資す

る遠隔監視・診断システムの研究３．自律移動体による環境認識技術の研究７．モービルマッピングシステムの研

究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 658/671 ページ



科目名付クラス名 制御工学研究

科目キー 5102030008

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武藤 寛

年度

単位数 0

授業概要 回転機械系をはじめとする様々な系の力学的な挙動の解析、制御理論の実際の系への応用および制御方式に関

する考究を行う。 柔結合の回転動力系、空気圧機器を含む動力系、風機の併結運転とサージング、マイクロ異動ロ

ボット、肢体不自由者のマン・マシンインターフェイス等に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 659/671 ページ



科目名付クラス名 機械システム制御工学研究

科目キー 5102030009

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 齋藤 潔

年度

単位数 0

授業概要 各種機械システムの力学的挙動の解明と最適設計・制御に関する研究を展開する。具体的には、吸収式ヒートポン

プ、ハイブリッド空調システム、移動型ロボット、太陽熱利用空調システム等の環境調和型機械システムを対象とす

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 660/671 ページ



科目名付クラス名 動力・エネルギー工学研究

科目キー 5102030010

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 天野 嘉春

年度

単位数 0

授業概要 システムの最適計画（設計）問題、高効率ボトミングサイクルの実証・研究、 CO2多用途熱供給システム、バイオマ

スの蒸発乾燥ヒートポンプサイクルに関する研究、産業用バスを用いたプラントの運転診断技術の研究、屋外環境

下での自律移動技術に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 661/671 ページ



科目名付クラス名 航空構造工学研究

科目キー 5102030011

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸田 勧

年度

単位数 0

授業概要 航空宇宙構造物の軽量化と信頼性・安全性向上を目標として、構造様式と材料、構造不安定現象と振動特性、作

用荷重等の力学的環境の予測、評価について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 662/671 ページ



科目名付クラス名 材料強度学研究

科目キー 5102030012

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 増田 千利

年度

単位数 0

授業概要 金属およびセラミックス基複合材料の破壊機構に及ぼすマトリックス組織、強化材の物性、特性、界面組織などの

影響について研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 663/671 ページ



科目名付クラス名 複合材料工学研究

科目キー 5102030013

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川田 宏之

年度

単位数 0

授業概要 複合材料の変形と破壊に関する実験研究を行う。主として、先進材料としてのプラスチック基複合材料の長期耐久

性評価（疲労破壊、クリープ・遅れ破壊などの時間依存性）、界面の力学的特性評価、CFRPの衝撃特性、FRP構造

物の破壊シミュレーションと耐久性評価などの基礎的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 664/671 ページ



科目名付クラス名 加工工学研究

科目キー 5102030014

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本村 貢

年度

単位数 0

授業概要 塑性工学、鋳造工学、粉末成形学、接合工学の融合・複合的視点に立って、研究装置の設計・試作、ソフト開発も

あわせて行い、次世代もの造り加工技術を、加工力学のベースのもとに研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 665/671 ページ



科目名付クラス名 凝固工学研究

科目キー 5102030015

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中江 秀雄

年度

単位数 0

授業概要 高温における固体と液体の界面に関する基礎現象の解明を中心とし、液体金属と固体セラミックの界面、金属とセ

ラミックの凝固、結晶成長等の諸問題を基礎から応用までの幅広い研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 材料加工研究

科目キー 5102030016

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅川 基男

年度

単位数 0

授業概要 機械産業における軽量・高強度・高機能部材を、力学と機械材料学の視点から、設計・加工・評価を実験・弾塑性

FEM解析を含めて研究。自動車用高張力鋼板の成形、航空機および鉄道車輌の強度、Mg・Ti・Nbなど難加工材の

成形、プリンタ・自動車用シャフト・極細線の矯正、他。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2012年3月7日 667/671 ページ



科目名付クラス名 環境材料学研究

科目キー 5102030017

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 潤一

年度

単位数 0

授業概要 材料に関する総合的理解を踏まえ、機能・構造材料の化学的およびメカノケミカルな損傷の機構解明、その検出・防

止技術、評価法およびメンテナンスに関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート

ゼミ発表

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 トライボロジー研究

科目キー 5102030018

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 富岡 淳

年度

単位数 0

授業概要 トライボロジーに関連する問題の実験および理論解析。特に、非ニュートン流体で潤滑された滑り軸受のトライボロ

ジー、気体で潤滑された滑り軸受のトライボロジー、ターボ機械のトライボロジー、生体のトライボロジーなどに関す

る研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 精密工学研究

科目キー 5102030019

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川本 広行

年度

単位数 0

授業概要 電磁粒体力学とその画像形成工学、マイクロマシン、マイクロ加工等への応用、マイクロメカトロニクスに関する研

究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.kawamoto.mech.waseda.ac.jp/kawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 航空宇宙輸送システム研究

科目キー 5102030020

科目クラスコード 01

配当年度 2008

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 哲也

年度

単位数 0

授業概要 実験および数値解析により、以下の研究を行う。航空および宇宙輸送システムに関する研究。ロケットや空気吸込

みエンジン等の推進システムに関する研究。関連要素技術に関する研究。

シラバス

副題

教科書 未定

参考文献

評価方法 平常点および論文

備考 なし

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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